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　空気が一いつ瞬しゆんにして凍こおり付いていた。

　猥わい雑ざつな空気に満ちた雑ざつ踏とうに接していながら、その食テー卓ブルの周囲だけがまるで目に見えぬ壁かべで切り取られたかの様に、冷たい静せい寂じやくに満ちている。

　生の喧けん噪そうの中に、突とつ如じよとして穿うがたれた──死の空くう隙げき。

　すぐ傍そばを行き交かっているにもかかわらず、通行人は誰だれ一人としてそこで殺人が行われたのだという事に気付いていない。凍り付いた空気に気付いていない。それは突とつ出しゆつではなく欠落だからだろう。大きな音がするでもなく、強い光を発するでもなく、周囲の注意を引き付けるには、それはあまりにも些さ細さいに過ぎる。

「……へへ」

　傍はた目めには、食卓を囲んでいた三人の内の一人が、僅わずかに身を乗り出して正面の同席者に指を向けている──ただそれだけの光景に見える。

　指の先から伸のびた爪つめは、非常に細く、それが鋭えい利りな凶きよう器きとして相手の首に深々と突つき刺ささっているのだと気付くのは難しい。万が一に気付いたとしても何かの見み間ま違ちがいかと思って通り過ぎる者が大半だろう。

　特に──このナサニエル通りでは。

　城じよう塞さい都市ファーニヴァル番ロスト外アド区レス。

　人間と魔ヴイ物シヤスの全面戦争、通つう称しよう・聖せい伐ばつ大戦の際に各地から流れ込んできた難民達が、公的な許可を得る事の無いままに、廃はい棄き街区に住み着いて出来上がった街──いわば難民街である。公的な書類上は無人となっており、ファーニヴァルの公的な魔ま力りよく供給網もうからも外れているが、実際には万単位の住人が此処ここで家を構え、店を営み、暮らしている。

　その番外区にて、最も賑にぎわいを見せるのがナサニエル通りだ。

　難民街らしく、此処は様々な地方の様々な民族色で溢あふれかえっている。悪く言えば看板の文字から店構え、通行人の衣装まで──まるで一いつ貫かん性の無い店てん舗ぽが幾いくつも並び、混こん沌とんとした風景を成していた。

　その中の一つ──魔力イル発光式ミネ看板ータに『北方料理専門』を掲かかげる店。

「……中々やるみたいだが……」

　ナサニエル通りの飲食店にはよく見かける形式だが──この店では、店内だけでなく、店先にも幾つか円形の食卓が出され、ナサニエル通りの風景を眺ながめながら食事が出来る様になっていた。勿もち論ろんそれは一方的なものではなく、客が食事している姿を通行人に眺められる事にもなり得る……つまりは常に誰かしらの視線に晒さらされている場所なのだ。およそ他人の眼めを憚はばかる様な行こう為いには向いていない。

　誰もがそう思うだろう。

　だからこそ、そこに油断が生じる。

　こんな場所で襲おそってくる筈はずが無い──と。

「不意をつかれりゃこの通りってか」

　そう言って笑うのは……人間ではなかった。

　一見すれば若い女に見える。だが違ちがう。

　概おおむね人間の女としての姿形を備えてはいるが、これはあくまで『発生』の際に『苗なえ床どこ』としたのが人間の女だったというだけの事でしかない。既すでにその中身は全くの別物で、『苗床』にされた人間は事実上死んでいる。これはもう全く別の生き物だった。

　宿主を侵おかし殺して乗っ取る猛もう悪あくな寄生生物。それが魔物だ。

　魔物と呼ばれる存在は、総じてその頭部に魔力芯ステム──俗ぞくに『角ホーン』と呼ばれる器官を持つ。

　その女もまた頭部に一対ついの角を備えている上、耳は先が尖とがり、獣けものの様に短い毛に覆おおわれていた。今はそれらの特とく徴ちようは巧こう妙みように、目立たぬ様に、豊かな藍あい色いろの髪かみと髪かみ飾かざりで隠かくされてはいたが。髪の色は本来人間にはあり得ない特異なものなのだが、このナサニエル通りではこうした色の染せん髪ぱつ剤ざいや鬘かつらも珍めずらしくない為ため、殊こと更さらに人目を惹ひくものでもなかった。

「このヴィオラ様にかかりゃ、どいつもこいつも簡単な獲え物ものだぜ」

　魔物の中でも人を苗床に発生し、人の形態を色いろ濃こく残している個体を、他の獣状の魔物と区別して『魔人』と呼ぶ。

　基本的に魔物は人間の様な名を持たないが──獣の多くが名を持たぬ様に──魔人に関してはある種の必要性から、あるいはある種の戯たわむれから、名を持つ者も居る。そして人間と関かかわり合いになる際には、それを口にする事が在る。

「…………」

　ヴィオラの爪は前述の通り──対面に座っていた男の喉のどを深々と刺していた。

　魔物は自分の身体からだに魔ま法ほうを掛かける。

　その膂りよ力りよくだけでも充じゆう分ぶんな脅きよう威いになり得るが、必要とあれば瞬しゆん時じに自らの身体を変形させて凶器と成す事も可能なのだ。魔物に武装解除は無い。存在そのものが抜ぬき身の凶器に等しい。どれだけ愛らしかろうが、美しかろうが、見た目に騙だまされてそれを忘れれば──大たい抵ていの場合に命を落とす羽目になる。

「まあこの俺にかかりゃ、ざっとこんな──」

　と得意げに喋しやべっていたヴィオラは……ふと、表情を怪け訝げんの形に歪ゆがませる。

「うん？　お前………!?」

　次の瞬しゆん間かん、弾はじかれた様に身を引くヴィオラ。

　蜥蜴とかげの尻しつ尾ぽの如ごとく、あるいは蜂はちの針の如く、元から自切が可能な身体構造なのか、彼女が手を引っ込めても、爪は相手の喉を刺したまま残っていた。

「…………」

　男が──眼を細めた。

　本来ならば致ち命めい傷しよう──明らかに急所と思おぼしき場所を突かれながら、しかし男は未いまだ死んでいなかった。よく見れば、僅かに男が首を捻ひねっているのが見えるだろう。小指の先にも満たない小さな『差』だが、咄とつ嗟さに首を捻って脊せき髄ずいと声帯をまとめて貫つらぬかれるのを防いだのだ。脊髄を庇かばったのは勿論、致命の箇か所しよだからで、声帯は──損傷しては魔法の圧縮スクリー詠唱ミングが出来なくなるからだ。

　男の名はジンゴ──ジンゴ・ミネベ。

　喉を刺されてもなお、驚おどろきの表情も見せず、むしろ物もの憂うげな表情で相手を見み据すえているこの男。彼はかつて聖伐大戦において、魔ま王おうを討うった〈英えい雄ゆう〉の一人であり、その過か酷こくな任務を遂すい行こうする為、その身体に魔法改造を施ほどこされた人間兵器──即すなわち〈勇ブレ者イブ〉だ。

　人の形をした凶器と、人の形をした兵器。

　いざ殺し合えば勝つのは──どちらか。

「魔物の暗殺兵か。正直、魔物は考え無しの猪ちよ突とつ猛もう進しん馬ば鹿かしか居ないのかと思っていたが、中にはお前の様なものも居るんだな」

　ジンゴは呟つぶやく様に言うと──座ったまま、ヴィオラの爪に手を掛け、これをするりと抜いて見せた。

「──〈治癒キユア〉」

　短い口笛の如き音と共に紡つむがれる一言──圧縮詠唱。

　青白い魔力の光が点ともり、止血するまでもなく傷口は瞬またたく間に塞ふさがっていた。

「だが暗殺兵としては間ま抜ぬけも良いところだ。得意顔で舌した舐なめずりしている暇ひまが在ったら首を狩かるなり頭ず蓋がいを割り開くなりすべきだな」

　他人ひと事ごとの様な口調でジンゴはそう言った。

　ヴィオラはこの衆しゆう人じん環かん視しの中で暗殺を実行する為に、敢あえて眼でも額でもなく喉を狙ねらって突いたのだろう。声帯破は壊かいは魔法を封ふうじるという意味も在るだろうが、一瞬でも悲鳴を上げられては此処から離り脱だつするのが難しくなるからだ。

「てめえ……」

　身構えるヴィオラの表情には驚きよう愕がくと動どう揺ようと、そして羞しゆう恥ちの色が強い。

　一いち撃げきで葬ほうむったと確信が在ったのだろう。だからこそ、そのまま首を落とすでもなく、念押しの一撃を眼なり何なりに突き入れる事も無く、余計な台詞せりふを吐はいていたのだ。

「そうやって、ついつい相手の言葉に耳を傾かたむけて逃にげるのが遅おくれる所もな」

「──！」

　咄嗟に後方へと飛び退のこうとするヴィオラ。だが、次の瞬間、彼女の視界が跳はね上がった食卓によって覆われていた。ジンゴが座ったまま蹴けり上げたからだ。

　一瞬だが──ジンゴの次の攻こう撃げきを警けい戒かいして、ヴィオラの動きが鈍にぶる。

　ジンゴが食卓を蹴り上げたのはヴィオラの視界を遮さえぎる為だ。ならば次にその陰かげから攻撃を仕し掛かけてくる──と考えるのが順当だ。右から来るのか左から来るのか。利きき腕うでの事を考えればヴィオラから見て左から来る可能性が高い──

「──ひべっ!?」

　左に対し身構えたヴィオラの頭部に、大上段から振ふり下ろされた椅い子すが激げき突とつする。

　ジンゴが一瞬前まで座っていたものだ。立ち上がるのと同時に彼は右手でこれを摑つかんで、棍こん棒ぼう代わりに殴なぐりつけたのである。

　木製の椅子は綺き麗れいにばらばらになった。

　だがそれはつまり、破壊の衝しよう撃げきが残らずヴィオラの頭部に叩たたき込まれたという事に他ならない。脳を激しく揺ゆさぶられてふらつく魔人の暗殺者。食卓が地面に転がり、右に左にと揺れるヴィオラの視界に再びジンゴの姿が映り込む──が。

「──ッ!?」

　次の瞬間──ヴィオラの視界は、いきなり頭上の闇やみ空ぞらを映していた。

　下から顎あごに叩き込まれたジンゴの左の掌しよう底ていのせいで、大きく仰のけ反って──倒たおれるヴィオラ。咄嗟に──というより本能的な反射行動で身を丸め、頭部が地面に激突するのを防いだものの、そこへ追い打ちを掛ける様にジンゴの長靴ブーツの靴くつ底ぞこが落ちてきた。

「ぎはっ……!?」

　立て続けに脳に容よう赦しや無い衝撃を叩き込まれ、精強をもって知られる魔人も白目を剝むいて痙けい攣れんするしかない。

　既に人間でないとはいえ、脳構造は人間のものと似通っている──というより人間の脳を流用している為、大抵の魔人は人間と同様に頭部に強い衝撃を加えられると脳のう震しん盪とうを起こす。特に神経と魔力が集中する角周りの打だ撃げきには弱い。勿論、人間よりも遥はるかに回復は早い筈だが、定期的に頭をぶん殴っていれば、人事不省の状態を維い持じは出来る。

「……ああ。なんでもない」

　と──ジンゴは、慌あわてて駆かけ寄ってきた店員に片手を挙げてそう言った。

　傍はた目めからは、いきなりジンゴが食テー卓ブルをひっくり返した上、椅子で連れの女を殴りつけ、挙げ句にその頭を踏ふんづけている様にしか見えない訳だが──ナサニエル通りの『揉もめ事解決屋』として働いていたこの数年の成果か、店員や周囲の通行人は、すぐに興味を失った様子で離はなれていった。ジンゴ・ミーガンはそれなりにこのナサニエル通りでは信用が在るという事だ。

　そして──

「……見事なものじゃな」

　ともう一人の同席者──銀ぎん髪ぱつの少女が呟く様に言った。

　彼女は一連のやりとりなどまるで関係ないといった様子で、先さき程ほどから椅子に座ったままだ。俯うつむき、両手を膝ひざの上に置いたままで、まるで置物の様に身じろぎもしない。

　いや……違う。喋ったのは彼女ではない。

　銀髪の少女が膝の上の手で保持したままの──水飲筒コツプ。

　その表面に、大きく歪みながらも映り込んだ風景の中。

　そこに一人の女が佇たたずんでいる。

　その風景の中にだけ──しかもまるで歪みの影えい響きようを受けないままに。ジンゴ達の周囲には女の姿は何ど処こにも無い。実体が無いのだ。その姿は鏡面の中にのみ存在していた。

　螺ら旋せんを描えがいて天を指すかの様な、大きく印象的な角を備える……魔人。

　かつてジンゴ達が討った魔ヴイ物シヤスの女王──ルドミラ。

　正しくはその虚きよ像ぞうであり亡ぼう霊れいだ。

　喋っているのは、この実体無き魔物の方であった。

「治癒以外は魔法すら使わずか」

「こういう場だからな。何も無い平原や砂さ漠ばくでやり合ったら、こうはいかない」

　とジンゴはヴィオラを見下ろしながら言った。

　魔物は基本的に魔法によって身体強化をしている為、その異様に高い身体能力に慢まん心しんしているというか──身体能力の高さでごり押しする様な戦い方が多い。魔人は知能が高い為、多少なりとも技わざや術を使ってくる事が在るが、やはり魔物の基本的な思考からは逃のがれられないのか、ひどく大おお雑ざつ把ぱで、強ごう引いんな戦い方が殆ほとんどだ。

　ジンゴがヴィオラを圧あつ倒とう出来たのは、相手に反はん撃げきの隙すきを与あたえず、距きよ離りもとらせない様に連続して素す早ばやく攻撃を繫つないだ事に加え……周囲に在る椅子や食卓を、そのまま攪かく乱らんや攻撃に利用したからだ。こういう戦い方を魔物はしない。だから大抵、虚きよを衝つく事が出来る。

「で──何故なぜ殺さん？」

「殺して欲しいのか？」

　とジンゴは切れ長の眼めを僅わずかに細めて魔物の王に尋たずねる。

　現在……不本意ながらも、彼は亡霊となったルドミラの要よう請せいに従い、ある少女を護衛している。魔物の王が仇敵カタキたるジンゴにそんな事を依い頼らいしてきたのは、既すでに自身は肉の身のない状態なので、少女を守る事が出来ず、人の街においては他に頼たよるべき相手も居ないから、というのが理由であるらしいのだが──

「俺の代わりに此奴こいつにメイベルを守らせればいいだろう、魔物の王ロード？」

　多少の皮肉を混ぜて言うジンゴ。

　メイベル・バセット──先程から椅子に座ったまま、動かぬ銀髪少女の名だ。

　小こ柄がらで愛らしい顔立ちだが、今は表情も無く、その紫むらさきの大きな眼を閉じて眠ねむっている様にも見える。

「妾わらわは既に魔物の王ではない。元魔王じゃ。既に肉の身はなく、魔物の証あかしたる角もない故ゆえにな。こやつ等が妾の命令を聞く理り屈くつは無い。というよりむしろ、こやつはメイベルを殺しに来た可能性が高い。ジンゴ、貴様を襲おそったのも、先まずメイベル暗殺に邪じや魔まだと考えたからじゃろうな」

「……どういう事だ？」

　ジンゴは水飲筒のルドミラと、足あし下もとのヴィオラを交こう互ごに眺ながめて問う。

　ルドミラはメイベルを守れという。

　ヴィオラはメイベルを殺しにきたという。

　同じ魔物でありながら、利害が一いつ致ちしていないのだろうか。

「メイベルが、人間と魔物の混血だって事も何か影響しているのか？」

　僅かに声を潜ひそめながらジンゴはそう問うた。

　見た目は人間と何ら変わりないが……メイベルは魔人を母に持つ混血児だ。

　勿もち論ろん、外見的にどれだけ似ていようと魔人は人間とは違ちがう生き物である。人間と行こう為いとしての性交をする事は出来ても、その結果として繁はん殖しよくをする事は無い。無い筈はずだった。

　本来は、生まれる筈のない人間と魔物の混血児。

　だが先の魔王であったルドミラもまた混血であったのだという。

　半人半魔の者は魔王の苗なえ床どことして適している、という風に考える事も出来る。無数に存在する魔物の中で、王となるには、やはり他ほかとは明らかに異なる一線を──特別な何かを必要とするのかもしれない。その事からジンゴは魔物達が次の魔王の依より代しろとしてメイベルを守りに──いや迎むかえに来たのかとも、思ったのだが。

「理由は分からないではないが、何故、それをこやつ等が知ったのか……」

　鏡像のルドミラは何か──ジンゴに答えるでもなく、何やらぶつぶつと呟いている。

「おい。魔王」

「ルドミラじゃ。そう呼べと言ったであろう」

　とジンゴの呼び掛かけに顔をしかめて元魔王は言った。

「今いま更さら、魔王と呼ばれても皮肉にしか聞こえん」

「皮肉で言ってるんだよ。魔王陛下」

　とジンゴは殊こと更さらに強調してそう言った。

「こいつを捕ほ縛ばくしておくには魔ま法ほう具が要いる。〈ゲルゲルダダのーズ・宿イン〉に行くぞ」

　早々に意識を取り戻もどして身を起こそうとするヴィオラの頭部を改めて蹴りながら、ジンゴは言った。いくら信用が在ると言っても、見た目は女であるヴィオラを、何度も何度も店先で蹴り続けていると、妙みような憶おく測そくが広まりかねない。

「話はそれからだ」

「…………」

　ルドミラは無言──しかし鏡面の向こうで小さく頷うなずいた。




　　　●




　テレンス・ワイズは憂ゆう鬱うつな気分だった。

「…………」

　任務は失敗した。

　上級公パブ安リツ騎クナ士イツたるテレンス・ワイズ自らが指揮を執とり、現場での裁量権を大きく確保した上で、暴徒鎮ちん圧あつ級の装備を持ち出したにもかかわらず……彼と彼の引き連れた部下の公安騎士達は、たった一人の少女の身み柄がらを確保するという単純な任務を達成出来なかった。

　そればかりか部下の半数は死亡し、機動モビル航天艇フライヤとその航ナビ法師ゲータをも失った。

　これが非公開任務でなかったならば、テレンスは責任をとらされて降格も免まぬかれなかったであろう。だが表おもて沙ざ汰たには出来ないこの種の任務は、公的な信しん賞しよう必ひつ罰ばつの範はん囲い外がいに在る。テレンスに対して公安騎士団上層部から何らかの咎とがめ立てがされる事は無かった。

　だが……テレンスに言わせれば、何らかの責任をとらされた方が未まだマシだった。

　責任を問うという事は、期待されていたという事だ。

　掛けられた期待に応こたえられなかったから叱しつ責せきを受けるのだ。

　つまり──

「……何ですか。その者達は」

　生き残りの部下達と帰投して──すぐにテレンスは出頭を命じられた。

　ただし彼が呼び出されたのは公安騎士団の庁舎ではない。

　庁舎と同じ、ファーニヴァルの中央街区の中には在るものの、街区の端はし、民営組織の所有する建物である。それも芸能関係を主な業務とする事務所の社屋だ。

　およそテレンスの様な公僕とは縁えん遠どおい。

　だが──彼が案内された部屋は、芸能事務所の施し設せつとは到とう底てい思えない造りになっていた。

　まるで公安騎士達の修練場の様だ。

　床ゆか板いたは無く、足下は土ど砂しやを敷しき詰つめ踏み固めた地面そのもので、壁かべには遮しや音おんと衝撃吸収の為ために大量の綿を仕込んだ厚布が張ってある。天てん井じようからぶら下げられているのは数本の鎖くさりで、あれは打ち込み用の人形を吊つるす為のものか。入り口付近の架か台だいには訓練用と思おぼしき木ぼつ剣けんや長ちよう棍こんが十数本掛けられていた。

　明らかに武術の修練を行う為の場所だ。

　だが芸能関係の事務所の社屋、それもその真ん中にどうしてこんなものが在る？　まさか関係者の健康維持の為という訳でもあるまい。しかも窓一つ無い半地下で、出入りには魔法マギエ機関ンジンによる個人認にん証しようが必要になっていた。明らかに秘密の施設だ。

　それに──

「ワイズ卿きようは広デイ報スプ旗レイはあまり御ご覧らんにならない？」

　と壁かべ際ぎわで腕うでを組んで立ちながら、女がそう問うてくる。

　琥こ珀はくと紺こん碧ぺき──左右の眼の色の違う金銀妖よう眼がんで、明るめの赤毛を女性としては短めに整えてあった。目鼻立ちの整った器き量りよう好よしなのだが……何処どこか得体の知れない雰ふん囲い気きをその身に纏まとっていた。

　メリンダ・ラドフォード議員。

　黒こく衣えを大きく盛り上げるその胸に取り付けられた徽章バツジは、ファーニヴァル最高議会に所属する議員の証あかしである。

　若い女の議員というのは珍めずらしいが、それ以上に、この議員には色々と不可解な部分が多い。過去にも何度か彼女からの『要請』で非公然任務をこなした事が在るが、テレンスから見ても、何を考えているのか、よく分からない所が在った。

「人並みには見ます。勿論、私がお尋ねしているのは、彼女等が誰だれかという意味ではなく、何故、私が公務の名目で呼び出されて、彼女等と引き合わされているかという事ですよ」

　テレンスは眼を細めて広間の──いや修練場の中央に立つ少女達三人を睨にらんだ。

　勿論、テレンスも彼女等の顔と名前位は見知っている。このファーニヴァルに住んでいる以上、知らずにはいられない。毎日の様にあちらこちらの広報旗には彼女等の姿と歌が溢あふれているし、テレンスの部下にも騎士としての俸ほう禄ろくの大半を関連商品につぎ込んでいる者が居る。彼が今この場に居たら小こ躍おどりして喜んだ事だろう。公安騎士がどうしてこんな場所に呼ばれたのかという事にも考えが及およばないまま。

〈ミスリル・チップス〉

　聖精銀ミスリルの欠片かけら、という名を付けられたこの少女達は、恐おそらくはこのファーニヴァルにおいて最も有名な芸げい妓ぎだ。艶あでやかな歌と踊おどりで若者から老人までを魅み了りようする歌うた姫ひめにして舞まい姫ひめ。彼女等に注ぐ信しん奉ぽう者達の視線は、まるで信者が神に向けるかの如ごとく、熱く、純じゆん粋すいだった。

　だが……

「左からエノーラ・オブライエン、ジャネット・カーライル、ルシア・サトクリフ。〈ミスリル・チップス〉の主力を張る子達ね」

　とメリンダが紹しよう介かいしてくる。

　だが左右の少女達……エノーラとルシアは軽くテレンスに対して会え釈しやくしてきたが、ジャネットは猫ねこの様に吊つり気味の眼を半眼にして──まるで胡う散さん臭くさいものを眺めるかの様に、テレンスを睨んでいる。容よう姿し端たん麗れいで公安騎士としての肩かた書がきもあるテレンスは、総じて女性受けが良く──こういう視線を女性から受けるのは珍しい。

　ただ、彼が引っかかったのはそこではなかった。

「……主力？」

「〈ミスリル・チップス〉は総計、五十名弱の部隊よ。ただやはり効率の点を考えればどうしても表に出てくる子達は限られてくる」

　とメリンダは何ど処こか楽しげな口調で言った。

「部隊？　部隊とおっしゃいましたか？　まさかとは思いますが──」

　テレンスは改めて〈ミスリル・チップス〉の少女達を順に眺めながら問うた。

「この少女達を──例の非公然任務に使うと？」

　予想外の魔物の乱入も在り、這ほう々ほうの体ていで生き残った部下達と戻ってきて、簡単な報告を済ませたばかりの所に──この呼び出しである。例のメイベルという少女を捕縛するという任務に関連した用件なのだという所までは簡単に想像がついていた。

　しかし──

「その積もりです。貴方あなた達が失敗してしまったから」

　怒いかりもしなければ嘲あざけりもしない。むしろメリンダは楽しげに見えた。

「…………」

　テレンスは喉のどの奥で小さく呻うめいた。

　最初からメリンダはテレンス達が任務に失敗すると踏ふんでいたのだ。だからテレンス達が戻ってくる前からこの少女達を『準備』していた。恐らくテレンス達の──二度にわたる公安騎士の失敗を口実にして〈ミスリル・チップス〉を実戦投入する腹積もりだったのだろう。明らかに〈ミスリル・チップス〉は世間どころか殆ほとんどの公僕に対しても、その存在を秘ひ匿とくされた秘密部隊だ。これを投入するにはそれなりの理由が必要になってくる。

　だとすると──

（機動航天艇を襲おそった魔人はラドフォード議員の手引き？　いや──しかし）

　そもそもテレンス達に任務を持ってきたのはメリンダだ。彼女がわざわざテレンス達を失敗させる為に──しかもあろう事か魔人を都市内に入れるなどという真似まねをするとは考えにくい。

（という事は『口実』としての利用は二度目の任務からか？）

　機動航天艇の事はメリンダの仕込みではないとすると、彼女がテレンス達の失敗を予想していたのは、そして〈ミスリル・チップス〉の投入を考えていたのは、他の要素が影えい響きようしているという事になる。

（あの男か……？）

　テレンスは数時間前に一度戦った男の事を思い出す。

　ジンゴ・ミネベ。

　聖せい伐ばつ大戦時に造られた魔法改造兵士──通つう称しよう〈勇ブレ者イブ〉。

〈勇者〉それ自体は聖伐大戦の末期に『大量生産』された為にそう珍しくないが……その〈勇者〉にも初期型と後期型が在り、初期型の〈勇者〉は魔ま王おう暗殺の為に魔ヴイ物シヤスの支配領域に深く潜せん入にゆうするという異様に危険な任務を負っていたと聞く。何百名という〈勇者〉がその潜入任務に赴おもむき、しかし生きて帰ってきたのは一割にも満たず、実際に魔王にまで肉にく薄はくしこれを討うち果たしたのは、たった五名であったとか。

　ジンゴはその一人だという事だ。

　彼が強いのはそうした過か酷こくな戦場経験の故ゆえだろう。

（ラドフォード議員はあの男と知り合いの様だが）

　そもそも、どういう知り合いなのか。

　詳くわしい事は彼女は何も語ろうとしない。テレンス達が知らされたのは、ジンゴの素す性じようのみである。要するに初期型の丙種ゲ〈勇ブ者〉ラ──『軽騎士』型魔法改造兵士であるから、能力的にも経験的にも非常に手て強ごわい、という情報が予め与あたえられただけだ。

（……魔人の介かい入にゆうはまた別口の誰かの仕し業わざか？）

　あのヴィオラとかいう魔人が機動航天艇を襲った結果、テレンスは部下の半数を作戦開始早々に失った。任務の失敗はこれによる所が大きい。

　そしてヴィオラは明らかにテレンス達を狙ねらってきた。

　テレンス達があの時間、あの場所を通って任務に出で掛かけると知っていたのだ。

　ではそれを魔人に報しらせたのは誰か。

　テレンス達の任務を知っていて、尚なお且かつ、メリンダ以外の──

（議会も一枚岩ではない──か）

　権力者達の闘とう争そうは市民の眼めの及ばぬ水面下で常に熾し烈れつに行われている。

　メリンダを邪じや魔ましたい者達が議会やその周辺に居て、その者達が情報を魔人に流した。だがメリンダは半ばそれを予想しており、テレンス達の任務失敗の事実を〈ミスリル・チップス〉投入の口実に流用した……と考える事も出来る。

　だが──

（やはり根本的な部分は分からないまま……か）

　そもそもこの任務は何の為のものなのか。

　メイベルは先日亡なくなったある議員の隠かくし子だという話だが、単に一連の任務が議員の醜しゆう聞ぶんを隠すというだけのものとは考えにくい。

「立て続けで悪いのだけれど、ワイズ卿、この子達を現場に引いん率そつする仕事を頼たのめる？　それからジンゴと戦った際の感想を教えてあげて。今の彼がどんな状態でどんな装備なのか、それを彼女等は知っておく必要があるから」

　ちょっとした使いを頼むかの様にひどく気軽な口調でメリンダは言ってきた。

「申し訳ありませんが、それはお断りします」

　だがテレンスは首を横に振ふった。

「おい。あんた──」

　それが何やら気に障さわったらしい。

〈ミスリル・チップス〉の一人──ジャネットが眉まゆを顰ひそめて一歩前に出た。

　だが次の瞬しゆん間かん、素す早ばやく左右の二人が彼女の手を摑つかんで止める。どうやらジャネットの気の短さをルシアとエノーラはよく心得ている様だ。

　その様子を視界の端に見ながら──

「番ロスト外アド区レスは無法地帯です。この様な可愛かわいらしいお嬢じようさん達を、あの様な破落戸ゴロツキ共の住すみ処かに投入するなど、正気の沙さ汰たとは思えません」

　テレンスははっきりとそう言った。

　その正体が何であれ〈ミスリル・チップス〉の三人は二十歳はたちに届かぬ少女だ。また実戦経験も恐らくは無いだろう。暴徒鎮ちん圧あつ装備の公パブ安リツ騎クナ士イツ十名以上が達成出来なかった任務を、この少女三人がどうにか出来るとは思えなかった。

　だが──

「『可愛らしいお嬢さん』だって」

　と嬉うれしそうに言うのはルシアである。

「言われ慣れてるだろ。何を今いま更さら」

　とつまらなそうに言うジャネット。

　確かに〈ミスリル・チップス〉の少女達の容姿についてはファーニヴァル全体で何万、何十万という者達が褒ほめ称たたえているだろう。容姿と舞ぶ踊ようと歌唱と──全すべてが高い水準であるからこそ、彼女等は多くの人達を引き付ける。賞賛の言葉など聞き慣れるどころか聞き飽あきていてもおかしくはなかった。

「そうだけどやっぱり何度褒められても嬉しいじゃない？　特にああいう美男子イケメンに言われると。ねえ？」

「……別に」

　と素っ気なく答えるのは同意を求められたエノーラである。

　明らかに気の強いジャネット、明るく愛あい想その良いルシア、この二人に比べると、この黒くろ髪かみの少女は表情にも声こわ音ねにも感情の色があまり見えない。感情が無い──というよりも強い自制心で抑おさえ込んでいる様に見える。

　ともあれ──

「本当、ワイズ卿きようは旧ふるい意味での騎士気き質しね。騎士道精神──だったかしら？」

　メリンダが笑いながら言った。

「でもね。女性を大事にするのは良い事だと思うけれど、侮あなどるのはまた意味が違ちがう」

　そう言ってからメリンダは〈ミスリル・チップス〉を振り返って言った。

「ジャネット。彼と戦って」

「はい」

「──ちょっと待ってください、ラドフォード議員、貴女あなたは何を!?」

　一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよも無くジャネットが頷うなずき、そのまま自分に向かってくるのを見て、テレンスもさすがに慌あわてた。

　一応、公務中という事で、テレンスは愛用の魔ガン長剣ソード〈トルーパー〉五型と、簡易軽量型の魔ガン鎧メイル〈パイソン〉を装備している。要するに武装しているのだ。

　対してジャネットは素す手でである。

　着ているものも、〈ミスリル・チップス〉として舞ぶ台たいに上がっている時と変わらぬ舞台衣装だ。明らかに魔鎧でもない──どころか露ろ出しゆつ度ど多めの、布一枚だ。動き易やすくはあるだろうが、防ぼう御ぎよ力など皆かい無むだろう。

「一応、一対一で、武装している貴方と、非武装のジャネット。任務直後で疲つかれているのを勘かん案あんしても、これでおつりが来るでしょう？　ワイズ卿が負けたら大人しくこちらの命令を聞いて貰もらいます」

　平然とメリンダはそう言い──更さらに彼女はジャネットの方を向いてこう付け加える。

「殺さないようにね」

「分かってます」

　とジャネットもテレンスをひたと見み据すえたままそう答える。

　ルシアもエノーラも特に驚おどろいた様子は無い。今度は二人共、ジャネットを止めようともしない。この場に居る者の中でテレンスだけが唐とう突とつなメリンダの命令に動どう揺ようしていた。

「無む茶ちや苦く茶ちやだ！　貴女達は──」

「うるさい」

　テレンスの抗こう議ぎを眼の前に迫せまったジャネットが抑え込む。

　彼女の全身からは明らかな殺気が噴ふき上がってきていた。やはり戦う気なのだ。武装した公安騎士を相手に──寸鉄さえ帯びない芸げい妓ぎの少女が。メリンダが殺すなと命じたという事は逆に言えば、ジャネットにはそれが可能だという事でもある。少なくともそれを本人も──周囲の者達も全く疑っていない。

「くっ──」

　仕方なくテレンスは剣けんに手を掛かけず、こちらも武器無しでジャネットをねじ伏ふせようと身構えた。剣を落とした時の格かく闘とう術も勿もち論ろん、テレンスは学んでいる。

　歩き方や細かな仕草から見てジャネットは格闘術の心得がある様だが、多少囓かじった程度の小こ娘むすめに、武門の出の自分、生きつ粋すいの騎士たる自分が負ける筈はずが無い──とテレンスは考えていた。むしろ如い何かにしてジャネットに怪け我がをさせないようにするかを彼は念頭に置いて、初手からの流れを組み立てていく。

　そして──




　　　●




　魔物は──人間と異なり、足あし枷かせや手て枷かせで拘こう束そくするという事が不可能に近い。

　人間と比ひ較かくして、より潤じゆん沢たくに生み出される魔ま力りよくを用い、身体強化の魔ま法ほうを掛ける事で木製の手枷などあっさり引き裂さいてしまうし、鋼鉄の鎖くさりすら引きちぎってしまう場合が珍めずらしくない。

　また魔ヴイ物シヤスの異常な膂りよ力りよくを以もつてしても破は壊かい出来ない様な、頑がん丈じような枷を作った場合、魔物はむしろ自分の身体からだを破壊してそこから抜ぬけ出ようとする。己おのれの腕うでを引きちぎり、足の骨を割り砕くだき、手枷足枷から己の身体を解放してしまう。その後、魔法による高速治ち癒ゆや再生、復元を用いて壊こわした身体を修復してしまうのだ。

　だが勿論──魔物を殺さず拘束する方法は在る。

　一つは魔法マギエ機関ンジンの端たん子しを直接その身体に──特に神経の集中している場所に刺さし込んで魔力を吸い上げる方法。魔物はその肉体を強化するだけでなく維い持じする事にも魔力をある程度使っている為ため、徹てつ底てい的に魔力を収しゆう奪だつされれば、疲ひ弊へいし、衰すい弱じやくし、身動きもろくにとれなくなってしまう。

　これは魔力を得る方法としては効率が良いものの、魔コ力ネ端ク子タを取り付けた聖油の太い導管パイプや、身体維持の為の各種端子を身体のあちこちに埋うめ込む為、あまり見た目としては良くない。普ふ段だんは人目に晒さらされる事の無い個体──魔ジエ力ネレ源ータとして使われる魔物に対して行われる方法である。

　より簡易な──魔ま力りよく収しゆう奪だつの方法としては効率が大きく落ちるが、魔物の肉体に穴を空けたり、大おお掛がかりな魔法機関に繫つなぐ必要が無い方法もある。

　それが『首輪』だ。

　極きわめて小型の魔法機関であるそれは、簡易の術式を幾いくつか搭とう載さいしており、塡はめられた魔物の魔法行使を制限する。具体的には魔法術式上で指定された魔法──身体維持の為のものを含ふくめた数種類──以外は全く使えなくなる。『首輪』そのものの動作は魔物の体表から滲にじむ様にして発生する遊ゆう離り魔ま力りよくを用いているので、一度塡めてしまえば、後は放ほうっておいても魔物はその力を制限される。

　擬ぎ人じん型魔物──魔人の娼しよう婦ふを何人も抱かかえるナサニエル通りの娼しよう館かん〈ゲルゲルダダのーズ・宿イン〉では、『商品』に無ぶ粋すいな傷を付けずに管理出来るという事で、この『首輪』を使っていた。勿論、破損事故や部品劣れつ化かに備えて予備の『首輪』も幾つか置かれている。

　なので──

「……いきなり『首輪』を寄よ越こせなんて言うもんだから、何かと思ったよ」

　と言うのは娼館〈ゲルダの宿〉の女主人であるゲルダだ。

　ジンゴとその相棒がしばしばナサニエル通りで活動する際の拠きよ点てんとしている娼館〈ゲルダの宿〉──その奥の事務所での事である。彼は気絶させたヴィオラを担かついでここまで連れてきたのだ。

　何かと人目を憚はばかる事も多い商売である為、事務所は防音に気を遣つかっているし、換かん気き用の小さな鉄格ごう子し付きのものを除けば、窓も無い。魔人の女を連れ込むには此処ここが一番適していた。何より此処ならばジンゴがヴィオラを連れていても、新しい娼婦を運んできたのかと思われるだけだ。

「ちゃんと動いてるかい？」

　でっぷりと太った身体を椅い子すに押し込む様にして座りながら、ゲルダがそう問うてくる。

「問題無い」

　ジンゴは『首輪』に触ふれながらそう答える。

『首輪』の小さな鍵かぎ穴あなからは魔法機関の作動を示す青白い光が微かすかに漏もれていた。

「で、何なんだい、その魔人は？　『角欠ホーンけレス』ではないって事は、猟りよう魔ま組合から買ってきた訳でもないんだろ？」

　魔物を狩かるのを職業とする者達の集まりを猟魔組合と呼ぶ。

　合法非合法を問わずファーニヴァル内で魔力源として、あるいはその他の用よう途とに供する為に魔物を得ようと思えば、基本的にはこの猟魔組合から買うしかない。

　危機管理の観点から猟魔組合は、魔物を狩って都市内部に運び込む際には先まずその角ホーンを折る。致命の急所という訳ではないが、角は魔物の魔物たる所以ゆえんであると同時に、攻こう撃げきされれば激痛を伴ともなう弱点でもあるのだ。勿論、魔物はそれなりの時間を経れば角を再生する事も可能だが──

「訳ありでな。廃はい棄き街区で拾った」

「……拾った、ね」

　苦く笑しようを浮うかべるゲルダ。

「まあいいさ、ジンゴの用が終わったなら角を折っといとくれよ。その器量ならうちで娼婦として使うもよし、魔力源として繫いでおくもよし。この間、あんたが殺しちまった魔物の代わりにすれば、そこのお嬢じようちゃんも晴れて掃そう除じ役から解放って寸法さね」

「──え？」

　と驚きの声を上げるのは、勿論ジンゴではない。

　壁かべ際ぎわに立ちながらジンゴがヴィオラに『首輪』を塡めるのを見ていたメイベルである。

「ま……魔力源って……どういう意味ですか？」

「文字通りの意味だよ。あんただって見ただろ？」

　とゲルダは若じやつ干かん、呆あきれを滲ませた口調で言った。

　大小無数の魔法機関が存在し、人々の生活を支えているこのファーニヴァルにおいて、魔力は、どれだけ在っても在りすぎる事は無い。大たい抵ていの場合にそれは聖油と呼ばれる媒ばい体たいに込められ、都市の各所に張り巡めぐらされた聖油管を循じゆん環かんさせる事で、各所に供給される。

　この魔力を搾しぼり取る対象として用いられる魔物が、魔力源である。

　ファーニヴァルの正規街区では、安全性の面から、魔物は都市中央の地下、大規模魔力供給所に集められ繫がれて集中管理されているが──正規の聖油管循じゆん環かん網もうから外れている番ロスト外アド区レスでは、独自に魔物を繫いで、魔力を引き出し利用している事が多い。

　勿論、ファーニヴァルの法律上では違い法ほうである。

　だが難民が住み着いて出来たこの番外区、特にナサニエル通りにおいては、住民の存在自体が違法であって、そんな事を気にする人間は居ない。

「でも……この人は……」

「人じゃない。魔物だよ」

　困こん惑わくの表情を浮かべるメイベルに対してゲルダははっきりとそう断じた。

「獣けもの型がただろうが人型だろうが魔族には違いないんだ。人間よりも魔力は潤沢に生み出せるからね。先日みたいな事が在ったらまずいから、魔力源として使うなら、手足は切り落として、再生防止処置しておいた方がいいかもね」

「え？　切り落としって……そんな」

　青ざめるメイベル。

　だがゲルダはやはり当然といった口調でこう続けた。

「人型をしている魔物は、魔法機関を操作する事だって出来る訳だし」

　動物型の魔物は、多少普ふ通つうの獣よりも知能が高い傾けい向こうにあるが、大抵は『手』を備えていない為、魔法機関の操作盤ばんを弄いじる事が出来ない。だが人型の魔物ならばそれこそ手さえ届けば自分を拘束する魔法機関を停止させたりする事も出来るだろう。『首輪』に鍵がついているのも、魔人の娼婦達が勝手にこれを外さない様にする為だ。

「でも……その……」

　言葉に詰つまるメイベル。

　これまでの人生で殆ほとんど魔物というものに──その実物に触れてこなかった彼女にしてみれば、概おおむね人の姿をしている魔物には、ある程度の感情移入が出来る。出来てしまう。手足を切り落とされた上で魔法機関の動力源として檻おりに入れられるというその処しよ遇ぐうを、憐あわれに感じたのかもしれない。

「どうした、お嬢ちゃん。うちの子達を見ていて、魔物に親近感でも湧わいたとか？」

　とゲルダが黒々とした笑いを浮かべながら問うてきた。

　客商売という事もあって、普段は自身の腹の内をあまり見せないゲルダだが──女の身で娼館の主人をしているだけあって、何かの折にこうした凄せい惨さんな笑い方をする事がある。細かい事はジンゴも知らないのだが。

「それは……」

　言い淀よどむメイベル。

　そこに──

「疲つかれた疲れた。僕ちゃんはお疲れです。ゲルダ──お茶を一いつ杯ぱい所しよ望もうです」

　そう言いながら事務所に入ってきたのは、紅あかい外がい套とうに紅い紳しん士し帽ぼうを被かぶった男だった。浅黒い肌はだをした長身瘦そう軀くで、鼻先に小さな丸錬レン子ズの眼鏡を引っかけている。

　アルノルト・ゲイソン。

　ジンゴの『相棒』を自じ称しようし、彼と共にゲイソン保安協会という危機管理会社──というか用心棒稼か業ぎよう──を営む人物である。全体的に仕草やら何やらが芝しば居いがかっているので、何をしていても今一つ真しん剣けんさを欠いて見えるが、仕事ぶりはむしろ真面目まじめな部類に入る。

　ヴィオラと出会った際には──廃棄街区で生じた戦せん闘とうの際にはジンゴ達と一いつ緒しよに居たのだが、事後処理やら何やらで少し別行動をとっていた。恐おそらく一段落がついたので、ゲイソン保安協会の活動拠点としてよく利用している〈ゲルダの宿〉に戻もどってきたのだろう。

「自分でいれな」

「ああ。つれないお返事」

　冷たくあしらうゲルダと何処どこか芝居がかった仕草で肩かたを竦すくめるアルノルト。

　更さらに──

「女将おかみさん──」

　彼の後ろから──何処か眠ねむたげな様子の娘むすめが一人顔を出した。

　常に緩ゆるんだ様な表情と仕草が特とく徴ちようなのだが、首に巻かれた小型の魔法機関を見れば分かる通り、この娘もまた〈ゲルダの宿〉に所属する魔人娼婦の一人である。

　レイチェル。勿もち論ろん──姓せいは無い。レイチェルという名も名無しでは不便だからとゲルダが適当に付けた名前である。此処の魔人娼婦達は皆みなそうだ。

「あ──首輪付けたのね。角は折らないの？」

　とレイチェルは床ゆかに転がされたままのヴィオラに気付いてそう問うてきた。

「ちょっと獣入ってるね。この娘。たまに『角つき』とやってみたい、なんて奇き特とくなお客さん居るし……そういう人向け？」

　どうやら〈ゲルダの宿〉の魔人娼婦を代表して『新入り』を見に来たらしい。

「訳ありだ」

　ジンゴがゲルダの代わりにそう答えた。

「角を折るのは聞く事を聞いてからだ」

「ああ、そういう……相変わらず容よう赦しや無いね」

　とレイチェルはいつもの緩い笑え顔がおの上に納なつ得とくの表情を浮かべて頷うなずいた。

「あの、どういう事ですか？」

　とおそるおそるメイベルが尋たずねる。

「角を折るのは聞く事聞いてからとか、容赦無いとか──」

　どうやらメイベルはジンゴとレイチェルの会話の含みに気付いたらしい。

「前に言ったでしょう」

　レイチェルは自分の額を指し示す。

「私達の角は割と神経が集中しているの。だから折られるとすごく──痛いのね。折らないまでも、例えば、穴を空けて角の中に針でも刺さされたら、悶もん絶ぜつしちゃう。人間で言えば、指先とか、眼めとか、あるいは性器の先とか、そういう場所に針を刺される様なもの」

「…………！」

　その状じよう況きようを想像したのかメイベルが表情を引き攣つらせる。

　要するにジンゴがヴィオラの角を折らないのは、情けでも何でも無く、意識を取り戻したヴィオラを拷ごう問もんする際に、攻せめやすい場所を残してある、というだけの意味なのだ。

「そろそろ起きてくるだろうさ」

　とヴィオラを見下ろしながら言うゲルダ。

　それを待っていた訳でもなかろうが──

「……もう起きてるよ」

　と床に転がったまま言ったのは、ヴィオラ自身である。

　同時に彼女は瞼まぶたを開いてその血色の眼をメイベルに向けた。

「──！」

　思わず身を震ふるわせて半歩後ずさり、壁かべに背中を付けるメイベル。

　反射的に──本能的に、少しでもこの魔人と距きよ離りをとろうと思ったのだろう。『首輪』で抑よく制せいされているのは分かっていても、この魔人がどれだけの戦闘能力を持っているのかは、メイベルも直じかにその眼で見ている。

　意識を失って眠っていれば、人間と大差無い様に見えて感情移入もしやすいが、いざ起きて動ける魔族を眼にすればやはり恐きよう怖ふが先に立つといった所か。レイチェルを含ふくめ、〈ゲルゲルダダのーズ・宿イン〉に来てからは魔ヴイ物シヤス──それも魔人と接する機会が多いので、メイベルとしても魔物と接する際の態度を決めかねているのだろう。

「やってくれたなぁ、人間。あなどれねえ」

　とヴィオラは転がったまま、身を起こす素そ振ぶりすら見せずにそう言った。

　ただし視線はメイベルに向けたままで、ジンゴの方を見ようともしない。

　代わりに──まるで猫ねこが不ふ機き嫌げんな時にそうする様に、長い尻しつ尾ぽをばたばたと振ふっている。お洒落しやれの積もりなのか何なのか、尻尾の中程ほどに塡はめられた金具と、そこに結び付けられたぼろぼろの黒いリボンが床を打って、かちかち、ばさばさ、と音を立てていた。

　ある意味でゲルダやレイチェルなどよりも余よ程ほどに分かり易やすい性格の様である。

「まさかこの俺が不意を打った上で殺し損そこねるなんてよ。こんな事なら最初からそっちの『混じりもの』を狙ねらうべきだったな」

「……『混じりもの』？」

　ヴィオラに見み据すえられながら眼を瞬またたかせるメイベル。

　何を言っているのか分からない、といった風ふ情ぜいだが──

「……黙だまれ」

「ああ？　なんだ、俺に喋しやべって欲しいんじゃないのか？」

　鋭するどく命じるジンゴに、しかし彼の方を振り返りもせず、ヴィオラは楽しげに言った。

　尻尾の動きが止まる。ジンゴの口調で何かに気付いたらしい。ヴィオラは身を起こしながらわざとらしく腕うでを回して自分の身体からだを抱だいてみせる。

「俺も痛いのは嫌いやだかんな。喋ってやるさ。そりゃあもうぺらぺらとよ。つうかその『混じりもの』自覚がねえのかよ？」

「いいから黙れ」

　ジンゴは左手で首輪を摑つかんでヴィオラを立たせると、右手を掌しよう底てい打ちの形に構える。

　黙らねばまた殴なぐって気絶させる、そういう意味を含んだ脅おどしであった訳だが──

「へっ──」

　ヴィオラは咄とつ嗟さに両りよう腕うでを動かし、ジンゴの左手を弾はじいて壁際に飛び下がった。

　娼しよう婦ふ達の首に巻かれている事からも分かるが、『首輪』で抑制できるのはあくまで魔ま法ほうのみなので、肉体本来の力──普通の人間程度の力なら今のヴィオラにも出せる。

「あれあれ？　俺が喋ったら何か都合が悪いのか？」

「…………アルノルト」

　ジンゴはヴィオラを睨にらみながら言った。

「ああ、はいはい──えっとお嬢じようさん？」

「え？　私？」

　アルノルトに声を掛かけられて首を傾かしげるメイベル。

「ちょっと生なま臭ぐさい話になるからね、僕ちゃんと一緒に別室でお茶飲んでようか？」

「え、でもちょっと待ってください、今『混じりもの』って言いながら、私の方を──」

「そうだよ、メイベル、可愛かわいい可愛い魔物と人間の混血児！」

　と、伸のびてくるジンゴの手から逃にげつつヴィオラは言った。

「あんただ、あんた、俺の目的はあんたの暗殺だった訳！」

「……あちゃ」

　とアルノルトが片手で顔を覆おおい──メイベルが硬こう直ちよくする。

「え？　今、何て──」

「……寝ねてろ」

　部屋の隅すみに追い込んだヴィオラに、今度こそジンゴの掌底が叩たたき込まれる。

　すくい上げる様な一いち撃げきに、ヴィオラは仰のけ反り、後頭部を壁で打って──再び昏こん倒とうした。

　ずるずると背中で壁を拭ふくかの様にして、床へ座り込む女魔人。

　ジンゴは気絶を確かく認にんする事も無く、メイベルを振り返った。

　メイベルは──

「…………わ……私が……？」

　震えながらジンゴに問うてくる。

「…………」

　だがジンゴは──答えない。

「そんな……噓うそ……だよね？」

　メイベルは救いを求める様な視線を、黙ったままのジンゴから、アルノルト、ゲルダ、そしてレイチェルへと順に向けて行く。だがアルノルトは無言で肩を竦め、ゲルダは無反応、レイチェルはむしろ首を傾げて、嬉うれしそうに笑った。

「ああ。半分、お仲間だったのね？　珍めずらしい」

「ち……違ちが……」

　否定して欲しいのだろう。最後にもう一度メイベルはジンゴに視線を向ける。

　だが──

「証しよう拠こは無い」

　とだけジンゴは告げた。

「……噓…………そんな…………」

　その場にへたり込むメイベル。

　呆ぼう然ぜんとした表情を浮うかべる彼女の紫むらさきの眼がゆっくりと潤うるみ──やがて、そこから一筋の涙なみだがこぼれ落ちた。




　　　●
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『まるでお人形さんの様だ』




　幼い頃ころからよく、そんな風に言われた。

　それは順当に考えれば、彼女の容姿が優すぐれている事への褒ほめ言葉だったのだろう。だがジャネット・カーライルはそうは受け取らなかった。素す直なおに受け取れなかった。

　人形は人形だ。偽にせ物ものだ。

　人間を真似まねて造られただけの──何か。綺き麗れいなだけの偽物。

　生きていれば必ず汚よごれる。綺麗ではなくなる。垢あかじみるし、汗あせもかくし、排はい泄せつもする。

　そういう部分を全すべて持ち合わせていないからこそ、人形は綺麗なのだし、だからこそ人形は偽物でしかない。生きている風に見せかけているだけの、最初から死んだままの屍しかばねだ。

　いつからジャネットがそう考える様になったのか、彼女自身覚えていない。




『綺麗だねえ。まるでお人形さんみたいだ』




　義父もジャネットをそう評し……二人っきりになった時、ジャネットを襲おそった。

　周囲からは温おん厚こうで礼れい儀ぎ正ただしい人物として知られる義父は、綺麗好きで、汗もかきにくい体質の様で、体たい臭しゆうも口こう臭しゆうも殆ほとんどしない、それこそ自身が人形の様な人物だった。仮面の様な笑え顔がおの下にその本ほん性しようを隠かくして生きてきた男だった。傍はた目めに見える義父の全ては全部装われた偽物でしかなかった。

　十一歳のジャネットは組み敷しかれ、骨張った指で下半身をまさぐられた。

　息を荒あらげながら義父はジャネットにねっとりとした口調で囁ささやいた。




『お人形さんの様にじっとしていればいいからね』




　手を伸ばした先に把とつ手て付きの壺つぼが在ったのは偶ぐう然ぜんだ。

　必死で振った右手はジャネット自身が想像した以上の力をひねり出した様だった。

　義父は頭から血を流して動かなくなった。

　そして──




『なんて事をしたの、あんたは！』




　家に戻もどってきて惨さん状じようを目にした実の母は、事情を知って、先まずジャネットを詰なじった。

　どうして義父の言うことに大人しく従わなかったのか──と。

　聖せい伐ばつ大戦……人類の存亡を賭かけたとも言うべき魔ヴイ物シヤスとの大戦争において、数多くの男達が、そして女達が戦場に旅立ち、そして戻ってこなかった。ファーニヴァルには孤こ児じは勿もち論ろん、夫が戦死した寡か婦ふが溢あふれていた。ジャネットの母もその一人であり──生きていく為ために財力に余よ裕ゆうのある男を頼たよった。




『この人が今日からあんたの新しいお父さんよ』

『ああ。本当に綺麗な子だねえ。お人形さんみたいだ』




　母は──弱い女だった。

　困難に遭そう遇ぐうすれば自分で解決する方法を探さぐるより前に、先ず誰だれか助けてくれる者を探した。『女は弱いものだから』というのが彼女の口くち癖ぐせだった。

　そんな自分が必死に探して、必死に媚こびて、必死に口説いてようやく手に入れた新しい夫。それを、たかが襲われた位で殺してしまうなんて──自分の努力を無む駄だにしてしまうなんて、と実の母はジャネットを責めた。




『お前なんか私の子供じゃない！』




　ジャネットは……父殺しの罪で治セキユ安リテイ騎士ナイツに捕つかまった。

　母は庇かばってくれなかった。通報したのは母だった。

　後に別な男を早々に捕まえたという話を風の噂うわさに聞いたが──あるいは、新しい男を得るのに、ジャネットが邪じや魔まになると考えたのかもしれなかった。治安騎士に突つきだしてしまえば、厄やつ介かい払ばらいが出来る。身軽になって新しい男を探せる。夫の死体と実の娘むすめを眼めの前にしながら、咄嗟にそういう事を考える──考えてしまえる女だった。




『新入りだね。何やったの？』




　監かん獄ごくには似たような境きよう遇ぐうの少女達が何人も居た。

　ジャネットの様に殺人で捕まった者は少数だったが、窃せつ盗とうだの何だのと……大たい抵ていは生きていくのに困って犯罪行こう為いに手を出した挙げ句、捕まってしまった者達だった。ファーニヴァルには幾いくつもの孤こ児じ院いんが在ったが、大抵は小さな子供達で常に満まん杯ぱいで、親の庇ひ護ごを得られない、少し歳上の子供達は常にそうした受け皿から溢れ、こぼれ落ちていた。

　ルシアと出会ったのはそこでだ。

　おっとりのんびりした性格のルシアは、監獄の中ですら明るさを失わず、己おのれの不ふ遇ぐうも嘆なげかず……性格の悪い獄ごく卒そつに難なん癖くせを付けられて殴られても、媚びを売ったりする事も無ければ、誰かに助けを求めて縋すがり付く様な事も無かった。

　ある意味でジャネットの母とは正反対の存在だった。




『なんていうか、強いな、お前……』




　そう。ある意味で母とは比ひ較かくにならない位にルシアは強かった。




『単に鈍にぶくて馬ば鹿かなだけだよ、私』




　ルシア本人はそう言ってよく笑っていた。

　だがそれがもし彼女の言う通りだとしても、ジャネットはルシアの『強さ』に救われた気がしたし、ジャネットの中で『強く在る事』は──精神的にも肉体的にも他者に依い存ぞんせず、他者に屈くつ服ぷくせず、生きていける力を持つ事は、目指すべき目標となった。

　例えばあの──他ほかから助けも無く、魔物の支配域深くに潜せん入にゆうし、究極の魔物とも言うべき魔ま王おうを打ち倒たおしたという〈勇ブレ者イブ〉達の様な。

　強くなりたい。

　強くなければ生きていけない。強くなければ生きている資格が無い。

　胸の内で繰くり返されたそれは、いつの間にかジャネットにとって疑い様の無い真理となっていった。

　そして──

　…………

「──ジャネット！」

　名を呼ばれて──更さらには掲かかげた右手を摑つかまれて、ようやくジャネットは手を止めた。

　振ふり返ればすぐ横にルシアが立っていた。その後ろにはエノーラも居る。

「言われたでしょ。殺すなって」

　とルシアが笑顔で言ってくる。

「……そうだな。そうだった」

　言って視線を下げた先、修練場の地面にはメリンダ・ラドフォード議員が連れてきた公パブ安リツ騎クナ士イツが気絶して倒れていた。ルシアに止められなければ、そのまま気を失ったこの男に更に攻こう撃げきを加えていた事だろう。

　妙みようにこの男──確かテレンス・ワイズ公安騎士といったか──がジャネットの癇かんに障さわったのは、義父によく似ていた事と、ジャネット達を単なる芸げい妓ぎ扱あつかいしていた事が理由だ。

　中身など考えもしない。見た目だけで判断する。

　そんな連中にとっては人間も人形も同じだ。

　だから──思い知らせてやろうと思って、つい、熱が入ってしまったのかもしれない。

「どうしたの？」

　ルシアが顔を覗のぞき込む様にしてそう尋たずねてくる。

「別に。ちょっと昔の事を思い出していただけだよ」

　とジャネットは言った。

「考えてみたら、仲間以外と戦やり合うのは初めてだものね」

「そういえばそう……かな」

　ルシアの言う通り、殆ど実戦とも言うべき真しん剣けんさで訓練をこなしてはきたが、いずれも〈ミスリル・チップス〉関係者内での事である。元々その性質上、戦せん闘とう部隊としての側面は厳重に秘ひ匿とくされてきた為、外部の者と戦ったのはこれが初めてだ。勿論、これを実戦と呼ぶのには無理が在るだろうが……

「感かん慨がい深い？」

「……言われて見れば、割と」

　とジャネットが答えるとルシアが笑った。

　そして──

「──では準備を」

　と壁かべに背中を預けて立ちながらメリンダがそう言ってくる。

「次こそ本当の初うい陣じんよ。〈魔王殺し〉の英えい雄ゆうを討うって最強の座を手に入れなさい」

　何故なぜかとても楽しげに、ファーニヴァル最高議会の議員はそう言って〈ミスリル・チップス〉の少女達を煽あおった。




　　　●




　気がつけばメイベルは見覚えの在る柔ソ椅フ子アに寝ねかされていた。

「…………」

　身を起こして周囲を見回すと、この数日ですっかり見慣れたジンゴの部屋だと分かる。

　目覚める前の最後の記き憶おくは──〈ゲルゲルダダのーズ・宿イン〉の事務所でヴィオラという魔人からとんでもない事を聞かされた辺りだ。どうもあの後、あまりに衝しよう撃げき的な話に色々とメイベルは麻ま痺ひしていた様だ。途と切ぎれる直前の記憶が曖あい昧まいだ。あるいは泣き疲つかれて眠ねむってしまったのかもしれない。

「……私……」

　メイベルはそのままジンゴの姿を探し室内で視線を彷徨さまよわせ──壁かべ際ぎわに座って眼を閉じている彼の姿を見つけた。

「……ジン」

　長椅子の上に座って、そっと名を呼んでみる。

　起きて欲しかった訳ではないのだが、ジンゴはまるで待ち構えていたかの様に眼を開いた。元々眠っていなかったのか、それとも獣けものかそれ以上に眠りが浅いのか。

「起きたか」

　言って立ち上がり──だが彼はそのまま何をするでもなく、メイベルを見つめている。

「……あの、ジン」

　メイベルはしばらく躊ちゆう躇ちよしていたが、やがて意を決して問うてみた。

「あの魔ヴイ物シヤスは……？」

「ヴィオラなら〈ゲルダの宿〉に居る。アルノルトが見張ってる」

　答えるジンゴの口調は相変わらず素っ気ない。

「ジンは向こうに居なくて良いの？」

「アルノルトはああ見えてそれなりに腕うでが立つ」

　明後日あさつての方を──〈ゲルダの宿〉の在る辺りを見み遣やってジンゴは言った。

「魔ま法ほうを封ふうじた魔人なら、人間と大差無い。あいつでも充じゆう分ぶんだ」

「そうじゃなくて──」

「俺はお前の護衛役だ。お前から離はなれて魔人を見張る訳にいかんだろう」

「……それは」

　ならばどうしてメイベルを連れて家に戻もどってきたのか。

　いや。問わずとも分かる。あれ以上、ヴィオラがメイベルに対して余計な事を喋しやべって聞かせないようにする為ためだろう。そしてそれはつまり、ヴィオラの話が出で鱈たら目めだと笑い飛ばせない内容であるという事だ。

「…………あの、ジン」

「なんだ」

　ジンゴの口調は淡たん々たんとしていて、感情が全く滲にじんでいない。

　憐あわれむ様子も、嘲あざける様子も、何も無い。

　それが彼なりの気き遣づかいであるのだと、不意にメイベルは悟さとった。

『気にするなよ』とか『大だい丈じよう夫ぶだ』とか……そんな言葉を彼の口から聞きたい訳ではなかった。想像してみるとそれはひどく空くう虚きよで、むしろ傷口が抉えぐられる様な気がする。裏打ちの無い陳ちん腐ぷな慰なぐさめの言葉や、憐れみの態度は、何の助けにもなりはしないのだ。

　それを恐おそらくこの元『英雄』は理解しているのだろう。

「…………」

　メイベルはしばらく言うべき言葉を胸の内で探していたが──

「私……親の顔、知らないんだよね」

　出てきたのはそんな一言だった。

「院長先生は優やさしくて、孤児院の皆みんなも大好きで、だから、不満が在ったって訳じゃないんだけど……それでも、やっぱり、気になったっていうか……私を産んでくれた人ってどんな人だろうとか、お父さんはどんな人だろうとか」

「…………」

　ジンゴは黙だまって聞いている。聞いてくれている。

「どうして……私は棄すてられちゃったのかなとか」

　人は何処どこから来て何処へ行くのか。

　それは誰だれしもが一度は抱かかえる問いかけで在り──だからこそ自分の根源ルーツに連なる者達の事は、気になるのが当然だ。普ふ段だんから親に接していないのであれば、尚なお更さらにである。

　しかし──

「まあでも、魔物の子なら棄てられて当然だよね……」

　信じない、という選せん択たく肢しも在った。

　ヴィオラの話を──魔物が追い詰つめられた末にほざいた単なる戯ざれ言だと決めつけてしまうという考え方が。だが自分が魔物と人間の間に生まれた子なのだと言われたその瞬しゆん間かん、すとんと腑ふに落ちてしまった部分がある。だから自分は孤こ児じなのだ、だから自分は棄てられたのだ、とその瞬間にメイベルは納なつ得とくしてしまった。

「…………」

　ジンゴは僅わずかに眉まゆを顰ひそめたが、特に何も言わなかった。

「ジンは……知ってたんだね」

「アルノルトが中央街区で仕入れてきた情報の中に、それと思おぼしきものがあった」

　とジンゴは言った。

　一いつ切さいの感情を差し挟はさまない事実のみならば答えられるという事か。

「そっか……アルさんも知ってたんだね……」

「ただしアルノルトが仕入れてきた情報は、あくまでも『魔物との混血児の少女が居る』というものだけだ。それがお前だという証しよう拠こは無い」

「……でも私の事なんでしょ？」

「…………」

　やはりジンゴは肯こう定ていも否定もしない。

　しかしヴィオラがわざわざ名指しで言った以上、それはメイベルの事なのだろう。

「ジン。他には何か知ってるの？　知ってるのなら教えて」

　メイベルは自分は大丈夫だと示す為に、笑え顔がおを取り繕つくろいながらそう言った。上う手まく出来ているかどうかは正直、よく分からなかったが。

「……知らない方が良いこともある」

　ジンゴが答える前に一いつ瞬しゆん、その視線が泳いだ様に見えたが、気のせいだろうか。

　彼も躊躇を覚えているのかもしれない。それはそんなにも過か酷こくな話なのか。

　だが──

「いいから。教えて」

　まるでジンゴが親の敵であるかの様に鋭するどく強い視線を向けてメイベルが言う。

「……お前には以前、俺が討った魔物の王ロードが取り憑ついている」

　ジンゴは先まずそう言ってきた。

「お前を守ってくれと俺に頼たのんできたのはそいつだ。ルドミラという名の女の魔物だ」

「魔ま王おう……？　女……？」

　メイベルは眼めを瞬まばたかせて呟つぶやく。

「ひょっとして……その魔物が私のお母さんなの？」

「違ちがうだろう。お前の母親は恐らく、ファフニール軍第三騎き士し団の捕ほ獲かくしてきた魔人の中の一人だ。俺達の様な魔法改造兵士……つまりは人工的な魔人を造る計画の為に、実験材料として連れてこられた魔人だ。ゲルダに問い合わせたが、その時に連れてこられた魔人は実験の末、〈勇ブレ者イブ〉の開発に成功したあとは、何人かが民間に払はらい下げられたそうだ。パメラというのはその中の一人だろう。恐らくは娼しよう婦ふとして〈ゲルダの宿〉の様な店に飼われていたのだろうな」

「……あ」

　そういえばゲルダが以前、問うてきた──『パメラ』という名に心当たりは無いのかと。つまり見た目でもそれと分かる程ほどにメイベルにはその『パメラ』の面おも影かげが在るのだ。

「でも、じゃあ、その女王はなんで……？」

「分からん。取り憑いていると言っても、お前が起きている間はどうやら出てこられない様でな。断だん片ぺん的な話しか聞いていない。ただ、幾いくつか得られた情報から察するに──」

　ここでまた不自然な沈ちん黙もくが二人の間にわだかまった。

「……ジン。話して」

　焦じれてそう促うながすメイベル。

　ジンゴは──短くため息をついて言った。

「ルドミラも人間と魔物の混血だったそうだ」

「……え？」

「どういう理り屈くつかは知らないが、魔王と呼ばれる存在は、魔物の間から直接ではなく、魔物と魔物以外との間に生まれた混血児を苗なえ床どこに産まれるらしい。人間を苗床にするよりは、魔物の血の入っている奴やつを苗床にする方が、魔物としての割合が高くて良いとか──そういう理屈かもしれないが」

「苗床……」

　それはつまり魔物を一体生み出すための生け贄にえという事だ。

　魔物は魔物を産まない。正確には魔物はあくまで寄生生物であり、魔物それだけでは増える事が出来ない。魔物は既き存ぞんの生物の肉体を乗っ取る事で『殖ふえる』のだ。

　当然ながら乗っ取った生物の肉体構造に、魔ヴイ物シヤスの知能もかなり依い存ぞんする。

　だからこそ人間を乗っ取って生まれる魔人形態の魔物は、獣形態のそれに比べて知能が高い。当然……魔物達の王として全すべてを統とう括かつし、人間達と戦争をしようというのなら、魔王は当然、人間を苗床にした魔人の方が望ましい──

「じゃあ──」

「恐らくお前は『次の魔王』の素材だ」

　もう躊躇しても無意味と考えたのか、今度ははっきりとジンゴはそう言った。

「だからルドミラはお前を──自分の後こう継けい者しやの苗床を守って欲しいんだろう。公パブ安リツ騎クナ士イツ達の方はどうにかしてその事を知ったんだろう。魔王が生まれれば、また聖せい伐ばつ大戦を繰くり返さないといけなくなるからな」

「そ……そう……なの？」

「魔王は全ての魔物を統とう率そつし、魔物全体を自分の身体からだの様に使う。魔王が生まれただけで、好き勝手に徘はい徊かいしていた魔物共が、一糸乱れぬ統制のとれた軍隊に早変わりだ。是ぜが非でも止めようとはするだろう」

「で……でも……」

　喘あえぐ様にメイベルは口を開け閉めしていたが、やがて考えが纏まとまったのか、表情を強こわ張ばらせながら言った。

「じゃあなんで、あの魔人は……」

　ヴィオラはメイベルを殺そうとしたのか。

　メイベルが人間と魔物との混血であるという事はヴィオラも知っていた。知った上で襲おそってきた。それどころか名乗りもしない内からメイベルの名前まで知っていた。

「分からん。単に自分が次の魔王になろうとしていて邪じや魔まだったとか、そういう話かもしれないが……」

　ジンゴはそこで再び眉み間けんに縦たて皺じわを刻んで考え込む。

「そもそも何故なぜ、あいつは公安騎士を襲った？」

「……え？　それは、単に鉢はち合あわせしたとか……？」

「今時、魔人とはいえ、ファーニヴァルの様な城じよう塞さい都市に入り込むのは一苦労だ。それを何とかしたとしても、そもそも、お前の存在をどうやって知った？」

「……あ」

　そもそも何故──今なのか。

　メイベルが生まれた直後ではなく、十年前でも五年前でもなく今なのか。

　それは恐らく最近、メイベルの存在を知ったから……なのだろう。だが魔物同士の不思議な、魔ま力りよく的な繫つながりとか──そういう方法でメイベルの事を知ったのならともかく、そうでないなら、魔物の側はずっとこのファーニヴァル内で暮らしてきたメイベルの事など、知りようが無い。

　つまり──

「そこまで苦労して、恐らくは準備万ばん端たんにしておいて、その場の思いつきで公安騎士を襲ったりはしないだろう。つまりあの魔人は公安騎士がお前を捕つかまえては困ると感じたから、ちょっかいをかけて邪魔をしたんだ」

　ジンゴは右手で自分の顎あごを撫なでながらぶつぶつとそう呟いていく。メイベルに話すというよりも自分の頭の中を口に出す事で整理しているかの様だった。

「…………えっと」

「魔物の手引きをした者が居る。恐おそらくファーニヴァルの人間側に。だがそれは何故だ？　そいつらは何故、魔物の手助けをする？　そいつらは──」

　ここでジンゴは眼を細めてメイベルを見つめた。

「メイベル。お前に死んで欲しいと考えているのか？　それともそいつらの狙ねらいはもっと別なのか？　だがそれならば何故、公安騎士を襲った？　公安騎士は元々お前を捕まえようとはしていたが、殺そうとはしていなかった──」

「……ご、ごめんなさい、もう何がなんだか……」

　メイベルは表情を引き攣つらせながらそう言った。

　ジンゴは一瞬、眉を顰めて何事か考えていたが──

「メイベルを殺したいと考えている人間と魔物が居る。一方、公安騎士とその背後に居る連中はメイベルを生きたまま捕まえたいと考えている。そして魔王は──先代の魔王であるルドミラは、その双そう方ほうからお前を守って欲しいと俺に依い頼らいしてきた」

　改めてそう整理して彼は言った。

「恐らく鍵かぎになるのは公安騎士とその背後に居る連中だろう。次世代の魔王を生かして捕とらえなければならない意味は何だ？　恐らくその意味に利害関係を持っていて対立している奴やつ等らが、魔物の手引きをしているんだ」

「……ジン？」

　ふと、メイベルは苦笑めいた表情を浮うかべて言った。

　話をきっちり理解する事は諦あきらめた。ただ──

「ひょっとして、ジンは……」

　そこまで言ってメイベルはふと眼を伏ふせる。

　確信は在ったが、問うのはやはり少し恥はずかしかった。

「私を……慰なぐさめる為ために？」

「何故そう思う？」

　ジンは相変わらずの無表情である。

　しかし──

「前に院長先生が……辛つらい時や哀かなしい時は、それを忘れられる位に、楽しい事や難しい事を考えろって。辛いとか哀しいと感じてる余よ裕ゆうも無くなる位に……だから……」

「……その院長先生っていうのは」

　ジンゴの仮面めいた顔に──僅かに苦笑めいた表情が過ぎった。

「物事をよく識しってる様だ」

「……ジン？」

「俺もトバイアスに──昔の仲間によく言われた。哀しんでいる暇ひまが在ったら怒いかれ。苦しんでいる暇が在ったら無理にでも笑え。そうしていれば、気が紛まぎれる。哀しみや苦しみに足をとられる事が無いと」

　そしてジンゴは──短く溜ため息いきをついた。

「戦っている最中は色々忘れる事が出来た。眼の前の敵を斃たおそうと戦っている最中はな」

「ジン……」

「俺は楽しい事なんて教えてやれる程の経験が無い。だからせめて──」

　難しい事を考えさせて、メイベルの気を紛らわせようとした。

　あるいは『敵』の存在を明確にする事でメイベルの哀しみを怒りで逸そらそうとした。

　恐らくはそんな所だろう。

「…………」

　やはりジンゴはメイベルを気き遣づかってくれているのだ。

　この元〈勇者〉はひどく不器用だが、だからこそ誠実に、メイベルをこれ以上傷つけないように、傷ついても苦しまないように、と考えてくれている。

　多分、自分もひどく傷つき、苦しめられた経験が在るから。

　ではそれは──

「ジンは、どうして──〈勇者〉を、じゃなくて〈英えい雄ゆう〉を辞やめたの？」

「…………」

　唐とう突とつとも言える問いに、ジンゴは眉まゆを顰ひそめる。

　だがメイベルは僅わずかに身を乗り出してこう続けた。

「私だけ何でも識られていて、私がジンの事をあんまり識らないのは、不公平でしょ？」

「聞いて楽しい話じゃない。正直、胸むな糞くそ悪くなる」

　ジンゴは呟つぶやく様にいった。

「それでも聞きたいのか？」

「聞きたい」

　と間かん髪ぱつを容いれずにメイベルは答えた。

「私、ジンの事──もっと識りたい」
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　人類史上……最も人を殺した凶きよう器きとは何だろうか。

　剣けんか。矢か。それとも大規模魔ま法ほうか。

　いずれも違ちがう。

　そも単に人を死なせた数を競きそうなら、大災害が最も多かろう。だが事故や災害のそれは結果として『死なせた』だけであって『殺した』訳ではない。事故や災害に悪意は無い。

　ならばあくまで人が人を殺すために用いるという意味で、最も人を殺した『道具』とは何だろうか。

　答えは──毒だ。

　敵の水源に毒を撒まけば一方的に、うまくすれば一度も刃やいばを交える事無く敵を全ぜん滅めつさせる事が出来る。刃も矢も身体を掠かすめただけでは致命の威い力りよくを持たないが、そこに毒が予あらかじめ塗ぬってあればまた話が違う。

　剣や矢と異なり、使う上での修練がほぼ要いらない。こっそり相手の食べ物なり飲み水なりに混ぜてやればそれで相手は死ぬ。場合と毒の種類によっては空気に混ぜてもいい。猛もう毒どくには、小指の先ほどの量でも数万人分の殺傷能力が在るものも珍めずらしくない。

　一人が万人を皆みな殺ごろしにする事も可能なのだ。

　そして何の技わざも力も持たない者が、歴戦の〈勇ブレ者イブ〉を殺す事も可能だ。

　だから…………




「……馬ば鹿かな」

　呆ぼう然ぜんとジンゴは床ゆかに倒たおれ伏した戦友達の姿を見つめていた。

　トバイアス。ジョスリン。そしてセオドア。

　彼等は揃そろって口から血を吐はいて死んでいた。既すでに痙けい攣れんも終わっていて、その身体はゆっっくりとだが冷え始めている。魔法や医術の緊きん急きゆう処置を──治ち癒ゆ術や蘇そ生せい術を使って意味がある段階をとっくに過ぎているというのは、一見しただけで分かった。

　ファーニヴァル公こう爵しやく家の晩ばん餐さん会。

　英雄として呼ばれたジンゴ達は、そこでファーニヴァル公爵家当主や、最高議会の議員達と食事をする予定になっていた。聖伐大戦を終わらせた魔ま王おう殺しの英雄達を、ファーニヴァルの領主自らが招いてもてなすという趣しゆ向こうだった。

　だが……ジンゴだけがこれに出席しなかった。正確には妹の命日だった為に、一度は晩餐会会場に来たものの、少しの時間だけ抜ぬけ出して、ファーニヴァルの廃はい棄き区画に在る難民用の小さな墓地に出で掛かけていたのだ。

　勿もち論ろん……そこに妹の亡なき骸がらは無い。妹はそもそもファーニヴァルにたどり着けなかった。

　だがそれでもジンゴは妹の宝物だった小さな鈴すずをそこに遺体の代わりに埋うめた。そして可能であるならば、毎年の命日に墓地を見み舞まってきたのだ。

　しかし……

「トバイアス！　ジョスリン！　セオドア！」

　そう。死んでいるのは一目で分かった。

　だがそれでもジンゴは彼等の傍そばにしゃがみ込み、抱だき起こさずにはいられなかった。

　共に過か酷こくな戦場に身を置き、死線をくぐり抜けてきた仲間達だ。たとえ死んでその命を取り返す事はままならないとしても──床に塵ゴミの様に転がしておくのは我が慢まんならなかった。

　晩餐会会場の広間には、他ほかに人の姿は無い。

〈英雄〉と呼ばれた三人は、そこで誰だれに看み取とられる事も無く、骸むくろとなったのだ。

　しかし──

「なんで……！」

「目め障ざわりだったから」

　悲鳴じみたジンゴの問いに答えたのは……晩餐会会場の奥、小さな通用扉とびらを開いて姿を現した一人の若い女だった。

「……マーゴット！」

　表情を輝かがやかせて叫さけぶジンゴ。

　マーゴット・ランドルフ。〈決戦師マーター〉の〈勇者〉。

　魔王を討うった際にはその場に居なかったが、やはり同じ隊に所属し、生せい還かん率が一割を切る危険な旅から帰った仲間だ。彼女もまたジンゴと同様、何かの理由で毒殺を免まぬがれたらしかった──が。

「ああ。その名前で呼ばないで。私は今日からメリンダ・ラドフォードだから」

　特とく徴ちよう的な金銀妖よう眼がんでジンゴを見み据すえながらマーゴットは──いやメリンダはそう言った。

「え……？」

　呆然とした表情でトバイアス達の骸とメリンダを見比べるジンゴ。

「ファーニヴァル公爵や、最高議会のお歴々は、〈英雄〉が邪じや魔まだったみたい。この半年、自分達より発言力が大きくなりつつあったし、何より、魔ヴイ物シヤスに対する政策について、いちいち文句を差し挟はさんできたから」

「マーゴット……何を言って……」

　震ふるえながら問いつつ、しかし、頭の片かた隅すみではジンゴも理解していた。

　確かに〈英雄〉たるジンゴ達は、民衆から絶大な支持を得ていた。トバイアスもジョスリンもセオドアも政治には興味が無かったが、周囲の状じよう況きようがそれを許さず、ファーニヴァル公爵や議会の議員達は、〈英雄〉達を如何いかに自分の配下に置くかで争っていた。

　その一方……

　トバイアス達は、戦後の軍縮によって解体された第三騎き士し団の人員を引き受けて成立した猟りよう魔ま組合と、それに絡からむ都市行政の在り方について、しばしば反対意見を呈ていしていた。

　猟魔組合は名前の通り、魔物を狩かってこれを売りさばく業者だ。

　魔物を捕ほ獲かくし、これを魔力源として使う事で、潤じゆん沢たくな魔力を確保し、都市の復興に役立てようというのが猟魔組合の計画案であり、最高議会もこれを承しよう認にんしていた。魔物から絞しぼり取る大量の魔力があれば、市民生活は便利になり、経済も活性化する。そう踏ふんでの計画だった。都市の地下に魔物を大量に飼育し、魔力を搾さく取しゆする施し設せつも設計、施せ工こうされ、その殆ほとんどを猟魔組合が取り仕切って利権を貪むさぼっていた。

　だが……

　そもそもトバイアス達はこの計画に反対だった。

　人類の敵だった魔物に肩かた入いれするつもりは微み塵じんも無いが、魔王がいつどうやって生まれたのか分からないままである以上、再び魔王が出てきて第二次聖せい伐ばつ大戦が勃ぼつ発ぱつする可能性は常にある。そして無意味に魔物を家か畜ちく扱あつかいして魔物全体からの敵意と恨うらみを買っていた場合、より戦争が熾し烈れつなものになるのではと懸け念ねんしていたのだ。

　魔物は獣けものだが、だからといって感情の無い機械では無い。魔力を搾り取って使い潰つぶされる様な事が延々と行われれば、魔物達の側に『人間に対する憎ぞう悪お』という形で結束力を作り出す機会を与あたえてしまう事になる。

　そうなれば魔王の出現を待つまでもなく、また聖伐大戦が勃発してしまう可能性も在る。

　自分達が、市民の声せい援えんを魔力に換かえて魔王討とう伐ばつの旅に出たのと同様、人間の使う魔力はあくまで人間が賄まかなうべき──いや魔物を魔ジエ力ネレ源ータとして使うにしても、人間から集めた魔力が足りない場合に補助的に使うべきであって、大量の魔物を都市の地下に飼い殺しにしながら、魔力を延々搾取するという方式は、あまりに──色々な意味で危険だというのがトバイアスの主張だった。

　しかしファーニヴァル公爵や議会の議員達は既に動き始めていた大規模魔力供給所の建設と、都市全体に敷しく魔力供給網もうの整備を、多分に推測混じりの意見で翻ひるがえすのを嫌きらった。

　今回の晩餐会は、そうした公爵や議会と、〈英雄〉達との確かく執しつを緩かん和わする為ために設けられたものだとジンゴは聞いていた。

　だが──違った。

　公爵や議員達は説得の手間を惜おしみ、むしろ自分達がファーニヴァルの施し政せい面で取って代わられる事を怖おそれ、民衆に人気のある〈英雄〉達を毒殺。たまたま個人的な理由で一時的に晩餐会を抜け出していたジンゴだけが、毒殺を免れたのだ。

　そして──

「裏切ったのか……」

「…………」

　ジンゴの問いにマーゴットは曖あい昧まいに笑ったまま答えない。

「お前、自分の恋こい人びとまで……！」

　セオドアは〈勇者〉になる前からマーゴットの恋人だった。〈決戦師〉という極きわめて特とく殊しゆな〈勇者〉に改造されたマーゴットを、セオドアは何かにつけて庇かばってきた。

　だがそんな彼を、マーゴットは──

「──殺すッ！」

　吼ほえる様にそう叫ぶと、ジンゴは──床を蹴けってマーゴット、いや、メリンダ・ラドフォードに襲おそいかかった。










　　　●




　議員庁舎を掠める様にして灰色の鉄てつ塊かいが飛び去っていく。

　その議員庁舎の最上階から機動モビル航天艇フライヤを見送りながら、ひっそりとメリンダ・ラドフォード議員は笑った。

「あれから六年半。ジンゴは当時の実力を維い持じしているのか、それとも──為なす術すべも無いままに衰おとろえているのか。恐おそらくは魔力不足でろくに連戦も出来ないでしょうけれど。いずれにせよ、簡単にはいかないわよ、ジンゴ。君の相手は──私達の後こう継けい者しやなのだから」
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　まるで他人ひと事ごとの様にひどく醒さめた口調でジンゴは過去を語った。

　あるいは他人事の様に捉とらえていなければ、憤ふん怒ぬと罪悪感でどうにかなってしまいそうだったからかもしれない。

「じゃあ……そのマーゴット……というかメリンダって人は」

「その時は警備の衛え士じ隊の介かい入にゆうもあって、メリンダを殺す事は出来なかったが。俺はそのまま議会に殴なぐり込んで、ファーニヴァル公爵と議員何人かを殺した。連中は──目障りな〈英えい雄ゆう〉を始末出来た祝しゆく杯はいを挙げていた最中だったよ」

「…………」

　さらりと、とんでもない事実を口にするジンゴ。

　ファーニヴァル公爵や議員が『乱心の英雄』達に殺されたという話は広く知られているものの、まさかそれを実行したのがジンゴ一人であったとは。

　それとも魔王暗殺に比べれば楽な仕事だったのか──

「これが『四英雄の乱心』の真相だ。あるいはメリンダは、自分が後々議員としての地位を固める為に、俺に余計な連中を『整理』させたのかもな。俺が残っているのを知っていて、それでも『邪魔な英雄は始末出来ました』と先に報告していた訳だから」

「それは……そんな……」

　そんな事で他人を殺すよう画策する事が出来る人間が居る。

　その事実に、ただただメイベルは震えた。孤こ児じ院いんの外を殆ど識しらなかった彼女は──政治や経済の実際というものを識らなかった彼女は、権力者達の権けん謀ぼう術じゆつ数すうについてあまりにも無知であった。

「当然、その後──俺は改めてメリンダを狙ねらったが」

　最も許しがたいのはやはり裏切り者の彼女だろう。

　だが──

「奴やつに……見せられてな」

「な、何を？」

　復ふく讐しゆうに逸はやるジンゴに、一体、何を見せれば止められるというのか。

　自分がジンゴの立場であれば、メイベルは何を見せられても止まりそうに無い──止まれそうにないと思ったのだが。

「病院だよ」

　ジンゴはやはり淡たん々たんとした口調でそう言った。

「病院って……」

「出来たばかりの、魔力供給所から潤沢に魔力を供給されて、最新の魔法マギエ機関ンジンで管理された真新しい病院だ。そこで俺は、魔法機関を使った最新医い療りよう技術で、助けられた連中を目まの当たりにした」

　例えば──身体からだが弱く、生まれてきてすぐ死んでしまう嬰えい児じが居る。

　だが、そうした子供も魔法機関の管理する養育床しようで、呼吸を補助され、栄養点てん滴てきを受け、湿しつ度どと温度を一定に管理された状態ならば、生き延びて、健全に育つことが出来る。

　例えば──手術の成功率が著いちじるしく低い怪け我がや病で入院する患かん者じやが居る。

　だが、通常なら十人に一人も助からないという手術も、潤沢な魔力によって稼か働どうする医療用魔法機関の補助があれば、成功率は桁けた違ちがいに跳はね上がる。

　例えば──健康優良に見える者が、ある日いきなり倒たおれて帰らぬ人となる場合がある。

　だが、多くの者が定期的に魔法による検査を受けていれば、素人しろうと目には見つけにくい病の兆候を捉えて、早期に治ち療りようや予防策を施ほどこす事が出来る。

　例えば──……

「奴は言ったよ。『この弱き人々を生かしているのは、潤沢に供給される魔力だ』ってな。俺がトバイアス達の暗殺を企たくらんだ連中を──魔力供給所の計画を推進した権力者達を片っ端ぱしから皆みな殺ごろしにした上で、魔力供給所の運営を統とう括かつしていたメリンダや、その関係者もぶち殺したならば、魔力供給所の運営そのものが頓とん挫ざする。それはつまり、その病院に居る『弱き人々』を殺す事に他ほかならない──とな」

「…………」

「最初に見せられたのが、呼吸器を付けて、辛かろうじて生きている少女だった」

　ジンゴは自分の膝ひざの辺りに視線を注ぎながら言った。

「丁度、俺が、見殺しにした……妹位の、歳の」

「妹さん……？」

「ああ。魔ヴイ物シヤスに故郷を追われて、ファーニヴァルに逃にげてくるまでの間に、病に罹かかって死んだ。魔物から逃げずに、故郷に留とどまって居れば、家族全員、魔物の家か畜ちくにされるのを覚かく悟ごで留まっていれば、死なずに済んだかもしれない」

「それは──」

　死ぬ事と比べてどちらがマシなのか。

　メイベルには何とも判断がつかない。

「魔ま王おうを討うつ時にも、俺は……少女を一人、見殺しにしている。助けられた。助けられた筈はずだ。だが俺達は潜せん入にゆう作戦が露ろ呈ていするのを怖れて、見て見ぬ振ふりをした。誰だれも彼もは救えない、だから、仕方ないって言い聞かせてな」

「…………」

　なんだかんだと言い訳をしながらも、ジンゴはメイベルを守ってくれた。

　それは──守れなかった妹、救えなかった少女、彼女等を見殺しにしてしまった事への贖しよく罪ざいだったのかもしれない。ジンゴ自身にどれだけ自覚があるのかは、分からないが。

「俺が〈勇ブレ者イブ〉になったのは復讐の為だ。だがトバイアスやジョスリンやセオドアやアーネストや……多くの〈勇者〉は一人でも多く、自分では戦う事も出来ない人達を守り、救う為だった。彼等の事を思うと、俺は──」

　そんな弱い奴やつ等らの事等、知った事か──そう言って切り捨てる事が出来なかった。

「病院だけじゃない。ファーニヴァルは魔力供給所の存在によって、急速に復興を遂とげている。恐らく他の城じよう塞さい都市に比べても遥はるかに速く。それは魔力供給所から安定して潤沢に供給される魔力で、様々な魔法機関を常時稼働させ、効率的に都市内の生活空間を整備していったからだ。実際、この七年間でファーニヴァルの方式を真似まねる都市が幾いくつも出てきている。ファーニヴァルはそうした都市への技術指導によって、様々な見返りを得て──益ます々ます栄える事になった」

　例えば情報伝達。これが迅じん速そくに行われれば物資の浪ろう費ひは減らせる。

　例えば物資輸送。これが効率的に行われればより生活は豊かになる。

　食料、薬、衣料、その他生活必ひつ需じゆ品……その余り物を棄すてている者が居る一方でその余り物を喉のどから手が出る程ほどに欲しがる者も居る。だが後者はそれが何処どこかで余っていて、棄てられているという事すら知らない。

　求める者の所に求められたものを届ける、それだけの事だが、それはつまり都市という生き物の呼吸や血流を改善するという事に他ならない。魔法機関によって常時稼働する連れん絡らく網もう、そして物資輸ゆ送そう網もう、これだけでも都市の暮らしは一変する。

「本来なら──聖せい伐ばつ大戦中ならば、路上で野垂れ死にしていた様な者達ですら、福ふく祉し支し援えんを受けて生きている。生きていられる。メリンダは言ったよ。『永い永い聖戦の後に、ようやく手に入れたこの楽園を、お前は自分の復讐心から壊こわすのか』とね」

「それは……」

　あまりにも過か酷こくな問いであったろう。

　ジンゴの言う『本来ならば死んでいた』者達の中には恐らく孤児院の子供達も含ふくまれている事だろう。社会全体に余よ裕ゆうが無ければ、そもそも、親の庇ひ護ごの無い子供をわざわざ集めて育てようなどという発想そのものが生じてこない。

　ジンゴに対してとられた無数の人ひと質じちの中には──当時八歳かそこらだったメイベルも含まれていたのだ。

「もう何が何だか分からなくなった」

　ジンゴはそこで初めてわずかに感情の揺ゆらぎをその声に混ぜた。

　メイベルが初めて聞く、自じ嘲ちようめいた──響ひびきを。

「善とか悪とか、もうそういう話じゃない。人間も魔物も大差無い。むしろある意味で人間の方が人間に対して残ざん酷こくだ。世界は人間と魔物とか、善と悪とか、聖と邪とか、そういう分かり易やすい形で白黒なんかつけられていない。何もかもが灰色の混こん沌とんで──」

　だからジンゴは〈英雄〉たる事を棄てた。

　多くの人々の為ために戦う者である事を棄てた。

　ただ自分の為だけに。生きたいように生きる。

　そう決めて──乱心の英雄であるミネベの名を捨て、番ロスト外アド区レスに落ち延びてきた。

「実を言えば、一度、自殺も試みてる」

　最も早はや、自嘲の色を隠かくそうともせずにジンゴはそう言って暗く笑った。

「……その直前に分かった事だが。俺達は魔王に直接、呪のろいを掛かけられていて、死ねば死んだ時の状態で固定されて、亡ぼう霊れいとなり、永遠に彷徨さまようらしい」

「え……？」

「鏡に映るんだよ」

　言ってジンゴは窓に眼めを向ける。

　メイベルもそちらを見み遣やるが、いつも通りの、番外区の風景がわずかに見えるだけだ。

　しかし──

「死んだトバイアスや、ジョスリンや、セオドアが。毒を盛られて血を吐はいて、藻も搔がき苦しみながら死んだ、その時の姿でな。あの三人だけなのは、魔王に直接、呪いを掛けられたのが俺達四人だけだからだろう。アーネストは呪われる前に死んでいたし、マーゴットは──メリンダはあの場に居なかった。だから魔王に直々に呪いを掛けられて生きているのは俺だけだ。そして死ねばその死んだ瞬しゆん間かんの苦痛や悲ひ嘆たんをそのまま永遠に引きずって彷徨う事になる」

　ジンゴの眼には今もその戦友達の死に様が映っているのだろうか。

　この数年間……お前も死ねばこうなると思い知らされ続けてきたのだろうか。

　死すら救いにはなり得ない。死すら終わりにすらならない。

　文字通りの八方ふさがりだ。

　ジンゴはただ、その悲ひ惨さんな死を一秒でも先延ばしにするべく生きるしかない。

「だから俺は、お前に取り憑ついている魔王の頼たのみを聞く事にした。お前を守れば呪いの解除方法を教えるそうだ」

　呪いが解ければジンゴは死ねる。

　少なくとも死んで『終わる』事が出来る。あるいは死に損そこなって彷徨い続けているというジンゴのかつての仲間達も、解放できるかもしれない。

　だから彼は──ルドミラの要よう請せいを受けた。

「そういう事……だったの」

「ああ。そういう事だ」

　ジンゴは小さく頷うなずく。

　そしてメイベルは──

「…………」

　しばし躊ちゆう躇ちよの間を置いてから、彼女は両手を掲かかげて、ぱん、と自分の頰ほおを挟はさんだ。

　気持ちを切り替かえるときのそれは、彼女独自の儀ぎ式しきだ。

　そしてメイベルは紫むらさきの双そう眸ぼうを眼の前に座る元〈勇者〉の青年に向けた。

「……うん。でも、ありがとう」

「……なに？」

　怪け訝げんそうに顔を上げてジンゴはメイベルを見つめてくる。

「だから全すべて納なつ得とくずくの取引──」

「だから前にも言ったけど」

　メイベルは笑え顔がおを取り繕つくろって言った。

「貴方あなたの思おも惑わくがどうあれ、私は守って貰もらってるんだから、ありがとうって言うの。貴方の為じゃなくて私自身の為に。それが私の決まりルール。私が私で居る為の」

「…………」

　ジンゴは驚おどろいたのか、一いつ瞬しゆん、きょとんとした表情を浮うかべる。

　それは、何処か幼いとさえ言える無防備さで、まるで──

（ああ、この子だ……）

　ふとメイベルは合が点てんがいった。

　初めてジンゴを見た時、妙みような既き視し感かんがあった。懐なつかしいとさえ思った。

　それは夢で何度も見る少年の容姿に似通った部分が在るからだと思ったが、やはりあの夢の中の少年はジンゴだったのだ。

　七年前の、〈勇者〉として魔王を討つ為に戦っていた頃ころの、十代のジンゴ。

　ひょっとしたらメイベルに憑いているという魔王が、こっそり見せた夢──いや記き憶おくだったのかもしれない。意識的な行こう為いなのだとしたら、何を思って魔王がそんな事をしたのかは分からないのだが。

「それに……ジンの話を聞いて……何だかちょっと落ち着いたし」

　自分が人間と魔ヴイ物シヤスの混血であるという事実。

　未いまだにそれを受け容いれられたとは言い難がたいが、過酷なジンゴの半生を聞いて、メイベルは少し気が紛まぎれた様に思う。

『あの人よりは自分はマシなのだ』──そう思えるから。

　いや。違ちがう。『辛つらいのは自分だけじゃない』と思えたからだ。

「だから、ありがとう」

「……だから、それはお前が俺に言えと」

「それはそうなんだけど……」

　ジンゴは無視する事も拒きよ否ひする事も出来ただろう。

　恐おそらくは思い出すのも辛い事だったに違いない。

　だが彼は結局、包つつみ隠さず話してくれた。恐らくはメイベルを落ち着かせる為に。

　それは勿もち論ろん、自分の『呪いを解く』という目的の為には、メイベルを利用せざるを得ないからではあるのだが──

「私……普ふ通つうの人間じゃないのかもしれないけど、それでも、その、死にたくはないの」

「それは当然の感情だろう」

「ジンは、公パブ安リツ騎クナ士イツの方は私を殺す積もりは無いって言ったけど、でもそれはとりあえずって話でしょ？　もし『魔ま王おうの後こう継けい者しや』だから私を捕つかまえようって思ってるのなら、やっぱりいつかは殺されるんだよね？」

「……かもしれん」

「だからやっぱり、魔物からも、公安騎士からも守って欲しい。魔王──ルドミラさんだっけ、その女ひとからのお願いってだけじゃなくて、私からも、お願いします」

　そう言ってメイベルは頭を下げる。

　その様子をやはり何処か驚いた様な表情のまま見て──

「あ……ああ」

　曖あい昧まいに頷くジンゴ。

　僅わずかな戸と惑まどいがその仕草に見える。

　怪かい物ぶつじみて強い超ちよう人じん、という印象ばかりだったのだが、こういう部分を見るとジンゴも自分と同じ人間なのだと思えて──安心する。いや。親しみが湧わくとでもいうのか。

「でもね……もし私が実際に魔王になっちゃって……この街の……というか人間の敵になっちゃったらさ。そういうのはやっぱり、凄すごく嫌いやっていうか……」

　そこまで言ってメイベルは一瞬だが躊躇した。

　貧しいなりに幸せな人生を送ってきた。

　ささやかな夢も希望もきちんと在った。

　死にたくはない。生きていたい。

　だが──

「だから、その時は──ジンの手で殺して」

　自分が魔王になった時、自分のこの気持ちは、この人格はどうなるのか分からない。

　角ホーンを植え付けられれば、そのまま魔物として中身を書き換かえられるのだと聞いた事はあるが、それを具体的に犠ぎ牲せい者しやがどんな風に感じるのかは分からない。死後の世界を語れる者が居ないのと同様に。

　怯おびえる気持ちも、哀かなしむ気持ちも、みんな、みんな、無くなってしまうのか。

　今このジンゴと喋しやべっている自分そのものが、無くなってしまうのか。

　だとしたらそれは──とてもとても怖こわい。

　だがそれ以上に、遺のこされた自分の身体からだが、魔物として人間を殺す為に他ほかの魔物を率いている様子を想像すると、名状しがたい悪お寒かんを覚える。

　だから──

「…………」

　弱じやつ冠かん十五歳の少女の決意を前に──さすがのジンゴも言葉に詰つまった様だった。

「他にお願いできる人、居ないし。それにジンは魔王討とう伐ばつの〈勇ブレ者イブ〉なんだから。もう一回……お願い。あ。でも私、あんまりお金持ってない」

　言ってメイベルは苦く笑しようする。

「多分、そんなに高価なものじゃないけど、その時は、これ、ジンにあげるから」

　とメイベルが示したのは、院長先生に貰った銀の首ネツ飾りクレスだった。

「お前──」

「あ、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫よ、私はジンに呪いなんて掛けないから。あ。でも魔物になったら私は私じゃなくなっちゃうのかな……」

　口元を右手で覆おおって眉まゆを顰ひそめるメイベル。

「あ、あの、ジン」

　ジンゴに殺される、その瞬間を想像して──付け加えた。

「あ、出来るだけ、出来れば、その、痛くしないでくれると嬉うれしい……かな」

　この期ごに及およんで幼よう稚ちな事を頼んでいるという自覚は在った。

　だが自分の生命の事だ。自分の未来の事だ。格好をつけても仕方が無い。

　そして飾かざる事も誤ご魔ま化かす事も無い、本気の願いならば、ジンゴは笑いもしなければ拒こばみもしないという確信が、メイベルには在った。

　やがて──

「…………承うけたまわった」

　ジンゴは短い溜ため息いきをつくと、小さく頷いた。

「ジン──」

「お前がお前でなくなる時、俺はお前を殺そう」

　元〈勇者〉は──かつて〈英えい雄ゆう〉と呼ばれた男は、まるで王ロードの前に傅かしずいて誓ちかいを立てるかの如ごとく、厳おごそかな声で、そう言った。
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　機動モビル航天艇フライヤは真っ直すぐに番ロスト外アド区レスへと向かっていた。

　既すでに隠おん密みつ行動を試みて一度失敗している以上、任務の非公然性に拘こう泥でいするのは意味が無い。まして魔物の襲しゆう撃げきを受けた事を考えれば、メイベルという少女を拘こう束そくするこの任務は、何処どこかから情報が漏ろう洩えいしている可能性が高い。

　魔物を使ってまで公安騎士の非公然任務を妨ぼう害がいしようと考えている人間が居るというのは信じ難いが、あのヴィオラという名の魔人の襲撃を、単なる偶ぐう然ぜんで片付けてしまえる程ほど、テレンスは楽天的な性格をしていなかった。

　だが……

「……なに？」

　テレンスの視線を受けてそう問うてきたのは、航天艇の貨物室で装備の点検をしていた〈ミスリル・チップス〉の一人、ジャネットだった。

　装備といってもテレンス達が持ち出していた様な魔ガン鎧メイルではない。

　一応は防具らしきものを腰こし回まわりに付けてはいるものの、基本的に彼女等の格好は芸げい妓ぎとして舞ぶ台たいに上がっている時の衣装と変わらない。肩かたや鎖さ骨こつも肌はだを晒さらしたまま、身体の線がそのまま出る様な薄うす布ぬのの舞台装しよう束ぞくである。

　ただしジャネットに関しては、手て甲こうらしきものを更さらに装備する様だ。

　らしきもの──と表現しているのは、それが、冗じよう談だんの様に大きいからである。腕うでどころか彼女の胴どう体たいでも入ってしまいそうな位に大きな、鋼鉄の塊かたまり。形状としては鎧よろいの腕部──その肘ひじから先だけの様な代しろ物ものだ。

「何か文句でもあるの？」

　元々ジャネットはあまりテレンスに良い印象を抱いだいていない様で、今もかなり不ふ機き嫌げんそうだ。良くも悪くも未だ子供なのだろう──とテレンスは思う。その時の感情が隠かくされる事無く如によ実じつに顔や仕草に出てくる。仕事仲間に対してこういう態度を露ろ骨こつに示すのはあまりにも幼稚だ。

　だからこそ……こんな少女達が、実は、議会直属の機密部隊だというその事実に、テレンスは違い和わ感かんを覚えずにはおられない。

　そもそも機密部隊だというのに、この少女達は顔が知られすぎている。恐らく議員の名前と顔は知らなくても、〈ミスリル・チップス〉のそれは知っている──という市民も多いだろう。通常、機密部隊の構成員は、その素す性じようを秘ひ匿とくされるものだが──敵対者の奇き襲しゆうや、家族への攻こう撃げきを警けい戒かいしての事だ──彼女等に関しては違うらしい。

「いや。ただ驚おどろいているだけです」

　とテレンスは正直に告げた。

「説明されて理解もしたし納なつ得とくもしましたが──」

「ならじろじろ見ないで」

「見られるのも仕事ではないのですか？」

　少なくとも芸妓たる〈ミスリル・チップス〉としては。

　だが──

「……もう一回叩たたきのめされたい？」

　唸うなる様な声でジャネットが問うてくる。

「さすがにそれは御ご免めん被こうむります」

　とテレンスは肩を竦すくめて見せた。

　彼がジャネットに叩きのめされたのは事実だ。だからこそテレンスは仕方なく彼女等を番外区まで案内してジンゴ・ミネベの所へ連れて行く任務を了りよう承しようした。

　だが正直に言えば……少女達の見た目に惑まどわされて自分の側に油断が在ったのだとテレンスは考えている。一対一で、更にはこの少女の正体を知った上で戦っていたならば、あんなに無様に敗北を喫きつする事は無かっただろう。

　無論、そんな事を言っても負け惜おしみになるだけなのはテレンスも理解している。

「ごめんなさいワイズ卿きよう」

　と横からジャネットを抑おさえる様に言ってきたのは、ルシアである。

　三人の中ではこの金きん髪ぱつの娘むすめが最も愛あい嬌きようがある。

「ジャネットは芸者扱あつかいが嫌きらいなの」

　嫌いもなにも、世間に知られた〈ミスリル・チップス〉は芸能人──芸者そのものであり、その意味ではあり得ない話である筈はずだが──彼女等の素性を知った今ではテレンスも概おおむね理解は出来る。

　ジャネットは元々、歌や踊おどりがしたかった訳ではないのだ。

　不幸にも──そう不幸にも、彼女はその方面に才能が在った様だが。

「長い長い、待機期間、だったから、な」

　と何処か木ぼく訥とつな喋り方をしてくるのは、ジャネットではなく、三人目──即すなわちエノーラである。強しいて言えばだが、三人の少女達の中では最も武人としての印象が強い。愛あい想そは無いが、所作がいちいち淡たん々たんとしていて、感情があまり見えない印象だった。

　テレンスはあまり芸妓としての〈ミスリル・チップス〉に詳くわしい訳ではないが、それでも何度か舞台の上の彼女等を見た事は在る。ジャネットもエノーラも舞台に上がっている時とはまるで印象が違ちがう。もっと表情は豊かで口調も少女らしい明るいものだった筈だ。

　もっとも──どちらが本当かと問われれば、恐おそらくはこちらが彼女等の『地』なのだろう。舞台の上の彼女等は芸妓としての仮面を被かぶっているに過ぎない。

「ジャネットでなくとも、鬱うつ憤ぷんは、溜たまる」

「単純に不思議に思うから尋たずねるのですが」

　とテレンスは言い置いてから問うた。

「君達はどうして、〈ミスリル・チップス〉に？　芸能人という意味ではなく──」

「強くなりたいからに決まってる」

　とテレンスの言葉を遮さえぎる様にしてジャネットは言った。

　まるで当然といわんばかりの口調だが、彼女が志願したのは一体、何歳の頃ころであったのか。少なくとも〈ミスリル・チップス〉は二年前から活動をしているし、彼女等を『完成』させる為ための準備期間を思えば、自分の一生を左右する様な判断が下せるような年ねん齢れいではなかったのではないかとテレンスは思う。

　しかし──

「その辺りは概ね皆みんな、一いつ緒しよですね」

　とルシアが微笑ほほえみながら言った。

「気持ちの強さはそれぞれですけど。執しゆう着ちやくというか。私は歌も踊りも嫌いじゃないから、『表』の顔もそんなに不満はないんですけどね」

「必要な事であると、分かっては、いる」

　とエノーラが言い添そえてくる。

　だから自分も歌や踊りを嫌ってはいないと。

　しかし──

「でも私達は歌って踊るだけの人形じゃない」

　とジャネットは手甲の中に右手を刺さし込んで、幾いく重えにも重なった装そう甲こうの擦こすり合わせ具合を確かめながらそう言った。

「私達は戦ってこそその存在を全まつとう出来る。文字通り、破魔の聖精銀ミスリル、必殺の鋭するどい欠片かけら……なのに実戦の機会が全然与あたえられなかった。可愛かわいらしいだけの、歌が上う手まいだけの、踊りが上手いだけの、御ぎよしやすい小こ娘むすめだとずっと思われてきた。そう言われてきた」

「…………」

　テレンスとしてもその気持ちは分からないではない。

　元々容よう姿し端たん麗れい──いわゆる優やさ男おとことしての外見を備えているテレンスは、武術に関してはしばしば侮あなどられる事が多い。単純な戦せん闘とう能力……特に格かく闘とう戦の優ゆう劣れつは一定水準までは筋力と体格が決定していると言っても過言ではない。一見すると線が細いテレンスは、素人しろうと目には弱く見える事が多いのだ。

　その意味で──

（そういえば、この娘は侮ってはいませんでしたね）

　ジャネットは最初から全力でテレンスに攻せめ込んできた。

　勿もち論ろん、テレンスが公パブ安リツ騎クナ士イツであり、非公然任務の指揮を任せられる様な現場叩き上げの武人であると知っていたから──ではあるだろうが。

「だから今回の任務は嬉うれしい。やっと戦える。やっと強さが証明できる。実戦で──本当の戦いで。だから邪じや魔まはしないで」

　そう言ってじろりとジャネットはテレンスを睨にらむ。

「邪魔などしませんよ。仕事ですからね」

「ならいい」

　そう言ってそっぽを向くジャネット。

　その横で『ごめんなさい』とでも言うかの様にルシアがぺこりと頭を下げていた。

「…………」

　溜ため息いきをつくテレンス。

　ジャネットに嫌われているらしいという事よりも何よりも、彼が気に掛かかったのは、自分達が関かかわっている権力構造の歪いびつさと、そしてそれらを揺ゆさぶりかねない今回の事件についてだった。

　間ま違ちがいなく〈ミスリル・チップス〉は議会の『虎とらの子』だ。世間に秘密にして、倫りん理りにもとる様な事まで幾いくつも重ねて造り上げられた、秘蔵の特とく殊しゆ部隊。だが現場で顔を見られてしまえば、特殊部隊としての秘匿性は失われる。

　という事は、現場では変装でもさせる積もりか。だがそれならば衣装も変えるだろう。

　何らかの魔ま法ほうを使って誤ご魔ま化かすのか。

　もしくは──一回きりの使い捨てか。

　いずれにせよ……

（そんな特殊部隊──そう、文字通りに特殊極きわまりない部隊を投入してまで、確保せねばならないというメイベル・バセット……いや、本名はメイベル・ロートンか……）

　しかもメリンダからは『手足の一本や二本、欠けていても良いが、とにかく生きて連れてこい』と厳命されている。単に議員の過去の過あやまちとして妾しよう腹ふくの娘を亡なき者にしたいというのなら、生かして連れてくる事にこだわる必要は無い。むしろその場で殺してしまえと命令されてもおかしくはないのだ。

　何故なぜ……生け捕どりにこだわる？

　公安騎士として非公然任務にも幾いく度どとなく関わってきたテレンスは、多少の事では驚きもしないが──そんな彼が、妙みようにどす黒いものを感じずにはおられない。

（下手をすると……）

　任務が終わった後にテレンスまで消されるのではないか。あるいはジャネット達も。

　さすがにそんな筈は無いと思いつつも、懸け念ねんが彼の脳のう裏りからは消えなかった。
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　アルノルトは椅い子すの上で身じろぎしつつ欠伸あくびを嚙かみ殺した。

「……いやはや」

　彼はこの一両日……〈ゲルゲルダダのーズ・宿イン〉にずっと詰つめっぱなしの状態だった。

　言うまでもなく魔人ヴィオラの見張り役の為である。

　一応、封ふう魔まの首輪を付けた上で、人間並みの身体能力になっているヴィオラに、更に手て枷かせ足あし枷かせを付けて床ゆかに転がしている状態なのだが……相手は魔人で、しかも暗殺者を自じ称しようしている。眼めを離はなせば何をしでかすか分からないという事で、アルノルトが見張り番に立っているのだ……が。

「いつまでコレ続けるのかな。正直、僕ちゃん眠ねむいんですけど」

　などとぶつぶつと空中に向かって愚ぐ痴ちをこぼすアルノルト。

　そんな彼に──

「おい。紅あかいの」

　と床の上のヴィオラが言った。

　ジンゴに改めて気絶させられた後は、手枷足枷を付けられてずっと棒の様に床に転がされたままなのだが、さしてこたえた様子は無い。魔法を抑よく制せいされても肉体の頑がん健けんさは残るのか、それとも単に大おお雑ざつ把ぱで鈍にぶい性格なので、平気なだけか。

　だが──

「せめて手と足のコレ外してくれよ」

「いやいやいやいや。そういう訳にはね」

　そう言ってアルノルトは椅子の脇わきの壁かべに立てかけた双そう剣けんに触ふれる。

　魔法マギエ機関ンジン無しの武器だが、刃身ブレードは厚く広く、扱いに長じた使い手が振ふれば、一いち撃げきで人間の首程度なら刎はねる事も可能だ。勿論──魔ヴイ物シヤスの首も。普ふ段だんは荒あら事ごとは全すべてジンゴに任せているので、アルノルトがこの武器を持ち出してくるのは久々なのだが。

「君は一度うちの社員を殺そうとしてる訳だしね。本当なら角折って、キツめの『教育』してから娼しよう婦ふとして店に出て貰もらう所だよ」

「じゃあ早くそうしろよ？」

　ヴィオラが舌を出して唇くちびるを舐なめながら言った。

「遠えん慮りよはいらねえぜ？　割と俺も興味あるんだよな、人間の交こう尾びは」

　その様子は肉にく食しよく獣じゆうの舌した舐なめずりそのものだ。凶きよう悪あくな雰ふん囲い気きと同時に──奇き妙みように扇せん情じよう的な雰囲気がそこには漂ただよっていた。何も知らない男なら大喜びで襲おそいかかりかねなかった。

「あんたも雄おすなんだろ？　してくれよ、『教育』ってのをよ──手と足のコレが外れるならなんだっていいぜ？」

「残念ながら僕ちゃんは此処ここの客と違って、魔物の女を抱だく趣しゆ味みはないのだよね」

　アルノルトは肩かたを竦すくめて言った。

「別にこの娼しよう館かんの従業員って訳でもないのだけれど、商売物に手を出さないのは仕事上の鉄則でね」
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「なんだよ。つまんねえ奴やつ」

「悪いね」

　言ってアルノルトは笑う。

　それからしばらく、ヴィオラは顔をしかめて唸うなっていたが──

「退たい屈くつなんだよ。なんか話しろ」

　ぱたぱたと尻しつ尾ぽを振りながら言うヴィオラ。

「いやいやいやいや。君、囚とらわれの身だって自覚ある？」

　我が儘ままな虜りよ囚しゆうもあったものである。

　だが退屈していたのはアルノルトも同じなので、彼は少し話に乗ってやる事にした。

「そういえば交尾っていうけれど、魔物ってどうやって殖ふえてんだか」

「──ん？」

　眼を瞬まばたかせるヴィオラ。

「だから他ほかの生き物を──」

「いやいやいやいや。そうじゃなくてね」

　とアルノルトは首を振る。

「他の生き物に寄生して魔物に『書き換かえる』のは識しってるよ。それは常識。角が媒ばい介かいなんでしょ？　つまりその角が殖えないと魔物も殖えないよね？　角を生むの？」

「ああ。なんだ、そんな事かよ」

　拍ひよう子し抜ぬけした様子でヴィオラは言った。

「なんで俺らには二本角があると思う？」

「……え？　あ、ああ、そういう事か」

　元々苗なえ床どこにした生物に寄生を始める際には、一本の角であった筈はずなのだ。

　だがヴィオラを含ふくめ、大たい抵ていの魔物は二本の角を持っている。

　つまり──

「後から生えてくるんだよ、角がもう一本な。どっちがどっちって訳でもねえが、時期が来たら片方自分で抜ぬいて、他の生き物にくっつけるんだよ。そうすりゃ新しい魔物のできあがりだ」

　ひどくあっさりとした──まるで簡単な夜食の作り方でも言うかの様な口調でヴィオラは言った。

「痛くないのかな？」

「痛いてぇよ。でもまあ、その辺は人間も一緒って聞いたがな？」

「あー……お産ね？」

　と曖あい昧まいに頷うなずくアルノルト。

　人間のお産と、魔物の『角』の増ぞう殖しよく──というか何というか──を一いつ緒しよにするのは明らかに無理が在るだろう。むしろ植物の『接つぎ木』に近い印象だった。

「という事は例えば、君の角の片方を折って、適当な生き物に押しつけたら、君の子供が生まれる訳ね？」

「いやいやいやいや」

　アルノルトの口調を真似まねてヴィオラが笑う。

「さすがにそんな調子よくいくわけねえだろ。角は魔物が自分で抜かねえと使い物にならねえよ。結構繊せん細さいなんでな」

「それを外に露ろ出しゆつしてるとか、かなり意味不明だよね」

「だから硬かたい殻からに覆おおわれてんだろ」

「……なるほど」

　腕うでを組んで唸るアルノルト。

　それなりに合理性はある様なのだが──つくづく不思議な生き物である。

　ただ──

（……ん？　待てよ）

　アルノルトの脳裏をメイベルの顔が過ぎる。

（混血のお嬢じようちゃんの場合、その辺、どうなってんだ？）

　魔物の身体には『繁はん殖しよく』用の角を生み出す機能が元々備わっている。

　では──半分魔物であるメイベルは、どうなのか。

　いつか時期が来れば自然と角が生えてくるのか？

　それとも──基本的には人間と変わらないので、彼女を次の魔ま王おうにしたければ、やはり魔物の角を押しつける必要があるのか。

　そんな事をアルノルトが考えていると──

「──あ？」

　がちゃりと無ぶ遠えん慮りよな音を立てて事務所の扉とびらが開かれた。

　そこから顔を覗のぞかせるのは──一人の中年男である。

　一目見れば分かる。典型的な〈ゲルダの宿〉の客だ。禿とく頭とうの丸顔を真っ赤にして、右手に酒瓶びんを携たずさえている。広間で『一夜妻』の選定をしている間に酔よいが回ってしまったのだろう──こうして部外者の立ち入りが禁じられている事務所に入り込んでしまう程ほどに。

　実の所〈ゲルダの宿〉ではよくある事だ。

「おやおや、お客さん、ここは従業員と関係者以外、立ち入り禁止だよ」

「……なんだ？　ヤってる最中じゃねえのか？」

　と中年男は床の上に拘こう束そくされ転がされたままのヴィオラを見て言う。

　確かにヴィオラは肌はだを多く晒さらす様な──というより下着の様な格好をしているし、娼婦を縛しばり上げて愉たのしむ趣味の客も少なくはない。中年男はだらしなく頰ほおを緩ゆるめて下品な笑い声を漏もらしながら──

「……とぉ、こいつ角がありやがる!?」

　と、そこでようやくヴィオラが〈角欠ホーンけレス〉ではないと気付いた様だった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶなのか、これ!?」

「ああ、まあ、その、ちょい訳ありで」

「あっぶねぇ──」

　と言いつつもヴィオラに手を伸のばす中年男。

〈角欠け〉ではない魔人と分かっていても、だからこそ興味をそそられる、という事なのかもしれない。元々この〈ゲルゲルダダのーズ・宿イン〉に来ている以上、魔人の女に性せい欲よくを感じる事に抵てい抗こうはないだろう。

　だが──さすがに好きにさせる訳にもいかない。アルノルトは椅子から立ち上がって、彼の肩に両手を掛かけて押し止とどめた。

「いやいやいやいや、お客さん、危ないから──ね？」

「──あ？」

　言って中年男がアルノルトを睨にらむ。

　次の瞬しゆん間かん──

「──!?」

　アルノルトの頭部に衝しよう撃げきが炸さく裂れつした。

　同時にびしゃりと彼の上半身が濡ぬれる。中年男が酒瓶をアルノルトの頭部に思いっきり叩たたき付けたのである。室内でも脱ぬがない紅あかい帽ぼう子しが彼の頭から転がり落ち、アルノルトはそのまま横よこ倒だおしになった。

　砕くだけた酒瓶は既すでに辺りの床に散らばっている。

　だが……中年男の手には、別のものが握にぎられていた。六角の鉄棍ロツド。短いが充じゆう分ぶんに太く、凶きよう器きになり得る代しろ物ものだ。酒瓶の中に最初からこれが仕込まれていたのだろう。

「…………」

　中年男は酔っ払ぱらいとは思えぬ素す早ばやい動きで事務所の扉を確かく認にんし──施せ錠じよう。

　それからヴィオラに顔を近づけて言った。

「何やってんだ、てめえは。間ま抜ぬけか。折せつ角かく俺達が色々手配してこっそり入れてやったってのに、全部ぶちこわしじゃねえか」

「まあ色々あったんだよ色々」

　とヴィオラは驚おどろいた様子も無くそう答える。

　中年男はヴィオラの脇わきにしゃがみ込むと、手て枷かせ足あし枷かせを外したが──

「首輪の方は鍵かぎがねえとな。鍵が何処どこにあるかは？」

「いや、さすがにしらねえ」

「しょうがねえ、このまま逃にげるぞ。むしろ此処の娼婦って事で押し通せ」

　言って中年男は上着を脱ぐとヴィオラの頭に掛ける。首輪を付けた魔族なぞこの娼しよう館かんでは珍めずらしくもないので、角ホーンさえ隠かくしておけば、目立つ事はないだろう。

「で──目標の小こ娘むすめは？」

「守ってる奴が居る。多分──〈勇ブレ者イブ〉だ」

　とヴィオラは忌いま々いましげに言った。

「道具とか全く使わずに魔ま法ほう使ってたからな」

「……初期型か後期型か……種別にもよるが、手て強ごわいな。なんでそんな奴が……」

〈勇者〉と一ひと括くくりにされる魔法改造兵士であるが、実の所、初期型と後期型は全くの別物と言って良い。初期型はあくまで魔王暗殺用の遊ゆう撃げき兵として造られているが、後期型は都市防衛の戦力不足を補う為ために、数合わせの様な形で造られており、数こそ多いが全体的に質が低く、実戦経験も少ない。

　また初期型にしても近接戦せん闘とう特化型や、魔ま法ほう支し援えん特化型、その他何種類かの〈勇者〉が製造されている為、特定状じよう況きよう下での戦闘能力に関しては、種別によって大きな違ちがいが出る。

「まあ、不意を衝つかれたからな。次は負けねえよ」

「……言っておくが、お前の目的はあくまで小娘を殺す事だろう。忘れるな」

「ああ、そうだった、そうだった、忘れてねえよ」

「…………」

　朗ほがらかとさえ言える笑え顔がおを見せるヴィオラを、中年男はしばし忌々しげに睨んでいたが──やがてヴィオラの腰こしに手を回すと、いかにも娼しよう婦ふとその客です、といった風を装って、事務所の扉を開く。

「……逃げやすくしておくか」

　中年男はふと思い出した様にそう言うと、懐ふところから小型の魔法具を取り出した。

　着火器ライター。種火を持ち歩くよりも手軽、燐寸マツチよりも簡単、という事で、煙草たばこを吸う者の間で最近、流行はやりだした代物である。不安定な術式に魔ま力りよくを無む理り矢や理り注ぎ込むと、物理現象に──特に火や稲いな妻ずまに点火しやすい性質を利用したもので、魔法具としては最も単純で安価な部類に入る。

　逆に言えばこんな代物にも魔力が──聖油が使えるだけ、ファーニヴァルの魔力供給事情は良いという事の証あかしだ。

「じゃあな」

　男は──床ゆかに転がったまま、ゆっくりと、身体からだの下の血だまりを広げていくアルノルトの脇に火が点ついたままの着火器を投げる。

　酒瓶からこぼれ落ちた液体に火が点いたのは──次の瞬間だった。
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　都市防ぼう壁へき──敵の侵しん入にゆうを防ぐ為に城じよう塞さい都市の周囲を取り巻く高い壁かべ。

　外がい縁えん部に位置する番ロスト外アド区レスや廃はい棄き街区においては、夕暮れ時の太陽は地平線の向こうではなくその壁の向こうに沈しずんでいく。結果、太陽が去るのと時を同じくして、防壁の根元からゆっくりと影かげが──夜の闇やみがわき出してくる。城塞都市において夜とは、空を覆うものではなく、地面から広がっていくものなのだ。

「なんだか不思議な感じ」

　街の風景が黄昏たそがれ色の気け怠だるい色に染まる中、広がっていく壁の影の端はしを──昼と夜の境界線上を歩きながらメイベルはふとそんな事を言った。

「こっち側は未まだ昼で。でももうこっち側は夜なんだよね」

「はっきりと影が出ない事も多いがな」

　と彼女の横を──『昼の側』を歩きながらジンゴは言った。

　今日ははっきりと壁の影が見えているが、雨や曇くもりの日はその『境界線』が見えにくい。いつからが昼でいつからが夜なのか、どこからが昼でどこからが夜なのか、区別をつける事は難しい。逆に言えば昼と夜が混在する曖あい昧まいな時間が黄昏時だ。

「俺の郷里ではこの種の時間を『逢おう魔まが刻とき』と呼んだそうだが」

「……『逢魔が刻』？」

「魔ま物ものに出会いやすい──襲おそわれやすい時間という意味だな」

「そうなの？」

「単に家に戻もどるのが遅おくれた連中が魔ヴイ物シヤスに襲われた、というだけの事だろうが」

　魔物の多くは夜目が利きく事、また人間は人間で昼間の方が活動しやすく、夜は大たい抵てい、家に閉じこもってしまうという事もあり、人間が街や村の外をうろついて魔物の被ひ害がいに遭あうのは、昼夜の境界たる黄昏時が多かった──という程度の意味である様だった。

「なんだか、夜が来るのは不安なんだけど……こう……その一方で」

　メイベルは首を傾かしげて言葉を探していた様だったが。

「わくわくもするっていうか……不思議な時間だよね。夕暮れ時って」

　昼でもなければ夜でもない。昼でありながら夜でもある。

　終わり去る昼を惜おしむ気持ちと同時に、始まり来る夜に憧あこがれる気持ちが在る。

「夜は魔物の時間で、昼は人間の時間だっていうのなら」

　メイベルはふと苦笑めいた表情を浮うかべて言った。

「夕暮れ時は私の時間かな」

「…………急ぐぞ」

　メイベルの言葉に取り合わずジンゴは僅わずかにだが歩調を速めた。

　今──ジンゴとメイベルは〈ゲルダの宿〉に向かっている。

　今度こそジンゴは拷ごう問もんをしてでもヴィオラから色々と事情を聞き出さねばなるまい。結局の所、ジンゴ達はメイベルが狙ねらわれる理由を何一つ理解しておらず、ルドミラは思い出した様にしか現れないので、状況が分からないのだ。

　防戦一方では埒らちがあかない。

　打って出るにしても、誰だれを狙い、何を狙えば良いのかも分からない。情報は出来るだけ早く手に入れておくべきだろう。

「あ……うん」

　少し慌あわててメイベルはジンゴの横に──未だ『昼』の領域に駆かけ寄った。

　ナサニエル通りに入ればもう昼も夜もなくなる。宵よいの口から魔力投光器の光があちこちを照らして闇を追い払はらい、通りを行き交かう者達が奏かなでる雑音が静せい寂じやくを塗ぬりつぶす。

「待って──」

　メイベルは──手を伸ばしてジンゴの右手を握った。

　一いつ瞬しゆんだがその指先が彷徨さまよう様に揺ゆれたのは、躊ちゆう躇ちよを感じていたからか。

「…………」

　ジンゴは物もの憂うげな眼まな差ざしでそれを一いち瞥べつすると、左手でメイベルの手首を摑つかんで引っ張る。メイベルの手がジンゴの右手から離はなれた。まるで未練を示すかの様に少女の白い指先が空を搔かいて──

「あ──えと」

　メイベルの表情に羞しゆう恥ちの色が浮かぶ。

　手を繫つなぎに行って──拒きよ否ひされた。そう思ったのだろう。

　だが……

「握るなら左手にしろ。襲われた時に咄とつ嗟さに対応出来ない」

　ジンゴはやはり素っ気ない口調でそう告げる。

「あ、そ、そうか、そうだね、うん」

　メイベルはぱっと表情を輝かがやかせると、ジンゴの左手に自分の右手を繫ぐ。

　それから二人はナサニエル通りに向かって、黄昏色の街路を進んでいた──が。

「──なに？　あれ……」

　ふと、メイベルが眼めを瞬まばたかせて呟つぶやく。

　二人がナサニエル通りの端にさしかかった、その時……煙けむりが黄昏色の空に向かって黒々と立ちのぼっていくのが見えた。何かが燃えているのだ。それもかなり規模の大きなものが。煙の根元にはちらりちらりと炎ほのおが閃ひらめいているのも見えた。

　距きよ離りと方向からしてそれは──

「まさか……」

〈ゲルゲルダダのーズ・宿イン〉のある辺りだ。

　呆ぼう然ぜんと立ち竦すくむメイベル。対してジンゴは無言で繫いでいた手を離はなすと、続く動作でメイベルの腰に左ひだり腕うでを回した。

「えっ？　ちょっ──」

　驚き恥はずかしがるメイベルだが、抗こう議ぎする間も許されず、その両足は宙を搔き──ジンゴは彼女を脇に抱かかえる様にして走り出した。

「ジ……ジン!?」

「…………」

　慌てるメイベルにはやはり答えないまま、ジンゴは走る。

　小こ柄がらな少女とはいえ人間一人を抱えているとは思えない速さで彼はナサニエル通りを駆け抜ぬけていく。多くの通行人はしかし、立ちのぼる黒こく煙えんとその根元に閃く炎に眼を奪うばわれていて、ジンゴ達に注視する人間は殆ほとんど居なかった。

　そして──

「──！」

　ジンゴが立ち止まる。

　ようやく彼の腕うでから解放されて自分の足で地面に立ったメイベルは──一息ついて顔を上げたその瞬しゆん間かん、轟ごう々ごうと燃える〈ゲルダの宿〉を見る事になった。

「あ…………」

　ナサニエル通りの顔役の一人が経営する娼館は、あちこちから火を噴ふいて、今にも崩くずれそうに見えた。建物全体が熱で溶とかされたかの様に歪ゆがんで見える。恐おそらくは柱まで燃え落ちて崩ほう落らく寸前なのだろう。

　あちらこちらでナサニエル通りの住人達が桶おけやら何やらで水を汲くんできては掛かけているものの──火の勢いが強く、全く消火が追いついていない。

「魔ま法ほうだ、魔法で消火しろ！」

「魔ガン法杖ワンドもってこい！」

　誰かがそう叫さけび、魔法具を探しに数名が飛び出していく。爆ばく破は系の魔法で炎そのものを消し飛ばすなり、周囲の建物を壊こわして延えん焼しようを防ぐなり、直接消火に使えなくとも魔法で出来る火災への対処は幾いくつも在る。

　その様子を見ながら──

「ゲルダさんは……アルさんは……？　レイチェル……は……？」

　呆然と呟き──まるで力ちから尽つきたかの様に、その場に座り込んでしまうメイベル。

「そんな……ひょっとして……公パブ安リツ騎クナ士イツが……？」

　とメイベルが呟いたのは、孤こ児じ院いんが公安騎士によって焼かれるのを見ているからだろう。彼女は半月程の間に、二箇か所しよも、自分の居た場所から焼け出された事になる。

　そして──

「……ああ、ジン、大変だよ！」

　とナサニエル通りの住人の一人がジンゴを見つけて駆け寄ってきた。

「〈ゲルダの宿〉からいきなり火が出て──」

「見れば分かる。中の連中は？」

　とジンゴの口調はあくまで冷静である。

「あ、ああ、客や娼しよう婦ふ達はすぐ逃にげられたんだが──」

　火は奥の事務所辺りから出たらしい。

　娼婦を品定めする為ための広間や、その上の個室に居た客や娼婦達は、臭においと煙に気付いて早々に逃げ出したが、出火元らしい事務所に居た者や、更さらにその奥の私室に居たであろうゲルダは、未だ避ひ難なんも救出も確かく認にん出来ていないという。

「アルノルトは？」

「そういや見てないな──居たのか？」

　ナサニエル通りの住人は改めて気付いた様子で辺りを見回すが、アルノルトの姿は何ど処こにも見当たらない。

　火の勢いは手の出しようがない程ほどに強く、ジンゴ達が見ている間にも、音を立てて娼館の半分が崩れ落ちた。黒煙とは別に塵じん煙えんが膨ふくれ上がり、火の粉が舞まい、見物人達がどよめきながらも後ずさる。

　その中で──

「ジン……」

「火の回りが早すぎる」

　ジンゴは呟く様に言った。

　奥の事務所から出火したのだとしても、瞬またたく間に大きな──広間を含ふくめて部屋数二十を超こえる娼しよう館かんが焼け落ちるにはあまりに早い。それこそ油でも撒まいて一気に火を広がらせるのでもなければ──

「や、やっぱり……私の……？」

「分からん」

　青ざめるメイベルに、しかしジンゴはそう言った。

　公安騎士達が火を付けたとは限らない。

　いや、彼等はメイベルを生かして捕つかまえようとしていた事を思えば、彼女が居るのを確認もせずに火を付ける事は無かろうし──彼女の不在を知っているなら、そもそも、〈ゲルダの宿〉を焼く意味も無い。それとも穴あな熊ぐま狩がりでもする様に、炎と煙でメイベルやジンゴを炙あぶり出す積もりだったのか。

　あるいはヴィオラが何かしたのか。

　それとも──

「…………！」

　ふと視界の端はしに見覚えのある人ひと影かげを見た気がして──ジンゴはそちらに眼を向けた。

「ジン……？」

　メイベルもまたジンゴの動きに気付いたようで、彼の視線を追う様にしてそちらに紫むらさきのその双そう眸ぼうを向ける。彼女の表情が愕がく然ぜんと引き攣つったのは次の瞬間だった。

「……あ！」

　ナサニエル通りの端でヴィオラと戦っていた公安騎士──その指揮官役だったらしい金きん髪ぱつの青年。前に出会った際には重装の甲かつ冑ちゆう姿だったが、今は濃のう紺こんの外がい套とうを羽織っている。甲冑無しか、さもなくば薄うすい軽装の甲冑を身に着けているのだろう。剣けんの有う無むまではジンゴ達の位置からは確認出来ない。

　公安騎士の青年は、意味ありげにジンゴとメイベルを見つめていたが、やがて踵きびすを返して人ひと混ごみの中に紛まぎれ込んでしまう。

　まるでついてこいと言わんばかりだが……

「ジン──」

「追うぞ」

　そう告げると足早にジンゴは歩き出す。

「あ、でも、あの」

「此処ここで俺達に出来る事は何も無い」

　そんなジンゴの言葉と共に──〈ゲルダの宿〉そのものが完全に焼けて崩れる轟ごう音おんが、辺りに響ひびいた。




　　　●




　気け怠だるくも暖かい黄昏たそがれの時間は終わり──冷たい夜の闇やみがゆるゆると街を包んでいく。

　瞬まばたきする度たびに暗さを増していく風景。

　金きん髪ぱつの公安騎士を追ってジンゴ達は雑ざつ踏とうを抜け、ナサニエル通りからも離れ、人影のまばらになった街路を進んでいく。繁はん華か街がいの猥わい雑ざつな音も光も全すべては背後に遠く離れていき、無人の廃はい屋おくが目立つ様になってきた。

　このまま行けば公安騎士は廃はい棄き街区に入るだろう。

「……何を考えている？」

　一言で廃棄街区といってもそれなりに広いが、このまま進めば先日ジンゴがあの公安騎士と戦った場所の辺りに出る。

　先日と同じ場所で、同じ条件で、雪せつ辱じよく戦をする──という考え方もあるだろうが、ジンゴがあの青年騎士と戦った印象からすると、そんな安易な矜きよう持じで挑いどんでくる様な人間にも思えなかった。戦せん闘とうというものはぎりぎりの一線で綱つな渡わたりの様に行われるのが殆どで、大たい抵ていの場合にその人間の本ほん性しようが剝むき出しになる。剣をある程度まで交えていれば、相手の性格位はその太刀たち筋すじや足運びから読めるものだ。

　だとすると単に人目につきにくい場所へ誘さそっているのか。

　罠わなだとすれば、馬ば鹿か正直にそれにはまってやる義理は無い。

　ジンゴは腰こしに提さげた魔ガン長剣ソード〈サクラ〉の柄つかに触ふれる。

（……二百魔ま力りよく単位ってところか）

　仮想レジ魔力槽ボア内に自ら練り上げて溜ため込んできた魔力は、戦闘補助系の簡単な魔法なら十回程度、強力な魔法なら四回程度の行使が可能だ。メイベルの護衛役をルドミラから依い頼らいされてからは、積極的に睡すい眠みんをとる事でジンゴは自前の魔力を出来るだけ多く確保する様に努めていた。

　もっとも実際に戦うとなれば甚はなはだ心こころ許もとない数字である。

「仕し掛かけるぞ。俺から離はなれるな」

「あ──うん」

　メイベルが頷うなずくのを確認するとジンゴはわずかに足を速める。

　そして──

「…………？」

　ジンゴは眉まゆを顰ひそめた。

　細い通りを抜けて──公安騎士は広い場所に出た。

　ジンゴ達も後を追ってその広場に足を踏ふみ入れる。

　先日の、機動モビル航天艇フライヤの墜つい落らく現場とはまた異なる場所だ。廃棄街区である事に違ちがいは無いが、比ひ較かく的てき広く、見通しが良い。概おおむね円形の平地を、墓ぼ碑ひの様な廃はい墟きよが取り巻いていた。

　罠を仕掛けるにはあまり適した場所にも思えないが──

「ジン……」

　不安げにメイベルが声を掛けてくる。

　だがジンゴは彼女には声では答えず、服の裾すそを摑つかんでくる指に、左手で軽く触れるだけに止とどめて──広場の真ん中で足を止めた公安騎士に声を掛けた。

「何の積もりだ、公安騎士」

「テレンス・ワイズです。特に見知りおいてもらう必要はありませんが」

　と振ふり返りながら公安騎士は言ってきた。

「……？」

　ふとジンゴは眼めを細める。

　公安騎士──テレンスの頰ほおに、小さいながらも白い絆ばん創そう膏こうが貼はってある。ジンゴが戦った時にはそこに傷は負っていなかった筈はずだ。ならばあれから顔に怪け我がをしたという事か。

（誰だれかと戦った……？）

　勿もち論ろん、単に事故で負った傷とも考えられるが──

「ジンゴ・ミーガン──いえ、ジンゴ・ミネベ。先日は出会い頭がしらでの戦闘でしたが、今回は言葉を交かわす余よ裕ゆうも在るようです」

　テレンスは落ち着いた口調で言った。

「念ねんの為にお尋たずねしますが、その少女──メイベル・バセットをこちらに引き渡わたす積もりはありませんか？」

「無い」

　傍かたわらのメイベルが身を震ふるわせるのを感じながら、端たん的てきにそう応じるジンゴ。

　テレンスはしかし、気を悪くした様子も無く肩かたを竦すくめた。

「お金で片がつく話なら、相当額を支し払はらう用意もあるのですが？」

「騎士全員が暴徒鎮ちん圧あつ装備で、機動航天艇まで繰くり出す案件だろうからな」

　とジンゴは若じやつ干かんの皮肉を口調に混ぜて言った。

「だがお断りだ。こちらにも事情がある」

「そうですか。無用の戦闘は避さけたかったのですが」

「何度やっても同じだ。お前は俺に勝てない」

　とジンゴは言うものの、これはハッタリだ。

　戦闘に──殺し合いに『絶対』は無い。条件さえ整えば、歴戦の兵士を非力な女子供が殺す事だって可能だ。ましてやこの青年騎き士し──テレンスは相当な使い手である。装備一つで勝敗が変わってしまう事も充じゆう分ぶんにあった。

　ただ──外套を着ているので詳しよう細さいは分からないが、テレンスは明らかに先日の様な重装備を帯びてはいない。剣は一応、佩はいている様だが──先日の装備よりも軽装で、ジンゴに勝てると考えているのだろうか。

「それが分かっているから、あんな、姑こ息そくな手を使おうと考えたのだろう？」

　ハッタリついでにジンゴはそう言ってみた。

「姑息な手？」

「わざわざ〈ゲルゲルダダのーズ・宿イン〉を焼いて、俺の動どう揺ようを誘さそったつもりか？」

「…………ん？」

　テレンスは眉を顰める。

「何の話です？　先さき程ほどの火事──放火なのですか？」

「…………」

　テレンスがとぼけているという可能性も在るが、ここで噓うそをついてもあまり実利がない。

　むしろ自分達で火を付けたのなら、それを得意げに告げる方が、ジンゴの動揺を誘うという意味では効果的だろう。実際にジンゴがそれで動揺するかどうかはさておき。

　つまり──テレンス達と〈ゲルダの宿〉の火災は別口だ。

　本当の事故か、そうでなければ恐おそらくは……

「お前達が火を付けたのかとも思ったが」

　注意深くテレンスの表情を見ながらジンゴは言った。

「メイベルの居た孤こ児じ院いんにも火を付けたんだろう？」

「…………」

　メイベルがまた微かすかに身を震わせる。

　テレンスは──しかし小さく首を傾かしげて言った。

「その話は報告を受けていますが……あちらも我々ではありません。私の知らない所で別の部隊が動いている可能性はありますが」

「…………」

　やはりメイベルを追っているのは公パブ安リツ騎クナ士イツだけではなく、より身も蓋ふたも無い過激な方法を採る連中が居るという事だ。恐らくはヴィオラの侵しん入にゆうの手引きをした人間。それも複数──というより組織だろう。〈ゲルダの宿〉の火災が放火なのだとすれば、その連中の仕し業わざという可能性は充分にある。

「まあいい。お前を叩たたきのめして、細かい事情を聞かせて貰もらおう」

「残念ながら私もそう多くを知らされている訳ではありません。それと──今回は私は見届け人というか、そういう立場です」

　と何処どこか自じ嘲ちよう的に言ってテレンスは肩を竦める。

「今回の貴方あなたの相手をするのは、彼女等なんだそうです」

　そう言ってテレンスが視線を上に向ける。

　広場を囲む幾いくつもの廃屋。

　その一つの──屋根の上。

「…………？」

　ジンゴが眉を顰めたのはそこに並ぶ三つの人影が、どう見ても小こ柄がらな、女性のものらしい輪りん郭かくを備えていたからだ。逆光気味で顔立ちの詳細は見えないが、輪郭で判別がつく事からも分かる様に……重装の全身鎧よろいを身に着けている様子は無い。

　ただ……

（……あれは）

　それぞれが手に武器らしきものを持っているのは分かる。

（打撃用ガント手甲レツト……か。それから短シヨー弓トボウ？　三人目は長柄ハル戦斧バードか、もしくは魔ガン法杖ワンド）

　影かげだけではさすがに詳細な所は分からない。

（全員、腰にも何か付けているな。予備武器か、さもなくば──）

「──ジンゴ・ミネベ」

　三人の内の一人が叫さけぶ様に言った。

　声からすれば未まだ若い女──恐らくは少女だ。

「第七特務潜せん入にゆう小隊、丙種ゲ〈勇ブ者〉ラ──『魔ま王おう殺し』の四英えい雄ゆうの一人」

「…………」

　ジンゴのミネベ姓せいを知っている者は少ない。

　以前、テレンスが知っていた事を思えば、同じ誰かから聞いたのだろう。

　恐らくは──

「マーゴット……」

　呟つぶやくジンゴの声は呪じゆ詛そめいた響ひびきを帯びていた。

「お前を斃たおす。『魔王殺し』の実力、見せて貰うぞ！」

「……こ……この声……？」

　メイベルが震えながら困こん惑わくの声を漏もらす。

「……でもまさか……」

「知っている声か？」

「…………まさか、でも」

　ジンゴの問いに──しかしメイベルは狼狽うろたえるだけでまともに答えられない。

　次の瞬しゆん間かん──

「行くぞ──旧型ッ！」

「〈加アク速セル〉ッ！　〈強エン化ハンス〉ッ！」

　宣戦布告の声に続いて圧縮スクリー詠唱ミングの声が響く。

　次の瞬間、人ひと影かげ三つの内の二つが、平然と屋根を蹴けって空中に飛び出していた。

　二つの人影は軽々と広場の地面に着地。彼女等の真下の地面が擂すり鉢ばち状に凹へこむのが見えた。単に人間が着地した程度でこうはなるまい。

　つまり──

（──魔ま法ほう防ぼう御ぎよ！）

　猛もう烈れつな速度でジンゴに向けて突つっ込んでくる少女二人。

「なるほど」

　ジンゴは腰こしに提さげていた魔ガン長剣ソード〈サクラ〉の柄つかに手を掛かけた。

　圧縮詠唱そのものは魔法マギエ機関ンジンを用いた場合でも可能だが、あの人影はいずれも、それらしい形状の武器や道具を持っていない──ジンゴと同様に。

「新型──か！」

　咄とつ嗟さに〈サクラ〉を引き抜ぬきながら圧縮詠唱。彼は少女達に眼を向けたまま叫んだ。

「メイベル、下がってろ！〈加速〉ッ！」

「──ッ！」

　最初に突っ込んできたのは手甲装備の──亜あ麻ま色いろの髪かみをした少女だった。

　鎧は帯びていない。防具らしきものも腰に巻いたものだけ。戦いくさ装しよう束ぞくと呼ぶには躊躇ためらわれる様な──舞ぶ台たい衣装の様な、艶あでやかな色遣づかいの、身体からだにぴったりと沿う様な服を身に着けているだけだ。

　だがこれは理にかなっている。

　重量物は武器以外帯びず、とにかく速さが身上の近接戦せん闘とう特化型──恐らくはかつての仲間、アーネストと同様の甲種ケ〈勇テ者〉ル。

　アーネストと違ちがうのは、この少女が装備している打撃用手甲は、魔法武器であるらしい事だった。手甲の装そう甲こうが有機的に展開し、作動を示す青白い魔ま力りよく光が──『指』の形に形成されて生えているのが見えた。

　更さらに──

「…………」

　そのすぐ後ろを走ってくるのは黒くろ髪かみの少女である。

　こちらも鎧は帯びず、身体の線がそのまま浮うき出る様な衣装を身につけている。胸が大きく、腰が細く、見方によっては扇せん情じよう的な身体を強調するかの様な衣装だが、勿論、ジンゴにそれを見て欲よく情じようしている様な余裕はない。

　むしろ注目すべきは──

（こいつ、俺と同じ……丙種〈勇者〉か）

　黒髪の少女が手にしていたのは短弓ではなかった。

　剣けんだ。剣の柄を握にぎっている。大きく張り出して指を守る鍔つばが付いており──しかし、肝かん心じんの剣けん身しんが、無い。

　いずれにせよ、手甲の少女も、黒髪の少女も、共に防ぼう御ぎよは魔法任せ、とにかく速そつ攻こうで相手に肉にく薄はくしてこれを制圧する事に特化した高速戦闘型だろう。

　共にその姿が僅わずかながら歪ゆがんで見えるのは、己おのれの身体の上に見えない鎧を──魔法による防御力場を重ねているからだ。腰の防具が恐らくその魔法機関だろう。

（千や二千の魔力単位じゃ追いつかないだろうに。贅ぜい沢たくな連中だ）

　力場を出しっぱなし、しかも自分の動きに合わせて変形させ続けるとなると、膨ぼう大だいな魔力をまるで垂れ流すかの様に消費する事になる。今のジンゴなら、もし同じ装備を与あたえられても、文字通り瞬またたく間に魔力を使い切ってしまうだけだろう。

（となると──）

　ジンゴは一いつ瞬しゆんながら建物の屋根の上に留とどまって居る三人目に眼めを向ける。

　恐らくあちらが戊種ビ〈勇ナ者〉ーの〈魔法師〉か──可能性は低いが癸種〈マル勇者〉クトの〈魔導ウイザ師ード〉辺りだろう。後方支し援えんが主で三人目が前に出てくる可能性は極きわめて低い。

（……なるほど、正統派か）

　ジンゴは自嘲の笑えみを口の端はしに浮かべる。

　元々魔法改造兵士〈勇者〉は、万ばん能のうの超ちよう人じんという訳ではない。その任務は敵地に潜入して魔王を暗殺する事であり、各〈勇者〉はその種別に従ってある程度『機能特化』している。故ゆえに〈勇者〉は複数人が組んで成す班チームを用いて戦うのが前提だ。

　各種〈勇者〉には特性が──得意不得意が在り、互たがいに補い合う事で、初めて強大な敵に対して隙すきの無い戦闘が可能になる。

　要するに多対一が〈勇者〉の基本戦術なのだ。

　孤こ軍ぐん奮ふん闘とうが前提の今のジンゴとは違う。

　この少女達は〈勇者〉本来の力が出せるという事だ。

「覚かく悟ごッ！」

　左右に分かれた人影が迫せまる。

　手甲の少女が左。黒髪の少女が右。

（──右か？　左か？）

　敢あえてどちらにも視線の焦しよう点てんを合わせずジンゴは迫り来る二人を見比べる。

　左の方が僅かに速い。

「──ッ！」

　ジンゴが咄嗟に〈サクラ〉を掲かかげて防御。

　そこに突き込まれる──手甲の一いち撃げき。

　甲かん高だかい金属音と共に〈サクラ〉が弾はじかれる。相手の手甲は僅かに軌き道どうを逸そらされながらも進み、ジンゴの頰ほおを掠かすめて左ひだり肩かたのすぐ上を抜けていく。

　ジンゴは掌てのひらの魔コ力ネ端ク子タを〈サクラ〉のそれと結合させて魔法術式を起動、無声ミユート祈禱プレイされた魔法は〈サクラ〉の刃やいばを超ちよう高こう速そく振しん動どうさせ、鋼鉄をも裂さく切れ味を与える。

　ジンゴは〈サクラ〉を相手の胴どうを薙なぐ様にして走らせる。

　だが──

「──甘いッ！」

　手甲の少女の左手が──魔力で形成された指が〈サクラ〉の剣身を摑つかんで止めていた。

　岩だろうが鋼はがねだろうが断たつ刃も、魔力で形成された指は斬きれない。一本一本が高速形成される力場であり、細密作業すら可能な精度でありながら、魔ま法ほう装そう甲こうと同等の防御力を発揮するのである。

　手甲の少女は摑んだままの〈サクラ〉を引いてジンゴの体勢を決定的に崩くずそうとするが、ジンゴは咄嗟に〈サクラ〉から手を離はなしていた。武器に拘こう泥でいしてあくまでも握っていたならば、彼は地面に引きずり倒たおされていただろう。

　むしろジンゴが手を離した事で、手甲の少女の方が勢い余って姿勢を崩した。

　そこに蹴りを撃うち込もうとして──

「──！」

　しかしジンゴはこれを中断、身を沈しずめた。

　彼の頭上を青白い魔力光が通り過ぎていく。

　黒髪の少女の一撃だった。

　彼女の手にしていた柄だけの剣──そこには今、剣身が生えていた。いつの間にか柄から細い棒状の『軸じく』が伸のびていて、それに沿って数枚の刃が展開されているのだ。

　魔ま力りよく刃じん。

　ジンゴ達の頃ころにも基本設計は在った武器だが、魔力の消費が激しい為ため、採用が見送られた代しろ物ものである。理論上、無限に薄うすく出来る上、ジンゴの〈サクラ〉と同様に高速振動させる事も出来るこの力場の刃は、同様の力場防御以外の、全すべての物質を切り裂く事が出来ると言われていた。

　この剣を持つ相手には、斬り結ぶ事さえ出来ない。

〈サクラ〉で受け止めていれば、〈サクラ〉ごとジンゴは首を刎はねられていただろう。

「新型──か」

　改めて攻こう撃げきを仕し掛かけてくる手甲の少女を、辛かろうじてかわしながらジンゴは呻うめいた。

　ジンゴがファーニヴァル公こう爵しやくや最高議会の議員数名を──トバイアス達を毒殺した連中を殺した結果、最高議会やその周辺では魔法改造兵士〈勇ブレ者イブ〉そのものへの忌き避ひ感が強まったと言われる。その結果、〈乱心の英雄〉事件以後は魔法改造兵士の技術そのものが放ほう棄きされ、戦後も研究が継けい続ぞく中だった幾いくつもの関連技術開発も凍とう結けつされている筈はずだ。

　だが実際にはこっそりと研究と開発は続いていたのだろう。

　この武器は──そして少女達自身がその成果なのだ。

　恐おそらくは──

（マーゴットがやらせていたか……）

　自身も元〈勇者〉であるファーニヴァル最高議会議員。

　恐らくこの少女達は彼女の子飼いだ。

「どうした、旧型っ！」

　手甲の少女が〈サクラ〉を投げ捨て改めて攻撃を仕掛けてくる。

　これを身体を反らし、沈め、躱かわしながらジンゴは後ずさる。

「〈勇者〉だろ！　魔法を使ってこい！」

　手甲の少女の攻撃を躱そうとして──しかし躱しきれない。

　かすめるだけでも衝しよう撃げきを伴ともなう拳けん打だで、ジンゴの構えが崩れた。

　そこに入れ替かわる様にして、黒髪の少女の魔力刃が飛んでくる。これも辛うじてジンゴは躱すが、魔力刃の切っ先が彼の首筋を掠めて過ぎる感かん触しよくがあった。

「…………！」

　浅くだが刻まれた傷から血の雫しずくが滴したたり落ちる。

（速い──）

　そして連れん携けいがとれている。

　速度に優まさる〈拳モ闘ン士ク〉型が先に突とつ撃げきし、相手の防御を突き崩した上で、より間合いが広く攻撃力の高い〈軽騎士〉型がそこに畳たたみ掛ける。基本に忠実な動きだった。

　それに──

（こいつらは……！）

　ジンゴが右利ききだという事を理解した上で、敢えてほんの僅かな差を付けて突撃してきたのだ。右利きの人間は左側からの攻撃に対して少しだけ間合いが小さくなる上、斬ざん撃げきの勢いも僅かに削そがれる。ほんの僅かな差だが、共に〈加アク速セル〉状態の魔法改造兵士、僅かな隙でもそれは致ち命めい的てきだった。

　三対一の優位性に溺おぼれず全力でジンゴを狩かりに来ている。

「──ッ！」

　手甲の少女が連撃を仕掛けてくる。

　単なる連打ではない。左右の拳を繰くり出してきたかと思えば、視界の外から蹴けり技わざが飛んでくる。しかも単なる蹴りではない。接せつ触しよくの瞬しゆん間かんに合わせて魔法を──〈衝イン撃パクト〉の魔法を発動させてくる。

　手で、脚あしで真っ向から受け止めれば、そこの骨が折られる。〈加速〉に加えて〈装甲メイル〉と〈衝撃〉の多マ重ル同チ時プ祈レ禱イ。支援の〈魔導師〉型が居るからこその力押しだ。

「──っ！」

　ジンゴは手甲の少女の蹴りを左手で受けて──流す。

　だが流しきれずにジンゴの身体からだは蹴りの威い力りよくを受けて姿勢が崩れ、左向きに回転を余よ儀ぎなくされる。そこに横手から稲いな妻ずまの様にジグザグの不規則な動きで迫った黒髪の少女が斬り込んでくるのが見えた。

「…………〈遮蔽シールド〉！」

　咄とつ嗟さに圧縮スクリー詠唱ミング。

　長ちよう剣けんの刃がジンゴの胴を薙ぎ払はらう直前で止まる。魔力で形成された刃と、魔力の防御平面が激げき突とつし、青白い摩ま擦さつ光を発した。

（──まずい）

　ジンゴは内心で焦あせりを感じていた。

　多対一という事もあるが、少女達とジンゴの決定的な差は、仮想レジ魔力槽ボアに溜ため込んだ魔力量の差だ。

　普ふ通つうの人間や、程度の低い魔ヴイ物シヤス相手ならばともかく、潤じゆん沢たくに魔力を溜め込んでいて、躊ちゆう躇ちよ無くそれを垂れ流すかの様に大量消費し、魔ま法ほうを常時発動させながら攻せめ込んでくる相手に……絞しぼりに絞った魔法と単純な体術だけで対応するのは相当に厳しい。

「どうした英えい雄ゆうッ！　打ってこい！」

　手甲の少女が叫さけぶ。ジンゴが引く一方──避よけるか受け流すばかりで反はん撃げきに転じてこない事に、苛いら立だってさえいる様だ。

「…………」

　ジンゴは少し離れた場所に投げ捨てられたままの〈サクラ〉を見み遣やる。

　武器に拘泥するのは愚おろかだが、素す手でで戦える相手ではない。

　ジンゴは首を刎ねる様に横よこ薙なぎで放たれた魔力刃の一撃を身を沈めて躱すと、そのまま体勢を立て直さず、地面に身を投げ出した。転がりながら〈サクラ〉に辿たどり着くと、これを拾い、魔力端子を合わせて魔力供給を開始。

　そこに──手甲の少女が追ってきた。

　突つき込まれる手甲の一撃。

　ジンゴは〈サクラ〉で防御──少女の手甲の装そう甲こう部分と〈サクラ〉の剣身が擦こすれ合い、魔法の摩擦光ではなく鋼鉄の火花を散らした。

「──っ！」

　剣同士ならば鍔つば迫ぜり合いの距きよ離り。

〈サクラ〉内蔵の術式を起動、無声祈禱開始。瞬間的に発生した高周波振しん動どうが少女の手甲に刃を斬り込ませる。

　だが──

「させるかっ！」

　少女は魔力で形成された『指』で〈サクラ〉の剣身を摑みに来る。

「ジンゴ・ミネベッ！」

　互いに息が届く様な距離。

　薄うす紫むらさきの──しかしメイベルとは真逆、切れ長で気の強そうな双そう眸ぼうが先まず印象に残る。未まだ頰には幼い丸みが微かすかに残っており、笑えば可愛かわいらしくも見えるかもしれない。今は獲え物ものに襲おそいかかる肉にく食しよく獣じゆうさながらの面相であったが。

「お前を斃たおして私は本物になるッ！」

「ならば今のお前は偽にせ物ものか」

　ジンゴは眼めを細めて言った。

　今までは少女達の装備や動きに注意を払っていたので、気付くのが遅おくれたが──

「見覚えがあるぞ。お前は──」

　世事に疎うといジンゴもあれだけ執しつ拗ようにあちらこちらで宣伝していれば、覚えもする。

〈ミスリル・チップス〉──ファーニヴァルで最も高い人気を誇ほこる歌うた姫ひめ達。

　そう、確かこの娘むすめはジャネットとかいう──

「歌姫が兵士ごっこか」

「やかましいっ！」

　手甲の娘、いや、ジャネットが吼ほえる様に言って膝ひざ蹴げりを放ってくる。

　咄嗟に〈サクラ〉の柄つか頭がしらでこれを受け止めるが、ジャネットは強ごう引いんにそこから膝ひざ下したを伸ばし、力を込めてジンゴを横手に蹴り離した。

「エノーラッ！」

「承知ッ！」

　ジャネットの叫びと同時に斬り込んでくる黒くろ髪かみの少女。

　鋭するどく地を這はう様な下段から、跳はね上がる様な斬撃を、ジンゴは咄嗟に展開した〈遮蔽〉で受け止める。

　相手の斬撃が止まったその瞬間、ジンゴは身を捻ひねり、蹴りを放つ。黒髪の少女──エノーラは、ジンゴの蹴りを受けて姿勢を崩し、三歩ばかりよろめく様に後ずさって距離をとった。

「なるほど。実戦経験豊富な、先せん輩ぱいだけは、ある」

　エノーラはそう言った。

「魔力を、絞って使いながら、我々三人に、拮きつ抗こうするとは、な」

　こちらはジャネットよりは冷静にジンゴを見み据すえている印象だ。

　だがそれだけに手て強ごわい。口先で揺ゆさぶって隙すきを作る事も出来そうにない。

　むしろ──

（…………くそ）

　ジンゴの脳のう裏りを、一いつ瞬しゆん、トバイアスやジョスリンやセオドア、アーネストの姿が過ぎる。

　共に補い合って戦った戦いくさ友達。文字通りに死線をくぐり抜ぬけて戦った仲間。

　ジンゴは、ジャネットやエノーラを見て……その戦い方、連係を見て、頭の片かた隅すみで『懐なつかしい』とさえ感じていた。

（俺が彼女等にとっての魔ま王おうか）

　そんな風に考えた──刹せつ那な。

「ジン！」

　ふと意識の外から割り込んでくるメイベルの叫び。

　悲鳴じみたその声に、反射的に振ふり返ったジンゴは、テレンスに腕うでを摑つかまれているメイベルの姿を確かく認にんする。

（くそっ……！）

　動どう揺ようと逡しゆん巡じゆん。

　時間にすれば一瞬の隙であったが、手て練だれの戦士はそれを強引にこじ開けて致命のものにしてしまう。

「よそ見かッ!?　舐なめんなッ！」

　そんな怒ど声せいと共にジャネットから放たれた蹴りの一いち撃げきが、ジンゴの腹部に食い込んだのは次の瞬間だった。




　　　●




　転機は何の前まえ触ぶれも無く訪おとずれた。

　罪を犯おかした少女達が詰つめ込まれる監かん獄ごくに一人の女が視察にやってきたのである。
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『最高議会のメリンダ・ラドフォード議員がお見えになったわ』

『粗そ相そうの無いように！　絶対に粗相の無いようにね！』

『余計な事を言ったら反省房ぼうにぶち込むから！　とにかく黙だまってろ！』




　獄ごく卒そつ達は何度も何度もくどい位に『失礼の無いように』と念を押してきた。

　ファーニヴァル最高議会の議員。

　ろくに教育を受けられなかったジャネット達も、それが権力者であるという事は──時に法すらねじ曲げ得る力を持った存在であるという事は、理解出来ていた。そして実際にメリンダがやってきて──ジャネット達をその日の気分で殴なぐったり蹴ったりする獄卒達が、露ろ骨こつに怯おびえ、あるいは媚こびへつらっているのを見て、それは確信になった。

　メリンダ・ラドフォードは『強い』のだ。

　単純な肉体的な強さではないのかもしれないが、彼女は、多くの人間がご機き嫌げん伺うかがいをせねばならない程ほどに強い力を持っている。物事の道理すらねじ曲げ得る様な力を持っている。

　だから──




『あなた。強くなりたくはない？　力が欲しいと思った事は？』




　メリンダが顔を覗のぞき込む様にしてそう尋たずねてきた時、ジャネットは一瞬の躊躇も逡巡もなくこれに応じた。後にメリンダから魔法改造兵士──通つう称しよう〈勇ブレ者イブ〉の素体となる者を探しているのだと教えられても、やはり、ジャネットは誘さそいに乗った事を微み塵じんも後こう悔かいしなかった。

　ジャネットの居た監獄では、他ほかにも二十人余りの少女達がメリンダの誘いに応じて〈勇者〉となる事を志願した。監獄の環かん境きようは劣れつ悪あくで、獄卒達は性しよう悪わるで、此処ここから出られるなら何でも良い、と深く考えずに志願した者も多かったらしい。

　そしてその中にはルシアも含ふくまれていた。

　あるいは……ルシアはジャネットに付き合ってくれたのかもしれない。

　そういう妙みように楽観的で付き合いの良い所が彼女には在った。

　結局──




『あなた達は書類上、死んだ事になります。新しい名前と新しい身分が──そして何よりも新しい能力が与あたえられます。あなた達は生まれ変わるのよ』




　メリンダはそう言い、ジャネットやルシアを含めた百名余りの少女達を監獄や公営の孤こ児じ院いんから集め、最新の魔法技術による改造手術を施ほどこした。体内に小型の魔法マギエ機関ンジンを幾いくつか埋うめ込まれ、意識にも各種魔法術式が焼き込まれ、仮想レジ魔力槽ボアが焼き込まれた。

　結果として五十名弱が最新型〈勇者〉として生まれ変わった。

　残りの五十名余りがどうなったのかジャネットは知らない。改造手術に耐たえられずに死んだのかもしれない。死なないまでも心や体が壊こわれてしまい、使い物にならなかったのかもしれない。

　だがジャネットは──そしてルシアは生き残った。

　これで自分は強くなった。

　ジャネットはそれをただただ喜んだ。

　しかし──




『表向きは貴女あなた達は芸能人だから』

『大衆向けの綺き麗れいなお人形さんに徹てつしなさい』




　かつて魔王を討うった〈英えい雄ゆう〉達が居た。

　彼等はしかし己おのれの武功に慢まん心しんし、やがては乱心し、ファーニヴァル公こう爵しやくや議員達を次々に襲って殺し、最終的には物量の前に敗れ去って殺されたという。

『英雄の乱心』は表向き、隠かくされてきたが、噂うわさを完全に殺しきる事は出来ない。城じよう塞さい都市ファーニヴァル内においては、その存在は一種の禁きん忌きとなったのだという。かつて人類の未来を背負い、人々の憧どう憬けいと声せい援えんを浴びて戦った〈勇者〉達は一転して『恐おそろしい怪かい物ぶつ』と噂される事となった。

　そして〈勇者〉不要論があちらこちらから噴ふん出しゆつした。

　聖せい伐ばつ大戦は終わった。もう人間を改造して戦場に送り出す必要は無い──と。

　だが折せつ角かく、確立した魔ま法ほう改造兵士製造の技術が失われてしまうのを一部の権力者達は惜おしんだ。また魔王が再び現れて次の聖伐大戦が生じた際にも、〈勇者〉は必要になると一部の賢けん者じや達は強く主張した。

　だから新たな〈勇者〉の存在は秘ひ匿とくされた。

　秘匿されたまま、その技術は研究開発が続けられ──身寄りの無い子供達を集めて最新型の〈勇者〉を造る計画が進められていた。

　だが……




『魔ま力りよくを集めるのよ。あなた達が〈勇者〉である為ためにね』




　元々〈勇者〉は魔力を生み出す能力に関しては通常の人間と大差無い。

〈勇者〉が強力な魔法戦兵士であるのは、一いつ般ぱん大衆から集められた魔力を潤じゆん沢たくにその仮想魔力槽に溜ため込んでいるからだ。魔ヴイ物シヤスに比べて魔力を生み出す能力は低くとも、何万、何十万人分の人間から集められた魔力は、膨ぼう大だいなものになる。

　聖伐大戦時には、人々の〈勇者〉に対する声援と期待が、そのまま魔力として仮想魔力槽に溜め込まれたが……戦争が終わり、『英雄の乱心』後は、人々が〈勇者〉にそうした切実な感情を向ける事は無くなった。ましてや秘ひ密みつ裏りに造られた〈勇者〉に人々が魔力を送る事は無い。

　当然──〈勇者〉を運用するための魔力が慢まん性せい的に不足する。

　だからメリンダ達はジャネット達を『偶アイ像ドル』として舞ぶ台たいに立たせたのである。平和であるが故ゆえにこそ芸能は隆りゆう盛せいする。かつて〈勇者〉に人々が向けていたのと近きん似じの感情を刺し激げきする様に──ジャネット達はその容姿と、舞ぶ踊ようと、歌唱とで、大衆を魅み了りようする様に命じられた。

　同時に……ジャネット達の正体を知る一部の権力者や賢者達にも愛あい想そ良く振る舞まう様にと命じられた。〈ミスリル・チップス〉は『所しよ詮せんは小こ娘むすめ』であり『怖おそれるに足りない』と無力な存在と思わせる為に。

　そう。可愛かわいらしい容姿の少女が選ばれたのは、伊達だてでも酔すい狂きようでもなく、魔力を集めやすいからであり、同時に、〈勇者〉部隊の維い持じに対して批判的な権力者達の警けい戒かい心しんを解く為だった。

　ジャネット達は『侮あなどられやすい』事を理由に選ばれた小娘でしかなかった。

　最初からジャネット達は見た目をそれらしく取り繕つくろった『人形』であり──実戦を経る事も無いままに、舞台の上で魔力集めの為の芸能活動を続けるばかりだった。

　しかし──
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「どうした英雄！　どうした魔王殺し！」

　地に這はったジンゴに向けて、ジャネットは叫さけんだ。

　呆あつ気けない──そう思った。

　多少手こずったが、公パブ安リツ騎クナ士イツのテレンス・ワイズと大差無い。

　本物の〈勇者〉とはこの程度か。本物の〈英雄〉とはこの程度か。

　こんな程度の奴やつと比ひ較かくされて自分達は『お人形遊び』の人形扱あつかいされてきたのか。

　こんな程度の奴が自分達の『先せん輩ぱい』か。

　そう思うと腹立たしくて仕方が無い。

　だが──

「ジン……!!」

　悲痛な声が倒たおれた男の名を呼ぶ。

　ジャネットが振り返ると、『次世代の魔ま王おう』である所の少女──メイベル・バセットがテレンス・ワイズに腕を捻ひねり挙げられながらも、暴れているのが見えた。

「彼の集中が、一いつ瞬しゆん、途と切ぎれたのは、あの娘のせい、か」

　エノーラが展開していた魔ま力りよく刃じんを消しながら言った。

　未まだジンゴに止とどめを刺さした訳ではないが、ジャネット達の仮想魔力槽に溜め込まれた魔力も無む尽じん蔵ぞうという訳ではない。戦せん闘とう中以外は消しておかねば無意味に魔力を消費するだけだ。ジャネットの打撃用ガント手甲レツトの『指』も今は消えている。

「ルシアの、支し援えんを受けた、我々、二人を相手、に……あれだけ、立ち回るとは」

　エノーラはむしろジンゴの強さを評価している様である。

　確かに〈勇者〉は元々魔王を暗殺する部隊の構成員として造られた存在だ。

　多対一で……つまり仲間の支援を受け、複数の近接戦闘役で一人に対して襲おそいかかるのが本来の戦闘方法である。ジャネット達は正しくその戦法を受け継ついでいる訳だが、ジンゴは孤こ立りつ無む援えんの状態で、三人を相手に戦った。しかも魔力不足の状態で──だ。

　瞬しゆん殺さつされなかっただけでも立派なものだと言える。

（……私は）

　このジンゴ・ミネベという男がどうあれば、自分は満足だったのか？

　ふとそんな疑問が頭の片かた隅すみを過ぎる。

　自分達の初うい陣じんを飾かざる強敵であって欲しかったのか。

　それとも──

「では──撤てつ収しゆうを」

　と言ってくるのはテレンスである。

「メイベル・バセットは確保出来ました。長居する理由は在りません。どうも我々以外にもこの少女を狙ねらっている勢力が在る様ですし、番ロスト外アド区レスの住人達が駆かけつけてこないとも限りません。可能な限り迅じん速そくに撤収すべきでしょう」

「分かった」

　そう言いつつ、しかしエノーラは手にした得物を改めて振ふる。

　一度は収納されていた『芯しん』がばしゃりと音を立てて伸のび、無声ミユート祈禱プレイと共に魔力刃が展開した。いかなる物質をも両断する魔力の刃やいばを携たずさえて、エノーラは倒れたままのジンゴに歩み寄る。

「エノーラ・オブライエン。何を？」

「とどめを、刺して、おく」

　問うてくるテレンスにエノーラは淡たん々たんとした口調で言った。

　ジャネットの蹴けりで既すでに内ない臓ぞう破は裂れつを起こして死んでいる可能性も在ったが、念ねんの為という事であれば首を刎はねておくのが最も確実だろう。

　エノーラがやらねばジャネットが頭を踏ふみ潰つぶしていた所だ。

　だが──

「その必要は無いでしょう。我々の目的はこのメイベル・バセットの逮たい捕ほです。ジンゴ・ミネベはその障害に過ぎません。感情に任せた過か剰じような殺傷は素人しろうとの証あかしですよ」

「私達が素人だと言いたいのか？」

　とジャネットはテレンスの方を振り返って尖とがった声を出す。

「私に叩たたきのめされたあんたが？」

「感情に振り回されて必要の無い行動に労力を割さくのは、素人そのものですよ。強ければ玄人くろうとという訳ではありません」

「…………」

　言葉に詰つまるジャネット。

　感情に振り回されるのは弱い証しよう拠こだ。肉体ではなく精神の弱さ。確かにテレンスの言葉は筋が通っている。

「後こう顧この憂うれいを断たつという意味では？」

　とエノーラが問う。

「ここで、首を刎ねておく事に、さしたる手間が、あるとも、思えない──が」

「次は勝てないかも、と？」

　とテレンスは苦く笑しよう交じりに言った。

「それが心配ならば首を刎ねておくのも悪くはないでしょう」

「……ワイズ卿きよう」

　いつの間にか廃はい屋おくの屋根から降りてきていたルシアが、ジャネット達の傍そばに歩み寄りながら言った。

「ジャネットやエノーラをいじめないでくださいよぉ」

「ルシア？　何を、言って──」

「お気き遣づかいには感謝しますけど」

　とエノーラに『任せて』とでも言わんばかりに小さく頷うなずいて見せてからルシアは言った。

「私達は元々こういう事の為に、自ら志願して魔法改造兵士になった訳ですし」

「それはそうなのかもしれませんがね」

　とテレンスは肩かたを竦すくめる。

「出来れば貴女あなた達の様なお嬢じようさん方が、人を殺すのを見たくは無いというのが私の本音です。そういう汚よごれ仕事は本来、私達の領分ですし」

「…………」

　眉まゆを顰ひそめるジャネット。

　この男は一体何を言っているのか。今いま更さら、汚れるもなにも──

「……だ、そうだよ、ジャネット」

　ルシアはちらりと地に伏ふせたままのジンゴを見み遣やって言った。

「エノーラも。ワイズ卿の言葉に従っておこうよ。ラドフォード議員もジンゴ・ミネベを殺せとは言わなかったし。それに……次が在った方が、ジャネットとしても都合が良いんじゃない？」

「…………」

　もし次が在るのなら。

　それはつまり、誰だれかを守るという『荷物』を負っていないジンゴ・ミネベと戦うという事に他ほかならない。その上で勝てば、それは、よりはっきりとジャネット達の強さを証明する事になるだろう。

　怖おじ気づいて逃にげるという可能性も在ったが、それはそれで悪くはない。それだけ──再戦など考えもしない程ほどにジャネット達が圧あつ倒とう的だったという証である。

「分かった」

　とジャネットが頷くと、エノーラも殊こと更さらに異論は唱えてこなかった。

「では撤収を」

　そう言うテレンスの背後で、青い環わを光らせながら悠ゆう然ぜんと建物の陰かげから機動モビル航天艇フライヤが姿を現すのが見えた。
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　ジンゴ達は都市全体を揺ゆるがさんばかりの声せい援えんに包まれていた。

　ファーニヴァル内では最も大きな広場──軍の第一練兵場を用いた出兵式での事である。

「…………」

　微び妙みような居い心ごこ地ちの悪さを感じつつも、ジンゴは仲間達と共にその場で直立不動の体勢をとって声援を浴び続けている。彼だけではない。魔王暗殺用魔ま法ほう改造兵士・通つう称しよう〈勇ブレ者イブ〉──第一から第九まで六百人余りの特務兵達は、数十万人の人々の声援をその身に浴びて練兵場に立っていた。

　練兵場は十と重え二十はた重えの見送りの市民達に囲まれ、航天艇が広デイ報スプ旗レイを使って、練兵場に来る事が出来なかった人々にも、〈勇者〉達の姿を届けている。恐おそらくファーニヴァルの全すべての人々が、起死回生の一いち撃げきを放つ為ため、自殺とも言える無む謀ぼうな任務に向かう兵士達に注目している事だろう。

「悪くないもんだ」

　と評するのはセオドアである。

　彼は片手を挙げて声援を送ってくる市民達に応じていた。ジンゴと違ちがって彼は声援を浴びる事に違い和わ感かんを覚えていない様だ。

「折せつ角かくだからたっぷり仮想レジ魔力槽ボアに魔力溜ためていかないとね」

　とアーネストが言うが、セオドアは僅わずかに顔をしかめて言った。

「そういう意味じゃなくてだな」

「同じだよ。僕達の力になる」

　とアーネストは肩を竦めて言った。

「……確かにな」

　第七特務潜せん入にゆう小隊の隊長を務めるトバイアスが苦笑しながら言った。

　元々……特務潜入小隊の出しゆつ撃げきを大々的に報じているのは、市民全体から魔力の供出を受ける為である。広場の各所や、広報旗の傍に設けられた魔法マギエ機関ンジンによって、感情を高ぶらせた市民達から放出されている遊ゆう離り魔ま力りよくを集積し、〈勇者〉達に送り込んでいるのだ。

　人間一人の魔力はそう多くない。訓練を受けていない人間なら尚なお更さら、絞しぼり出せる量には限りがある。魔力とは思考と感情そのものであり、だからこそ、軍はあの手この手で市民達の感情を煽あおって、魔力を吐はき出させようとしている。

　魔力は生け捕どりにした魔ヴイ物シヤスからも搾しぼり取れるが、やはり、同じ人間由来の魔力の方が、質が良い。魔法機関に使う分にはそう差は生じないが、〈勇者〉達の体内に焼き込まれている高精度の魔法術式には、人間由来の魔力の方がよく馴な染じむのだ。

　だから、この出兵の儀ぎ式しきも、市民から出来るだけ大量の魔力を集める為のものなのだ。

　寄せられた期待が大きければ大きいだけ、〈勇者〉達の体内の、仮想魔力槽は充じゆう実じつする。

　事実上無限の容量を持つそれに溜め込んだ魔力が、〈勇者〉という魔法兵器の動力源なのである。途と中ちゆう、補給を受けられない潜入任務である以上、〈勇者〉達はどれだけ魔力を溜め込んでも、溜め込みすぎる、という事は無いであろう。

　ただ──

「魔力がいくらあっても、士気が低くてはな」

　とトバイアスは言った。

「だからジンゴ」

　といきなり、眼めを伏せていたジンゴの襟えり首くびを摑つかんでトバイアスは言った。

「そんな辛しん気きくさい表情してないで、堂々と胸を張れ」

「──隊長」

　ジンゴは眼を瞬まばたかせてトバイアスを見る。

「お前が〈勇者〉になった理由が復ふく讐しゆうだろうと自己満足だろうと構わないが、今だけでも堂々として、お前に声援を送っている人達を見ろ。結果としてお前の行いは、彼等を守る事にも繫つながるんだ」

　とトバイアスは笑いながら言った。

「…………」

　上官に命じられてジンゴは周囲を見回す。

　数え切れない程の人、人、人──一人ずつ順番に顔を見ていけば恐らく日が暮れる。だがそれでもジンゴは目についた所から一人ずつ、声援を送る人々を眺ながめていった。そうしないとあまりに人の数が多くて、『群衆』という風景を見ているだけになってしまうと思ったからだ。

　男が居て。女が居て。子供が居て。大人が居て。若者が居て。老人が居て。

　およそ、ありとあらゆる種類の人々がそこに居る。

「…………」

　ふと──千切れんばかりに手を振る幼い少女の姿が眼に入った。

　未まだ五歳か六歳か。細かい道理は分からない年頃ごろだ。その大きな薄うす紫むらさきの双そう眸ぼうには期待というより憧どう憬けいの色が強い。あるいは幼い為に人類が今置かれている状じよう況きようなど分かっておらず、純じゆん粋すいに、『悪い奴やつ等らをやっつけにいく勇者』に向けて手を振っている積もりなのかもしれない。

「俺達は自殺同然の任務に赴おもむくわけだが」

　とトバイアスは自身も観衆に手を振ふりながらふと、思い出した様な口調で言う。

「だからって『いつ死んでもいい』とか思うのは愚ぐの骨こつ頂ちようだ。誰でもいい、誰か一人でいい、一番初めに目についた相手でもいい。名前も知らない相手でいい。『こいつを守る為に俺は行くんだ』と思え。人類とか、世界とか、曖あい昧まいな言葉じゃなくてな。今そこに確かに生きている誰かの為に、俺達は、征いくんだ」

〈勇者〉志願者の中には、希望の見えないこの状況で自じ暴ぼう自じ棄きになって、あるいは単に──ジンゴの様に──魔物への憎ぞう悪おのみで、魔法改造手術を受けた者達が多く含ふくまれている。だからこそ彼等は『人類の未来を守る為』ではなく、自己満足の為に戦地に赴く。

　いや。『人類の未来を守る為』という一言を呪じゆ文もんの様に唱えている者ですら、それは極言してしまえば自己満足、自己陶とう酔すい、そういったものであるのかもしれない。

　だが……自己満足の為に戦う者は、自分が納なつ得とくしたら死んでしまう。

　絶望を乗り越こえて、不可能を可能に転じる一線を越えて、戦い続ける事が、出来ない。

　生と死を分ける一線で、是ぜが非でも生の側にしがみつくことが出来る者は、曖昧で抽ちゆう象しよう的な『正義』や『理想』ではなく、誰か、守るべき具体的な者の顔を思い描えがける者なのだろう。少なくともトバイアスはそう考えている様だった。

　だから──

「よく見ておけ、ジンゴ。お前はあの子を守る為に征くんだ」

　とトバイアスが言う。

　あそこで必死に手を振っている名も知らぬ少女のために。

　それでいい。それがいい。

　ただ──

「ジン！」

　少女の叫さけびがジンゴの名を呼んだ。

　届くはずのない距きよ離り、届く筈はずのない喧けん噪そうの最中で。

　しかしその声ははっきりと──

「…………メイベル？」

　ふとその名を、当時未だ十六歳だったジンゴは呟つぶやいていた。
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「──ジン！」

　何度か名を呼ばれてジンゴは覚かく醒せいした。

　誰かに抱だき起こされている。だが誰だか分からない。眼の焦しよう点てんがぼやけて見えない。

　意識が過去の思い出の中に未だ沈しずみ込んでいて、混こん濁だくしていて、今現在の五感から得られる情報を上う手まく嚙かみ砕くだく事が出来ない。

　だが──

「メイベル？」

　ふとその名を呟く。

　すると、ジンゴを抱き起こしている者が溜ため息いきをつくのが分かった。

「介かい抱ほうして貰もらっておいて、まず最初に呟くのがそれ？」

「……レイチェル？」

　呆ぼう然ぜんと呟くジンゴ。

　地に膝ひざをついて彼を抱きかかえているのは、擬ぎ人じん型魔物で、〈ゲルゲルダダのーズ・宿イン〉に囲われている娼しよう婦ふの一人──レイチェルだった。

「そうよ。メイベルだと思ったの？」

「……いや」

　ジンゴは首を振りながら身を起こす。夢の中で幼い頃ころのメイベルと出会った様な気がするなどと言おうものなら、何を言われるか分からなかった。

　改めて周囲を見回すと、廃はい屋おくが延々と連なっているのが見えた。

　廃はい棄き街区だ。どうやらあの〈ミスリル・チップス〉の少女達と此処ここで戦い、叩たたきのめされた後、ジンゴは放置されていた様だ。止とどめを刺さされなかったのは幸運という他無い。

「どうして、此処に？」

「〈ゲルダの宿〉の前で見かけたから、呼び止めようとしたら、二人して行っちゃうし」

　とレイチェルは再び溜息をついて見せた。

「私達は、一人で出歩いてると殺されても文句言えないしね」

〈ゲルダの宿〉の魔人娼婦達は、首輪でその身体能力の大半と、攻こう撃げき的な魔法を制限されているとはいえ……魔物が『飼い主』から離はなれて平然と都市内部をうろついていては、大おお騒さわぎになる。

「女将おかみさんは行ゆく方え不明だし」

　やはりゲルダは見つかっていない様だ。

　あるいは火に巻かれて死んでしまったのか──

「……そうか」

「仕方ないからとりあえずアルノルトを引っ張ってきたんだけどね」

　と言ってレイチェルが後ろを振り返る。

　ジンゴも彼女の視線を追って眼を向けると──そこにアルノルトが立っていた。ただし壁かべに凭より掛かかる様にしており、今一つ体調が優すぐれない様子だったが。

「アル──」

「いや、参った参った。悪い、ジン、例の魔物女──逃にげられちゃったよ」

　そう言って肩かたを竦すくめ──その拍ひよう子しに頭から滑すべり落ちた紅あかい帽ぼう子しを、アルノルトは左手で受け止める。いつもならば落ちる前に位置を直すのだが……今は頭に包帯を巻いているせいで、今一つ、帽子の据すわりが悪いらしい。

「〈ゲルダの宿〉の火はあいつが付けたのか？」

「ぶん殴なぐられた直後で記き憶おくがはっきりしないんだけどね、多分、違ちがう。魔物女を助けに来た中年のおっさんだな」

「……助けに来た？」

「店の客を装ってね。で、酒瓶びんで、がつん。多分、酒瓶の中にも何か仕込んでたんじゃないかな。殆ほとんど気絶してたから分からないけれど」

　そう言ってまたずり落ち掛けた帽子を直すアルノルト。

「正直、この帽子がなければ死んでたな」

　アルノルトの帽子は見た目は何の変へん哲てつも無い、布製に見える代しろ物ものだが──その内側には薄うすいながらも鋼糸と鋼こう片へんが密に編み込んであり、普ふ通つうの刃は物ものなら切っ先すら通さない。いや、帽子のみならず彼の着る外がい套とうも同様で、耐たい火か性さえ付ふ与よされた代物である。

　アルノルト・ゲイソン──彼の前職は、『決けつ闘とう屋』だ。

　名めい誉よを重んじ、何か私事の揉もめ事が起これば互たがいの命で購あがなうべく、決闘で解決する──貴族達の間には、そんな風習が未だに残っている。

　だが、問題の貴族が武術の心得がなかったり、病気や怪け我がで自ら決闘に挑いどめない場合、あるいは単に臆おく病びようで命のやりとりが出来ない場合、大たい抵ていは親族や友人が『代理人』として決闘に挑む。だが親族や友人にも『代理人』になれる者が居ない場合……貴族は一時的に決闘屋と呼ばれる連中と親しん戚せき関係を結んだり、交友関係を大急ぎででっち上げて、彼等を決闘に向かわせるのだ。

　貴族達の美意識からか、この種の決闘において魔ま法ほう具は『卑ひ怯きよう』として使われる事がなく……その一方で暗器や服の下に着込む鎖くさり帷子かたびらの類たぐいは許容されていた。それ故ゆえ、決闘屋達は魔法具以外の武器や防具を、その衣装の随ずい所しよに仕込むのが習慣になっていた。

　アルノルトも、決闘屋だった時の癖くせというか名残なごりで、魔法具の類いこそ身に帯びないが、代わりにその衣装にはこうした備えが随所に在るのだ。

「私が助けてあげなければ、どうせ焼け死んでたくせに」

　とレイチェルが笑う。

「いやまあ、それはそうなんだけどね。なんだかんだで血を沢たく山さん流してしまって、僕ちゃん、ふらふら。なのにこの女、無む理り矢や理り僕ちゃんを引っ張ってこんな所まで」

「感謝してよ。むしろお陰かげでジンを助けられたんだから」

　と緩ゆるい笑えみを浮うかべたままレイチェルは言う。

「ジンがうちの女将やアルノルトの安否も確かめずに現場を離れたから、おかしいとは思ったのよ。なんだかんだ言って、ジンって義ぎ理り堅がたいし──」

「どうだかな」

　呟きながらジンゴは立ち上がる。

　腹部に未だ痛みは残るが、内ない臓ぞう破は裂れつは何とか回かい避ひ出来た様だ。〈強エン化ハンス〉や〈加アク速セル〉を掛けられた甲種ケ〈勇テ者〉ルの蹴けりは、文字通りに必殺の威い力りよくを備えている。まともに喰くらっていれば内臓破裂は不ふ可か避ひ、どころか、かつてアーネストが魔ま王おうにやられたのと同様、ジャネットの足に胴どう体たいをぶち抜ぬかれていた可能性すら在る。

　ジンゴは──彼女の蹴りをぎりぎりの一いつ瞬しゆんで、同じ方向に飛ぶ事により、威力を何割か殺したのである。

「で、何があったの？　お嬢じようちゃんは？」

「……掠さらわれた」

　アルノルトに問われ──ジンゴは傍そばに落ちていた〈サクラ〉も拾って鞘ホルスターに収めながらそう答えた。

「例の公パブ安リツ騎クナ士イツと、それから……新型の〈勇者ブレイブ〉部隊に」

「……！」

　さすがのアルノルトとレイチェルも驚おどろいて眼めを見開く。

「新型の〈勇者〉部隊って……確か戦後は……」

「表向きは魔法改造兵士は『生産』されていないがな──〈治癒キユア〉」

　ジンゴは僅わずかに残った魔ま力りよくで己おのれの腹部に〈治癒〉を掛けながら言った。

　魔力の量が少ないので、完治までは無理だが、これで動き回る事は出来るだろう。

「こっそり市民の眼を逃のがれて、権力者も言いくるめて、〈勇者〉を生産していたんだろうさ。そういうのは得意な女だ」

「……女？　誰だれの事？」

　とレイチェルが不思議そうに眼を瞬まばたかせる。

「マーゴット・ランドルフ──今はメリンダ・ラドフォードか。元第七特務潜せん入にゆう小隊の〈勇者〉、要するに俺の元同どう僚りようだ」

　沈ちん鬱うつな表情で、遥はるか彼方かなた、中央街区にそびえる議会や各種行政関連の建物を見み遣やりながら、ジンゴは吐はき捨てる様にそう言った。
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　気がつけば……白い世界にただ一人で立っていた。

「……ジン？」

　孤こ児じ院いんの院長の名よりも先に──咄とつ嗟さにその名が口を衝ついて出たのは、メイベルにとっても驚きだった。一いつ緒しよに居た時間も長くはないし、優やさしくして貰った事も多くはない。

　だが共に過ごしたのは濃のう密みつな時間だったとメイベルは思う。

　今までは何となく生きてきた。ただ当たり前の様に昨日と同じ今日が来て、今日と同じ明日が来る、それが当然の様に思っていた。

　だが孤児院が燃やされ、公安騎士に追われ、魔ヴイ物シヤスにも狙ねらわれ、メイベルは死にたくないという一心から必死に生きる術すべを探してきた様に思う。勿もち論ろん、ジンゴから見れば何の能も無い小こ娘むすめが強そうな誰かに縋すがり付いていただけで──それを『生きる為ための努力』などと言えば笑われてしまうかもしれないが。

　いや。多分──ジンゴは笑わない。嘲あざけらない。罵ののしらない。

　彼はきっとメイベルを否定しない。弱者の足あ搔がきを見下さない。

　彼はきっといつも通り無ぶ愛あい想そうに一言、『そうか』と言って頷うなずくだけだろう。

　そういう男だからこそ……彼はその身を挺ていして人々を救った英えい雄ゆうとなり、そして、英雄で居続ける事が出来なかったのだ。

　ともあれ──

「……ここは？」

　不安を覚えて周囲を見回してみるが、何も見えない。

　誰も居ないし何も無い。

　勿論──ジンゴからの返事も無い。

　ただ白いだけの地面が──いや、平面が、まるで昔、絵本で見た永久凍とう土どの様に、延々と広がっている。山も無ければ谷も無い。本当にただ白いだけの世界。

　そこにただ一人でメイベルは立っている。立っているという事でようやく地面だけはあるのだと分かった。眼を足あし下もとに向けてみれば、白い地面にそこだけはくっきりとメイベルの影かげが刻まれている。

　長く長く伸のびる影かげ法ぼう師し。

　その先に──

「──!?」

　いつからそこに居たのか。

　先さき程ほど見回した時には確かに誰も居なかった筈はずなのに。

「……ようやく本人と顔を合わせられるようになったか」

　一人の女が立っていた。

　若い女だ。だがメイベルの様な子供ではない。

　既すでに成熟した大人の女性だという事が、隙すきの無い目鼻立ちや、そして胸や腰こしの豊かさから見て取れる。闇やみの色をした裾すその長い──地にまで届き、影と同化するかの様な衣装を身に帯び、何処どこか気け怠だるそうな姿勢でメイベルを見つめている。

　だが彼女の最大の特とく徴ちようは、その美び貌ぼうでもなければ、肢し体たいでもない。

　頭部に、一対つい──螺ら旋せんを描えがくようにして天を指す、仰ぎよう々ぎようしいとも言える様な角ホーンだった。

「魔物──」

　思わず一歩後ずさるメイベル。

　だが確かに後退した筈なのに、魔物の女との距きよ離りが変わらない。まるで地面に描き込まれた影で繫つながっているかの如ごとく、メイベルと魔物の女の位置関係は、固定されていた。

「ルドミラと呼べ」

「ルドミラ？　ルドミラって──」

　それは確か、ジンゴと取引をしたという元魔王の名ではなかったか。

「ま、魔王!?」

「元じゃ。今はその残ざん滓しというか──正確に言えば残像の様なものじゃが」

「……？」

　メイベルにはルドミラの言葉の意味がよく分からない。確かジンゴは今のルドミラは亡ぼう霊れいの様な存在で、メイベルに取り憑ついているのだと言っていたが──

「いや、その認にん識しきは実は間ま違ちがっている」

　まるでメイベルの内心を読んだかの様にルドミラは言った。

「取り憑いているのではない。囚とらわれている」

「囚われているって──」

「お前にじゃ、メイベル・バセット」

　ルドミラは遠えん慮りよ無くメイベルの顔を指さしてきた。

「ど……どういう事？」

「ジンゴが、大まかな所は話したようじゃが、あ奴やつも根本的な所を知らぬ。魔王というものの、生態、いや、原理、法則と言うべきか」

「…………？」

　益ます々ます何を言っているのか分からない。だが構わずルドミラは続けた。

「魔王というのはな、魔物という生き物達を統とう率そつする為に生まれる個体である訳じゃが」

「……いや、あの……」

「実際にはそれは、魔物全体の集合的無意識の上に構築された、仮想人格に過ぎん」

「……全然……分からないんですけど……」

「魔王が個体として生まれるのではなくて、適正な資質を備えた個体が魔王になる。更さらに正確に言えば適正個体に、魔王が降臨する──宿るのじゃ。この場合の適切な個体とはメイベル・バセット、お前の事じゃが」

「…………」

　益々意味が分からない。

　だがとりあえずメイベルは細かい事を問うのは諦あきらめて、話を聞く事にした。

　頭の何処かで、ぼんやりとルドミラの言っていることが正しいと理解出来たからだ。

「ここで問題なのは、適正個体の選出は、自動的かつ、先代の魔王が死亡した時点で行われるという事じゃな。つまり妾わらわが死亡した時点で、次の魔王としてメイベル・バセットは自動的に選定され、魔物達の集合的無意識を介かいして魔ま王おうとしての能力と人格がそのまま、転写された訳じゃが。適正個体が充じゆう分ぶんに成熟していない場合、魔王として覚かく醒せいするのは、それから何年も後という事になってしまう」

「成熟って……」

　ルドミラの豊満な胸を見ながらふと自分の胸を隠かくす様に押さえるメイベル。

　確かに未成熟と言われれば返す言葉がないが──

「そういう意味ではない」

　にたりと笑いながらルドミラは言った。

「魔物としての肉体的な機能に目覚めていないという事じゃ。ともあれ、妾は──転写された仮想人格である魔王は、七年間もメイベル・バセットの中に囚われていた事になる」

「……それって」

　つまりメイベルの中にずっと魔王が居たという事だ。

「ジンの昔の──魔王討とう伐ばつの時の、彼の夢を見たのも？」

「妾の記き憶おくが混じったのであろうな」

　事も無げにルドミラは言った。

「ともあれ、一度、仮想人格の転写が行われれば、そこからは動かし様がない。妾はお前の中で、お前が魔王として目覚めるのを待つしか無かった訳じゃ」

「それって──わ、私は、角ホーンとか植え付けられなくても……？」

「お前は生まれた時から魔物じゃ。他ほかの魔物と違ちがってな。角もいずれ生えてくる。妾の時が──これは無論、仮想人格の魔王という意味ではなく、ルドミラという名の半人半魔の娘むすめという意味じゃが──そうであったからのう」

「……！」

　つまり──『もし』だの『万が一』だのという問題ですらなく、メイベルが魔王になるのはほぼ確定だという事だ。しかも先程からのルドミラの物言いから察するに、メイベルが魔王になる為の『成熟』は確実に進んでいる事になる。

「そして妾がメイベル・バセットの中に囚われている──これが実の所、全すべての問題でな。非常に厄やつ介かいな事になっている」

「ど、どういう事？」

「魔物の側からすれば、次の魔王が、覚醒もせぬ状態で人間の街の中に居る──こんな困った事は無かろうよ。魔王として覚醒する前に、殺されてしまっては、また別の適格者が現れるまで魔王不在の状態が続く。適格者が既に居たとしても、赤ん坊ぼうでは、やはり覚醒するまでに何年もの時間を要する」

「それは──そうでしょうけど」

「だから魔物の側としては、むしろ、『メイベル・バセットを殺して、早く魔王を解き放とう』という事になる。今回の魔王は失敗だったから、次に期待、といった所か」

「……！」

　メイベルは『魔王』という言葉からぼんやりと人間の王とその臣民の様な関係が、魔王と魔物の間にも在るのだと考えていたのだが。やはり生態からして別の生き物というだけあって、魔物達の考え方は明らかに異なる。その間に崇すう敬けいだの畏い敬けいだのといった感情は介かい在ざいしないらしい。

「人間の側は人間の側で、どうやらこの魔王と適格者の関係に気付いた者が居たようでな。メイベル・バセットをむしろ生かしておいて、魔王を閉じ込めておく為の牢ろう獄ごくとして使おう、という考えになっているようじゃ」

「牢獄って……で、でも、私はいずれ」

「魔王になる、か？　なるじゃろうな」

　ルドミラは頷き──そしてその美しい顔に仄ほの暗ぐらい笑えみを浮うかべた。

「じゃが生かさぬよう、殺さぬよう、注意を払はらって捕とらえておけばどうなる？」

「え？　どうなるって──」

　そも『生かさぬよう、殺さぬよう』とは一体、どういった状態を指すのか。

「例えばある種の魔ま法ほう具で、治ち癒ゆや再生の魔法を制限し、手足を切り落とし、眼めを潰つぶし、耳を潰し、鼻を潰し、舌を抜ぬき、ただ生きているだけの肉にしてしまえば？」

　事も無げにルドミラはそう言った。

「…………」

　メイベルは絶句する。

　ルドミラの言う『生かさぬよう、殺さぬよう』という状態にされた自分を想像して、吐はきそうになった。確かにそれはただ生きているだけの肉だ。

「魔法具を使えばそれでも生かしておく事は出来よう。実際、この数年で見事な位に人間共の魔法マギエ機関ンジンは発達しておるからのう。捕らえた魔ヴイ物シヤスを、魔ジエ力ネレ源ータとして使い潰し続ける事で──な」

「……それって」

　メイベルは最初に見た、あの魔力源としての獣けもの型がた魔物や、ヴィオラに対して『手足を切り落として魔力源にする』という話をしていたゲルダを思い出す。

　そう。飢うえ死にしない様に食料と水を流し込まれ、家か畜ちくの様に──いや家畜以下の状態でただ生かされる。勿もち論ろん、魔法はおろか、身動きする事すら出来ない。逃とう亡ぼうは、突とつ発ぱつ的な事故でも起こらない限り、絶対に不可能だ。自ら死を選ぶ事すら恐おそらくは許されまい。

「お前の心が歪ゆがもうが壊こわれようが、生きてさえいれば妾を閉じ込めておく檻おりとしての役目は果たせるからのう。勿論、人間である以上、いつかは死ぬが、それで──小こ娘むすめ一人を飼い殺す事で、何十年かの平和が得られるなら、それで充分に帳ちよう尻じりは合う、そう考えたのだろうな、人間達は」

　確かに再び聖せい伐ばつ大戦が始まれば、何十万人という人間が死ぬだろう。

　それを防ぐ為ために、メイベル一人を犠ぎ牲せいにする、というのは理にかなっている。それがメイベルが死ぬまでの何十年かだけの時間稼かせぎだとしてもだ。

　しかし……

「そんな事──」

　何十万人という人々の死を回かい避ひする為にお前が、ただ生きているだけの肉の檻になれ、と言われてもメイベルは納なつ得とく出来ない。承服も出来ない。

「妾としてもさすがに、この扱あつかいは納得がいかん。転生は転生で、繰くり返せば仮想人格でも摩ま耗もうするのでな。ましてや転生先が赤子だったりすれば、目も当てられん。また十何年もその赤子の中に囚われたままじゃ」

　言ってルドミラは肩かたを竦すくめて見せた。

「だからこそジンゴにメイベル・バセット、お前を守るように依い頼らいした。お前が魔王として完全に覚醒してしまえば、大量の魔力を魔ネツ力トワ網ークから吸い上げて、強大な魔法を使う事も可能になる。人間共を蹴け散ちらしてこの街から逃にげる事も可能であろうし、そうなれば、わざわざ魔物達もメイベル・バセット、お前を殺そうとは考えるまいよ。以前妾にしていたのと同じ様に、魔王としてお前を担かつぎ上げるだけじゃ」

「でもそれじゃ……聖伐大戦が」

「始まるじゃろうな。それを知ってはジンゴもお前を守るとは限らんかったからの、この辺りの話はしておらなんだ。何しろ奴は『魔王殺し』、聖伐大戦を終わらせた〈英えい雄ゆう〉なのじゃから」

　言って再び黒々とした笑いを浮かべるルドミラ。

　やはりこの女は──美しくても、中身は魔物なのだろう。いや。今は肉体が無いのだから、眼の前に見えているルドミラは中身そのものという事か。

　いずれにせよ……

「不安定ながら、部分的ながら、既すでにお前の中の『魔王』は覚醒し始めておる。夢の中とはいえ、面と向かって妾と会話できる様になったのも、その兆候を示しておる。あるいは角無しでも魔王としての能力はある程度まで使えるやもしれん」

　ルドミラは言ってメイベルの顔を指さし──尖とがった爪つめの生えたそれを、ゆっくりと、鼻先から喉のどに、喉から胸に、そして腹へと向けて行く。

「他の魔物と異なり、魔物の胎はらから直接に生まれたお前は、生まれた時点で既に魔物の血肉を備えておる。いわばお前は全身が角の様なものじゃ」

「…………」

　そんな事を言われてもメイベルとしては実感が無い。

　そもそも十数年間、自分は普ふ通つうの人間だと思って生きてきた訳だし、孤こ児じ院いんの他の者と比べても病気知らずの健康優良児という以外は何も──

「じゃからメイベル・バセット」

　わずかに身を乗り出してルドミラは言った。

「こうなってはもうジンゴを当てにもできん。どんな手段を用いても構わん、誰だれを殺そうが、何を壊そうが、気にするな。とにかく自らの力で人間共の中から逃げ出せ。肉の檻に換かえられてしまう前にな」

　そう言うルドミラの姿が緩ゆるやかに透すけていく。

「そろそろ眼が覚めるじゃろう。いいか。忘れるな。人間共の中から逃げ出せ。さもないとお前は人間としてのありとあらゆる部分を奪うばわれて、ただ、生きているだけの肉にされるぞ？」

「あ、待って──」

　とメイベルは手を伸のばすも、ルドミラの姿は更さらに薄うすれて、消えてしまう。

　白い荒こう野やにぽつんと一人残されたメイベルは、己おのれの身体からだを抱だくようにしてその場に座り込み、震ふるえる。

　いきなり過か酷こくな未来を突つきつけられた。

　受け容いれても悪夢、受け容れなくとも悪夢……逃げ道は前にも後ろにも無い。

「肉の檻にされなくったって……魔王になれば、私は貴女あなたに取って代わられてしまうんじゃないの…………？」

　メイベル・バセットとしての人格がもし、綺き麗れいさっぱりと消し去られてしまうのならば、それは死ぬ事と大差無いのではないか？

「ジン…………！」

　咄とつ嗟さに出てきたのはやはりその名だった。

　誰も居ない白い荒野の真ん中で、メイベルはただただ、彼の名を呼ぶ。

　万が一に、メイベルがメイベルでなくなったその時、メイベルを殺してくれる約束をした、その男の名を。




　　　●




「ジン…………！」

　自分の叫さけびで眼が覚めた。

　今までの白い世界での出来事が──ルドミラとの邂かい逅こうが夢の中の出来事であったのだとその瞬しゆん間かんにメイベルは悟さとる。もっとも、魔ま王おうとの一連の会話は明めい瞭りように記き憶おくの中に残っていたし、改めてその眼で捉とらえた世界は、全てが白いままで、夢と現うつつの境目はひどく曖あい昧まいに思えたが。

「…………」

　白い天てん井じようを見上げながら瞬まばたきを二度三度──魔イル力ミネ灯ータの眼を刺さす様な強い光を感じる。

　やはりこれは現実なのだろう。夢の中も恐ろしく殺風景であったが、あちらの世界は単純な虚きよ無むであって、こちらの網もう膜まくに食い込んでくる様な──こちらを痛めつける様なきつい純白さではなかった。

「ここは──」

「ファーニヴァル中央区──地下」

　答えは意外にもすぐに与あたえられた。

　愕がく然ぜんと掛布シーツを撥はね除のけながら寝しん台だいの上で身を起こして振ふり返るメイベル。彼女の紫むらさきの双そう眸ぼうは、声の主を探して右に左にと彷徨さまよい──そして壁かべ際ぎわに腕うでを組んで立つ一人の女性を見た。

　金銀妖よう眼がん……左右で眼の色の違ちがう、何処どこか不思議な印象の人物である。見た目は若い女性の様だが、若いだけではない何かを感じさせる、正体不明な雰ふん囲い気きを帯びていた。

「魔力供給所。その付属施し設せつよ」

「貴女は……」

　メイベルは寝台から下りて後ずさる。

〈ミスリル・チップス〉と公パブ安リツ騎クナ士イツに捕とらわれて、航天艇の中に連れ込まれ──そこでメイベルの現実での記憶は途と切ぎれている。恐らく何かの薬を嗅かがされたか何かで気を失ったのだろう。

　つまりこの眼の前の女性は、公安騎士や〈ミスリル・チップス〉を遣つかわして、メイベルを捕らえようとしていた勢力の人間という事になる。

「メリンダ・ラドフォード、ファーニヴァル最高議会の議員。あるいはジンゴから私の昔の名前も聞いているかしらね？」

「マーゴット……ランドルフ……！」

　確かにその名にメイベルは覚えが在った。

　かつてジンゴ達を裏切った〈勇ブレ者イブ〉の一人。ジンゴの話が正しければ、共に死線をかいくぐった仲間を毒殺し、彼等の名めい誉よを泥どろにまみれさせた張本人──

「直接会うのは初めましてね、メイベル・ロートン」

　薄い笑えみを浮うかべてメイベルを見ながらメリンダはそう言った。

「え？　私は──」

「貴女はメイベル・ロートン。少し前に急死したロートン議員の隠かくし子。魔物の女に入れ込んだロートン議員が生ませた人間と魔物の混血児。そして次の魔王の『若苗』」

「…………」

　唐とう突とつに知らしめられた自分の父の情報に──メイベルはただ黙だまり込むしかない。

　自分が議員の娘むすめ？　しかし……

「……私を……殺すの？」

「とんでもない。そんな事はしないわよ」

　咄嗟にメイベルの口から出た問いに、しかしメリンダは首を振った。

「むしろ是ぜが非でも生きていて貰もらうわ。ファーニヴァルの為に」

「…………」

　メイベルの脳のう裏りにルドミラの言葉が蘇よみがえる。




『いいか。忘れるな。人間共の中から逃げ出せ。さもないとお前は人間としてのありとあらゆる部分を奪われて、ただ、生きているだけの肉にされるぞ？』




「私を──魔王の生きた檻おりにする為に？」

「そうね」

　鷹おう揚ような仕草でメリンダは頷うなずいた。

「猟りよう魔ま組合の連中や、彼等の息の掛かかっている議員は、違う考えの様だけれどもね」

「……え？」

　ここに来て新たな言葉が絡からんできた。

　猟魔組合。確かこの魔ま力りよく供給所をはじめとして、魔ジエ力ネレ源ータとしての魔ヴイ物シヤスを狩かってくる魔物狩り業者の集まりだ。だが彼等が何故なぜ、メイベルの生死に興味を持つ？

「わざわざ魔物を手引きしてファーニヴァルの中に潜せん入にゆうさせていたみたいね。貴女を殺す為に。利害の一いつ致ちって事でしょう。魔物は貴女を殺して次の魔王に全すべてを引き継つがせる為に。猟魔組合は、この新型魔ま力りよく炉ろの計画を邪じや魔まする為に」

「え？　……な、何の話!?」

　新型魔力炉。

　これもまた初耳の言葉だ。

「次の聖せい伐ばつ大戦を防ぐ為ために、私を魔王の檻にする積もりなんじゃないの!?」

「違うわよ、勿もち論ろん」

　メリンダは言った。

「貴女には新型魔力炉の炉芯になってもらう」

　壁際から離はなれてメイベルの方に歩きながらメリンダはそう言った。

「炉芯……!?」

「よりよい世界を作る為に。人々により豊かな生活をもたらす為に」

　歌う様に言いながら、メリンダはゆっくりとメイベルに近づいてくる。

「貴女を部品として起動する新型魔力炉は、ファーニヴァルにより多くの力をもたらし、魔物共を無力化し、他ほかの城じよう塞さい都市の上に君臨する世界首都として世界に永久の平和をもたらすのよ」

「な……何を言って……」

「ああ。理解する必要は無いわ」

　メリンダは微笑ほほえみながら言った。

　琥こ珀はく色いろと紺こん碧ぺき色と二つの色を湛たたえた瞳ひとみがメイベルの顔を映している。

「理解しようとしまいと炉心としての貴女の機能に差は無いのだから。メイベル。貴女は文字通りにファーニヴァル繁はん栄えいの為、生きたまま人柱になるの。いえ。この場合は魔物柱とでも言った方が良いのかしらね？」

　メリンダはゆっくりと、まるで察しの悪い幼子に語るかの様にそう言う。

　だが──メイベルには訳が分からない。メリンダの言葉、その一つ一つは理解出来ている。意味は分かる。なのに、まるで言葉の通じない異国の者と喋しやべっているかの様な、強きよう烈れつな違い和わ感かんをメイベルは覚えていた。
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〈ゲルゲルダダのーズ・宿イン〉の被ひ害がいは──火災の規模からすれば意外な結果となった。

　娼しよう館かんそのものは全ぜん焼しようしたが、死者は客にも従業員にも出ていない。

　元々が擬ぎ人じん型魔族を娼しよう婦ふとして抱かかえた娼館、つまりファーニヴァルの法に照らせば違い法ほう営業の店てん舗ぽであった為、ゲルダは普ふ段だんから突とつ発ぱつ的な治セキユ安リテイ騎士ナイツの『手入れ』を警けい戒かいし、各所に脱だつ出しゆつ口を設けていたのだ。娼館はなんだかんだで全焼したが、娼婦達の殆ほとんどは魔物か、さもなくば食い詰つめた末期型の〈勇者〉であり、〈治癒キユア〉の魔ま法ほうを自分や客に掛けながらその脱出口から逃にげる事が出来たのである。その際に〈治癒〉が追いつかず、多少の擦すり傷や打ち身、火傷やけどは負っていた者も居るが──元々魔物の魔法は首輪で一定の制限を受けている──いずれも命に別状は無かったという。

　最も重傷だったのは、ゲルダで、出火元と思おぼしき事務所の更に奥、私室で眠ねむっていた為に逃げ遅おくれた彼女は、大きな火傷を負い、医術師の所に担かつぎ込まれて療りよう養よう中なのだとか。

　結果として、ジンゴ達はナサニエル通りにおける活動拠きよ点てんを失った。

　この為、ジンゴとアルノルトはナサニエル通りから少し離れた場所──ナサニエル通りで商売をしている者達が共同で使っている倉庫の一つを現在の根城にしていた。

　ただ──

「いやいやいやいや、ちょっと待って？」

　とアルノルトがいつもの如ごとく大おお仰ぎような仕草で言った。

　倉庫の奥の奥……堆うずたかく積まれた木箱が壁かべを成し、まるで迷めい宮きゆうの様相を呈ていしている中、一いつ箇か所しよだけぽっかりと空いて床ゆかが広めに見えている場所がある。元々は木箱を下ろして中身を確かく認にんする為に敢あえて残してある場所なのだが、今そこには机代わりに空の木箱を置いて、ジンゴが『店開き』をしていた。

「いくら何でも無む茶ちやでしょうそれは!?」

「……かもな」

　と答えながら、ジンゴは愛用の魔ガン長剣ソード〈サクラ〉の横に、手元の布ぬの袋ぶくろから取り出した品を並べていく。

　掌てのひらに少し余る程ほどの箱は霊カー油トリ莢ツジ五十発を詰め込んだものだ。

　その横に置かれるのは〈レイジング・ブル〉六寸型──魔ガン短剣ダガーである。細く長い〈サクラ〉とは真逆、短く幅はば広びろで分厚い剣身はひどく無骨な印象で、剣けんというより鉈なたに近い。

　更さらに携けい帯たい用霊油筒数本、それらの武器を身に着けて運ぶ為の鞘ホルスター、その他諸もろ々もろ。

　いずれもログノフの武器商店から調達した代しろ物ものである。

「そもそもジンは真正面から戦って負けた訳でしょ？」

「そうだな」

「今度は勝てるって保証は？」

「ないな」

　淡たん々たんと武器を確認して簡易整備をしていくジンゴ。

「だったら──」

　アルノルトが珍めずらしく本気で慌あわてているのは、ジンゴがメイベルを取り返す為に中央街区に乗り込むと言い出したからである。

　彼はジンゴが、新型の〈勇者〉部隊と戦って敗北した事は勿論、その背後に議員であるメリンダ・ラドフォードが居るという事も聞き及およんでいる。総合的な状じよう況きようを見て、勝ち目が薄うすいどころか、戦う理由そのものが薄いとアルノルトは言っているのである。

　勿論、武器を沢たく山さん持参すれば勝てる──などという単純な話でもない事は、ジンゴも、そしてアルノルトも理解している。

　そもそも、既すでに事態は魔力源としての魔物の賠ばい償しよう問題から大きく逸いつ脱だつしていた。

　議員やその傘さん下かの特とく殊しゆ部隊として配されている〈勇ブレ者イブ〉部隊──〈ミスリル・チップス〉や公パブ安リツ騎クナ士イツをまとめて相手にするとなると、これはもう小規模ながら戦争の様相を呈してくる。公安騎士や議員個人の醜しゆう聞ぶんといった次元の話ではない。明らかに都市国家全体を巻き込む陰いん謀ぼうだ。

　もしメリンダ達がメイベルを殺す事で『魔ま王おうの復活』を阻そ止ししようと考えているのなら、筋は通る。その上でジンゴが彼等と敵対するという事は、彼がファーニヴァルの、いや、人類全体の敵に利する行動をとっているという事になる。

　何ど処こからどう見ても利がない。

　アルノルトはそう考えたのだろうが──

「約束をしてしまったからな」

　ぽつりと呟つぶやく様にジンゴは言った。

「約束？　誰だれと？」

「旧ふるい馴な染じみと──メイベルと」

　ルドミラとの、メイベルを守るという約束。

　メイベルとの、メイベルがメイベルでなくなった時に彼女を殺すという約束。

　どちらもこのままでは果たせそうにない。

「おいおいおいおい……」

　アルノルトが天てん井じようを仰あおいで嘆たん息そくする。

「たかが約束の一つや二つで、人類全体を敵に回すか？　口約束だろ？」

「とっくに人類の敵扱あつかいだよ、俺は」

　とジンゴは静かに──笑った。

　叛はん逆ぎやくの英えい雄ゆう。堕おちた勇者。番ロスト外アド区レスを這はい回る破落戸ゴロツキ。

　既にジンゴに守らねばならぬ体面など無い。

「……だ、大体……」

　一いつ瞬しゆん、アルノルトが気け圧おされた様に口くち籠ごもったのは、『相棒』を自じ称しようする彼でも、ジンゴのこんな笑えみを見るのが初めてだったからか。

「メイベルが何処に居るのか、分かってんの？」

「メリンダ・ラドフォードなら見つけやすい」

　議員という肩かた書がきを持っている彼女は、良くも悪くも公人である。勿論、住所や仕事場の部屋番号などは一いつ般ぱん市民に公開されていないだろうが、それらの情報を知っている者は公舎官舎に数多く居る筈はずだ。

　拷ごう問もんしてでもそこから探せば良い。

　そうジンゴは考えていたのだが──

「──ラドフォード議員なら恐おそらく、数日間は表に出てこない」

　ふと、木箱の『壁』の向こうからそんな声が漂ただよってきた。

「…………」

　ジンゴもアルノルトも誰すい何かして振ふり返る様な真似まねはしない。

　共に武器の柄つかに手を掛けただけだ。ジンゴは〈サクラ〉の。アルノルトは決けつ闘とう屋時代から愛用している双剣の。

　それに気付いているのかいないのか──

「ジンゴ・ミネベ──だな」

　声の主は木箱の隙すき間まを歩いてジンゴ達の前に姿を現した。

　少し太った体たい軀くの中年男である。

「まさか入れ違ちがいに連れて行かれるとは思っていなかったよ」

「……！」

　アルノルトが床を蹴ける。

　次の瞬しゆん間かん、彼は双剣の一方を中年男の喉のど元もとに突つきつけていた。

　一瞬で剣を抜ぬき、同時に一瞬で間合いを詰める。魔法で〈加アク速セル〉を掛かけられた訳でもない、普ふ通つうの人間の動きとしては瞠どう目もくに値あたいする速さだった。戦場における戦せん闘とうと異なり、大たい抵ていの決闘は初手の速さが勝敗を決する事も多い。初しよ撃げき必殺は決闘屋の常だ。

　だが──

「この雌めす猫ねこは思いっきり失敗するしな」

　中年男は警戒した様子も無く──まるで自分の喉に突きつけられた剣が見えていないかの如く、のんびりした仕草で頭上を指さして言った。

「……もうちょっとだったんだけどなあ」

　木箱の『壁』の上から降ってきたその声にはジンゴも聞き覚えが在った。

「何をしに来た？」

　とジンゴは〈サクラ〉に手を掛けたまま、中年男ではなく木箱の上に腰こし掛かけるその人ひと影かげに向けて問うていた。

　一見した限りだと細身の女に見えるが、それは本当に見た目だけの事だ。

　中身はその気になれば壁を走り、人間の首をも一いち撃げきでへし折る怪かい物ぶつである。

　擬ぎ人じん型魔物のヴィオラだ。

「何って言われてもなあ。ええと──なんだっけ？」

　とヴィオラは肩かたを竦すくめる。

　代わりに答えたのは中年男の方だった。

「なに、あんたらを手伝ってやろうと思ってね」

「どの面つら下げてそんな事言うかね」

　と剣を尚なおも突きつけたまま、アルノルトが言う。

　恐らくこの中年男がアルノルトを殴なぐってヴィオラを連れ出し、〈ゲルゲルダダのーズ・宿イン〉に火を付けた張本人なのだろう。アルノルトが言っていた男と外見的特とく徴ちようが一いつ致ちする。

「こっちは情報を持ってる」

　中年男はアルノルトを無視してそう言った。

「か細いが伝手つてがあってね。切れ切れにだが情報が流れてくる訳だ。一部議員の『暴挙』について」

「…………」

　眼めを細めるジンゴ。

「まあ、昨日の事は水に流して、協力し合おうじゃないか」

　平然と中年男はそう言って笑った。まるでヴィオラがジンゴを刺さした事も、自分がアルノルトを殴り殺し焼き殺し掛けた事も、無かった事であるかの様な態度だが──

「で、メイベルの所に辿たどり着けば、彼女を殺すのか」

　ジンゴはヴィオラの方を見て言った。

「ま、そこまではお互たがいに協力できるんじゃね？」

　魔人の女はまるで悪びれた風も無くそう言って笑う。

「その擬人型魔族一人では、心こころ許もとない訳だ？」

　とアルノルト。

「まさかラドフォード議員があの〈ミスリル・チップス〉まで引っ張り出してくるとは思っていなかったのでね。さすがに先の魔王を討うった連中と同じ、魔法改造兵士だ──それも最新型。擬人型魔物一いつ匹ぴきでは暗殺も難しい」

　中年男はやはり気楽な口調でそう言った。

　公おおやけにはなっていない情報をさりげなく、まるで明日の天気についてでも語っているかの様に混ぜる事で、自分の──いや自分達の優位性を示そうというのだろう。自分達は何でも知っている、お前達が知らない事も知っているのだぞ……と。

　だが……

「お前は人間だな。何の目的があって魔物に肩かた入いれしている？」

「…………」

　ジンゴの問いに無言で肩を竦める中年男。

　だが──

「いやいやいやいや」

　とアルノルトが眼を細めて言う。

　わずかながら剣の切っ先が中年男の皮ひ膚ふに食い込み……ぷつりと小さく紅あかい血の珠たまがそこに膨ふくれ上がるのが見えた。

「ここに来てしらばっくれるのは、なしにしましょうよ、ねえ──猟りよう魔ま組合の人？」

「…………」

　中年男はしばらく黙だまってアルノルトを睨にらんでいたが──

「…………何故なぜ？」

　わずかに顔をしかめてそう問うてきた。

「いや。実を言えば鎌かまをかけただけ」

　とあっさりアルノルトが言った。

　相手の鼻を明かして気が済んだのか、アルノルトは剣けんを下ろしながら言った。

「ただ、猟魔組合が裏で妙みような動きをしてるって情報は貰もらってたからね。後は、議員の動向に詳くわしいなんて、それなりに中央街区のお歴々に繫つながってる連中でないと。それと、魔物と一時的とはいえ、協力関係を結んでるとなると──元々都市外で魔物相手にして、接せつ触しよくの機会の多い猟魔組合が一番可能性があるかなって話で」

「…………なるほど」

　中年男は頷うなずいた。

　眼を伏ふせて彼は短く嘆息してから──もう一度頷いて見せた。

「仕方ない。こちらの関係者の名は伏せさせて貰うが、一通りは説明しよう」
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　メイベルの扱いは意外にも真っ当なものだった。

　囚とらわれの身ではあるものの虐ぎやく待たいは一いつ切さい無い。

　最初に目覚めた白い部屋からは出られないが、換かえの衣装を与あたえられ、食事も与えられ、温かい湯に浸ひたした布で身体からだを洗う事も許された。もっとも……服を脱ぬいでいる間も、そして部屋の隅すみに置かれた蓋ふた付つきの壺つぼの中に排はい泄せつをする間も、ずっと見張り役の視線に晒さらされてはいたが。

「…………」

　メイベルは今も出入り口の脇わきに立っているその見張り役に眼を向けた。

　ジャネット・カーライル。

〈ミスリル・チップス〉においては『中央センター』を務める事の多い舞まい姫ひめであり歌うた姫ひめだ。かつてはメイベルが、いや、多くの人々が魅み了りようされ、多くの少女達が憧あこがれて止やまぬ場所に立つ──そんな芸げい妓ぎの一人だった筈なのだが。

　舞ぶ台たいの上とはまるで異なるキツい表情でジャネットはメイベルを見つめている。

　いや、睨んでいるとさえ言っても良い位にその双そう眸ぼうは鋭するどく──

「なんだ？」

　じろりとジャネットがメイベルの視線に気付いてそう問うてくる。

「……なんでも」

　とメイベルは慌あわてて首を振る。する事も無く暇ひまだから見ていた、などと答えようものなら、ふざけるなと怒ど鳴なられそうな雰ふん囲い気きだった。

　いや……それだけで済めば未まだ良い方だろう。

　メイベルは『次の魔ま王おう』で、〈ミスリル・チップス〉の少女達はその魔王を討つ為ために造り上げられた魔ま法ほう改造兵士〈勇ブレ者イブ〉の最新型だ。機き嫌げんを損そこねれば殴られるどころか、その場で手足をへし折られても不思議ではない。そしてそれが出来るだけの力を彼女等が持っているという事を、メイベルは目まの当たりにして知っていた。

　あのジンゴが、三対一とはいえ、敵かなわなかった相手である。

「…………」

　メイベルは眼を伏せて溜ため息いきをつく。

　この何も無い部屋で、何もする事無く、ただ過ごすのは意外に苦痛だった。

　つい色々と考えずとも良い事を考えてしまう。

（そういえば……メイベル・ロートンって……）

　メリンダはメイベルの事をそう呼んでいた。

　メイベルの父親はロートンという、ファーニヴァル最高議会の議員だったらしい。

　メリンダ曰いわく、ロートン議員が死んで──その遺品整理の際、孤こ児じ院いんへの送金や、メイベルの母であるパメラの娼館への『払はらい下げ』についての手続き書類等、秘ひ匿とくされていた諸もろ々もろが出てきたらしい。

　結果としてメイベルの存在が明らかになり、同時に、ロートン議員が『魔ま王おう炉ろ』の計画を握にぎり潰つぶしていたのだという事も分かったのだとか。

『魔王炉』計画はメイベルが生まれた後、先の魔王であるルドミラが死亡した際に立てられたものであるらしい。ロートン議員を含ふくめた十数名の賢けん者じや達と権力者達が、対魔物戦の戦術や兵器を開発中、魔物の生態や肉体構造を調べていて、得られたものを基もとに、それは組み立てられたのだという。

　だがそれは……炉ろ芯しんたる半人半魔を事実上、魔法マギエ機関ンジンの部品として組み込む事になる。

　これを知ったロートン議員は、当時既すでに妊にん娠しんしていた擬人型魔物を『民間に払い下げる』という名目で賢者達から引き離はなし、敢あえて何人かの所有名義を転々とさせる事で、公的な記録を誤ご魔ま化かし、自分が昵じつ懇こんにしていた番ロスト外アド区レスの娼しよう館かんへと密ひそかに移した。

　パメラと名付けられたその魔物は……そこでメイベルを産んだらしい。

　だが当然ながら娼館に飼われる女が子育てなど出来る筈はずも無く、また、パメラは娼館の儲もうけに絡からんだ無法者達の争いに巻き込まれて死んだ様だ。如い何かに魔人といえども魔法を制限する首輪を付けられていては、普通の人間と大差無い。〈治癒キユア〉の魔法にも限界というものがあるので、魔人とて死ぬ時は死ぬ。

　ともあれ……

　魔王が確保出来なければ『魔王炉』計画も机き上じようの空論に過ぎない。

　結果として、メイベルの存在が知られぬまま、『魔王炉』計画も凍とう結けつされてきたのだ。

（それって……）

　メイベルの父であるロートンという議員はどんな人物だったのか。

　メイベルを孤児院に預け、メイベルの母を娼館に払い下げるなど、行こう為いの結果だけを見ているととても父親とは呼べない非道な存在だった様にも思える。

　だが──もしかしたら。

　ロートン議員はそれでも父親として自分の娘むすめを守ろうとしたのかもしれない。

　あるいは母であるパメラとの関係も、実験用に連れてこられた魔物を、興味本位で陵りよう辱じよくしたのではなく、ある種の恋れん愛あい感情の末に成り立ったものであったのかもしれない。

　勿もち論ろん、全すべて何の根こん拠きよも無い推測だ。

　今となってはロートン議員が何を考えていたのか知るよしも無い。

　だが──どうせ分からないのであれば、良い方に考えておくべきだ。

　こちらが何と考えようと、死者には影えい響きようが無く、死者はそれ以上、何も変わりようが無い。だが、生きている者はその考え方一つでも未来が変わる。変わって見える。ならば自分の都合の良い様に考えておいても、何ら悪くない筈だ。

　親の顔を知らない孤こ児じ達に、孤児院の院長はよく言っていた。

『自分が思いつく限りに一番素す敵てきなお父さんやお母さんを想像して。それがあなた達のご両親よ。どんな風にあなた達が考えても誰だれにも迷めい惑わくは掛かからない。だからあなた達が一番嬉うれしく思える真実を選びなさい』

　だからメイベルは──ロートン議員という顔も知らない父が、自分を庇かばってくれていたのだと考える事にした。

　だが……

「……何を笑ってるんだ？」

　そうジャネットに言われて──初めてメイベルは、微かすかにだが自分が笑えみを浮うかべている事に気付いた。

「あ……ち……父の事が……分かったみたいな気が……して」

　自分でも驚おどろいたメイベルは咄とつ嗟さにそんな事を口走っていた。

　親に棄すてられたのだとずっと思っていた。それが当たり前でもう哀かなしいとさえ思わなくなっていたが、それとは別に、自分にも確かに親が居て、自分の事を考えてくれていたのかもしれないと思うと、妙に嬉しかったのだ。

「父親？　父親の事を考えてたのか？」

　単なる戯たわ言ごとと聞き流してくれるかとも思ったのだが、ジャネットは何か引っかかった様子でそう問い質ただしてきた。

「……はい」

　躊躇ためらいながらもメイベルは頷く。

「ひょっとしたら、私は棄てられたんじゃなくて……庇って貰ってたのかな……とか」

「くだらない事を」

　吐はき捨てる様にジャネットは言った。

「親なんて所しよ詮せん、子供の事を荷物程度にしか考えてない。邪じや魔まになったから棄てたんだ。邪魔だったから手放したんだ。お前は──」

　そこまで言って──ジャネットは顔をしかめて黙り込んだ。

　感情的になりすぎているという自覚が在ったのだろう。

　あるいはジャネットは親に恵めぐまれなかったのかもしれない。メイベルと違ちがって親は居たが──居たからこそ、自分の都合の良い様に考えて、自分の心を守る事が出来なかったのかもしれない。

　だとしたらひどく皮肉な話である。

「…………」

　ジャネットは気まずそうにメイベルから眼めを逸そらし、しばらく何事か考えている様だったが──

「あいつが助けに来ると思ってるのか？」

　とふと思い出したかの様にそう尋たずねてきた。

「あいつ……？　ジンの事？」

「そう呼んでるのか」

　ジャネットは眼を細めてメイベルを睨にらむ様に見つめながら──まるでメイベルの向こうにジンゴの姿を透すかし見ているかの様に言った。

「ジンゴ・ミネベ。元第七特務潜せん入にゆう小隊の一人、〈魔王殺し〉の一人、〈乱心の英えい雄ゆう〉の生き残り、今は落ちぶれて、落ちぶれきって、番外区の破落戸ゴロツキ……」

「…………」

「無む駄だだ。あいつは私達に勝てない」

　ジャネットははっきりとそう断言した。

「あんな奴やつに私は負けない。私達は負けない。私達が本物の強つわ者もの──本物の〈勇者〉だ」

「…………」

　メイベルは──眼を瞬まばたかせて眼の前のジャネットを見つめた。

　ジンゴをけなし、蔑さげすみ、自分達こそ強き者であると主張する彼女の姿は、ひどく余よ裕ゆうを欠いたものの様に思えた。メイベルに言うというよりも、まるで自分自身に言い聞かせているかの様な、そんな祈いのりめいた雰囲気が在った。

　メイベルは──

「……そうだね」

　何故なぜか奇き妙みように落ち着いた気持ちでそう言った。

「多分、ジンは──来てくれる」

「…………」

　メイベルの態度を不思議に思ったのか、ジャネットが眉まゆを顰ひそめてこちらを睨んでくる。

「約束したから」

　守ってくれると。そしてメイベルがメイベルでなくなる時、殺してくれると。

　死ぬのは怖こわいし嫌いやだ。だが、その約束がある限り、ジンゴは必ず来てくれる。

　メイベルはそう信じていたし──だからこそ魔王炉の炉芯にされるという最悪の事態だけは、避さけられると考えていた。

「…………約束？」

　ジャネットは──それが意味不明な異国の言葉であるかの様に怪け訝げんな表情で呟つぶやく。

　そんなものを根拠にしてジンゴが来てくれると信じているメイベルが、度を超こした愚おろか者に──というより理解不能の異物であるかの様に見えているのかもしれない。

「おめでたい奴」

「そうかな」

「お前は──」

　何か、ジャネットが忌いま々いましげな表情で口を開いて言いかけたその時。

「交こう替たいだ、ジャネット」

〈ミスリル・チップス〉の一人──エノーラ・オブライエンが部屋に入ってきた。

「…………」

「どうした？」

　部屋に満ちている微び妙みような空気に気付いたのか、エノーラが首を傾かしげる。

「いや、何でもないよ」

　そう言うとジャネットはエノーラの脇わきを通り過ぎて部屋を出て行った。

「──ジャネットと、何か、話した、のか？」

　訥とつ々とつとした喋しやべり方でそう聞いてくるエノーラ。

　こちらはジャネットよりも大人びた雰囲気の美人だが、およそ表情というものが読めなかった。何を考えているのかはジャネットよりも更さらに謎なぞだ。小こ賢ざかしく言葉を選んでいる様な余裕は今のメイベルには無かった。

「別に、大した事は……」

　本当に大した事は喋っていない。

　だが──エノーラはジャネットの様子から『何か在った』と考えているらしい。メイベルには分からない程度の小さな差でも、仲間には分かるのかもしれなかった。

「ジンが来てくれる、約束したからって言ったら、おめでたい奴って言われた」

「……そうか」

　とエノーラは束つかの間、何事か考えていた様だったが。

「それは、すまなかった」

　そう言って彼女は頭を下げてきた。

「……え？」

　きょとんとした表情を浮かべて眼を瞬かせるメイベル。

　まさか謝られるとは思わなかった。それもジャネットからではなくエノーラから。

「上う手まく言えない、が──」

　エノーラは壁かべに背中を預けて立ちながら言った。

「〈魔ま王おう殺し〉の〈勇ブレ者イブ〉ジンゴ・ミネベ──彼に守られていた、お前に、ジャネットは、何か苛いら立だちの様なものを、感じているのかも、しれない」

「…………」

　よく分からなかった。

　ただ、〈ミスリル・チップス〉にも色々とあるのかもしれない。彼女等もまた、生きた人間であり、形だけの偶アイ像ドルではないのだ。彼女等なりの事情が在って、彼女等なりの正義が在って、怒おこったり哀しんだり笑ったり憎にくんだりするのだろう。

　それぞれの世界の中でそれぞれの事情を抱かかえて生きているそれぞれの人。

　何故だか、広デイ報スプ旗レイ越ごしに憧あこがれを持って見ていた時よりも、むしろ『近い』感じがする。

　そんな事を──メイベルは思った。
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『魔ま王おう炉ろ』──正式には『大規模魔ま力りよく集積炉』と呼ばれているとの事だった。

　それは第三騎き士し団、即すなわち猟りよう魔ま組合の事実上の前身である部隊が、多大な犠ぎ牲せいを払はらって生け捕どりにしてきた魔ヴイ物シヤスの研究、実験の過程で生まれた副産物的な計画だった。

　魔物は……魔王を『芯しん』として相そう互ごに繫つながり『魔ネツ力トワ網ーク』を成す。

　これは単に魔王が魔物の群れを手足の如ごとく扱あつかうという他ほかに、魔王が魔物達から魔力の『献けん上じよう』を受け、個体の容量を大きく超えた魔力を扱えるということを意味する。

　それ故ゆえに、魔王は途と方ほうもない規模の魔ま法ほうを扱う事も出来る。

　実際、聖せい伐ばつ大戦初期、魔王の魔法の一いち撃げきで正規軍の十個連隊二万人が、跡あと形かたもなく消されたという記録が残っている。それは魔王討とう伐ばつに関し、物量による力押しが無意味であると人類側が思い知らされた一件でもあった。

　逆に言えば……魔力網の芯となる魔王さえ居なければ、魔物の側にこれ程ほどの大量破は壊かい魔ま法ほうを使う術すべは無い。魔物の多くは知能も低めの獣けもの型がたであり、生来備わっている魔法以外の魔法術式を組み立てて扱えるのは人を苗なえ床どこに発生した魔人だけだ。その魔人にしても扱える魔力──己おのれの体内から練り上げる事の出来る魔力の量には限界が在る。

　魔王はつまり……魔物全体の力を個体として扱える存在だという事だ。

　個としての意思決定の早さ、個としての柔じゆう軟なん性を持ちながら、個を超えた力を揮ふるう。

　まさしく魔王は魔物全体を一いつ匹ぴきの生物として見た場合の頭脳という事になる。

　だからこそ、少数精せい鋭えいの魔法改造兵士〈勇者〉を以て魔王を『暗殺する』という戦術が採られる事になった。

　そしてこのとき──一部の賢けん者じや達がこう考えた。

『魔王をもし何らかの方法で生け捕りに出来れば？』

　単に聖伐大戦を終わらせるだけではない。

　魔王を捕とらえ、これを魔ジエ力ネレ源ータとした場合──非常に小さく簡易な施し設せつで、この世に存在する魔物全体から潤じゆん沢たくに魔力を引き出せるのではないか？　と。

　わざわざ多数の魔物を捕つかまえてきていちいち魔法マギエ機関ンジンに繫ぐ必要すら無い。

　同時に──もしその引き出す魔力量を魔王側で調整出来るとすれば、過か剰じような魔力を引き出す事によって、在野の魔物の全すべてを一律に無力化出来るのではないか？

　この考えから、賢者達によって考案され設計されたのが『魔王炉』だ。

　魔物の無力化と同時に、膨ぼう大だいな魔力を得る事の出来る理想的な魔力供給機関。

　通常の個体を魔力源として、魔力を引き出す技術は聖伐大戦以前から確立されていた為ため、魔物の魔力を魔法機関に利用する事はファーニヴァル以外の都市でも行われていた。だが、魔物の管理上の問題から大量に、都市全体の魔力消費を賄まかなう魔力を引き出すのは難しいとされていた。

　ファーニヴァルは大量の魔物を一いつ箇か所しよで集中管理して、効率的に魔力を引き出す、その技術を確立していたからこそ、戦後、他の城じよう塞さい都市に先さき駆がけて、わずか三年余りで復興を果たし、それ以上に発展を続けてきた。

　だが……

「結果として、定期的な魔物の供給は──要するに魔物の捕ほ獲かくは、都市を維い持じする上で必ひつ須すとなり、その技術的優位性を備えていた第三騎士団、後の猟魔組合は、ファーニヴァルの行政や立法に関して多大な発言力を持つに至った訳だ」

　木箱の上に腰こし掛かけて煙草たばこをふかしながら──猟魔組合に所属する中年男はまるで世間話の様な口調でそう説明してきた。

　自らの口で認めた訳ではないが、この男は猟魔組合が派は遣けんした人間なのだろう。

　一見するとただの小太りの中年男なのだが……よくその仕草を見ていれば怠たい惰だの末の肥満体型とは異なる事が分かる。この男は単に骨格として小こ柄がらなだけだ。低めの身の丈たけに筋肉を付けた結果として前後左右に分厚い体たい軀くになっているのだ。それをゆったりめの服を着て誤ご魔ま化かしている。肥満体型に見せているのは相手の油断を誘さそう為か。恐おそらくその膂りよ力りよくは相当なものだろう。

　猟魔組合の抱えている密みつ偵てい、殺し屋、といった所か。

　名無しでは呼ぶのが面めん倒どうというアルノルトに対し、男は『そうだな。じゃあジャックとでも呼んでくれ』と言った。

『ジャック』──『男』『奴』もしくは『少年』といった意味を持つその名は、いかにも偽ぎ名めいといった感じで『名無し』と呼ぶのと大差は無かったが。

「だがこれを煙けむたがる議員も居る。まあな、誰だれだって首輪を付けられるのは好きじゃないだろうさ。権力者として上り詰つめてきたお歴々なら尚なお更さらにな」

「……だから、『魔王炉』計画が？」

「そういう事だ」

　とアルノルトの問いにジャックは頷うなずいた。

「『魔王炉』が実現すれば、わざわざ魔物を大量に、定期的に捕獲してきて管理する必要がなくなる。引き出せる魔力の量も桁けた違ちがいに跳はね上がると試算されてるそうだ。当然、猟魔組合はお払い箱、少なくとも政治的発言力はほぼ消える」

「…………」

　ジンゴは眉を顰めたままジャックの話を聞いている。

　政治だの何だのに興味は無かったが、男の話は概おおむね理解出来た。

　その一方で、ジャックの隣となりに腰掛けているヴィオラは、退たい屈くつしている様で、隣の木箱を刃は物ものの様な爪つめでほじくって、中を覗のぞいていたが。

「これはまずいってんで、猟魔組合は猟魔組合で、メイベル・バセットの暗殺を考える事になった訳だな」

「それは分かるけどね？」

　とアルノルトは木箱の上のヴィオラに眼めを向ける。

「そこでどうして魔物と手を組むなんて話が出てくるのかな？」

「ああ、それは」

　とジャックはヴィオラの方を一いち瞥べつしてから話を続ける。

「なんというか、まあ、その、猟魔組合は猟魔組合で、長々と魔物狩がりを続けてると、魔物の側と繫がりの様なものが出来てきてな？」

　ジャックが言うには、魔物の世界も一枚岩ではない──どころか、魔物は基本的にあまり群れないし、集団を形成してもそう大きなものに成長する事は無いのだそうだ。魔物は苗床にする生き物によってその生態も多種多様であるが故に、相そう互ご依い存ぞん、仲間意識、そういったものに欠けるのである。

　結果……一部の魔物、特に知能が高く、道具や技術をも使う擬ぎ人じん型魔族の一部は、人間側の物資や嗜し好こう品の提供を受ける代わりに、知能の低い魔物の生息場所を猟魔組合に教えたり、時には自ら捕獲した魔物を、人間側に『売る』という事まで始めていた。

「まあ人間の側から見りゃ、魔物なんてのは一いつ緒しよくたに見えるがね。聖伐大戦時にゃ魔王なんてのが魔物全体を統とう率そつしてたから尚更。しかし人間だって自分が生きる為には──いや自分が贅ぜい沢たくしたり満足したりする為に、同じ人間を殺したりもするだろう？」

　ジャックは皮肉げな笑えみを浮うかべてそう言った。

「文化ってのを連中は基本的に持ってないからな。人間の造った品は結構、魔人には重宝されてるんだぜ？」

「ああ。まあ悪くない。悪くないな」

　と言ってヴィオラが尻しつ尾ぽを振ふる。

　その中程に付けられている金具──いや装身具がかちんかちんと木箱に当たって音を立てる。確かにああいう金属加工の技術は魔物達は持ち合わせていないだろう。人間を苗床に発生した魔人は、当然、人間と似たような嗜好を持つ事が在る。

　だが──

「おいおいおいおい、それって──」

「勿もち論ろん、違い法ほうだがね」

　とジャックは肩かたを竦すくめた。

　魔物との『取引』は違法──というより禁きん忌きに近い。

　ただでさえ魔力総量や、それを用いた肉体的な頑がん強きようさという意味で、魔物は人間を大きく上回る。そこに知能の高い魔物に、人間側の道具や技術を与あたえてしまえば、人間側は魔物に対する唯ゆい一いつと言っても良い程の優位性を、失う。

　だからこそ聖伐大戦時は勿論、今現在も、魔物との取引は反逆罪に相当する重罪なのである。だがそれを猟魔組合は組織的に行っていた事になる。

「俺達としちゃ、ま、魔物狩りの危険は減らし、効率は上げられる、美味おいしい話だった訳でな、以来、一部の魔物と付き合いが出来た」

　露ろ見けんすれば関係者は一律に死し刑けいを喰くらいかねない重犯罪を告白しながら、しかしジャックの口調はあくまでも軽い。証しよう拠こが無いという事も在るだろうが、あるいは、重犯罪すら誤魔化して無かった事に出来る位、猟魔組合は都市行政の中ちゆう枢すうに対する干かん渉しよう力を持っているのかもしれない。

「でまあ、その魔ヴイ物シヤスの側から見ても『魔王炉』は洒落しやれにならない代しろ物ものでな。だが事実上、人間側に囚とらわれたに等しい様な──素す性じようも何もかも人間に知られている魔ま王おう候補者を『救い出す』よりも、ま、その、なんだ、『次』に期待する方が魔物の側としちゃ楽だし都合が良い……という話になった」

　魔王として覚かく醒せいしている状態のメイベルならばともかく、未まだ能力的にも精神的にも肉体的にも人間の小こ娘むすめと大差無い──つまりは脆ぜい弱じやくな彼女を、無理をして都市外部に連れ出すよりも、殺してしまった方が、魔王の『継けい承しよう権』は次の、いつか生まれてくるであろう魔王候補者に受け継つがれて、都合が良い。

「此奴こいつ等に頼たのめば、子作りの手配もしてくれるしな？」

　とヴィオラが笑いながら言った。

　魔物の雄おすと人間の女、あるいは魔物の雌めすと人間の男、どちらにせよ双そう方ほうがその気で混血児を作る積もりなのだとすれば、『次』を──魔王の後こう継けい者しや候補を用意するのは、確かにそう難しくないだろう。

　ならば最初から魔物の側で魔王として育て得る子供に『継承権』を渡わたした方が良い。

　その意味でメイベルは──望む望まぬにかかわらず魔王の『継承権』を握にぎったままの彼女は、魔物達にとっても邪じや魔まな存在になる。

「……だからメイベルを暗殺しようとした訳か」

「そういう事だな。次の魔王を用意する手伝いをするかどうかは、さておき」

　ジンゴの問いにジャックは苦く笑しようしながらそう言った。

　その口調はやはり飄ひよう々ひようとしていて、既き得とく権益の為に罪も無い少女を一人殺そうとしているとは──そう自然に考える集団の一人であるとはとても思えない。だが、逆に言えば彼等にとっては人間の命は善悪で計るものではなく、損益計算で計る事の出来る数値でしかない、という事なのだろう。

　良くも悪くもその行動基準は明確だ。

「事情は概ね分かったが」

　ジンゴはジャックを見み据すえながら言った。

「俺としてはあくまでメイベルを守る立場に居る。お前達と組む訳にはいかない」

「ああ、その事なんだがね？」

　だがジャックはまるで気にした様子も無い。予あらかじめジンゴがそう答える事は想像が付いていたのだろう。木箱の上のヴィオラもまた吞のん気きに欠伸あくびを嚙かみ殺していた。

「我々は『魔ま王おう炉ろ』計画が頓とん挫ざしてくれればそれでいい。そういう意味では、メイベル・バセットの生死は、我々にとっては重要ではない」

「そっちの魔物は？」

　とジンゴはヴィオラに眼を向ける。

「俺か？　俺は──殺す積もりだけどな」

　魔ま法ほうで変形させて長く伸のばした爪を自分の舌で舐なめながらヴィオラは言った。

「その女、人間の中で育てられて、自分を人間だと思ってんだろ？　どう考えても面倒っていうか、俺達の側につくとは思えないんだよな。殺した方が手っ取り早い」

「……まあ、だから」

　ジャックは薄うす笑わらいを浮かべて取りなす様に言った。

「メイベル・バセットをラドフォード議員の所から取り戻もどした後は、ま、あんたらの好きにしてくれていい。あんたがメイベルをその後もずっと守ってやるにしても、あるいは、ヴィオラが殺してしまうにしても、『魔王炉』計画は頓挫する。猟りよう魔ま組合としてはそれで充じゆう分ぶんなんだよ」

　要するにジャックは、メイベルを救出した後は、ジンゴがメイベルを守る為ためにヴィオラを殺しても構わない──と言っているのだ。本人の前で。

「……なるほど、道理だ」

　とジンゴは頷いた。

　利害が一いつ致ちしている間だけの共きよう闘とう。彼にしてみれば、正義だとか仁義だとか──そんな空くう疎そな言葉よりも余よ程ほどに理解しやすい単純明快な考え方である。

「胸むな糞くそ悪わるくなる話だが、筋は通っている」

「ご理解いただけた様で幸いだ」

　ジャックは何処どこか芝しば居いがかった仕草で頷いて見せた。

「こっちはメイベル・バセットが囚われているであろう場所とその周辺の地図、建物図面を提供出来る。警備の配置までは無理だが。恐らくラドフォード議員が通常と違ちがう配置にしているだろうからな」

「猟魔組合としては表向き、知らぬ存ぜぬを決め込むので、実行はこっちでやれと？」

　とアルノルトが問う。

「そういう事だな」

　元々ヴィオラを引き入れたのも、表だって猟魔組合の関係者が動くとまずいからだろう。

「ジン──」

「この際だ。利用出来るものは利用させて貰もらおう」

　ジンゴは片手を上げてアルノルトを制止しながら言った。

「今いま更さら、体てい裁さいにこだわれる様な立場でもないだろ」

「……ジンがそう言うなら、しょうがないね」

　と──珍めずらしくアルノルトは溜ため息いきを一つついて肩を竦めた。

　ジンゴは木箱の上のヴィオラに眼を向ける。

「おい。ヴィオラ──だったな」

「なんだ。そっちはジンゴ、だったか？」

　ジンゴに声を掛かけられ、ヴィオラは妙みように嬉うれしそうな様子で応じてくる。

「メイベルの救出までは俺に従って貰うぞ。さもなくば救出の邪魔になる」

　有う無むを言わせぬ口調でそう告げるジンゴ。

　対してヴィオラはにんまりと笑って頷うなずくと、木箱の上から飛び降りる。

「いいぜ、メイベル・バセットの救出までな。ケツを舐めろってんなら舐めてやるさ」

　ジンゴの前に歩いてきて彼の顔を覗のぞき込む魔人。

「ええと──こういう時は人間は何て言うんだっけな？　よろしく、だったか？」

「好きにしろ」

　何処まで本気かもよく分からない魔物の女に対して──ジンゴはただただ物もの憂うげな口調でそう言った。




　　　●




「咲さくは定め──散るも定め」

　呟つぶやく様な、囁ささやく様な、小さく微かすかな……しかしそれは確かに歌声だった。

「狭はざ間まにたゆたうその命──いっそ今こ宵よいの限りと極きめて」

「…………」

　メイベルはただ呆ぼう然ぜんとそれを聴きいていた。

　歌うという事が、ただ、大きな声を出すという事とは違うのだと──思い知らされた気がした。小さな声である筈はずなのに、確かにそれは、途と切ぎれる事も掠かすれる事も無く、明めい瞭りようにメイベルの耳に届く。艶つややかで鮮あざやかなその旋せん律りつと言葉が聞く者にそっと触ふれてくる。

「君の住む明日あしたの為──捧ささげる我が散さん華げ」

　壁かべ際ぎわに立って歌っているのは──〈ミスリル・チップス〉の一人ルシアだった。

　言うまでもなくメイベルの監かん視し役として彼女はこの場に居る。どうやら〈ミスリル・チップス〉の三人は、三交代制でメイベルの見張りを務めている様だった。ジャネットの次に来たエノーラと更さらに入れ替かわる形で、ルシアが入ってきたのである。
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　ただ──

「………………………………ってね。はい、御お粗そ末まつ様さま」

　十分な余よ韻いんの為の空白を置いて、ルシアは小さく肩を竦めてそう言った。

「あ………」

　メイベルは言葉が出てこない。

　かつて〈ミスリル・チップス〉の様になりたいと、彼女等の様に舞ぶ台たいの上に立って歌を歌いたいと思った事があるが、いざ、生で直接その歌を聞いてしまうと、それが如何いかに大それた身の程知らずの願いであったかが分かる。

　こんな風に自分は歌えない。どんな練習をすればこんな声が出る様になるのか。

　ルシアの歌に比べれば自分の声はまるでまとまりの無い雑音だ。

「やっぱり一人じゃ物足りない？」

　と首を傾かしげてルシアが尋たずねてくる。

「い、いえ、全然、じゃなくて、その、凄すごい──です」

「ありがとう」

　とルシアはにっこり朗ほがらかな笑え顔がおを見せる。

　この少女──ルシア・サトクリフは、表の顔、即すなわち歌うた姫ひめであり舞まい姫ひめである〈ミスリル・チップス〉達の中で最も男性からの人気が高いとされている少女だ。

　ややきつい、というより明らかに男勝まさりの気の強さが表情や仕草にも滲にじみ出ているジャネット、踊おどりは上う手まいし歌もそれなりだが、いざ喋しやべると妙に木ぼく訥とつな口調になるエノーラ……彼女等とは異なり、ルシアはいかにも若い娘むすめそのもの──明るく優やさしく、おっとりした雰ふん囲い気きが男達の気持ちをくすぐるらしい。

　実際、〈勇ブレ者イブ〉部隊としての顔を見た場合、ジャネットもエノーラも、芸能人としての顔とは傾けい向こうこそ似ているものの、明らかに落差がある。ジャネットは男勝りというより攻こう撃げき的、エノーラは木訥というより無ぶ愛あい想そうでこちらが『地』なのだという事がよく分かる。

　要するに彼女等は『偶アイ像ドル』としての演技をしているのだ。

　だが──メイベルが実際に会って感じた限り、ルシアだけは表の顔と差が感じられない。

「歌によってはジャネットの方がずっと上手いんだけどね」

「そ……そうなんですか？」

「まあ得意不得意は在るの。当然だけど。ジャネットは元々声量豊かだし」

　とルシアは言った。

　変わった人だ──とメイベルは思う。

　そもそも彼女が歌っていたのも、メイベルが頼んだ訳ではない。する事も無く退たい屈くつだろうから──とルシアの側から提案してきたのである。他ほかの二人に比べると明らかにルシアは愛想が良い。勿もち論ろん、メイベルが囚とらわれの身である事を思えば、ジャネットやエノーラの無愛想さは、むしろそちらが当然であるのだが。

「こんな所で〈ミスリル・チップス〉の歌が聞けるとか思いませんでした」

　素す直なおにメイベルはそう自分の気持ちを伝えた。

「なんだか……信じられない位。いつもは広デイ報スプ旗レイの画面越ごしで……」

「あ。私達の舞台とか見てくれてたんだ？」

「それは……勿論」

　とメイベルは頷いた。

〈ミスリル・チップス〉はファーニヴァルにおいて最も有名な芸げい妓ぎであり、老ろう若にやく男なん女によを問わず幅はば広ひろい層に人気が在る。男性だけでなく少女達からの憧どう憬けいをも集めているのだ。むしろ〈ミスリル・チップス〉の歌と踊りを一度も見た事が無い者の方がごく少数だろう。

「じゃあ、びっくりしたでしょ。私達が実はこんなのだって」

　と言ってルシアは鎖さ骨こつのすぐ下、胸の少し上に在る小さな青い宝玉を示して見せた。

　舞台の上の彼女等を見ている時は、単なる首ネツ飾りクレス──装身具にしか見えなかったのだが、今、改めて見せられると、それが何なのかメイベルにも分かった。

　細かな形状は違うが、同種のものはジンゴの身体からだにも付いていた。

　魔ま力りよくの入出力端たん子し。

　そういえば、〈ミスリル・チップス〉の衣装は割といつも露ろ出しゆつ度どが高いが、左右の手にはいつも必ず手て袋ぶくろをしていた。恐おそらく彼女等の手にもジンゴと同様、専門の武器と接続する為の端子が埋うまっているのだろう。

〈勇者〉──魔法改造兵士。

　ジンゴに言わせれば、人じん為い的に造られた『魔人』だ。

「でも別に伊達だてや酔すい狂きようでやってる訳じゃなくてね。むしろ〈勇者〉としての能力維い持じというか、体内の仮想レジ魔力槽ボアの充じゆう実じつの為に、必要な事だからしてるの」

「……どういう事ですか？」

〈ミスリル・チップス〉の真実──というより、〈勇者〉という存在そのものに対する興味を覚えてメイベルは問うた。

「元々魔力って、強く何かを思う事──強い思考と感情そのものなのよ」

　自分の胸むな元もとの魔コ力ネ端ク子タを掌てのひらで押さえながらルシアは言った。

「かつての聖せい伐ばつ大戦の時の〈勇者〉は、沢たく山さんの人達に期待を寄せられて、魔ま王おうを討うちに出で掛かけたそうだけど、その期待や、彼等に対する人々の声せい援えんそのものが、魔力となって〈勇者〉達の仮想魔力槽を満たしていた。人間一人が普ふ通つうに生活していて溜ため込める魔力なんて、元々大した量にはならないの。でも何万、何十万って人達の期待とか、好意とか、それらを集めれば、強力な魔ま法ほうを連発できる」

「……じゃあ……ジンゴは……」

　彼が〈勇者〉だったのは七年も前だ。

　そして彼はメイベルが見ている限り、魔法を連発する様な戦い方をしない。

　つまり──

「ジャネットは結構、あしざまに言っていたけれど……要するに彼は〈勇者〉としては瘦やせ細った状態なの。むしろその状態で私達とある程度まで張り合えたのだから、それが彼の凄さなんでしょうけど。さすがは実戦経験者、さすがは魔王を殺した一人」

　とルシアは微び笑しようしながら言った。

「私達の場合、もう、聖伐大戦時と違ちがって魔ヴイ物シヤスの脅きよう威いも差し迫せまったものではないし、〈乱心の英えい雄ゆう〉の一件で、市民にも権力者側にも〈勇者〉に対する拒きよ否ひ感が強いから……〈勇者〉として魔力を集める事は出来なかったの」

　魔物と対等以上に渡わたり合い、魔王をも殺し得る魔法改造兵士。

　彼等は〈英雄〉だからこそ──『正義』であったからこそ、戦後も一市民として都市内を歩き回る事を許されていた。その驚きよう異い的な戦せん闘とう能力を向けるのはあくまで魔物に対してだけなのだと。

　だがジンゴが議員数名とファーニヴァル公こう爵しやくを殺した一件で、〈勇者〉が最悪の叛テロ逆リス者トにもなり得るという事を、人々は知った。事件の詳しよう細さいは公おおやけには伏ふせられているものの、市民の多くは〈魔王殺し〉として凱がい旋せんした英雄達が、公の場に一いつ切さい出てこなくなった事から、議員と公爵を殺した犯人が誰だれなのか、おおよそ察してはいた様だった。

　結果──〈勇者〉の研究開発計画は表向き、無期限凍とう結けつされる事になった。

　メリンダ達はそんな中で、細ほそ々ぼそと魔法改造兵士の技術を保存してきた訳だが──純然たる機械の魔法マギエ機関ンジンとは異なり、〈勇者〉達が扱あつかう魔力は、魔物のものでは都合が悪い。人間の魔力と魔物の魔力は性質的に差が在る為ため、〈勇者〉の仮想魔力槽に魔物由来の魔力を溜ため込むと、効率が著いちじるしく下がるのだ。

　それ故ゆえ、秘ひ密みつ裏りに開発継けい続ぞくされた〈勇者〉にはやはり人間由来の魔力を集める方法が検討された。

　それが──

「だから、表向き歌い、踊る事で、市民から魔力を集めるという形になっている訳ね」

「…………」

　メイベルはただ呆然として話を聞くしか無かった。

　無む邪じや気きに憧あこがれていた〈ミスリル・チップス〉の舞台裏にそんな事情が絡からんでいたとは。

　魔力は今のファーニヴァルを支える力の一つだ。そしてその多くは魔物から搾しぼり取られている。それはメイベルの様な子供にも常識の話だ。その事について特に疑問も不信感も抱いだかない程ほどに。

　しかし……

「結局……魔力が全すべてなんですね」

　とメイベルは呟く様に言った。

「魔力を効率よく手に入れる為に──」

　人間は魔物を狩かって魔法機関に繫つなぐ。

〈勇者〉達は芸能人を装って歌と踊りに励はげむ。

　そしてメリンダ達は膨ぼう大だいな魔力を安定して手に入れる為に、公パブ安リツ騎クナ士イツを動かし、死者を出してでもメイベルを確保し、そして『魔ま王おう炉ろ』に繫ごうとしている。

　物でもなく金でもなくただ──魔力の為に。

「人まで殺して……」

「結局のところ、この世は『力』で回っていて」

　対するルシアの口調は……しかし変わらず朗らかだった。

「『力』の中では最も魔力が融ゆう通ずうが利きく。聖油に溜め込む事も出来るし、私達の様な魔法改造兵士ならば仮想魔力槽に溜め込む事も出来る。魔法機関を介かいせば色々な事に使える」

　確かにファーニヴァルのあちらこちらで魔法機関は既すでに当たり前の様に人々の生活を支えている。普ふ段だん、魔法を意識しない様なものにも魔法機関が組み込まれていて、魔力を消費し続けている。

　投光器。冷蔵器。広報旗。空調器。調理器。洗せん濯たく器。

　いや。それどころか──

「そういう『力』は地味に沢山の人の命を救ってるんだよ」

「命を……？」

「例えば農作一つとっても、魔法機関を使って農作業を補助してやれば、何倍もの収しゆう穫かくが見込める訳でしょ？　それってかつては食べ物がなくて飢うえ死にしていた人を救えるって事だし」

「……！」

　その理り屈くつはジンゴからも聞いた。

　確かに潤じゆん沢たくに魔力があれば救える命が在るのだろう。農耕や牧ぼく畜ちくといった食料生産から医い療りようや環かん境きよう整備まで……魔法機関を用いて効率化すれば、本来、生き残れなかった人々も命を繫ぐ事が出来る。

　更さらに……魔力によって生み出される各種余よ裕ゆうは、技術の発展に寄き与よする。その日を暮らすのに精せい一いつ杯ぱいの人間が、新しい技術を開発する事等出来はしない。農業。工業。医療。その他諸もろ々もろ──それらが発展すれば更に、社会は豊かになる。

　魔力とは単に魔法機関の動力源という以上に、世界を回すための動力源になっている。

　そう考えれば全ては繫がっているとも言える……が。

「積極的に人を殺すのも、飢え死にする人を放置するのも、結果として人が死んでるのは同じな訳で。どっちが正しいとか悪いとかいう話にはならないよね」

「…………」

　メイベルはジンゴの話を思い出す。

　戦友を裏切って毒殺したマーゴット・ランドルフ──メリンダ・ラドフォード。

　彼女に、魔力供給所からの魔力で救える『弱き人々』の存在を示し唆さされ、ジンゴは復ふく讐しゆうを諦あきらめざるを得なかった……と。その『弱き人々』の為にその身を差し出し、命を捨ててまで戦った〈勇ブレ者イブ〉にとって、『弱き人々の救済の為』という一言は文字通りに殺し文句であったろう。

　これは結局の所……善とか悪とかそういう話ですらない。

　弱い人々の存在を悪と断じる事は出来まい。

　自分の選んだ者達を救う為に、選ばなかった者達を見捨て、あるいは殺すのも、悪とは言い難がたい。独善ではあるかもしれないが、それはその者の正義なのだろう。

　だからこれは、誰を救って誰を救わないか、誰が救われて誰が救われないか──その選せん択たくをすべき者達の争いだ。

　しかし……

「まあ、魔物の側に立てば、たまったもんじゃないだろうけれど」

　とルシアはメイベルを眺ながめながらそう言った。

　魔物はその『救う』『救わない』の選せん択たく肢しには入らない。

　魔物は常に『救われない』側だ。魔物を魔ジエ力ネレ源ータとして消費する事によって『救われる』人達が出る、それが大前提であって、より多くの人々を救おうとするならば、魔物をより多く確保して魔力を搾り取らねばならない。

　その究極がいわば『魔王炉』だ。

　『魔王炉』によって魔物は、人類の脅威ではなくなると同時に、人間側からただひたすら魔力を搾さく取しゆされるだけの生き物に成り下がる。

　だが──

「魔物は魔物で自分達の繁はん栄えいの為に人間を使う訳だしね」

　魔物は自分達の『繁はん殖しよく』の為に人間や他ほかの生き物を苗なえ床どこにする。

　自分達が生きて存る為に、人間をいわば消しよう耗もう品の様に使い潰つぶす。

　だからこれは人間が善という訳でも魔物が悪という訳でもないのだろう。

　互たがいに最大限生きようとしているだけの事だ。

　勿もち論ろん、だからといってメイベルは、自分が『魔王炉』に繫がれる事に納なつ得とく出来る筈はずも無い。

（私は……）

　いつ魔物になってしまうのだろうか。

　明日か。それとも一年後か。十年後か。

　夢の中で見たルドミラの姿は、未まだ若い娘むすめの様にも見えた。もしメイベルがあの位の年ねん齢れいで魔王化するのであれば、未だ何年か時間の猶ゆう予よはあるのかもしれない。

　だが──ルドミラによればメイベルの魔王化は進んでいるという。

　ならばもっと早くにメイベルは魔王の継けい承しよう者だと確かく認にんされ、『魔王炉』に繫がれるのか。

（ジン……）

　彼は──間に合うだろうか。

　メイベルがそんな事を考えていると──

「……メイベル・ロートン」

　彼女の名を呼ぶ声がする。

　そちらに眼めを向けると──部屋の扉とびらを開いて立っていたのはメリンダだった。

　いや。彼女の背後には更に何人かの人ひと影かげが見える。恐おそらくは男だろう。三人ばかり白衣を着た者が立っている。断言を憚はばかるのは、彼等の顔は、以前ログノフの武器店アームスで見かけた様な、異様に大きく厳いかつい眼鏡によって半ば隠かくされていたからだ。恐らくは精密な作業をする為の道具なのだろう。

　恐らく彼等は──

「検査の時間よ」

　メリンダは静かな口調でそう告げてきた。




　　　●




　中央街区最下層──地下第二層。

　ファーニヴァルで日々消費される魔ま力りよくのほぼ八割を供給する魔力供給所はそこに在る。

　元々ファーニヴァルには城じよう塞さい都市の非常避ひ難なん所じよとして地下第一層があったが、更にそこを掘ほり下げて第二層を造り、此処ここを魔力供給所の施し設せつとして充あてたという経けい緯いがある。

　この為、魔力供給所が中央街区直下の地下第二層にあるというより、地下第二層が丸ごと魔力供給所といった方が正しい。

　万が一の際に地下第二層に繫がれている魔ヴイ物シヤス達が脱だつ走そうし暴れるのを防ぐ為、これらをまとめて処分出来るようにと、地下第二層は街区一つ丸ごとの大きさでありながら、出入り口は三箇か所しよしかない。これを閉めた上で供給所に大量に蓄ちく積せきされている霊れい油ゆを流し込めば、地下街区の魔物は全て溺でき死し──丸ごと処分出来る。何らかの魔ま法ほうを使おうにも霊油は魔力と親和性が高い為に、これを吸収しやすく、大量の霊油を流し込まれれば、魔物もまともに魔法を使う事は出来ないだろう。

　理にかなった造りとも言える。

　故に……

「出にくいって事は、入りにくいって事でも、あるんだよな」

　と地下第二層に続く三つの出入り口の一つ──中央街区北部にある資材搬はん入にゆう口をやや離はなれた場所から眺めながら、アルノルトは溜ため息いき交じりにそう言った。

「まったく、正気の沙さ汰たじゃない。いやもう本当に」

　ぶつぶつと呟つぶやきながら、アルノルトは機車を動かし資材搬入口に向かう。不平不満を口にしつつもあまり悲ひ愴そう感がないのは、この男の特とく徴ちようとも言えた。

　今、彼が動かしているのは年代物の愛車ではなく、中型の貨物車であった。

　車体後部の貨物庫の側面には『猟りよう魔ま組合』の文字が記されている。各所に『危険』の文字も添そえてあるのは、これが魔力源としての魔物を──生きた魔物を運うん搬ぱんする為の車両だからだ。

　アルノルトが猟魔組合から借りだしてきた代物である。勿論、表向きは『猟魔組合から盗ぬすみ出された』事になっている。そしてそれが表おもて沙ざ汰たになるのはもう少し後の予定だ。

「や、どうもどうも、お疲つかれ様です」

　とアルノルトがいつもの帽ぼう子しではなく、猟魔組合の制服と対ついになっている帽子──第三騎士団だった頃ころの名残なごりなのか、布製ながら兜ヘルムに似せた意い匠しようになっている──を手にして会え釈しやくすると、魔力供給所に繫がる資材搬入口を守る衛え士じ達は、小さく頷うなずいて貨物車の後部に回った。

『危険』と書かれたすぐ横にある把とつ手てを回し、貨物庫を開く。

　すると──

「……ふむ」

　衛士達は手元の書類と、その積み荷──即すなわち二頭の大きな獣けもの型がた魔物を確認する。

　書類の上では大型の魔物二体が本日、納品される事になっている筈だ。その意味では何ら不都合はない。訝いぶかしまれる恐れはない筈だった。

　二頭の大型魔物は、輸送の際の常で、薬物で眠ねむらされている。

　水牛の如ごとき巨きよ体たいが二つ、貨物庫の中に詰つめ込まれていた。文字通りに『詰め込んだ』状態で、そのままでは中に人間が入り込んで細かい確認が出来る様な隙すき間まはない。

　だから、基本的に何ら見とがめられる事無く、アルノルトは資材搬入口を通過出来る筈だった──のだが。

「おい」

「はいはいはい、なんでしょう？」

　と愛あい想そ良く笑いながらアルノルトは運転席から顔を出し、衛士達を振ふり返る。

「この魔物、死んでいる様に見えるが？」

「は？　いやいや。死んでませんよ。いつもうちの魔物は新しん鮮せん！　鮮せん度どが命っていうか、生け捕どりした魔物を納品する契けい約やくですし。薬で死んだように眠っているだけですって」

「…………」

　衛士達は不ふ審しんげな表情を浮うかべて何事か話し合っている。

「貨物庫を全部開け。確認する」

「…………」

　アルノルトは溜息をつくと、貨物庫の開閉把手を操作。

　ゆっくりと貨物庫そのものが真ん中から、貝が開くかの様に左右に割れて、中身をさらけ出す。

　折り重なる様にして眠っている大型の魔物が二頭。それだけだ。

「…………」

　衛士達は慎しん重ちような足取りで魔物の所に近づいていくと、その角ホーンを備えた頭部に触ふれる。

　体温と呼吸を確かめる積もりなのだろう。未だ温かいと確認した後は、二頭の鼻先に顔を近づけた。

「…………どうです？」

「ああ、獣けもの臭くさい息だな。悪かった、生きてる」

　衛士達はそう言って、アルノルトに頷いて見せる。

　そして──

「──ッ！」

　いきなり衛士の一人が腰こしの剣けんを引き抜ぬくと、手近な方の魔物の腹にこれを突つき刺さした。

「ちょっとちょっとちょっと、何やってんですか!?」

　悲鳴じみた声でそう叫さけぶアルノルト。

　だが──

「いやなに。念の為ためにな」

　と衛士は歯を剝むいて笑う。

「何だか知らんが、上の方から『検査は念入りに』とお達しが来ててな。なに、魔物ならすぐに自分で治ち癒ゆ出来るだろう？」

「いやいやいやいや、待ってくださいよ、今は薬で眠らせてんですから、魔法は使えません。そんな事されたら治癒する前に死んじまいますよ!?」

「なら、さっさと連れて行け」

　納品が終わるまで魔物が生きているかどうかなど、自分達には関係が無い──とでも言いたげである。アルノルトは溜息をついて貨物庫を閉じると、車を発進させる。

　背後で資材搬入口の鉄てつ扉ぴが閉じられるのを確認してから、アルノルトは囁ささやく様に言った。

「ジン。無事だったら返事しろ。無事じゃなくっても返事しろ。お願い」

「無事だ」

　と貨物室から声が漂ただよってくる。

　いや。正しくは大型魔物の口の奥から──だ。

「俺も無事だよ」

　と答えるのはもう一方の魔物──ではなく、その中に潜ひそんでいるヴィオラである。

「お前さんの心配はしてないよ。というかよく刺されなかったな」

　ジンゴとヴィオラは、それぞれ、猟魔組合が納品する予定だった魔物の腹を裂さき、その内臓を搔かきだして、代わりにその中に収まっていたのである。

　勿論、この二頭の獣型魔物は死んでいる訳だが、体温と呼吸は、幾いくらでも誤ご魔ま化かせる。

　魔法で保温し、気管に差し込んだ筒つつを革かわ袋ぶくろに繫つないでやれば、擬ぎ似じ的な呼吸の動作はさせる事が出来る。

　ただ──通常は調べてもその程度までだろうとジンゴ達は考えていた。まさか念の為にと魔物に剣を突き立ててくるとは思ってもみなかったのである。

　だが──

「いや、刺されたよ？」

　とヴィオラが平然と言ってくる。

　どうやら衛士が刺したのは彼女が潜んでいた方の魔物だったようだ。

「刺されたのかよ」

「『魔物ならすぐに自分で治癒出来る』からね？」

　衛士の口調を真似まねて魔物の中のヴィオラが言う。

「よく暴れ出さなかったな」

「俺は我が慢まん強づよいんだよ」

　と低い声で言ってヴィオラが笑う。

「何があっても騒さわぐなと言われてたしな。ジンゴ・ミネベに」

「そりゃそうなんだろうけどね」

　呆あきれの表情でアルノルトは言った。

「まあジンも魔法が使えれば問題無かったのかもしれないけど」

　ジンゴの使う魔法術式の中には、〈治癒キユア〉もあった筈はずである。重要臓器を深々と傷つけられるとさすがに治しきれない場合があるようだが、それでも簡単な止血や組織の繫ぎ直しといった処置には充じゆう分ぶんに役立つ。より上位の魔法──〈再生〉や〈復元〉といったものになれば、時間と魔力こそ掛かかるものの、斬きり落とされた腕うでや足を丸ごと生やす事も出来るのだといわれている。

　ただ──今のジンゴはそう潤じゆん沢たくに魔力が使える訳ではない。

　現状、彼自身が練り上げた魔力は、せいぜい、小規模な魔法が何度か使える程度である。大おお技わざならば一度で終わりだ。あるいは魔力が足りなくて起動出来ないかもしれない。

　勿もち論ろん、ジンゴの魔力不足を補う為、幾つかの魔法マギエ機関ンジンと霊油も一いつ緒しよに持ち込んでいるが……いずれにせよ、こんな所で魔力を消しよう耗もうしている場合ではない。

「ああ、未まだ中にもう一箇か所しよ、衛士達が居るからな。出てきちゃ駄だ目め」

「──分かってる」

「さてさて……囚とらわれのお姫ひめ様、もとい女王様は何処どこかしら、と」

　あまり気乗りしない様子で、しかしアルノルトはそう呟きながら、車を走らせる。

　猟魔組合の名を刻印された機車は、魔力供給所の在る地下第二層へ向けて、長い傾けい斜しや路を下っていった。
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　二度目ともなるとメイベルも驚おどろきはしなかった。

　延々と広がる白い虚きよ無むの荒こう野や。

　夢と分かって見る夢というのも妙みような感覚であったが……あるいはこれは、本来の夢、俗ぞくに明めい晰せき夢などと呼ばれるものとは、また別の何かなのかもしれない。

　人間の常識をこの現象に当てはめて良いかどうかは怪あやしいものだった。

「……あの」

「『魔ま王おう炉ろ』とはな」

　メイベルが話し掛ける前に──まるで透とう明めいな椅い子すにでも座っているかの様に、虚こ空くうへと腰こし掛かけていたルドミラが、呆れ果てた様子でそう言った。

　前置きも何も無い。ある意味で常に彼女はメイベルの中に居る訳で、改めて挨あい拶さつをする様な事も無い、という事なのだろう。

「魔王の復活を阻そ止しする為に殺す──位の所までは予想の範はん囲い内じゃったが。まさかそんな事まで考えているとは。つくづく人間とは恐おそろしい奴やつ等らじゃな」

　肩かたを竦すくめてルドミラは言った。

「……あの。私も人間の積もりなんですけど」

「半分な」

「……まあ、そうなんですけど」

　ルドミラに対しても、最初の時の様な警けい戒かい心しんは湧わいてこなかった。

　彼女が言う様に、魔物よりも人間の方が恐ろしいのではないかと思った事もあるが……結局の所、自分とルドミラは一いち蓮れん托たく生しようなので、警戒する意味も無いと考えたからである。勿論、最終的に自分が魔王になるというのが、ルドミラの人格に身体からだを乗っ取られる事なのか、それとももっと別の状態を指すのかは、分からなかったが。

「──ああ、それか」

　とまたしてもメイベルの内面を勝手に読んだらしくルドミラが言った。

「妾わらわは『引き継つぎ』じゃからな。別にお前の人格を乗っ取る訳ではない。ただ、歴代魔王の積み重ねてきた諸もろ々もろの知識はまとめて頭に焼き込まれるからの。知識の圧力で多少、人格が変化する程度の事はあろうよ。魔物としての自覚が生じるというか。妾の時もそうじゃった」

「あ、そうなんですか」

　と応じてから……ふとメイベルは気になって問うた。

「歴代魔王って事は……ルドミラさんの前にも何人も？」

「ルドミラさん？」

「……あ、えっと、駄目でしたか？」

　様付けとか、陛下と呼ぶとかせねば怒おこるのだろうかと思ったのだが……むしろルドミラは苦く笑しようめいた表情を浮かべてきた。

「いや、人間を主張するお前が、魔物の王に『さん』付けというのも不思議じゃな」

「……一応、私を守ってくれるように、ジンに頼たのんでくれた訳ですし」

「まあそれはそうじゃが」

　ルドミラは曖あい昧まいな表情でしばらく何か考えていたが──

「いや、魔王の話じゃったな。無論、妾の前にも何人もおったとも。人間と魔物の関係が生じた遥はるかな太古からな。だが人間側では初めて確かく認にんされたのが妾であったな。例の戦いくさを──人間共の言う聖せい伐ばつ大戦を起こさねば、妾も存在を確認されたりはせんかったのじゃろうがな」

　魔物と人間の混血児が魔王となる資格を有するのだとして……つまり魔物と人間は以前よりそうした関係を続けてきたという事だ。確かに人間が魔物に掠さらわれるという事例は、多くはないが少なくもない。メイベル達も幼い頃ころは、孤こ児じ院いんの院長に『夜よ更ふかしする子は魔物が掠いに来る』と脅おどされたものである。

　そうした憐あわれな『犠ぎ牲せい者しや』は全すべて──例外なく、喰くわれるか、魔人の苗なえ床どこにされるかなのだと考えられていたのだが、あるいは魔物との性的交こう渉しようによって、半人半魔の存在を生み出す事になったのかもしれない。

　ともあれ──

「どうしてルドミラさんは戦争なんか……」

　魔王が生まれれば、必然的に魔物は一つにまとまり、人間に対して戦争を仕し掛かけてくる──人間側はそう考えていた。だがルドミラによれば、彼女以前の魔王は、人間とわざわざ戦をしようとは考えていなかったらしい。

「単純に、魔物の未来を憂うれえただけじゃよ」

　とルドミラは言った。

「魔物の……未来……」

「元々魔物という生き物は、寄生生物の一種な訳じゃが……それはつまり、自分自身では繁はん殖しよくすら満足に出来ん歪いびつな生き物だということじゃ」

「それは……」

　確かに魔物が魔物同士で子供を作るという話は聞いた事がない。

　あるいはメイベルの様な存在が居る以上、魔人同士でその気になれば、魔人が魔人を身ごもって産む、という事も可能なのかもしれないが……他ほかの生物に『角ホーン』を付けてその身体を乗っ取り殖ふえる、という魔物の基本的な生態からして、魔物のみによる繁殖というのは基本的に例外なのだろう。

「魔物が数を増やし、安定した社会を築く為ためには、人間を家か畜ちく化し、こちらの制せい御ぎよ下で苗床としての供給を安定させねばならん」

「……そんな」

「そうとも」

　にたりと悽せい愴そうな笑みを浮うかべてルドミラは言った。

「魔物は魔物で人間を責められる道理は無い。じゃが人間は人間で魔物を消耗品として使い潰つぶす事を覚えたのでな……」

「……それって」

「魔ジエ力ネレ源ータとして」

　とルドミラは言って右手を振ふって見せる。

　彼女の手の甲こうに刻まれた青く光る紋もん章しようが緩ゆるやかに明めい滅めつし──彼女の掌てのひらの上に虚きよ像ぞうが浮かび上がる。それはメイベルが以前見た、魔力源として繫つながれる獣けもの型がた魔物の姿だった。

「聖伐大戦が起こる前に既すでに人間の側は魔物を魔力源として活用する術すべを確立しておったからな。大規模に搾しぼり取る施し設せつや、聖油による蓄ちく積せきといった技術が出来たのは、聖伐大戦の後じゃが」

　便利な力。融ゆう通ずうの利きく力。

　それがあれば、死んでいく定めである弱き者達を救う事が出来る力。

　一頭の獣を使い潰す事で、百人の人間が救われるというのなら──その判断を下す立場に在れば、メイベルでも躊ちゆう躇ちよはしないだろう。もし以前の、何も知らなかったメイベルであったならば。

　しかし……

「人間も魔物もどちらも自分の事しか考えておらんし、相手を慮おもんぱかる意味は無い。元よりそういう関係だ。共存なんぞ出来る筈もないのでな」

　確かにそれはひどく絶望的な関係だ。

　肉食動物と草食動物の──いや、草食動物と植物との関係と同じ様なものである。

　生態として相手を食い物にせざるを得ない以上、ルドミラの言う通り歩み寄る余地は無い。無いだろう。少なくともメイベルには思いつかない。

「……でもあの」

　メイベルはふと脳のう裏りにジンゴの姿を思い浮かべながら言った。

「全体で見たら対立は避さけられなくても、一人一人なら……」

　例えば、ジンゴとレイチェル。

　人間と魔物だが──そしてレイチェルが事実上、奴ど隷れい扱あつかいだが、それでも敵意を間に挟はさんでの関係の様には見えなかった。

　それにジンゴは……先にアルノルトから話を聞いていたという事も在るだろうが、メイベルが人間と魔物の混血だと知っても、態度を変えなかった。彼が以前と同じ様に接してくれていたから、メイベルは救われたと言っても過言ではない。

　ああいう人間も居るのだ。

　それが特とく殊しゆな生おい立ちと過去に根ざすものだとしても、ジンゴの様な人間は他に零ゼロではないだろう。あるいはアルノルトやゲルダも同様かもしれない。殊こと更さらに魔物を慈いつくしんだりはしないが、魔物というだけで拒きよ否ひ感を覚えている様子は無かった。

　ナサニエル通りは──番ロスト外アド区レスは、正規街区の住民の言う様に、『ゴミ溜ため』の様な所かもしれないが、だからこそ見た目だけの綺き麗れいなものを取り払はらった──見み栄えも体てい裁さいもない真実が、あそこには在った様にメイベルは思う。

　誰だれもが生きようとしているだけだ。

　誰もが自分を守ろうとしているだけだ。

　他人を思いやる事も、世界を救う事も、その上に成り立つ。

　自己犠ぎ牲せいなど、生け贄にえを捧ささげる側の勝手な理り屈くつでしかない──

「……ふふ」

　ふとルドミラが笑っているのにメイベルは気付く。

　メイベルの考えを読み取ったのだろう。

「え、な、なんですか？」

　少し不ふ愉ゆ快かいに思いながらメイベルは問う。

　考えてみればルドミラはメイベルの考えが全て読めるのに、メイベルの側からは問わなければ分からないというのは随ずい分ぶんと不公平な話である。

「いや、魔王化が進行していると思うてな」

「え……？」

「自身は人間じゃと言いつつ、随分と魔物寄りの考え方になっておるぞ。目覚めれば角が生えかかっておるかもな。人格まで完全に魔王に『成る』のは未まだ一年やそこら時間があるやもしれんが、既にあちこち目覚めてきているらしい」

「…………」

　言葉に詰つまるメイベル。

　確かにそれは──そうかもしれない。

　自分が人間と魔物の混血であるという事実についても、あまり負担にならなくなってきている。単に慣れただけかもしれないのだが。

「それとな。もし上う手まく人間共の手の内から逃のがれられる事が出来たとしても……ジンゴの事は諦あきらめい。奴やつは人間で、しかも魔王殺しじゃぞ。間ま違ちがっても結ばれはせんよ」

「まあそれはそ──へっ!?」

　頷うなずきかけて、しかしメイベルは慌あわてて首を振った。

「ち、違ちがいます、何言ってるんですか!?　私は──」

「しかも自分が魔王化したら殺せと頼んだのじゃろう？　奴が助けに来たときに、既に魔王化していれば、そのまま殺されるぞ？」

「だから、それは、貴女あなたが何度もジンゴの夢を見せるから……！」

　メイベルの脳裏を幼い頃の記き憶おくが過ぎる。

　囚とらわれの姫ひめを救いに来る騎き士しの絵本。

　自分が騎士に救い出される場面を何度も夢想した。

　ジンゴと初めて出会った時、その、騎士と夢の中で何度も見てきたジンゴの姿が重なった様に思ったのだ。何の根こん拠きよも無い、夢見がちな小こ娘むすめの妄もう想そうだと言われれば返す言葉も無いのだが。

「一本気な奴じゃからな」

　ルドミラはメイベルの言葉などまるで聞いていない様子で、虚こ空くうを見上げ──何やら懐なつかしむ様な表情を浮かべて言った。

「妾わらわを討うちに来た時も、必死の形相が大層、面おも白しろく──」

　楽しげにルドミラは聖伐大戦当時のジンゴを語る。

　その姿は仇敵カタキを──文字通りの意味で──語っている様にはとても見えなかった。

「小こ僧ぞうがな、必死に妾に武む者しや振ぶりついてきおってなぁ」

「…………ルドミラさん」

「なんじゃ？」

「ルドミラさんこそ、何かジンを気に入ってません？」

「…………」

　ルドミラはしばらく、虚きよを衝つかれたかの様に──まるで子供の様な表情で眼めを瞬まばたかせていたが。

「ああ。そうかもしれんな。何せ初めてじゃったからのう」

「……初めて？」

「必死に、形なり振ふり構わず襲おそいかかってきおった。奴の熱い得物を無む理り矢や理りねじ込まれての。妾の内で激しく暴れおって、まったく、くらくらしたわ」

　何処どこか夢見る様な──うっとりした様な表情でルドミラが言う。

「強い憎ぞう悪おは強い愛情の裏返しだというが、至言じゃな。あの時のジンゴは妾の事だけを考え、妾だけを見ておった。他には一片ぺんの邪じや念ねんもなく、何処までも純じゆん粋すいに、妾を憎にくんで頭の中は妾の事で一いつ杯ぱいじゃった」

　それはまるで、愛いとしい恋こい人びととの逢おう瀬せを語る乙おと女めの様でもあり……

「ちょ……ちょっと……!?」

「脳に痛覚はないからの。痛いという感覚は無かったしの」

「え？　脳!?」

「こう、な。奴の魔ま剣けんで頭をな」

　自分の額を指さしてルドミラは言った。

「……ああ、そういう……」

　思わず安あん堵どの吐と息いきをつくメイベル。

「何だと思ったのじゃ？」

「……別に！」

　ふくれっ面つらでメイベルは言った。

　わざわざ聞かずとも、メイベルの考えている事等お見通しであろうに。

「いずれにせよ」

　ルドミラは真顔で締しめる様に言った。

「妾の予想より遥はるかに早く魔ま王おう化は進んでおる。諸もろ々もろ、覚かく悟ごは決めておけ」

「…………」

　頷きはしたが、メイベルの心の内はとうに決まっている。

　ジンゴを信じて待つ事だ。それ以外はない。

　自分は無力でジャネット達相手に何か出来る訳ではない。いつでも逃にげ出せるようにと準備しようにも、此処ここには何も無い。武器になるものも、便利に使える小道具もない。

　だから信じて待つしかない。ジンゴを。

　だから──神に祈いのる民たみの如ごとく一片の疑いもなく、ジンゴを想おもい、彼を信じる。
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　メイベルに出来る事は、ただ、それだけだった。




　　　●




　ファーニヴァル地下第二層。

　そこは丸ごとが魔力供給所とすべく掘ほられた地下の空間である。

　関係者以外は滅めつ多たに足を踏ふみ入れる事のない場所であり、ジンゴ達も勿もち論ろん、中にまで入るのは初めての事だ。二度の衛え士じによる検問を抜ぬけて、ジンゴ達はそのファーニヴァルの『聖域』とも言うべき場所に立った。

　魔ま法ほうで掘られ、魔法で固められた地下には、上の都市の重量による圧あつ壊かいを防ぐべく何本もの太く巨きよ大だいな石柱がそびえてこれを支えている。

　勿論、装そう飾しよくの類たぐいは皆かい無むなのだが、巨大な柱が一定間かん隔かくで何本も並ぶ様は、異教の神しん殿でんじみた、何処か荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

　もっとも──

「実態としては監かん獄ごくだな、ありゃ」

　停車させた機車の陰かげに身を沈しずめながらアルノルトが呟つぶやく。

　石柱の根元には、まるで巨きよ木ぼくが根を張るかの様に、無数の金属管や導管パイプが這はい回り、石柱を囲む様にして、大量の──檻おりが置かれていた。

　そう。檻だ。鉄格ごう子しの大きな函はこ。

　中に入っているのは魔ヴイ物シヤスである。ただ檻の中に入れられているのではなく、身体からだには直接、金属管や導管が差し込まれているのが見えた。魔物はいずれも薬か魔法で鎮ちん静せいされているのか……いずれも微び動どうだにしない。

　魔ジエ力ネレ源ータだ。

　それと──

「……あれが聖油の流体ポ加圧ン器プか」

　と魔物の腹の中から出て、血肉に濡ぬれた外がい套とうを脱ぬぎながらジンゴも呟く。

　巨大な魔法マギエ機関ンジンが何機か、壁かべ際ぎわに設置されている。

　一つ一つがちょっとした家屋並みの大きさがある上に、それらは振しん動どうし、各所を常に変形させている。低い唸うなり声の様な音をそれらが立てる様は、益ます々ます、何かの祈りの声にも似て、神殿じみた雰囲気を助長していた。

　魔力は不安定な力であり、それ自体は物理現象に転化しやすく、輸送に向かない。この為ため、聖油と呼ばれる、血液に色や匂においが酷こく似じした薬液を媒ばい介かいにして安定させ、都市の各所に送る様になっている。

　いわば聖油はファーニヴァルの血液であり、流体加圧器は心臓という事になる。

「近づくなって言われてたな」

「警備機構があるって話だけど？」

　とアルノルトが眼を細めて流体加圧器を眺ながめながら言う。

　ヴィオラを連れてきた猟りよう魔ま組合の中年男によれば……この魔力供給所の内部は殆ほとんど人間の衛士がおらず、代わりに魔法機関による警備機構が置かれているのだという。

　猟魔組合もその警備機構の内容は知らされておらず、許可証を──許可を示す金属符を携たずさえている者以外は、迂う闊かつに流体加圧器に近づくと、不ふ審しん者として警備機構に攻こう撃げきされる、という事だけが知らされているらしい。

「だからといって避さけて通る訳にもいかないだろう」

　ジンゴは身体の各所に取り付けた武器や小物入れポーチを確かく認にんしながら言った。

　メイベルが囚われていると思おぼしき魔力供給所の中央区画、そこに通じる扉とびらは最さい奥おう部の流体加圧器のすぐ脇わきにある。少なくとも中年男から提供された魔力供給所の内部図面ではそうなっていた。

　ちなみにその中央区画の更さらに真下、表向きは存在しない『地下第三層』に『魔ま王おう炉ろ』は造られているという。図面が無いので、第三層の形状や細かい事はさすがに分からないままだったが。

「結局、どうすんだ？」

　と同じく魔物の腹から這い出ながらヴィオラが聞いてくる。

　さすがに許可証は手に入れる事が出来なかった。また警備機構がどういう代しろ物ものなのかも秘密のままなので、許可証の偽ぎ造ぞうや、警備機構への対策を講じている暇ひまも無かった。

「僕ちゃんは此処で指定の時間まで待っていればいい訳だよね？」

　と肩かたを竦すくめてアルノルトが言う。

　一応、アルノルトは猟魔組合の者として『魔力源として疲ひ弊へいした魔物の交こう換かん』に来ているという建て前になっている。その作業はそれなりに時間が掛かかるので、戻もどってこない事を衛士達に不審がられる可能性は低い。

　メイベルを救い出した後は、迅じん速そくにこの場を脱だつ出しゆつする必要がある。この為、アルノルトは此処で車を守って待機──という事は最初から決めてあったのだが。

「お前は行かないのかよ」

　とヴィオラが呆あきれた様に言う。

　此処まで来れば、もう奥まで付き合うものだと思っていたのだろう。

「さすがに僕ちゃんには命いのち懸がけでお嬢じようちゃんを助けに行く理由も無いしね」

「分かってる。すまん」

　そう言ってから──

「感謝してる」

　ジンゴはそう付け加えた。

「…………」

　アルノルトは──一いつ瞬しゆん、驚おどろいた様に眼を丸くした。

「どういう心境の変化だかね。女は男を変えるって言うけれど」

「何の話だ？」

　とジンゴは手を止めて眉まゆを顰ひそめる。

「別に？　いやもう、全然？　気にしないで？」

　アルノルトは大おお仰ぎように肩を竦めて見せる。

「まあ感謝してくれてるっていうのなら、頑がん張ばって生きて戻ってきて欲しいね。ゲイソン保安協会の稼かせぎ手が一人減るのは痛いんだよ。そりゃもう僕ちゃん過労死しちゃう位」

「分かってる」

　アルノルトにそう頷うなずいて見せると、ジンゴはヴィオラを手招きし、問題の奥に通じる扉──ではなく、その手前にある檻の一つに歩み寄った。

　そこには、前述の通り大おお型がた獣じゆうの姿をした魔物が繫つながれている。

　近づいてくるジンゴを睨にらむ真しん紅くの、血の様な色の瞳ひとみ。魔力を絞しぼれるだけ絞られているので、魔物の意識は混こん濁だく状態になっている筈はずだが、それでも──いやだからこそ、相手を選ばぬ憎ぞう悪おと敵意がその双そう眸ぼうから溢あふれ出ていた。

「…………おい」

　ジンゴは一度、周囲の檻の幾いくつかを見回し、続けてアルノルトが車の中に入っているのを確認すると──最後にヴィオラを振ふり返って言った。

「檻を開けて魔物を逃がせ。とりあえずそこの一つでいい。俺はこっちのをやる」

「……は？　なんで？」

　とヴィオラが首を傾かしげる。

「繫がれている魔物が可か哀わい想そうだから？　って訳じゃねえよな？」

「当たり前だ」

　ジンゴは言って、魔ガン短剣ダガーを──〈勇ブレ者イブ〉用のものではなく、霊カー油トリ鞘ツジを装そう塡てんした〈レイジング・ブル〉を引き抜く。続く動作で霊油を加圧、魔法術式を最強設定で励れい起き。無声ミユート祈禱プレイの後──魔法を解放。

　衝しよう撃げき破は壊かいの魔法が、檻の鍵かぎを破は壊かい、勢い余ってその後ろに居た魔物に繫がる幾つかの導管パイプも破壊した。

「おっ……？」

　面おも白しろそうにヴィオラが声を上げる。

　一瞬、魔法機関との接続が断たたれた魔物は、頽くずおれる様に身を沈めたが──すぐさま、身を起こし、四本の脚で床ゆかを搔かいて、扉を押し破る様に外に飛び出してきた。

　ジンゴは平然とこれを避ける。

　魔物はしかし意識が未まだ混濁している様で、近くに在った別の魔物の檻に激げき突とつする。

　その様子を確認しながら、ジンゴはヴィオラに向けて言った。

「もう一つだ、急げ」

「……なるほど？」

　とヴィオラは楽しげに言って、手近な檻の一つに歩み寄る。

　その様子を視界の隅すみに捉とらえつつ、ジンゴは改めて自分が解放した魔物に向き合った。

　その牛とも馬ともつかぬ四つ足の獣けもの型がた魔物は、激突の衝撃を振り払はらう様に、何度も頭を振っていたが──やがて振り返るとジンゴの方を睨んできた。

　長々と繫がれていた鬱うつ屈くつ、延々と魔力を搾さく取しゆされていた怨えん嗟さ、そういったものが全身から噴ふき出して、まるで陽炎かげろうの様に周囲の空気を歪ゆがませているのが見える。魔法とまではいかずとも、絞り出された魔力が熱に転てん換かんされているのだろう。

　人間が憎にくい。恐おそらくあの魔物の頭の中に在るのはそれだけだろう。

　そうでなくてはならない。そうでなくては解放した意味が無い。

「さあ、来い。憎い人間は此処ここだ」

　ジンゴはそう言って〈レイジング・ブル〉を掲かかげる。

　次の瞬しゆん間かん、魔物は猛もう烈れつな勢いで──自身の巨きよ軀くで空気を抉えぐり抜く様な速さでジンゴに向かって突とつ撃げきしてくる。だがやはり未だ意識が朦もう朧ろうとしているのか、幻げん惑わくする様な動きは示さず、真っ直すぐ猪ちよ突とつ猛もう進しんで向かってくる。

　ジンゴは──敢あえて〈加アク速セル〉の魔法も〈強エン化ハンス〉の魔法も使わず、本来の反射神経と筋肉の動きで横へ跳とび、突つっ込んでくる魔物をぎりぎりで回かい避ひ──その際に魔短剣で魔物の身体の側面を大きく切り裂さいていた。




　──ぎいいいいおおおおおおおッ！




　魔物が悲鳴、いや怒いかりの咆ほう哮こうを上げる。

　ジンゴの横を通り過ぎてしばらく進んでから、床に足あし跡あとを穿うがつ様な強さで四本脚あしを踏ふみ下ろし、強ごう引いんに方向転換。再びジンゴに向けて突っ込んでくる。

　更にこれを、また魔ま法ほう無しで避けながら、軽い攻撃を加えるジンゴ。

　致命のものではないが、神経に障さわる、そんな攻撃である。

　これを三度ばかり繰くり返し──

「そうだ。来い、もっとだ」

　ジンゴは敢えて〈レイジング・ブル〉を見せびらかす様に振って挑ちよう発はつする。

　良くも悪くも獣型魔物は、人間より愚おろかだが、鳥ちよう獣じゆうよりは賢さかしい。挑発を挑発と理解出来るだけの頭があるのだ。それ故ゆえに、四度目、いや五度目のジンゴを狙ねらった突撃は、それまでのものの中で最も速いものとなった。

　自身でも、停とまるのが難しい程ほどに。

　つまり──




　──ぎいいいいおおおおおおおッ！




　魔物が吼ほえながらジンゴに襲おそいかかる。

　これもまたジンゴは横に跳んで躱かわしつつ──魔短剣をその尻しりに叩たたき込み、その刹せつ那なに魔法術式を起動させた。

　轟ごう音おんと共に魔ヴイ物シヤスの肉が弾はじける。

　無論、致ち命めい傷しようにはほど遠いが、爆ばく発はつは突撃に勢いを更に加え、魔物は先にもまして猛烈な速度で壁かべ際ぎわに──即すなわち流体ポ加圧ン器プの一つに向けて突とつ進しんしていく。

　ジンゴが三度の攻撃で激げき昂こうさせて、誘ゆう導どうした通りに。

　そして──




　──ごごんッ……！




　鈍にぶく重い、岩がそのまま動いているかの様な音を立てて、何かが起きた。

　いや。様な、ではない。これは──

「なるほど、これか」

　ジンゴは眼めを細めて呟つぶやいた。

　壁際、流体加圧器のすぐ脇の床から、床ゆか板いたの一枚がせり上がる。

　いや。違ちがう。床板ではない。それは床板に紛まぎれて埋うめ込まれていた、岩石の直方体だ。しかもそれは表面に刻まれていた複雑な線に従って──割れた。

　まるで組木細工パズルの様に、一度はばらばらになったかに見えたそれは、次の瞬間、互たがいに位置を変えながら直方体とは別の形を組み上げていく。

　瞬またたく間にそれは、角張って歪いびつな──しかし明らかにそれと分かる人型ヒトガタを成していた。

　その身の丈たけは人間の三倍は在ったが。

「岩ストーン傀儡ゴーレム──」

　魔法マギエ機関ンジンを内蔵した、岩の肌はだと鉄の骨を持つ人にん形ぎよう。与あたえられた命令通りに動き、体内の霊油の魔ま力りよくが尽つきるまで、作業を続ける自動オート機関マトン。

　かつては都市防衛の主力を担になった魔法兵器だが……人間の兵士に比べると突とつ発ぱつ的な事態への対処能力が低く、魔力消費が激しくて稼か働どう時間も短い為ため、都市から遠く離はなれては使用できなかった、というのが本当の所だ。

　だがここは魔力供給所だ。魔力は豊富に在る。

　そして岩傀儡に与えられた命令は単純明快──『侵しん入にゆう者の排はい除じよ』だ。此処でならこの岩の身体からだを持つ魔法兵器は、十二分にその威い力りよくを発揮できる。

「──っ！」

　岩傀儡がその右みぎ腕うでを振り回して魔物に襲いかかった。

　岩がん塊かいの様な拳こぶしが魔物の頭部を捉とらえ、次の瞬間、吹ふっ飛ばしていた。胴どう体たいから強引に千切り飛ばされた頭部が床に跳はね、壁かべに跳ねる。胴体は勢い余って走り続け、これも壁に激突してそこで倒たおれた。

　途と方ほうもない膂りよ力りよくである。

　動きは人間よりも若じやつ干かん鈍い程度だが、これは総合的な意味で──一いつ旦たん、目標を定めて殴なぐる、という行動に入れば、その打だ撃げきは人間のそれより遥はるかに速く、そして、重い。

　魔物がああなるのだ。人間が喰らえば一いち撃げきでばらばらだろう。

　しかも──

「この人形が守りって事か!?」

　もう一体の魔物を檻おりから放したヴィオラが叫さけんでくる。

「でもこんな動きの鈍い奴やつなんか大した事ねえよ！」

　余よ裕ゆう含ぶくみの笑えみを見せて彼女はそう言った。

　確かに岩傀儡は、『殴る』なり『歩く』なり個々の動作はやたらに速いが……それらの動作と動作の間は逆に奇き妙みような間を挟はさむ。動いては止まり、動いては止まり、している様なものである。恐らくは制せい御ぎよの魔法術式の限界なのだろう。

　元々速さを活いかした戦せん闘とうを得意とするヴィオラにしてみれば、動きが読みやすく、攻こう撃げきも避さけやすい──与くみし易やすい相手に見えたに違いない。

「小こ賢ざかしい手間を掛かける必要なんざ──」

　嘲あざける様なヴィオラの台詞せりふは、しかし途と中ちゆうで止まった。

　床から更さらに、幾つもの岩傀儡が出てきたからである。それらはジンゴ達を押し包む様に円えん陣じんを無し、重々しい足音を響ひびかせながら近づいてくる。

　その数──三十体余り。

「…………」

　ジンゴは改めて〈レイジング・ブル〉を構えながら、岩傀儡の群れと相対した。




　　　●




　ファーニヴァル中央魔力供給所──中央区画。

　面積としては魔力供給所全体の十分の一程度だが、この城じよう塞さい都市全体で消費される魔力の抽ちゆう出しゆつと聖油の輸送を司つかさどる最重要施し設せつである。

　この制御区画の周囲に七つの魔ジエ力ネレ源ータ収容区画が存在し、そこに繫がれた魔物から魔力を絞しぼり出し、聖油にこれを充じゆう塡てんし、流体加圧器で圧を掛けながら都市全体に送り出すのだ。

　当然……常時稼働が前提であり、魔物の給きゆう餌じや檻の掃そう除じをする者、魔法機関の制御をする者、その他数十名が三交代制で常に詰つめており、彼等が寝ね泊とまりする為の仮か眠みん室や食堂もある。中央制御区画そのものが小規模な城じよう塞さいとしての機能を持っているのだ。

「……あれ？」

　その中央制御区画の──更に真ん中。

　魔力供給所全体を監かん視しし制御する為の設備、即ち中央制せい御ぎよ房ぼう。

　今……そこに詰めている数人の作業員が、魔力供給所内で生じている『異常』に気付いて顔を見合わせた。

「警備用の岩傀儡が一八七番から、二一八番まで動いてるぞ」

　中央制御房の真ん中に置かれた操コン作ソー卓ル──更にその真ん中に設置されている水すい晶しよう盤ばんに、紅あかい光が幾いくつも点ともっている。同時に岩傀儡の活動を示す音おん叉さが三十二個、壁際に並べられた棚たなの中で震ふるえて音を立てていた。

「第三区だな。なんだ？」

「この時間──確か猟りよう魔ま組合の連中が、魔力源の交こう換かんに来ていた筈はずだが」

「新人ルーキーが間ま違ちがって流体加圧器に触ふれたとか？　まずいな、放ほうっておくと殺されるぞ」

「遠見してみろ」

　と作業員の一人が言って、他ほかの者が水晶盤に取り付けられている魔法機関を操作する。

　無声ミユート祈禱プレイで〈遠見〉の魔法が発動し──水晶盤の上に、第三魔力源収容区画の光景が浮うかび上がった。

「これは……」

　水晶盤の上に浮かび上がったその光景は、ほぼ作業員達の予想通りだった。

　三十体余りのゴツゴツした異形の人ひと影かげが──岩傀儡が動き回り、その足あし下もとに恐らくは二頭の魔物が死んで倒れている。

　恐らくはというのは、魔物の身体が幾つもに千切られていて、あちこちに散らばっているので、元が何頭だったのか、推測するしかないからだ。

　だが改めて水晶盤を操作して確かく認にんすると、魔力源として繫つながれている魔物の内、二頭分の反応がない。恐らく猟魔組合の者が魔力源を交換しようとする時に何か失敗し、魔物が暴走──これに岩傀儡が反応したのだろう。

　薬で魔物を眠ねむらせ、魔法の行使を抑よく制せいする拘束器具を取り付け、これを檻から引き出し、交換する訳だが……たまにこの手順を間違ったり省きたがる者が居る。

　危険だから魔力源交換の手順は非常に厳密に定められているのだが、人間のやる事なので、やはり絶対はない。また、経験の浅い新人程、中ちゆう途と半はん端ぱに作業に慣れた辺りで魔物を甘く見て手順を省きたがる。時折、魔力源の交換で猟魔組合の人間が怪け我がをしたり、死んだりする事は今までにも在った。

　勿もち論ろん、今回も水晶盤の光景を見る限り──猟魔組合の者は魔物に最初に殺されている様だった。魔力源として繫がれている魔物は、抑よく圧あつされた環かん境きよう下での鬱うつ屈くつを溜ため込み、人間への憎ぞう悪おを募つのらせている。その後、暴れ回った魔物が、流体加圧器に近づいた為、岩傀儡が動き出したのだろう。

　だが──万が一という事もある。

　未まだ猟魔組合の者が生きているのなら、岩傀儡を止めて助けに行かねばなるまい。

「お偉えら方がたが来てて、ただでさえ気を遣つかうってのに、面めん倒どうな……」

　何やら魔力供給所の拡張工事をする計画があるらしく、試験的にこの中央区画の下に第三層が掘ほられており──そこにメリンダ・ラドフォード議員が技術師らしき者達を何人か引き連れて二日前から滞たい在ざいしている。

　通常業務の邪じや魔まはしない、自分達の事は気にしなくて良い──との事であったが、相手は中央魔力供給所の設立にも関かん与よしていた最高議会の議員である。今もなおその影えい響きよう力は大きい。末まつ端たんの作業員に対して生せい殺さつ与よ奪だつの権力を持つ『お偉いさん』が自分達の職場に居るというのは、やはり何かと気を遣うものだ。

「動いている魔物は居ないな？」

「ああ。居ない」

　作業員が魔法機関を操作して、違う角度から第三魔力源収容区画を見て行くが、ばらばらにされた魔物の死体以外は、特に動くものは──檻に入れられている魔物も含ふくめて──見当たらない。

　もっとも、収容区画を支える巨きよ大だい石柱が何十本とそびえている為、どうやっても死角は生じてしまうのだが。そこに猟魔組合の人間が生き残っている可能性がある。

　また、猟魔組合の機車は収容区画の端はしに停とめられたままだ。

　岩傀儡は、間違って檻の中の魔物まで殺してしまわないように、檻や、それに類するものの外を動き回っている存在を攻撃する様に設定されている。猟魔組合の者が機車の中に逃にげ込んでいれば、やはり生きている可能性は在った。

「仕方ない。扉とびらを開けろ。見てくるよ」

　作業員の一人がそう言って、別の一人と共に席を立った。




　　　●




　瞼まぶたを開いて最初に感じたのは違い和わ感かんだった。

「…………何？」

　メイベルが目覚めたのは、軟なん禁きんされていた部屋とは別の──部屋だった。白い内装は同じだが、部屋のそこかしこに大小の魔法マギエ機関ンジンと思おぼしき代しろ物ものが置かれている。その真ん中で彼女は寝しん台だいの上に寝ねかされている状態だった。

「私…………」

　まず記き憶おくを遡さかのぼってみる。

　軟禁されていた部屋にメリンダと──医術師らしき男達が迎むかえに来た直後、メイベルは薬を嗅かがされて意識を失った。何をする積もりかと問う間すら無かった。

　だが──

「…………！」

　自分が全ぜん裸らである事にメイベルは気がついて、身を強こわ張ばらせた。

　それから身体の上に被かぶせられていた掛シけー布ツの端を慌あわてて握にぎる。眠っている間に何をされたのかは分からないが、特に何処どこかが強く痛む訳でもなく、メリンダが最初に言った様に、本当に検査だったのかもしれない。

　ただ──

「起きたか」

　と声を掛けられて、初めてメイベルは壁かべ際ぎわにジャネットが立っているのに気付いた。

　やはり見張りとしてずっと近くに居たのだろう。

「…………」

　メイベルは眼めを瞬まばたかせてジャネットを見つめる。

　彼女は前に見たのと同じ格好、同じ髪かみ型がたで、そこに立っていた。見た限り何も変わっていない。少なくともメイベルが自分の記憶と参照する限り。

　なのに何か違ちがう。違って見える。違うとメイベルは感じるのだ。

「どうした？」

　とジャネットが眉まゆを顰ひそめて尋たずねてくるが、メイベルは答えられない。

　声も何か以前のジャネットと違う様な気がする。

　いや……それはジャネットの姿や声だけではなく……

「…………」

　部屋の中の全すべてが違って見える。

　勿論、メイベルにしてみれば初めて見る代物ばかりの筈なのだが、以前とは見え方が違うというか……いや、そもそも、何故なぜ部屋の中に置かれているそれらが、魔法機関であると……魔ま力りよくを扱あつかい魔力で稼か働どうする機から関くりだと、一目で自分は理解出来たのか。

　何もかもが違って見える。

　それはつまり──

「…………」

　自分の顔に触れるメイベル。

　何もかもが一いつ斉せいに変わるなどという事はまずない。ならば変わったのは周囲の全てでは無く、メイベルの方だ。メイベルの見方が──感覚が変わったとしか思えない。

　何処がどう変わったのかと問われると、明確に言葉には出来ないのだが。

「何処か痛むのか？」

　メイベルの困こん惑わくと驚きよう愕がくに気付いたのか、ジャネットがそう尋ねてくる。

「な……なんでもない、です」

　メイベルは慌ててそう言うものの──ジャネットの顔から怪け訝げんの色が消えない。

　不ふ審しんがられているのは間違いない。

　メイベルは掛け布を身体からだに巻き付けながらジャネットに背を向ける。

　そして──

「…………」

　自分の容よう貌ぼうを確かめる様にメイベルは指を顔に這はわせていく。

　指先が顔を通り過ぎて側頭部の辺りに達した時、メイベルは気付いた。

　硬かたい何かがある。小さな小さな膨ふくらみだが、しかし、確実に存在を主張する──異物。

（これって……！）

　恐おそらくは──角ホーン。

　ルドミラが言っていた様に、メイベルの魔ま王おう化は進んでいるのだ。

　これが一気に成長して、夢の中で見るルドミラの様な形状の角になるのか。

　それとも──

（感覚まで変わってきてるって事……？）

　ただ角が生えるだけではない。

　恐らくメイベルの五感にも変化が生じているのだ。だからこそ世界が以前の記憶と齟そ齬ごが出る。周囲の世界が違うものの様に見える。

（だとしたら……）

　ジャネット達に、というかメリンダに気付かれてはいけない。

　メイベルが未だ、何もされないまま幽ゆう閉へいされているだけなのは、魔王として『目覚めて』いないからだろう。もし魔王化の兆候がはっきりと見えれば、即そく座ざにメリンダはメイベルを魔ま王おう炉ろに繫ごうとする筈だ。

　聞いた限り、魔王炉は未だ『技術的には充じゆう分ぶんに可能』というだけで──当たり前だが、過去に実際に運用された事が一度も無い。だからこそメリンダ側は慎しん重ちようを期しているのだろう。

　だが──

（ひょっとして検査って……）

　もしメイベルの状態を確かめるものだったとしたら。

　そしてこの生えかけの角が──今はまだ小指の先程ほどの小さな膨らみに過ぎないそれが、検査の最中に既すでに生じていたものだとしたら。いや。魔法機関を使って検査する以上、メイベルの頭の中身を含め、身体の隅すみ々ずみまで調べられているだろう。

　だとすれば……メリンダ達がメイベルの魔王化に気付いている可能性は高い。

　もう時間の余よ裕ゆうが無いのかもしれない。

　ジンゴは──間に合わないのか。

　メイベルが唇くちびるを嚙かんで震ふるえていると──

「……ジャネット」

　部屋の扉を開いて姿を現したのは、メリンダだった。

　いや。彼女だけではない。例のごつい眼鏡を掛かけた白衣の医術師や技術師達もそのすぐ後ろに続いている。更さらにエノーラとルシアの姿も見えた。

「何か変わった事は？」

「……私が見る限りは、何も」

　とジャネットは答える。

　メリンダは小さく頷うなずいてから、メイベルの方に眼を向けた。

「メイベル。貴女あなたの身体を調べさせて貰もらったわ」

「…………」

「未だ自覚は無いみたいだけれど、貴女の身体は、魔王として目覚めつつある。完全に魔王となるのには未だ時間が掛かるのかもしれないけれど、既に貴女の頭部に魔ネツ力トワ網ークらしきものの発生が確かく認にん出来たわ」

「魔力網……？」

「魔物が相そう互ごに繫つながる為ための、魔力の糸で織りなされる、巨大な──見えない網あみ。魔王はその中心なのよ。というより魔力網を効率良く制せい御ぎよする為の部品が魔王なのかも」

　とメリンダは言った。

「もうこの段階で充分ね」

「…………！」

　それはつまり、メイベルを魔王炉に繫ぐという事か。

　だが──

「ジャネット、エノーラ、ルシア」

　唐とう突とつにメリンダは〈ミスリル・チップス〉の三人を見回して言った。

「第二層第三区で岩ストーン傀儡ゴーレムの起動が確認されたわ。誤動作の可能性も在るけれど、そうでなかった場合──」

「了りよう解かいです」

　皆みなまで聞かずにジャネットはそう答える。

「彼であった場合は、今度は仕留めなさい。何度も割り込んでこられては邪じや魔まだから」

「勿もち論ろんです」

　そう言うとジャネットは、エノーラ、ルシアと共に部屋を出て行く。ルシアが一いつ瞬しゆん、痛ましそうな表情でメイベルを振ふり返ったが、彼女は何も言わなかった。言えなかった、というのが正しいのだろうが。魔法改造兵士としての〈ミスリル・チップス〉は、メリンダの手て駒ごまであり飼い犬に過ぎない。

「では、メイベル。貴女は貴女で『仕事』があるから。いらっしゃい」

　そう言ってメリンダが手を差し伸のべてくる。

「誇ほこりなさい。貴女にしか出来ない『仕事』よ？　メイベル──いえ、魔王様？」

　そう言ってメリンダが示す笑え顔がおは、穏おだやかで朗ほがらかですらあった。

　自分達の行動について、何の疑問も負い目もこの女は感じていないのだ。だからこんな顔が出来る。それが当然と思って顧かえりみない。それを正義だと思っている。

　対してメイベルは──

「嫌いやっ……嫌です……！」

　きつく掛け布の端はしを握りしめながら、何度も何度も首を振る事しか出来ない。

　そんな彼女に──メイベルの脇わきに侍はべっていた医術師と技術師達が、無言で手を伸ばしてきた。
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　分厚い鉄てつ扉ぴを身体全体で押す様にして開く。

　作業員達は胸に付けた金属符形の許可証──これを付けている限り岩傀儡に襲おそわれない──を確かめると、第三魔ジエ力ネレ源ータ収容区画に足を踏ふみ入れた。

「……停とまってるな」

　既に岩傀儡は全て動きを止めていた。先に遠見の魔法機関で確認した通り、二箇か所しよで十五体と十七体ずつ、かたまっている。二体の魔物を処分してそこで動きを止めた、と考えれば辻つじ褄つまは合うだろう。

「魔物はばらばらだな」

「勿もつ体たいねえ」

　作業員達は歩きながら鼻を鳴らした。

　確かに血の臭においが──この区画の広さでも薄うすまりきらない程の、生々しい、濃のう密みつな血の臭いが漂ただよっている。床ゆかに眼を向ければ、赤黒い液体と肉片へんがあちこちに、大小幾いくつもの花が開く様な模様を描えがいていた。

「まあ猟りよう魔ま組合の連中が交こう換かんに来たって事は、もうそろそろ、潰つぶす時期だったんだろうけどな。ぎりぎりまで魔ま力りよく絞しぼると『傷いたむ』のが早いって話だしな」

　作業員達はそんな言葉を交かわしながら、床に散らばる魔物の死し骸がいを──魔物の残ざん骸がい、その断片を避よけて歩いて行く。

「なあ、この中に猟魔組合の連中もばらばらになって交じってるって事は──」

「さすがにないだろ。ばらばらになってても、人と獣けものの区別くらいはつくさ」

「そうか？　この有様で？」

　彼等は連れ立って魔力源収容区画の中を歩いて行くが──人間のものらしい死体は見当たらない。彼等の話し声は第三区画全体に響ひびいているだろうから、もし猟魔組合の人間が生き残っていれば、何らかの反応が在ってもおかしくはないのだが。

「死体が在るとすれば……機車の中か、下か？」

　殴なぐり殺されてすっ飛んで、扉とびらの開いていた機車の中や、車体の下に偶ぐう然ぜん入り込んだ──という事も考えられるだろう。

　作業員達はもう完全に猟魔組合の人間が死んだ前提で話をしていた。

「ああ、多分な…………ん？」

　ふと作業員の片方が首を傾かしげて立ち止まる。

「どうした？」

「いや、この魔物──」

　彼が見ているのは、檻おりの中に入っている魔物の一頭だった。

　水牛の様な形態の獣型の魔物なのだが──

「死んでるのか？」

「どれだ？」

　もう一人の作業員も歩み寄って檻を覗のぞき込む。

　確かにその魔物は、横よこ倒だおしになっており、息絶えている様に見えた。

「導管パイプが繫がってないな。鑑かん札さつも無い」

「とすると、これは猟魔組合の連中が交換用に連れてきた魔物か？」

「魔物の交換は終わってたって事か。あれ？」

　それはおかしい──と作業員達は気付いたのだろう。

　交換する魔物は、新しい魔物も、旧ふるい魔物も、共に薬で眠ねむらせておくか、さもなくば魔法でその身体能力を強く制限しておくのが常だ。でなければ危なくてとても作業など出来ない。

　新しい魔物が既に檻の中に入っているという事は、先にそこに入っていた魔物を安全に外に出した、という事である。手て違ちがいで薬や魔法を使わなかったのならともかく、そうでないならば──迂う闊かつに、魔物が意識のある状態で檻を開けてしまったのならば、新しい魔物を檻に入れるまでもなく、旧い方の魔物に襲われた事だろう。

　それとも……回収した旧い方の魔物を、機車に積み込む直前に何か、問題が生じたのか。

「何にしてもこれは……どうすりゃいいんだ？」

　と魔物が動かないのを確認し、作業員は檻を開く。

　檻の錠じよう前まえは──

「なんだ？　壊こわれてる？」

　何か強い力が加わったかの様で、大きく歪ゆがんで亀き裂れつが入り、鍵かぎとしての用をなさなくなっていた。明らかに檻の外側から何らかの方法で壊されていた。

　だが一体──誰だれが？

　猟魔組合の人間がそんな真似まねをするとも思えないのだが。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

「魔物は間ま違ちがいなく死んでるよ」

　そう言われて、もう一人の作業員も中に入る。

　何か不可解な部分はあるが──何はともあれ、魔物の死骸を外に出して、猟魔組合に新しい魔物を持ってくる様に注文を掛けねばなるまい。重い死骸を運び出す手間を考えて作業員達は溜ため息いきをついた。

　だが次の瞬しゆん間かん──

「──え」

　彼等は自分の首筋に突つきつけられている凶きよう器きに、気付いた。

　剣けんの切っ先と──そして鋭するどく長い針の様な何か。

「その胸の金属符を貰おうか」

　魔物の死骸がもぞりと動いてそう言った。

　いや違ちがう。魔物の死骸をひっくり返し、その下から姿を現したのは──長ちよう剣けんを手にした黒こく衣えの青年と、そして人差し指の一本だけ、爪つめを、これまた剣の様に長く伸ばした若い娘むすめだった。

　いや。娘は獣の様な耳と尻しつ尾ぽが備わっており、何より、額に小さいながら一対ついの角ホーンが備わっている。擬ぎ人じん型魔族──即すなわち魔人だ。

「なるほどな、頭いいな、お前」

　と魔人の女は黒衣の青年の方を見て言う。

「あの石の人ニン形ギヨウが沢たく山さん出てきた時は、どうする積もりかと思ったけどな」

「お前等が頭を使っていないだけだ」

　黒衣の青年はつまらなそうな口調で言う。

「三十体の岩ストーン傀儡ゴーレムと本気でやり合う積もりだったのか？」

　彼はそれから改めて驚おどろきにかたまっている作業員達を──熱の無い瞳ひとみで睨にらんだ。

「何度も言わせるな。金属符を寄よ越こせ。両方だ」

「だ、駄だ目めだ、これを外すと──」

　岩傀儡に攻こう撃げきされる。

　黒衣の青年と魔人の女が攻撃されていないのは、檻の中に居たからだ。だが一歩外に出れば再び岩傀儡は動きだし、相手が完全に動きを止めるまで問答無用の攻撃を続ける事だろう。

　許可証を渡わたしてしまえば、作業員達が今度は檻から出られなくなる。

「なら今此処ここで首と胴どうを切り分けられるか？」

　殊こと更さらに脅おどす様な口調ではない。だがだからこそ、この黒衣の青年には必要とあれば一瞬の躊ちゆう躇ちよも無く、卵の殻からを割るかの様に、あっさりと首を斬きりそうな──そんな得体の知れない凄すごみが在った。

「岩傀儡の拳こぶしで挽ひき肉にくにされるより、斬ざん首しゆの方が好みだというのなら、応じるのはやぶさかではないがな」

「まどろっこしい。殺して奪うばった方が早いだろ」

　と魔人の女は若じやつ干かんながら苛いら立だった様な口調でそう言う。

　その刃は物もの同然の爪が己おのれの喉のどに食い込むのを感じて、作業員の片方は直立不動のまま、短い悲鳴を漏もらした。

「…………」

　作業員達の胸から、黒衣の青年は強ごう引いんに金属符をむしり取り、一枚を魔人の女に投げ渡した。魔人の女はこれを左手で受け止めると、下着の様な衣装の胸むな元もとに押し込む。

　それから二人は、檻の外に出ると、鋼こう柵さくの扉を閉めた。

「命が惜おしければそこで大人しくしている事だな」

　黒衣の青年は中央区画に通じる扉に向かって歩き出しながらそう言った。

「何ならその魔ヴイ物シヤスの死骸の中に入ってろ。臭くさいが、そこそこ暖かい」

「お、お前等──何なんだ？」

「…………」

　黒衣の青年がふと立ち止まって作業員達を振ふり返る。

　檻の鉄格ごう子し越ごしに、黒い双そう眸ぼうが作業員達を静かに睨ねめ付けた。

「……女を、迎むかえに来た」

「女……？　え？」

「ひょっとして、ラドフォード議員の事か？」

　この魔ま力りよく供給所で働く作業員の中に女は居ない。

　メリンダ・ラドフォードは、何人か取り巻きを連れて地下第三層に居る。メリンダ本人は勿もち論ろん女性だが──取り巻きも皆みんな、外がい套とうを着て頭布を被かぶっていた為ため、その容姿は勿論、性別すら分からなかった。中に女が交じっていた可能性は在るだろう。

「……議員は、何処どこに居る？」

「地下第三層──お前等、まさか、議員を暗殺に？」

　相手の放つ、殺気めいた何かに気け圧おされ、聞かれるままに答えてから──作業員は顔色を変えて問うた。

　だが……

「それは七年前に失敗してる」

　黒衣の青年はつまらなそうな口調でそう言うと、もう足を止める事も振り返る事も無く、奥へと通じる扉の向こうに歩み去って行く。魔物の女もまた、その後を追い──動かぬ岩傀儡の間を歩いて行って、すぐに見えなくなった。

「なんなんだ……あれ……？」

「俺が知るかよ」

　魔物の死体と共に檻の中に閉じ込められた作業員達は、溜息をついて床に座り込んだ。
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　長い長い──まるで迷めい路ろの様に幾いく重えにも曲がりくねった通路だった。

　いや。実際にこれは迷路を兼かねているのだろう。

　利便性よりも万が一の事態を想定した造りになっているのだ。何らかの理由で魔物が大量に檻から解き放たれてしまった場合、魔物の群れが外に向かわず、内に──制せい御ぎよ房ぼうやその付属の仮か眠みん室等に向かった場合でも時間稼かせぎが出来るようになっている。敵の侵しん入にゆうを前提とした城じよう塞さいでもよく見られる構造だ。

「かったりぃな。なんだこれ？　何を思ってこんな──」

「黙だまって動け」

　ぶつぶつと文句を言うヴィオラにジンゴが短く命じる。

　メイベルを救出するまではジンゴに従う、という約束を一応は覚えている様で、文句こそ言いつつもヴィオラは素す直なおにジンゴの後をついてくる。

　勿論……ジンゴ達は第二層の内部図面は猟りよう魔ま組合から入手済みである。迷う様な事は無い。ただ単純に歩く距きよ離りが長く面めん倒どうというだけだ。

　更さらに──

「…………」

　曲がり角にさしかかる度たびに、ジンゴは曲がり角の向こうを、懐ふところから取り出した小さな鏡に映して確かく認にんしてから、進んでいく。魔ま力りよくを一いつ切さい使わないこの方法は、敵に察知される可能性が低いのだ。

　しかし……これがまたヴィオラには鬱うつ陶とうしく見えるらしい。

「だからかったりぃんだよ。いちいち曲がり角でそんな真似してたら、日が暮れるぜ」

「…………」

　ジンゴは鏡を懐に仕し舞まいながらヴィオラを振り返る。

「先に行きたければ行っていいぞ。その方が陽動になる」

「……あ？」

「相手は魔力を潤じゆん沢たくに溜ため込んでる最新型の〈勇ブレ者イブ〉だ。魔力は出来るだけ温存しておくに越こした事は無い」

　久々に長い直線である。

　ジンゴは足早に──小走りにそこを進んでいく。なんだかんだ言いつつヴィオラもそのすぐ後ろをついてくる。一いつ緒しよに図面は見ていた筈はずだが、どうもこの擬ぎ人じん型魔族はそれを覚えてはいない様だ。暗殺者を自じ称しようする割には、この魔人は色々と大おお雑ざつ把ぱに過ぎる。

「聖油ってのに魔力溜め込んだ魔法具持ってきてるんだろ？」

　とヴィオラはジンゴの左ひだり腕うでに鞘ホルスターごと取り付けられた魔ガン短剣ダガー〈レイジング・ブル〉を見ながら言った。

「魔物から絞しぼり取った魔力を使う魔法具をよ？」

「聖油を使った魔法具は、どうしても魔法の発動が一いつ拍ぱく遅おくれる」

　ジンゴはヴィオラの揶や揄ゆする様な物言いも気にせず淡たん々たんと言った。

「〈ミスリル・チップス〉の三人とやり合うなら、自前の魔力は出来るだけ温存したい。やり合わないのが最善だが」

「あ？　戦やらずに逃にげる積もりか？」

　今いま更さらの様にそんな事をヴィオラは聞いてくる。

「俺の目的はあの三人を斃たおす事ではないからな。面倒くさい相手とやり合わずに済むならそれに越した事は無い」

「けっ……これが俺達の王ロードを殺した男かよ。情けねぇな」

「お前はその情けない男に、叩たたきのめされた訳だがな」

「…………」

　黙り込むヴィオラ。

　背後に居るので表情は分からないが、この色々と分かり易やすい擬人型魔族は、きっと顔をしかめている事だろう。不ふ機き嫌げんそうに尻尾を振っている音も聞こえる。

「お喋しやべりは無む駄だだ。黙ってついてこい」

「……へえへえ」

　ヴィオラは面倒くさそうにそう応じ──

「…………!?」

　次の瞬しゆん間かん、ヴィオラの唇くちびるから声にならない短い呻うめきが漏れた。

「──？」

　振り返るジンゴ。

　そこで彼は──ヴィオラの左ひだり肩かたを貫つらぬく長剣の切っ先を見た。

　いや。違う。実体ではない。それは魔力で形成された剣身ブレードだ。

　剣身──だけだった。

　それが唐とう突とつに、何の脈みやく絡らくも無く、空中から生えている。

「お……まえ……」

　ヴィオラが肩かた越ごしに振り返る。

　次の瞬間、まるで何かの覆おおいを取り去るかの様に──あるいは水面下から浮うかび上がるかの様に、虚こ空くうから、長剣型の魔ま力りよく刃じんを刺ツ突キの形に構えたエノーラが姿を現した。

「さすがは、魔人」

　とエノーラが無表情に評した。

「顎あごから脳を串くし刺ざしにしてやる積もりだったが。咄とつ嗟さに身を捻ひねったか」

「いつの……間に……！」

　ヴィオラが右手を挙げてその爪つめを瞬しゆん時じに変形させる。刃物に等しい五枚の爪で、エノーラを横から薙なごうというのだろう。

　だが次の瞬間。

「──〈隠クロー蔽キング〉」

　口笛の如ごとき音と共に、呟つぶやくような声がそう唱える。

　圧縮スクリー詠唱ミングだ。次の瞬間、エノーラの姿はかき消え、ヴィオラの爪は空を切っていた。

「……！」

　姿を消すと同時に剣けんを引き抜ぬいたのか、ヴィオラの肩の傷から血が噴ふき出て──しかしすぐに止まった。恒こう常じよう魔ま法ほうによる身体からだの修復と強化は魔人に限らず魔物の得意技わざである。

　だからこそエノーラも弱点たる頭を狙ねらったのだ。

　だが──

「透とう明めいになる魔法か!?　けど──」

「俺達の時には無かった魔法だな。音まで消すか」

　ジンゴは眼めを細めてヴィオラの周囲を見ながら言った。

「単なる迷めい彩さいではないな」

　実際にヴィオラが刺さされるまで、足音は無論だが、床ゆかに落ちる影かげも無く、気配すら感じられなかった。単に周囲の風景に溶とけ込む程度ではジンゴやヴィオラの感覚を揃そろって欺あざむく事は出来ないだろう。

「隠蔽用の空間を作ってそこに逃げ込んでいるのか」

　そもそも肉体を直接、水や空気の様に無色透明にするのは色々と無理がある。それでは恐おそらく光が本人を素す通どおりしてしまい、透明にはなれても本人が網もう膜まくに像を結ぶことが出来ず、視力を失う事になる。姿を直接透明にしているのではなく、光をねじ曲げ、音を消す、そんな『場』の中に入っているのだろう。

　逆に言えばその『場』から少しでも出れば、音も姿も露あらわになる。

　ヴィオラが今、咄嗟に身を捻る事が出来たのは、『場』から突つき出されたエノーラの剣が空を裂さく音を耳にしたからだ。

「俺達の時にあったなら、魔ま王おうを討うつのがもうちょっと楽だったかもな」

「さすがに、我等が、先達。良く、見み抜ぬいている」

　とエノーラの声が何処からか漂ただよってくる。

　必要とあれば声だけは届ける事が出来るらしい。あるいはこれもその〈隠蔽〉の機能の内の一つだろうか。敢あえて声だけを相手に聴きかせる事で攪かく乱らんも可能だろう。

「見抜いたところで、対処方法は無いが」

　その一言と共に──通路に静せい寂じやくが満ちる。

　勿もち論ろん、珍めずらしく長い直線通路なので、隠かくれる場所など無い。

「……くっそ。何処に居る!?」

　とヴィオラは辺りを見回すが、勿論、エノーラの姿は見えない。

　だが立ち去った訳ではないだろう。間ま違ちがいなく近くに居る。姿を消して攻こう撃げきの瞬間を窺うかがっているのだ。

（野外なら、土や砂をばらまくなり何なり出来るんだが……）

　ジンゴは全身の感覚を総動員して気配を──その根元を特定しようと試みる。正確な位置までは分からずとも、大まかな位置さえ把は握あく出来れば、攻撃の瞬間を見み極きわめる事も可能だろう。

　だが──

「ジンゴ・ミネベ」

　通路の奥──ジンゴ達が目指していた先、曲がり角から新たな声が飛んでくる。

　姿を現したのは、ジャネットだった。

　ジンゴとヴィオラは一本道の通路で挟きよう撃げきされた事になる。

「お前は私が相手だよ」

「……魔法で隠れなくていいのか？」

　ジンゴは眼を細めてそう尋たずねる。

「挑ちよう発はつでもしている積もりか？　なら無駄だよ」

　そう言った瞬間、ジャネットの姿が──消えた。

　だがこちらは〈隠蔽〉の魔法ではない様だ。

　が、ががががが！　と床が、壁かべが、天てん井じようが、音を立てる。以前ヴィオラがやっていたのと同様、残像すら残さぬ程ほどの速さで通路の各所を蹴けり、移動しているのだ。恐らくは既すでにもう一人の少女──ルシアによって支し援えんの魔法、恐らくは〈加アク速セル〉と〈強エン化ハンス〉辺りを掛かけられていたのだろう。〈魔法師〉や〈魔導ウイザ師ード〉は近接戦せん闘とう能力では劣おとるが、その分、多た彩さいな魔法を多重同時マルチ祈禱プレイする事が出来る。

「…………」

　ジンゴは咄嗟に左手を振ふる。

　鞘ホルスターごと掲かかげた魔ガン短剣ダガー〈レイジング・ブル〉が激しい打音を立てたのは次の瞬間だった。

　左腕の向こうにジャネットの姿が結像する。

　未まだ〈加速〉していないので、殆ほとんど勘かんであったが……防ぼう御ぎよの為ために挙げた左腕が、ジャネットの放つ右の拳けん打だを受け止めたのだ。先に戦った時にジャネットの剣筋ならぬ拳筋はある程度見ている。彼女が狙いそうな場所はおおよそ見当がついていた。

「──見事」

　呟くジャネット。

　だが彼女には未だ左の拳こぶしが在る。

「──〈加速〉」

　ジンゴも圧縮詠唱をして加速状態に入ったその瞬間、ジャネットの左の拳が、猛もう烈れつな速度でジンゴの胴どう体たいを──体幹を狙って繰くり出されていた。

「──っ！」

　避よけられる間合いではない。ジンゴは肘ひじを動かし、左腕とそこに装着した〈レイジング・ブル〉でこれを受け流す。甲かん高だかい音。恐らく〈レイジング・ブル〉は剣身が折れ曲がったのだろう。もう魔短剣としては使い物になるまい。だがお陰かげでジンゴは腕を折られる事を、いや、ちぎり飛ばされる事を回かい避ひできた。

　ジャネットの打だ撃げきは、〈加速〉と〈強化〉の魔法の重ね掛けで、人間にはあり得ない域に達している。岩を砕くだき、鋼はがねを貫く、それはもう攻こう城じよう兵器の域である。

　少女の姿をしてはいるが、ジャネットは〈勇ブレ者イブ〉という名の兵器なのだ。

「…………」

　ジンゴは右手を腰こしの〈サクラ〉の柄つかに掛ける。

　対して──

「それでこそだっ！　先輩！」

　ジャネットはむしろ嬉うれしそうに笑った。

「けど──」

　次の瞬間、視覚の外側──死角から、ジャネットの右の爪つま先さきが弧こを描えがいてジンゴを襲おそう。

　近すぎる。〈サクラ〉を抜いている暇ひまは無いし、居い合あい抜ぬきが可能な間合いでも体勢でもない。ジンゴは──

「くっ──」

　一歩前に踏ふみ出してジャネットの蹴りを全身で受けた。回し蹴りは爪先に近い部分ほどに威い力りよくが増す。逆に股こ関かん節せつに近い位置ほど、威力は減じる。殆ど密着する様な状態ならば、打撃というよりもジャネットの太ももがジンゴを押すだけになる。

　勿論、魔ガン長剣ソードが武器のジンゴもまた、剣を振り回すにはあまりに接近しすぎた間合いで、決め手を欠くのだが──

「ッらああああああああああああああああッ!!」

　ジャネットから拳の連撃が放たれる。

　折れ曲がったままの〈レイジング・ブル〉でそれらを受け止め、更さらにはようやく引き抜いた〈サクラ〉で、それらを受け流してゆくジンゴ。元々分厚い剣身と頑がん丈じような作りの鞘を持つ〈レイジング・ブル〉は、魔法機関が壊こわれても『盾たて』としての機能を辛かろうじて果たしてくれていた。

「やるなっ……」

　ジャネットは嬉しそうにそう言いながら、素す早ばやい、跳はねる様な足運びでジンゴから見て左側に──利きき手の反対側に回り込む。その間も途と切ぎれる事無く放たれる拳打。ジンゴの左に回り込むのは、彼が剣を右手で握にぎっている分、左側の攻撃には若じやつ干かんだが対処が遅おくれ、間合いも縮まるからだ。

（単に新型ってことで性能に頼たよっているだけではない、か）

　少なくともジャネットは、拳モ闘ン士クとしても相当な修練を積んでいる。

　拳闘士の多くは筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる重ヘヴイ戦ソル士ジヤーの類たぐいと違ちがって、見た目は華きや奢しやにさえ見えるが、その実、細いのは動きの速さを優先して体重を落とした結果だ。一いつ瞬しゆんでも眼を離はなせば、彼等は死角に回り込み、回避も防御も不能の一いち撃げきを至近距きよ離りから放ってくる。

　ジンゴはかつてアーネストと何度か模も擬ぎ戦をした事があるが……その時の経験が無ければとっくに致ち命めい的てきな一撃を何処どこかに食くらっていたかもしれない。

（まずいな……）

　走り込みの勢いや全身の筋力を一点に絞しぼり込んで放つ様な──最初の、そしてその次の攻撃と異なり、今、ジャネットが放っている一撃一撃はむしろ軽い。

　だがその代わりに速さが──いや攻撃と攻撃をつなぐ早さが異常だ。

　打撃は本来『点』の攻撃である筈はずなのだが、左右の腕で一瞬にして数発を撃うち込んでくるジャネットの攻撃は、既に『面』の様相を呈ていしている。まるで無数の拳が視界一いつ杯ぱいに発生しているかの様にすら見える。〈加速〉状態のジンゴですらも、その全すべてを視し認にんして受け止め、受け流す事は困難だった。普ふ通つうの人間なら一瞬で幾いくつもの方向から打撃を受け、全身の骨を砕かれて地に這はっていただろう。

「くっ……」

　ジンゴは〈サクラ〉と〈レイジング・ブル〉で可能な限りジャネットの拳を防いでいく。

　空中に咲さき乱れる無数の火花。

〈サクラ〉の剣身や〈レイジング・ブル〉の鞘と、ジャネットの打撃用ガント手甲レツトが擦こすれ合い、生じているのだ。

　ジンゴは〈サクラ〉の魔法マギエ機関ンジンを起動する余よ裕ゆうも無い。余裕が在ったとしても、限られた魔ま力りよくを浪ろう費ひする訳にはいかなかったが。

　そして──

「ぐっ……！」

　辛うじて維い持じされていた攻こう防ぼうの均きん衡こうが、崩くずれる。

　何発かがジンゴの身体からだに命中した。

　姿勢が崩れ、膝ひざが折れた所に──

「──はっ！」

　止とどめ、とばかりに突き込まれる下段からの、すくい上げる様な一撃。

　ジンゴは腹部にこれを喰らい、軽々と、まるで人形の様に吹ふっ飛んでいた。

　だが……

「しくじった!?」

　愕がく然ぜんと呟つぶやくジャネット。

　まんまと間合いを空けさせられてしまった、と気付いたからだろう。

　打撃の瞬しゆん間かん、ジンゴはジャネットの打撃に逆らわず、これを受け止めつつ、後方へと跳とぶ様に床を蹴ったのである。

　見た目は派手にジンゴがやられた様にも思えるが、ジンゴは今の一撃では殆ど損害を被こうむっていない。むしろ先の連打の時の方が、地味ながらも体力を削けずられた位だ。

　あるいは、ジャネットはジンゴが敢あえて、姿勢を崩し、大おお技わざの一打を誘さそったのだとも気付いているかもしれない。止めを意識した強い一撃は、他ほかの牽けん制せいの連撃よりも僅わずかながら腕の振りが大きく、刹せつ那なながらも間が空いた。ジンゴはその一瞬とも言えない様な刹那の間で対応したのだ。

　ジャネットは自分の打撃で、間合いを広げてしまった事になる。

　しかも──

「──!?」

　ジンゴは吹っ飛ばされた先で起き上がらず、そのまま転がって──更に距離をとった。

「……ま、待てっ!?」

　ジャネットが慌あわてた様に叫さけぶが、構わずジンゴは奥へ奥へと転がっていく。

　下手に身を起こせば隙すきが出来る。傍はたから見れば非常に無様だが、ジンゴは見み栄えや体てい裁さい、そして目先の勝ち負けよりも重視せねばならないものがあった。

「ジャネット!?」

「そっちは任せる！」

　ヴィオラとやり合っているエノーラにそう告げて、ジャネットはジンゴを追ってきた。

　起き上がる瞬間に隙が出来るのは変わりない。その瞬間を狙ねらって改めて一撃を──今度は逃にげられぬように、上から叩たたき落とす様な一撃を加える積もりだろう。

　だが──

「──ッ！」

　ジンゴが左手を振る。

　左ひだり腕うでの〈レイジング・ブル〉が、鞘ホルスターごとジンゴの腕から外れてジャネットの方へと飛んでいく。転がりながらジンゴが固定の金具を外したのである。

「くだらない！」

　ジャネットは叫びながら右手の打撃用手甲でこれを迎げい撃げき。

　完全に鞘が分解し、剝むき出しになった〈レイジング・ブル〉は回転しながら跳ね上がり、通路の天井に突つき刺ささった。

　ばらばらと内蔵されていた霊カー油トリ莢ツジがこぼれ落ちる。

　これを蹴り飛ばしながら、ジャネットは叫んだ。

「逃げるのか！　ジンゴ・ミネベ！」

　その声には苛いら立だちが如によ実じつに滲にじんでいる。

「それが〈勇者〉の──〈英えい雄ゆう〉のする事か!?」

「…………」

　だが構わずジンゴは〈レイジング・ブル〉を投げて作った隙に、立ち上がり、角を曲がって走り出す。

　元より〈勇者〉などと呼ばれているものの、不意打ち目的で造られた対魔ま王おう暗殺兵に、卑ひ怯きようもへったくれもあったものではない。卑怯上等、卑ひ劣れつ常道、〈英雄〉と呼ばれたのも単に現場を知らぬ他人が結果だけを見て祭り上げただけの事である。

　ヴィオラに関しても、たまたま一いつ緒しよに行動していただけで、仲間でも何でもない。メイベルを救助した瞬間に敵に回る事が分かっている相手だ。此処ここで脱だつ落らくしても何ら痛くはないし、エノーラを引き付けておいてくれるのなら、利用し甲が斐いがあったというものだ。

（……問題はあのルシアとかいう娘むすめの方か）

　戊種ビ〈勇ナ者〉ーの〈魔法師〉かもしくは癸種〈マル勇者〉クトの〈魔導ウイザ師ード〉か。

　どちらも中ちゆう距きよ離りから遠えん距きよ離りの支し援えん型だが、彼女がどちらかによって、戦い方が若干、変わる。ジャネットやエノーラと組んでいる事、そしてこの施し設せつ内で戦っている事から恐おそらくは〈魔法師〉寄りとは思われるが──〈魔導師〉は広域殲せん滅めつに最も威力を発揮する──新型の〈勇ブレ者イブ〉である彼女等が、ジンゴの知っている分類通りとは限らない。

　実際、ジャネットの戦せん闘とう力は、アーネストのそれを上回るし、同じ〈軽騎士〉型でありながらジンゴとエノーラでは戦い方が異なる。

（だから、いちいちまともに相手などする必要は無い）

　ジンゴは、ふと──魔王を討うった時の事を思い出す。

（あの時の俺達がすべきだった事……俺が今すべき事……）

　目的を見失ってはならない。

　魔ヴイ物シヤスの角ホーンを植え付けられている娘を見捨てても、ジンゴ達は魔王を討つ事を選んだ。今でもあの時の事は何度も夢に見る程ほどに引きずってはいるが、それでも、ジンゴはあの時、あの選せん択たくをしたトバイアスや自分が間ま違ちがっていたとは思わない。

　見るべきは眼めの前ではなく、もっと先だ。

　メイベル・バセット。

　正義の為ためなどではなく。理想の為でもなく。

　見ず知らずの大勢の為などでも、人類という大きすぎる括くくりの何かの為でも勿もち論ろん、なく。

　ただただ、自分の為に、ただ、己おのれの腕うでの届く限りに──

（彼女を取り戻もどす）

　かつて英雄と呼ばれた男は、ただその一言を胸の内で唱えて、走った。










　　　●




　そこは『奈な落らく』と呼ばれている様だった。

　勿論、正式な名めい称しようは別にある筈だ。だが現時点では存在そのものが公おおやけになっていない秘密の施設であるから、多分に叙じよ情じよう的な隠いん語ごの方が頻ひん繁ぱんに使われて通りが良くなっているだけなのだろう。

「これは……」

　端たん的てきに言えば、それは巨きよ大だいな縦穴だ。

　一体、どれ程の深さがあるのか、縁ふちから覗のぞいた限りでは全く分からない。

　穴そのものは大きめの家屋一いつ軒けんが丸ごと入る程の直径で、その周囲をぐるりと落下防止の鉄てつ柵さくが取り巻き、更に直交する二本の『橋』が穴の上に渡わたされている。

『橋』の交差する部分には──これも階段等と同様に踊おどり場とでも言うのだろうか──広めの床ゆかが設けられている。此処には何やら魔法機関らしきものが幾つか運び込まれており、低い唸うなりを上げて稼か働どう中だ。

　そして更にそれらの中心──つまりは巨大な縦穴の中心に位置する部分には、丁度、人一人がくぐり抜ぬけられそうな、穴が開いていた。こちらには落下防止の鉄柵が無い。何かを落とす為の──その為だけの穴の様だった。

「此処が貴女あなたの終ついの棲すみ家かとなるところ」

　と歌う様な口調でそう言うのはメリンダである。

「……！」

　思わず身を強こわ張ばらせるメイベル。首輪の鎖くさりがじゃらりと音を立てた。

　医術師や技術師によって取り押さえられ、鋼鉄の首輪を取り付けられたメイベルは、引きずられる様にして此処まで連れてこられた。首輪は〈ゲルゲルダダのーズ・宿イン〉で使われていた様な魔法機関仕込みのものではなく、純然たる鋼鉄の塊かたまり、開閉の際に使用する鍵かぎ穴あなと蝶ちよう番つがいが付いている以外は、ただの金属環かんだ。

「……じゃあ……此処が……？」

　おそるおそる尋たずねるメイベルに、メリンダは頷うなずいた。

「そう。魔力集積炉ろ。私達の間では端的に『魔ま王おう炉ろ』、もしくは奈落、で通っているけれど。賢けん者じやや識者達の名付け方はどうにも迂う遠えんでいけないわね」

　メリンダは小さく肩かたを竦すくめた。

「貴女にはこの中に入って貰もらう。貴女はこの中で、ひたすら魔力を魔物達から吸い上げ、私達の生活に供給するモノに──『部品』になるのよ」

「…………」

　メイベルは言葉が出てこない。

　やはりこの女は、他人をモノ扱あつかいする事に、まるで躊ちゆう躇ちよも逡しゆん巡じゆんも、そして罪悪感すら感じていないらしい。同じ人間とは思えない──いやメイベルが知るレイチェルやヴィオラといった魔物と比べてさえ、このメリンダ・ラドフォード、という女性は理解不能の異質な存在に見えた。

　かつて──マーゴット・ランドルフという名前だった頃ころは、ジンゴの仲間の〈勇者〉だったというが、その時に何が在ったのか。その時からこんな人間性だったのか。それとも過か酷こくな魔王暗殺という任務の中で、何かが壊こわれてしまったのか。

　あるいは──

「貴女はもう魔王として目覚め掛かかっている。検査でも無意識の内に魔力を集め始めているのが確かく認にん出来たわ。未まだ微び々びたるものだから、魔物の側にも、貴女にも自覚は無いでしょうけれど……」

　メイベルの額、角の生えかかっている辺りを指さしてメリンダは言った。

「だからこそ、早々に、今のうちに、貴女をこの『魔王炉』に繫つなぐ。繫がなければいけない。貴女が完全に魔王化するまでどれだけの時間があるのかまでは分からないけれど、その前に貴女の魔法を各種手段で封ふうじた上、再生出来ないのを確認してから──手足を落とし、眼と耳と鼻を潰つぶして、舌を抜く」

　まるでちょっとした料理の手順を確認しているかの様な、気負いの無い口調である。あるいはこの女にとって人間の手足を切り落とす事も、目玉を抉えぐり、耳や鼻を切り落とす事も、舌を抜く事も……全すべて単なる作業という意味で同じ、料理と大差無いのかもしれない。

「どうも、猟りよう魔ま組合の連中が魔王炉計画を邪じや魔ましようとしているみたいだし、急いだ方が良いのよね」

「……貴女は……どうして……こんな」

　メイベルは喘あえぐ様な声でそう問うた。

　恐ろしい。ただ問うだけでこんなにも恐きよう怖ふを感じるとは思ってもみなかった。

「どうして？　どうしてとは？」

「私だけじゃなく、何人もの人を……殺してまで……！」

　院長を含ふくめ、孤こ児じ院いんの皆みんなは恐らく、あの火災で死んでしまっただろう。

　いや。そもそもこの魔王炉計画さえ無ければ、機動モビル航天艇フライヤの墜つい落らくに巻き込まれた公パブ安リツ騎クナ士イツも死ぬ事は無かったであろうし、メイベルの知らない所でもあるいは、何人も死んでいるかもしれない。

　そこまでしてメリンダは何故なぜ、『魔王炉』計画を推進しようとするのか。

　『魔王炉』計画を推進して更さらなる権力を握にぎる為か。

　それとも──

「勿論、正義の為よ？」

　とメリンダは不思議そうに眼を瞬まばたかせてそう言った。

「え……？」

「正義、で分からなければ最大多数の最大幸福、と言い換かえましょうか？」

　メリンダは少し首を傾かしげてそう続けた。

「幸福って……でも」

「誰だれも彼もが幸せになる世界なんて無いでしょう？」

　メリンダはメイベルの眼を覗き込みながらそんな事を言ってきた。

「常に誰かの幸せの陰かげには誰かの犠ぎ牲せいがついて回る。世界はそもそもそういう風に出来ている。生き物は生きる為に他ほかの生き物を喰くうし、富を得て豊かになる者が一人居れば、その富の集中によって貧困に陥おちいる者が出てくる。時間も、資源も、金銭も、労力も、全て限られていて、世界全体を幸せにするには全く足りない」

「何を言って──」

「だから、誰かが考えて、配分せねばならない。誰を幸せにして、誰をその代だい償しようとして不幸せにするか。誰かの幸せの為に、誰かを生け贄にえにする──その誰かと誰かを選ばなければいけない。そしてその枠わくの中で、最も多くの人々を、最も幸せに出来る、出来るだけ少ない生け贄というものを考えねばならない」

「…………」

　メイベルはメリンダの顔と声に圧力の様なものを感じて黙だまり込んだ。

　別にメリンダはメイベルを威い圧あつしているのではない。ただ心底からそう信じて疑っていないのだ──様々な矛む盾じゆんに眼を瞑つむって邪じや教きようにのめり込む信徒と同様に。その愚おろかしい程の純じゆん粋すいさは本人にその気が無くとも他を威圧する。

「かつての〈勇者〉だってそうだった訳でね」

　とメリンダは肩を竦めて言った。

「人類を救う為とか何とか、大義名分はあったし、〈勇者〉なんて大層な呼び方をしていたけれど、それって結局は、その他大勢を救う為の、生け贄だった訳。その他大勢が生きて幸せになる可能性をつかみ取るため、魔法改造を受けて、魔物だか人間だか分からない様なものにされて、そして──」

　わずかにメリンダは眼を細めて言った。

「『死んでこい』と言われて」

「…………それは、でも」

「私は壬種〈ネツ勇者〉アク──〈決戦師マーター〉だった」

「決戦……師……？」

「自じ爆ばく特化型よ」

　さして気負った様子も無くメリンダはそう告白した。

「その本来の能力を発揮するのは一度きりの使い捨て。敵てき陣じんに特とつ攻こうして、体内に溜ため込んでいた魔ま力りよくを物理変へん換かんし、全てを滅ほろぼす。発揮できる威い力りよくは最強。要するに魔ま王おうに近づいて魔王と一いつ緒しよに死ぬ為の、その為だけの、〈勇ブレ者イブ〉」

「そ──そんな」

「でも仕方ないわよね。人類を救う為だもの」

　笑え顔がおでメリンダはそう言った。

「一人くらい、自爆しても仕方ない、必要な犠牲──私を改造した賢者達はそう言ったわ。まあその通りだと思う。私は受け容いれるしかなかったわ。選択の余地なんて無かった。だから、私は──その考え方を、自分も肯こう定ていしなければならなかった」

「どういう意味──」

「だから……」

　物わかりの悪い子供に諭さとす様に、むしろ優やさしい口調でメリンダは言った。

「より多くの人の大きな幸せの為ためには、誰かを犠牲にしていいの。犠牲にすべきなの。より多くの人の最大幸福を追求する為には。追求しないという事は、つまり、多くの人々を不幸にするのよ。苦しんだり、死にそうな多くの人達を、見捨てる、という事なの」

　誰かを見殺しにする事と。

　誰かを生け贄にする事と。

　結果としてそこにどれだけの差が在るだろうか？

　ならば──

「多くの人が幸せである事を肯定する。正義ってそういうものでしょ？」

「ち……違ちが……」

「違う？　じゃあどういう事？」

　心底不思議そうにメリンダは尋ねてくる。

「貴女の犠牲で沢たく山さんの人達が幸せになれるわ。『魔王炉』が実現すれば、魔物から無限に等しい魔力が引き出せる。しかも引き出す量を限界まで増やせば、魔物は戦うどころか、身動きすら満足に出来なくなるでしょう。魔法に自らの身体からだの機能を──代謝系まで依い存ぞんしている生き物だから。そうなれば二度と聖せい伐ばつ大戦も起きない」

「そんな途と方ほうも無い魔力を──」

　何に使うというのか。

　現状でも既すでにファーニヴァルは繁はん栄えいした都市として知られている。他の都市では未だに聖伐大戦の傷が癒いえぬまま、路上で大量の餓が死し者や凍とう死し者が出ているという話だが、ファーニヴァルにおいてそれは、既に過去の話だ。

　それともファーニヴァルのみならずこの地上の全ての都市を、ファーニヴァル同様の『楽園』にしようというのか。それが出来ると本当にメリンダは思っているのだろうか。

「そもそも……魔力があれば、便利な魔法具が沢山作れて、沢山動かせる。その事で助かる命も、その事で幸せになる人も、あるし、いる。それは間ま違ちがいない事実なの。貴女あなた一人が生け贄になれば、何十万、いえ、何百万という人達が幸せになれる。安全に暮らせて、幸せを、夢を追求する余よ裕ゆうを得られる。ね？　だから、貴女はその為の生け贄になるべきなの。そうでしょ？」

「…………」

　メイベルは『病院を見せられた』というジンゴの昔話を思い出した。

　このメリンダという女はあの頃から全くぶれず、彼女のいう『正義』の追求に邁まい進しんしてきたという事なのだろう。

　恐おそらく、そう考えないと、壊こわれてしまうから。

〈決戦師〉という使い捨ての自爆兵器にされてしまった自分を──自分という存在の意味を、肯定できなかったのだろう。

「わ、私が死んだ後は、どうするんですか」

　メイベルは必死に考えを巡めぐらせつつそう問うた。

　ジンゴが来るまで……一いつ瞬しゆんでも時間を稼かせがねばならない。

「魔王だって……不老不死って訳じゃないんですよね……？」

　如何いかに魔王とて、いつかは死ぬ。高度な魔ま法ほうを使えば、若返りや延命は可能かもしれないが、それとて永遠を意味するものではなかろう。そして魔王が死ねば、結果として魔ま王おう炉ろは破は綻たんし、そこから抽ちゆう出しゆつされる魔力に依存していた世界は、一気に崩ほう壊かいするのではないのか──

「勿もち論ろん、次の魔王を炉ろ芯しんに据すえるわよ」

　事も無げにメイベルはそう答えた。

「その為に人間と魔物の混血を作っておくの。魔物の全てを無力化し、家か畜ちく化したならば、混血児を作らせる事も難しくは無いでしょう？　それこそ、ナサニエル通りには魔物の娼しよう婦ふを売りにする娼しよう館かんもあった位だし。計画的に混血児を作って備えるわ」

「……！」

　メイベルの脳のう裏りにレイチェルの緩ゆるい笑顔が過ぎる。

　もし彼女が『最大多数の最大幸福の為、正義の為、人間と魔物の混血児を産んでくれ』と言われればどんな風に反応するだろうか。笑うか。呆あきれるか。まさか諸もろ手てを挙げて賛成はすまい。勿論、メリンダにしてみれば、魔物の側の同意など──あるいは人間の側の同意も必要無いと考えているのかもしれないが。

「分かってくれた？　なら、始めましょうか」

　微笑ほほえみながらメリンダはそう言った。

　彼女に背後から歩み寄った医術師の一人が長ちよう剣けんを手て渡わたした。

　剣身の形こそ違うが、ジンゴの〈サクラ〉と同様の〈勇者〉用魔ガン長剣ソードだ。メリンダは手て袋ぶくろの指先を嚙かんでこれを脱ぬぐと、ジンゴ同様、掌てのひらに埋うめ込まれた魔コ力ネ端ク子タと、魔長剣の柄つかに埋め込まれたそれを合わせる様にして握った。

「〈決戦師〉といっても自衛の為の、最低限の戦せん闘とう能力は在るの。ジンゴや〈ミスリル・チップス〉のものに比べると、搭とう載さい術式の数も少ないし、魔法の効果も劣おとるけれど──こうして〈勇者〉用の武器を使う事は出来るの」

　ゔん……と低い唸うなりを上げる魔長剣。

「や──やめ──」

　言ってメイベルは後ずさろうとするが、医術師の一人が首輪の鎖くさりを引いてこれを許さない。むしろメイベルは無む理り矢や理り、剣けんを構えるメリンダの前に引き出されていく。

「駄だ目め。さあ。頑がん張ばって、メイベル・バセット。最大多数の最大幸福の為の、ささやかな犠ぎ牲せい者しや──貴女あなたが沢山の人達を、救うのよ」

　そんな言葉と共に、メリンダは魔長剣をメイベルに向けて振ふり下ろした。

「──！」

　がつん、という衝しよう撃げき。

　そして──

「ひあっ……!?」

　悲鳴よりも苦鳴よりもまず、漏もれたのは間の抜ぬけた嗚お咽えつだった。

　ごろりと妙みように重い音を立てて、メイベルの足あし下もとに転がる何か。

　それは──

「……あ、あ、あ」

　後はもう声にならない。

　腕うでを斬きり落とされた右みぎ肩かたを左手で咄とつ嗟さに庇かばい、流れ出る血の多さに驚おどろき、よろめきながら二歩、後ずさろうとして、出来ず、無意味に素す足あしが床ゆかを滑すべって──しかしメイベルに出来たのはそこまでだった。

「あ……ああ……ああああ…………」

　急激に視界が暗さを増すのは貧血のせいか。痛みと立ちくらみでその場に座り込んだメイベルは、呆ぼう然ぜんと、血のついた剣を改めてもう一度振り上げるメリンダを見上げた。
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　メイベルが居るのは第三層だと聞いていた。

　だが内部の図面があるのは第二層まで──そこからは『下が在る』という以外には何も分かっていない。

　魔ジエ力ネレ源ータの魔物達を収容していた第三区画で、作業員達が交かわしていた会話から、彼等が魔王炉の計画について特に知らされていないのは想像がついた。魔王炉の計画は現場に居る者達にすら殆ほとんど知らされていないのだ。という事は──彼等が普ふ段だん、詰つめている中央制せい御ぎよ房ぼう以外の場所に、下へと下りる為の階段なり傾けい斜しや路なりが在る筈はずだ。

　改めて脳裏に記き憶おくした見取り図を思い起こす。

　だが──

「……何処どこだ」

　先の〈加アク速セル〉で出た血の汗あせを袖そでで拭ふき取りながらジンゴは呟つぶやく。

　今──ジンゴが調べているのは、恐らく聖油の循じゆん環かんと浄じよう化かの為の設備なのだろう。

　巨きよ大だいな導管パイプが壁かべを、天てん井じようを何本も走り回り、あちらこちらに大小の魔法マギエ機関ンジンが設置されているものの……下に向かうべき経路は特に見つからない。

　あるいは隠かくし通路になっているのかもしれないが、こうもあちらこちらに装置だの何だのが置かれていると、その隠し通路の扉とびらを見つけるのが難しい。

「……まずいな」

　ぐずぐずしていたらジャネットが追いついてくる可能性もあるし、何よりエノーラがヴィオラを斃たおして追ってくる可能性もある。

　ルシアは、恐らくジンゴとの近接戦闘は避さけるであろうし、施し設せつ内においては中ちゆう距きよ離り、もしくは遠えん距きよ離り攻こう撃げき魔ま法ほうで狙そ撃げきされる可能性も低いので、直接的な脅きよう威いにはなりにくいが──

「…………！」

　ふと傍かたわらを見るジンゴ。

　そこには鋼鉄の四角い霊油槽タンクが一台おかれている。

　血の様に紅あかいその表面は、僅わずかな光を反射してまるで鏡の様にジンゴの顔を映している。

　そこに彼は自分の顔と、そしてもう一つ見慣れた顔を見いだした。

　ルドミラ──魔物の女王。

「おい、メイベルは──」

「急げ、ジンゴ・ミネベ！」

　油面に映るルドミラの虚きよ像ぞうが叫さけぶ。

「このままではメイベル・バセットが壊れるぞ。肉体ではなく精神がな」

「どういう意味だ？」

「奴やつ等ら、メイベルを『魔王炉』なる機から関くりに繫つなぐ積もりじゃ。じゃがその為には腕も足も要いらぬ、眼めも耳も要らぬと──」

「……！」

　確かに擬ぎ人じん型魔物を魔力源として繫ぐ場合は、そうする場合も在ると聞いた事がある。

　獣けもの型がたに比べると、『手』が使え、知能も高めな擬人型魔物は、そうしておかないと脱だつ走そうする可能性が高く──また、そうやって魔法で維い持じする肉体の総量を減らしておけば、それだけ、魔力を効率良く絞しぼり取りやすいのだ、とか。

「何処だ、何処から下に下りる!?」

　霊油槽の縁ふちに手をついて叫ぶジンゴ。

「貴様の今居る場所から真っ直すぐ奥へ少し進んだ所に、床に蓋ふたをする形で下への階段が隠されておる──急げ！」

「床だな！」

　ジンゴは〈加速〉を再び自らに掛かけて、床を蹴ける。

　だが次の瞬しゆん間かん──

「──ジンゴ・ミネベッ！」

　ジンゴが一瞬前まで占しめていた空間を、猛もう烈れつな旋せん風ぷうが薙ないで過ぎる。

　それは壁かべ際ぎわの導管に激げき突とつし、深々と食い込んで──ジャネットの姿に結像した。この部屋に飛び込みざまに彼女が放った跳とび蹴りだ。どうやら蒸気の管だった様で、折れた導管からは白はく煙えんが噴ふき出すのが見えた。

「逃にげるな卑ひ怯きよう者ッ！」

　ジャネットは床に降り立ちながらそう叫ぶ。

「元々〈勇ブレ者イブ〉なんてのは卑怯な代しろ物ものなんだよ。開発目的も、その主要戦術もな」

　ジンゴは仕方なく〈サクラ〉を構えながらそう応じた。

「潤じゆん沢たくに魔ま力りよくを溜ため込んだ上、複数で一人に襲おそいかかる時点で、卑怯も堂々もない」

「黙だまれ！」

　ジンゴは単に自分達が複数で魔ま王おう一人に襲いかかった事を言っただけだが、ジャネットにしてみれば自分達の事を──メイベルを掠さらった際、三人でジンゴに襲いかかった事を揶や揄ゆされていると思ったのかもしれない。

「っああああああああッ！」

　吼ほえながら突つっ込んでくるジャネットの打撃用ガント手甲レツトを〈サクラ〉で迎むかえ撃うつ。ただし剣身で正面から受け止めるのではなく、打ち出される拳けん打だを横から叩たたいて打撃点を自分の身体からだの外に逸そらす──という方法をジンゴは採った。

　だが──

（そう長くは続けられないだろうがな）

　ジャネットは残像で拳の『壁』が出来る程ほどの勢いで攻せめ続ける。

　ジンゴはこれを逸らし続けるものの、何発かは身体の端はしに喰らってしまう。何とかして反はん撃げきに転じなければ、このまま打撃の威い力りよくが蓄ちく積せきしていって、いつかはジンゴも倒たおれる事になる。

　ジンゴを逸れたジャネットの打撃は、壁に深々と穴を穿うがち亀き裂れつを刻み、その威力の凄すさまじさを物語っていた。掠かすめたり、身体の端に喰らうだけでも、身体のそこが痺しびれ、痛みに筋肉が収縮してしまう。

　だがこれを強ごう引いんに無視してジンゴは〈サクラ〉で受け流し続ける。

　ある程度までジャネットの動きに慣れてしまえば、素す直なおな彼女の拳打は見切り易やすい。

「卑怯!?　貴様に言えた義理か！」

　ジャネットは──そう叫び、次の瞬間。

「俺だから言って──っ!?」

　視界の外を回り込む様にして横手から加えられる強きよう烈れつな一いち撃げき。

　右の回し蹴りだ。ジャネットの長靴ブーツの先は鋼鉄製だ。その強化された筋力を以もつてすれば、鋼鉄の隔かく壁へきにすら穴を穿つだろう。

　ジンゴは咄嗟にこれを受けようとして、しかし、間に合わない。

　少しでも打撃点を逸らそうと肘ひじを引いて蹴りに向けた左ひだり腕うでが、手首と肘の間で、折れた。

「──っ！」

　激痛が左腕から駆かけ上がってくる。

　加速状態を続けるジンゴの身体は、元より壊こわれ始めているが、それが急激に一段、先に進められた印象である。〈魔法師〉や〈魔導ウイザ師ード〉と異なり、〈軽騎士〉勇者のジンゴは多重同時マルチ祈禱プレイが出来ない。〈治癒キユア〉の魔法を使えば骨折は瞬間的に治す事も出来るが、その為ためには〈加速〉の魔法を一いつ旦たん解除せねばならない。

　この状じよう況きようで〈加速〉を解除すれば、間ま違ちがいなくジャネットに瞬しゆん殺さつされる。

　対してジャネットは──恐おそらく支し援えん役のルシアによって〈加速〉や〈強化〉を掛けられているであろうから、本人は〈治癒〉や、攻こう撃げきの為の魔法に専念すれば良い。

　しかもジャネットにせよルシアにせよ、魔力は十二分に溜ため込んでいるだろう。

　対してジンゴはぎりぎりまで魔力消費を絞しぼった〈加速〉を維持するのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　最初から勝負にならない。それは分かっていた事だ。

　ヴィオラの時の様に、周囲の物を利用しようにも、此処ここには何も無い。

　だが……

「勝負あったな、私の勝ちだ！」

　そう叫ぶジャネット。

　彼女は両足を開き大きく右手を引いて構える。

　恐らくは止とどめの──致命の一撃、大おお技わざを撃つ積もりなのだろう。

　だが──

「──!?」

　ジャネットが技を放つ直前の姿勢で凍こおり付く。

　左右の手甲が甲かん高だかい音を立てて二つに割れると、その場に落ちて転がったからである。

　いや。それだけではなく──

「ぐっ……!?」

　紅い雫しずくが白い床に滴したたる。

　ジャネットの両手、その肘から先は、真っ赤に染まっていた。

「馬ば鹿かな、これ──は!?」

「〈拳モ闘ン士ク〉は防ぼう御ぎよ力が低い」

　ジンゴは低く呟く様な口調で言った。

「高速性を優先させた結果、防御と言えるものは、攻撃する瞬間の先せん端たん部を守る手甲や足甲のみだ。他ほかの部分はそもそも軽量化の為に殆ど防御力が無い。しかも〈加アク速セル〉や〈強エン化ハンス〉と並へい行こうして〈治癒〉が掛けられている場合が多いから、自身の小さな負傷には無む頓とん着ちやくな部分がある。そもそも何度も攻撃を受ける様な場合を想定していないからな」

「くっ……？」

「お前は腰こしの魔法具で力場障しよう壁へきを形成している様だが──」

　ジャネットの腰回りには小型魔法マギエ機関ンジンと思おぼしき機器が巻かれている。

　恐らく彼女の腰にも魔コ力ネ端ク子タが在り、この魔法機関と直結しているのだろう。これが全身を覆おおい、身体の動きに従って自身も変形する透とう明めいな防御面を、常時形成しているらしい。これも魔力消費が激しいからと、聖せい伐ばつ大戦時には考案されながらもジンゴ達の装備には組み入れられていなかったものだ。

「武器まで『鎧よろい』の内側に入れてしまっては意味が無い。だからお前の防御も手甲や長靴の部分には施ほどこされていない。勿もち論ろん、それらは非常に強固な装そう甲こうだが──魔法機関である以上、限界はある。アーネストはその辺を嫌きらって、ただの鉄の塊かたまりの手甲を使っていたが」

　ジャネットの手甲は、打撃の瞬間に衝しよう撃げきを倍化させる魔法を帯びていた様だが、当然、そうした魔法機関としての構造を組み込む以上、単なる鋼はがねの塊よりも、頑がん強きようさでは劣おとらざるを得ない。

「俺は単に、手甲の同じ場所に集中して傷を付けていっただけだ。お前自身が猛烈な力でぶん回していたからな。手甲に掛かる負ふ荷かもでかかっただろう」

　壁に深々と刻まれた幾いくつもの穴を見ながらジンゴは言った。

「……ぐ……ぐ……」

　対してジャネットは両手から血を流しながらその場に膝ひざをつく。

　血が──止まらない。止まっていない。

「〈治癒〉が……!?」

　本来、〈治癒〉の魔法が効いていれば、こんな状態になる筈はずが無い。

　大量の魔力で実行される高度な〈治癒〉術式──〈復元レストア〉や〈再生リジエネ〉ともなると、止血や骨継つぎどころか、腕うでを一本、足を一本丸ごと再生する事すら可能だ。さすがに戦せん闘とう中にそこまでの魔法を使う事は不可能だが──

「何をした、ジンゴ・ミネベ!?」

　血まみれの両手を床ゆかについてジャネットが叫ぶ。

「毒を使った」

　薄うすい──ひどく酷こく薄はくな笑えみを浮うかべながらジンゴは言った。

「……!?」

「俺達にとっちゃ、当然の仕し儀ぎだったよ、『新ルー人キー』」

　戦う前に、刃やいばの上に、ほんの一塗ぬり。

　ただそれだけの事だが、効果は劇的だ。ならば使わない手は無い。効果が出るのに時間が掛かる事が多いのが難点だが──念の為にと刃は物ものに毒を仕込むのはジンゴ達にとって当然の事だった。

　魔法改造兵士〈勇者〉だからといって魔ま法ほう含ぶくみの武術のみで戦わねばならないという法は無い。〈勇者〉に求められたのは必ず──どんな手を使い、どんな犠ぎ牲せいを払はらってでも、相手たる魔王を殺す事であり、そこに見み栄えも体てい裁さいも入り込む余地など無い。

「いつの……間に……」

「神経毒だよ。それと抗こう血液凝ぎよう固こ薬。お前の攻撃を受け流す際に、薄く、浅く、斬きり付けて仕込んでいった。効くのに時間は掛かったが」

「…………！」

　ジャネットが戦闘中に使っている低レベルの〈治癒〉は、あくまで人体の本来持つ再生機能を大おお幅はばに強化し加速するものだ。だから傷を治す事は出来ても、毒を無効化する事は出来ない。むしろ傷を治す過程で血圧や脈みやく拍はくの上じよう昇しようを招くため、より速く毒を全身に蔓まん延えんさせてしまう。

　更さらにジンゴは剣けんの先端部分には神経毒を、柄つか近くには抗血液凝固薬を塗っていた。

　ジャネットの拳を受ける際、心臓に近い左腕の打撃は先端部分で受け流し、心臓から比ひ較かく的てき遠い右みぎ腕うでの打撃は柄の近くで受けて使い分けていた。

「〈治癒〉の魔法を掛けっぱなしで、小さな傷には無頓着──というのがむしろ仇あだになったな。最初から俺はお前と真っ向勝負をする積もりなんて、無い」

「最初から……これを、狙ねらって……？」

　唸うなる様な声で問うてくるジャネット。

　その両眼は──血走り、猛もう烈れつな怒ど気きを孕はらんでいた。

　だがジンゴはそれを冷たい眼まな差ざしで見下ろす。嘲あざけるのでもなく、勝ち誇ほこるのでもなく、淡たん々たんと積み上げてきた事の結果が、計算通りそこに表れたのを観察するが如ごとく。

「〈勇ブレ者イブ〉は元々殺し屋だ。見栄も体裁も無い、名めい誉よすら無い、戦争の為の兵器、殺す為だけの存在だよ。少なくとも聖伐大戦の時の〈勇者〉はな。正々堂々となんてのは、〈勇者〉の台詞せりふじゃない。まして〈勇者〉に勝ったからといって強い事の証あかしにもならないし、誇れる様なもんでもない」

「…………」

　床に膝をついたまま、ジャネットは獣けものの様に唸る。

　そんな彼女の前でジンゴは踵きびすを返した。

「これでも急ぐ身でな、もう邪じや魔まするな」

「待て、貴様それでも〈勇者〉か……！」

　ジャネットは表情を歪ゆがめて叫さけぶ。

「〈勇者〉が殺し屋だというのなら、ここで私を何故なぜ殺さない!?」

「悪いが俺はもう〈勇者〉じゃない。そんなもの七年前に辞やめてるよ」

　ジンゴはそう言って、折れた腕に〈治癒〉を掛かけると──ジャネットをその場において走り去った。




　　　●




　朦もう朧ろうとした意識で、メイベルは自分の上に振ふり上げられる剣を見つめていた。

「……あ…………」

　次はもう一本の腕も落とそうというのか。それとも足か。眼めや耳はさすがに後回しだろう。そんな風に──他人ひと事ごとの様にメイベルは考える。

　血が足りない。感覚が薄い。

　音も光も全すべてが薄い紗しやを一枚隔へだてているかの様に遠く、現実感が無い。

　これはひょっとして悪い夢なのだろうか。そんな風にさえ思う。

　既すでに斬り落とされた腕の痛みは感じない──感じられない。どうやら医術師や技術師が傷口に止血処置をしてメイベルが死なぬ様にしている様だが、勿論、有り難がたいと感じる事も無かった。

「…………」

　ルドミラが何処どこかで何か叫んでいる様にも思えたが、してみるとやはりこれは夢か。

　しかし……

「……ジン……」

　これが現実だろうと悪夢だろうと。

　メイベルは一つだけ確信していた。

　これは彼が終わらせてくれる。

　約束したから──メイベルが魔ま王おうになってしまったら、殺すと。

　『魔ま王おう炉ろ』の芯しんだろうと何だろうと同じだろう。

　だから少なくとも、ただ生きているだけの肉の様な状態にされて、この縦穴の底に吊つるされる事は──吊され続ける事だけは避さけられる筈だ。今まさに四し肢しを斬り落とされていく最中の筈なのに、奇き妙みような安あん堵ど感かんだけがメイベルにはあった。来るところまで来てしまった、これ以上悪くはならないという妙みような確信があるからだろうか。

　だが──

「──メイベルッ！」

　声が聞こえる。彼が呼ぶ声。

「……ジン……」

　来てくれた。本当に来てくれた。

　奇き跡せきの様に焦しよう点てんを結ぶメイベルの瞳ひとみに、橋の上を走ってくるジンゴの姿が映る。

「ジン…………」

　メリンダの脇わきに侍はべっていた医術師や技術師が、彼を止めようと飛び出していく。だが橋の半ばでジンゴの剣が閃ひらめき、すれ違ちがう瞬しゆん間かん、彼等はそれぞれ血を噴ふいて仰のけ反った。

　止められない。走るジンゴを止めるものはもう無い。

「──ジンゴ。久しぶり」

　とメリンダが剣を構えながら笑う。

「自分の満足の為ために、自分が救った筈の、弱き人々を殺す決意は出来た？」

「退どけ、貴様なんぞに用は無いっ！」

　叫びながらジンゴは更に走り──

「──っ!?」

　だが突とつ如じよとして彼の疾しつ走そうは終わった。

　勢い余って滑すべる足、崩くずれる姿勢。身体からだを低くして転てん倒とうを堪こらえ、最後に橋の鉄てつ柵さくを摑つかんで止まった。次の瞬間、彼のすぐ眼の前に投げ出される──

「──ヴィオラ」

　ジンゴが呟つぶやく様に言った。

　それは魔人のヴィオラだった。ただし、半分だけ。

　恐おそらくは剣で斬られたのだろう。ヴィオラは下半身が、無い。

　だがさすがは魔ヴイ物シヤスというべきか、驚おどろいた事に、ヴィオラは未まだ息があった。

「ぐ……う……」

　片かた腕うでで何とか這はおうとして、しかし自らの零こぼした血で滑って、その場から動けない。

〈治癒キユア〉に相当する魔ま法ほうをかけ続ければ、魔物は身体の半分を失っても再生、復元するというが──さすがに無から有を生み出す事は出来ない。失った身体を元に戻もどすには、大量の栄養補給と、相応の時間が必要だろう。

　悪い冗じよう談だんの様な姿でヴィオラは足あ搔がき続ける。

　そのすぐ横へ──

「ジンゴ・ミネベ。貴方あなたの相棒はこのざまだ」

　縦穴の縁ふちから跳ちよう躍やく、橋の半ばに着地するのは魔ま力りよく刃じん型の長ちよう剣けんを携たずさえたエノーラである。
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　いや。それだけでなく──

「ジャネットを撃げき破はしたのは凄すごかったけれど」

　ジンゴを挟はさみ込む様に、エノーラと反対側、橋の根元に立つのは──ルシア。しかも彼女の脇には、肩かたを貸されている状態ながら、ジャネットの姿もあった。

「私達が三人揃そろった以上、もう勝ち目は無いわね」

「…………」

　ジンゴは無言。

　代わりに──

「どうせ魔ま力りよくも殆ほとんど尽つきているでしょう？　大人しく立ち去れば見み逃のがしてあげても良いけれど？　元〈勇者〉──ジンゴ・ミネベ？」

　とメリンダが笑う。

　彼女も元〈勇者〉である事を思えば、ジンゴの敵は魔法改造兵士が四人。

　そしてメリンダの言葉が事実ならば、ジンゴは元々魔法を連発できる様な状態ではない。対して〈ミスリル・チップス〉の三人は歌と踊おどりで信しん奉ぽう者達から吸い上げた大量の魔力を潤じゆん沢たくに溜ため込んでいる。

　勝てない。ジンゴが勝てる要素が全く無い。

　彼は凄すご腕うでで、実戦経験豊富な魔法改造兵士だが──聖せい伐ばつ大戦の頃ころと異なり、今はもう彼に期待し、信しん頼らいし、彼を奉ほうじて声せい援えんを送る人々が居ない。

　守るべき人々に奉たてまつられぬ〈勇者〉は、単に持久力に乏とぼしい一兵士でしかないのだ。

　だが──

「命は惜おしいんだが──どうせいつかは死ぬからな」

　ジンゴは無表情に言った。

（ジン……）

　ルドミラによる呪のろいがあるからジンゴは死ねない。

　死ねばその時の苦痛と恐きよう怖ふと後こう悔かいに苛さいなまれたまま永えい劫ごうに彷徨さまよわねばならないという。

　だからこそ、此処ここでジンゴはメイベルを放置して引く訳にはいかない。

（早く……私を……！）

　ジンゴにとって最善とは言わずとも次善策は、此処でメイベルを殺す事だ。

　そしてルドミラが──魔王が転生する次の混血児を探し出す事。

　そうすれば改めて呪いの解除方法を聞き出す事も出来るだろう。

　だから今ジンゴがすべきは、魔王となったメイベルが、『魔王炉』に繫つながれてしまう前に、殺す事だ。此処で〈ミスリル・チップス〉の三人とメリンダを退け、メイベルを連れて逃にげるだけの力がジンゴに無いのは、メイベルから見ても明らかだった。だが遠えん隔かく攻こう撃げきの魔法を使うなり、剣を投げるなりすれば、あるいは──

「同じ丙種ゲ〈勇ブ者〉ラ──〈軽騎士〉型か。経験の違いってのを見て貰もらおうか」

　ジンゴはしかし魔ガン長剣ソード〈サクラ〉を構えて言った。

　戦う気なのだ。ジャネット達と──真っ向から。

「それは、楽しみ、だ」

　とエノーラが魔力刃を構える。

「だが私は、ジャネット程ほど、生き真面目まじめではない、からな」

「……だろうな」

　頷うなずくジンゴ。

　エノーラは、ルシアの方に眼を向けて言った。

「ルシア、支し援えんを」

「了りよう解かい」

　ルシアは後方に下がりつつ魔ガン法杖ワンドを掲かかげる。

　同時に──ジャネットも一人で立つと、身構える。『ジャネットを撃破した』というルシアの言葉からすれば先にジンゴと戦ったのか、見るからに厳いかつい打撃用ガント手甲レツトは既に無かったが、やはり武器を持たず、己おのれの身体のみで──拳けん闘とう技で戦う積もりの様だった。

「〈加アク速セル〉……〈強エン化ハンス〉……〈隠クロー蔽キング〉！」

　ルシアが立て続けに唱えたその瞬間、エノーラとジャネットの姿がメイベルの視界から消える。

　同時にジンゴもまた、残像すら残さぬ速度で地を蹴けった。
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　既にジャネットを一度制した時の手は使えない。

　それはジンゴもよく心得ていた。

　ジャネットが戦列に復帰してきているという事は、ジンゴの毒は何らかの方法で対処したという事だろう。元々各種解げ毒どく剤ざいの類いを一通り持ち歩いていたか、ジンゴの知らない抗こう毒魔法の術式をジャネットかルシアが持っていたか──恐らくは後者だろう。

　魔物の中には毒を体内で生成して使ってくる個体も居るので、ジンゴ達の時代から一応、研究はされていたのだが……毒の種類によって術式も使い分けねばならず、およそ現実的ではないと間に合わなかったのだ。戦後の七年間で汎はん用よう性のある解毒魔法が開発された可能性は在った。

　しかも──

（〈隠蔽〉の魔法はルシアの支援か）

　ジンゴと戦った時、改めてジャネットが使っていなかった事から、〈魔法師〉もしくは〈魔導ウイザ師ード〉による支し援えん魔ま法ほうで、ジャネットやエノーラ本人が使うものではないと思っていたが、この読みは正しいだろう。

　いずれにせよ、二人の近接戦せん闘とう型〈勇ブレ者イブ〉が姿を隠かくして迫せまってくるとなると、非常に厄やつ介かいである。さすがに居ると分かって感覚を研とぎ澄すませば、気配は──空気の揺ゆらぎ程度のものは感じるが、正確な位置が把は握あく出来ない。探知系の魔法を使えば位置把握は出来るかもしれないが、その為にはジンゴの場合、一度、〈加速〉の魔法を解かねばならない。その瞬間に二人の攻こう撃げきを受けてジンゴは即そく死しだろう。

　そもそも──今のジンゴは、もう魔法を新たに使うだけの魔力の蓄ちく積せきが無い。

〈サクラ〉の魔法マギエ機関ンジンを短時間だけ動かせるかどうか、程度だ。

　現状起動中の〈加速〉を維い持じするだけでも精せい一いつ杯ぱいなのだ。予備にと持ってきた通常型の──霊れい油ゆ使用の魔法武器はジャネットに破は壊かいされてしまった。〈レイジング・ブル〉用に使う予定だった予備の霊カー油トリ莢ツジは残っているが……

（──仕方ない）

　ジンゴは右手で〈サクラ〉の柄つかを握にぎり、左手で腰こしの後ろに付けていた小物入れポーチを探さぐる。予備の霊油莢を数発つかみ出すと、彼はこれを投げ──〈サクラ〉を一いつ閃せんさせた。

　剣身に弾はじかれた数発の霊油莢が、橋の上にばらまかれる。

　途と端たん──

「──ッ!?」

　霊油莢の一つが潰つぶれ──火柱が噴き上がった。

　風景が揺らぎ、その奥から炎ほのおを突つき破る様にしてエノーラが姿を現した。

「くっ──」

　加圧され、不安定になっている霊油の魔力は、火か炎えんや電光といった現象に転化しやすい。通常は魔法術式で発現する現象を誘ゆう導どうするのだが、ただ加圧するだけでもこうして炎を噴く事が多いのだ。

　ジンゴは敢あえて〈サクラ〉で霊油莢に傷を付けた上で、これをばらまいた。

　踏ふみ潰される事が加圧の代わりになり、傷口から破は裂れつした霊油莢は、その中身を──不安定な状態の霊油を撒まき散らしたのである。

「叩たたき易やすい所から先まず叩く。基本だ」

　言いながらジンゴはエノーラに向けて走ると、〈サクラ〉で斬ざん撃げきを加える。

　当然の様にエノーラも自らの剣けんを構え──しかし防ぼう御ぎよではなく斬撃で応じてくる。

〈サクラ〉の斬撃がエノーラの左ひだり肩かたを襲おそう。だがそれは彼女の剝むき出しの肩に触ふれる直前で、青白い火花を発して弾かれていた。

　魔法による力場障しよう壁へき。見えない鎧よろいである。

〈ミスリル・チップス〉の三人は腰に巻いた小型の魔力機関でこれを稼か働どうさせている。攻撃の為ために使う腕うでや足の先はこの防御の範はん囲い外がいだが、手甲のジャネットと異なり、剣が武器のエノーラは、手を狙ねらうのは至難の業わざだ。

　対して──

「くっ──」

　ジンゴには防御が無い。

　しかもエノーラの武器は物質ならば如何いかなるものも両断する魔力刃だ。

　ジンゴの衣装の脇わき腹ばら部分が破れ、そこから血が噴ふき出していた。

　事実互たがいにすれ違ちがう様にして一いち撃げきを応おう酬しゆう──直後、ジンゴは姿勢が崩くずれたが、エノーラは平然と反転し、ジンゴの背に止とどめの一撃を加えようとする。

　だが……

「──!?」

　エノーラが愕がく然ぜんとするのが、気配でジンゴにも分かった。

　ジンゴは既すでに彼女の間合いの外だ。

　彼は負傷して姿勢を若じやつ干かん崩しつつも、エノーラを無視してそのまま、橋の交差する踊り場に向けて──メイベルとメリンダの方へと走っていたからだ。

　ジンゴは最初から〈ミスリル・チップス〉とまともに戦う積もりなど毛頭無い。

　メイベルだけが目標だ。

　ジンゴが此処に来たのはそもそも彼女との約束を果たす為だ。

「…………」

　出血で顔色の悪いメイベルが、朦もう朧ろうと緩ゆるんだ表情に、驚おどろきの色を混ぜてジンゴを見ている。彼女に向けて頷きながらジンゴは──〈サクラ〉を構えた。
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　ジンゴが駆かけてくるのが見える。

　こちらに向かって──約束を果たす為に。

　全身から血の汗あせを撒き散らし、斬きられた脇腹からも血を流しながら、それでもただひたすら、真っ直すぐに。

（……ジン……！）

　魔ま法ほうで加速している訳でもないのに、メイベルにも何故なぜかはっきりとその姿が見えた。

　ジンゴから滴したたり落ちた血の雫しずくすら、空中を滑すべる様にして、ひどくゆっくりと落ちていく。緊きん張ちよう感かんの為にメイベルの時間感覚も加速同様の状態になっているのか。それとも──

「エノーラ！」

　ジンゴの背後で〈隠蔽〉の魔法を棄すてたジャネットが、エノーラに向けて走る。

　エノーラもすぐにジャネットの意図を察したのだろう、剣を逆手に持ち直し、跳ちよう躍やくしたジャネットの足の裏へ──〈強化〉された腕わん力りよくで打撃を加えた。

「ジンゴ・ミネベッ！」

　空中で加速した〈拳モ闘ン士ク〉の少女は、獲え物ものを狩かる猛もう禽きんの如ごとく、ジンゴの背後頭上から襲いかかる。まるで弓を引き絞しぼるが如く、その右手は大きく引かれ、魔法で何らかの効果を付ふ与よしているのか、その拳こぶしが青白く燐りん光こうを帯びているのも見えた。

　ジンゴがメイベルに辿たどり着くまであと数歩。

　しかし──

「駄だぁ目めぇよぉおお」

〈加速〉を掛かけられていないメリンダが、若干間延びした低い声でそう言って──近づいてくるジンゴに向けて、手にしていた魔ガン法ブレ剣ードを振ふった。ジンゴが加速しているとはいえ、真っ直ぐに突っ込んでくる相手ならば、機を合わせるのも容易たやすい。

　ジンゴは──咄とつ嗟さにこれを回かい避ひ。

　だが既にエノーラの一撃で負傷し、それ以前に〈加速〉の影えい響きようで全身の毛細血管からも血を流していた彼は、既に限界に達していたらしい。普ふ段だんならば簡単に避よけられた筈はずの一撃を前に、彼の姿勢は回復不能な程に崩れていた。

　よろめく様にしてジンゴの速度が鈍にぶる。

　そこに──ジャネットが拳を叩き込む。

　咄嗟に振り返って魔ガン長剣ソード〈サクラ〉でこれを防ごうとした様だが、防ぎきれず、ジンゴは軽々と吹ふっ飛び、無様な姿でメイベルの前にまで滑ってきた。

「……ジ…………！」

　名前を呼ぼうとしても、舌と顎あごが痺しびれて声が出ない。彼を抱だき起こそうにも、今のメイベルには腕が一本しかなく、そしてそれはメリンダに摑つかまれている。

（ジン……！　ああ、ジン、血が、血が──）

　倒たおれたまま動かないジンゴの下で、血だまりがゆっくりと、しかし大きく広がっていく。

　それは、先さき程ほど、腕を落とされた時にメイベルが流した血と混じり合い──

「…………」

　ジンゴが血だまりの中で藻も搔がく。

　ジンゴとメイベル。

　互いに相手の喘あえぐ様な息いき遣づかいさえ聞こえる程の、すぐ近くに居ながら──指一本すら触れ合う事が出来ない。メイベルはただジンゴが血を流して死の淵ふちに落ち込んでいくのを、ただ視みている事しか出来ない。

　辛つらい。何も出来ず、眼めの前のジンゴの有様を見ているのが辛い。

　自分の事よりも辛い。自分との約束の為にぼろぼろになるジンゴを見るのが辛い。

　彼を信じていた。彼を信じている。

　だからメリンダに捕つかまった後もあまり怯おびえたりせずに済んだ。

　だから自分が魔ま王おう化しつつあると知っても錯さく乱らんせずに済んだ。

　ジンゴが最後に片を付けてくれるから──と。

『魔物』と『人間』。

『魔王』と『勇者』。

　共に歩む事など元より出来ず、共に暮らしたのもひとときの仮かり初そめ。か細い、何い時つ切れてもおかしくはない約束の絆きずなだけがジンゴとメイベルの間にある。

　だから本来の在り方を全まつとうする。

　ジンゴはメイベルを──

（…………ああ）

　ふと、何の脈みやく絡らくも無く唐とう突とつに、メイベルは理解した。

　ルドミラがどうして自分を殺したジンゴの事をあんなにも楽しげに、いや、愛いとしげに語っていたのか。

　元よりそれが魔王と勇者の正しい関かかわり合い方であり、それを全うする事こそが、正しいとルドミラは感じていたのではないか。

　まるで、遠く離はなれた地に生まれた、運命の恋こい人びとを待つかの様に。

　ルドミラはずっと──ジンゴの事を気に掛けていて。

　だから、メイベルは何度もジンゴの夢を見て。

　だから、ルドミラは当然の様にジンゴにメイベルを託たくして。

　だから──メイベルは。

「ジン……！」

　喉のどの奥から絞り出す彼の名。

　奇き跡せきの様にその声が届いたのか、ジンゴが顔を上げる。

「……待っていろ、今……」

　ジンゴは魔長剣を杖つえの様について、身を起こす。

（立たないで、もういい、もう充じゆう分ぶん──）

　ジンゴを信じていた。

　だから──自分が人間のまま終わるとすれば、終わる事が出来るのだとすれば、彼に殺されてだと思っていた。

　だがそれは結局の所、彼に甘えていただけだ。

　自分で死ねばいい。そうすれば、ジンゴの手を煩わずらわす事も無い。

　舌を嚙かめば死ねると聞いた事がある。本当にそんな事が出来るのか、メイベルには自信が無かったが──

「…………ジン」

　まるで信しん奉ぽうする神に殉じゆんじる信徒の如く。

　メイベルは最後にその名を呟つぶやいて──自分の舌を歯と歯の間に差し込んだ。
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　メイベルが、血を吐はきながら──糸の切れた人形の様に脱だつ力りよくする。

「──!?」

　さすがのメリンダも驚いて自分が腕を摑んでいた魔王の少女を振り返った。

「舌を嚙んだ!?」

　愚おろかな少女である。

　舌を嚙むというのはよく知られた自決方法だが、それで即そく死しできる訳ではない。大たい抵ていは嚙み千切った舌が喉に詰つまり、血で溢あふれて、出血多量と窒ちつ息そくによって死ぬだけだ。ひたすら痛く苦しい時間が長く続く、ひどく辛い死に方である。

「馬ば鹿かな事を……！」

　応急処置しようにも、その為の技術を持っている医術師達は、早々にジンゴに斬り倒されている。生きているのか死んでいるのか確かく認にんは出来ていないが、彼等は今、役には立つまい。

「ルシア！　いえ、ジャネット！　〈治癒キユア〉の魔法を！」

　メリンダは〈ミスリル・チップス〉の少女達にそう叫さけぶ。

　三人は揃そろって〈治癒〉の魔法術式を体内に搭とう載さいしている。

　実の所──メリンダも最低限の自衛用として〈治癒〉の術式は備えているが、彼女のそれは他人に施ほどこせるものではない。〈決戦師マーター〉のそれはあくまで魔王の所に本人が生きて辿り着く為ためのものであって、それ以上でもそれ以下でもなかった。

　一番近くに居たジャネットがメイベルの所に駆け寄ろうとする。

　その時──

「──ッ！」

　ジンゴが──跳はねた。

　全身の筋肉を使い、恐おそらくは自分に残った最後の力を振り絞って、殆ほとんど倒れ伏ふしたままの状態から、床ゆかを叩たたき、蹴けって、メリンダに飛びかかる。

　咄嗟に身を引いたメリンダをかすめ、彼は──

「…………」

　血を吐くメイベルにしがみつく。

　次の瞬しゆん間かん、二人は血の雫を雨の様に撒まきながら、床の上を滑り、そして──踊おどり場の真ん中に開いた穴から、『魔ま王おう炉ろ』の底へと落ちていった。

「──!?」

　愕がく然ぜんと穴の縁ふちに駆け寄るメリンダ。

　だが既に二人の姿は、穴の上に落ちる橋の影かげに紛まぎれて見えない。

「馬鹿な──馬鹿な事を！」

　穴の底に向かってメリンダは叫ぶ。

　共に瀕ひん死しの状態、しかもこの高さから落ちては──到とう底てい、助かるまい。ジンゴは勿もち論ろん、メイベルも死んだだろう。

　それはつまり『魔王炉』計画も水すい泡ほうに帰した事になる。

「ラドフォード議員!?」

　エノーラもまた橋の上を走ってメリンダの傍そばまでやって来る。

　ルシアは、最初にジンゴに斬きられた医術師と技術師の傍に跪ひざまずいて、傷の具合を見ている様だった。後方支し援えんに特化した〈魔法師〉の彼女ならば、複数の対象に同時に〈治癒〉の魔法を掛ける事も出来る。

　そして──

「…………？」

　異変に最初に気付いたのは──メリンダでも〈ミスリル・チップス〉の三人娘むすめでもなく、橋の上に転がっていた死に損ぞこないの魔物だった。

　ヴィオラとかいう名を持つその疑人型魔物は、ずっとひっくり返った虫の様に、じたばたと腕うでを動かしていたが──急にその動きを止めた。

「あ、あ、うあ、うあああ、あ、あ、あ……」

　代わりに、嗚お咽えつの様な声がヴィオラの口から漏もれる。

「あああああ…………」

　それは、何かが枯かれるかの様に次し第だいに小さく萎しぼんでいった。

　まるで生命力を猛もう烈れつな勢いで吸い取られたかの様に──

「なんだ……？」

　エノーラがヴィオラの方を振ふり返って眉まゆを顰ひそめる。

　次の瞬間──

「──な、なに!?」

　ルシアが愕然と下を──魔王炉の底を見ながら言った。

　光が溢れてくる。

　青白い魔ま力りよくの光が、深い深い縦穴の底から膨ふくれ上がってくる。

「『魔王炉』が起動？　でも、未まだ術式は──」

　眉を顰めて呟くメリンダ。

　この光は間ま違ちがいなく魔力の光で──ヴィオラが干ひ涸からびた様になっているのは、恐らく魔力を吸い取られているからだろう。だとするとメイベルの魔王としての、魔物達から魔力の献けん上じようを受ける力が……いや、魔物達に魔力の献上を強しいる力が、発動しているとみて良い。

「──!?」

　轟ごう、と巨きよ大だいな縦穴が、啼いた。

　猛烈な勢いで風が──空気が穴の底へと向かって流れ込んでいく。

　だが如何いかに深いとはいえ、底のある縦穴の、何処どこに空気が流れ込んでいくというのか？

「あれは──」

　光の中に浮うかぶ黒く小さな『染しみ』。

　それはやがて、大きくなりながら、メリンダ達の居る場所に向けて浮ふ上じようしてくる。

　いや、それは、浮かぶのではなく……

「──ジンゴっ!?」

　愕然とメリンダが叫ぶ。

　そう。それはジンゴ・ミネベだった。

　彼は走っていた。虚こ空くうを猛烈な速度で駆かけ上がっていた。

　左腕にメイベル・バセットを抱だいたまま。

　彼が一歩踏ふみ出す度たびに、空中に青白い力場平面が光っては消える。

　その光景にメリンダは見覚えが在った。

「……〈遮蔽シールド〉!?」

　本来は空間に防ぼう御ぎよ平面を固定して敵の攻こう撃げきを防ぐ魔ま法ほう──〈遮蔽〉を使い、空中で姿勢や軌き道どうを変えて相手に襲おそいかかるのは、ジンゴの得意技わざだった。

　だが──

「連続サクセス祈禱プレイ!?　どうやって──」

〈遮蔽〉の魔法は、あくまで空間に固定される力場平面を作り出すものだ。

　だからこそジンゴはこれを蹴る事で、本来は変えられない筈はずの姿勢や軌道を空中で変える事が出来た。だから当然、一度の〈遮蔽〉の魔法では、階段でいえばたった一段分にしかならない。

　これを踏みしめ、深い深い縦穴の底から駆け上がるには、大量の魔力を垂れ流すかの様に消費して、何度も術式を発動させねばならない。だが今のジンゴにそんな魔力など残っている筈が──

「……まさか」

　メリンダはジンゴが折れていた筈はずの左腕に抱かかえている少女を視みる。

　メイベル・バセット。

　魔ま王おうとして覚かく醒せいしつつあるが、未だ、人間の側面を残していた少女。

　もし、彼女が──ジンゴに魔力を分け与あたえていたら。

　猛烈な勢いで世界中の魔物から一時的に吸い上げた、無む尽じん蔵ぞうとも言うべき魔力を、人間としての側面を通すことで──人間としてのメイベル・バセットが、ジンゴを想おもう事で、ジンゴを信じ、奉ほうじる事で、魔力の変へん換かん器として機能し、彼の仮想レジ魔力槽ボアに供給したのだとしたら？

「あれは……」

　ジャネットが呆ぼう然ぜんと呟く。

　ジンゴに抱きかかえられているメイベルが、震ふるえるように動いて、彼の首に両りよう腕うでを回してしがみつく。そう。メイベルには落とされた筈の腕が、生えていた。

　再生している。復元している。

　魔物は膨ぼう大だいな魔力さえあれば、身体からだの半分を奪うばわれてもその〈治癒〉の魔法を連続的に使う事で、欠損部分を再生出来るというが──無から有を生み出す事は出来ない以上、再生する為には大量の『素材』が居る。何も無い所に物質を生み出すなど、それはもう魔法ですらなく、奇き跡せき、神の御み業わざそのものだ。

　しかし……

「物質変換……錬れん金きん術じゆつ式しき……！」

　呟つぶやいたのはルシアだ。

「さっきの風が……!?」

　物質を元素の段階から再構築しての──文字通りの、復元。

　空気中の塵ちり、いや空気そのものを材料に、自分の肉体を再構築したのだろう。先さき程ほどの風はメイベルの魔法が素材として空気を喰くった結果、気圧の低下が起きたのだ。

「噓うそだ、そんな、魔法──この短時間で、いくらなんでも」

　エノーラが呆然と呟くが、いずれにせよ、メイベルの斬り落とされた筈の腕が生えているのは間違いが無い。恐らくは流した血すら補ほ充じゆうされているだろう。

「エノーラ、ルシア、呆ほうけてる場合じゃない！」

　いち早く我に返って叫んだのはジャネットである。

「ルシア、支援！　エノーラ！」

「はいっ」

「あ、ああ！」

　ジャネットとエノーラが身構える。ルシアは多重同時マルチ祈禱プレイを開始。

「〈衝イン撃パクト〉ッ！」

　中ちゆう距きよ離り攻こう撃げきでジンゴを再び魔王炉の底に叩き込もうというのだろう、ルシアが魔ま法ほう攻こう撃げきを放つ。だがそれは、ジンゴとメイベルに命中し──綺き麗れいにすり抜ぬけていた。

　残像である。

　次の瞬間、高々と跳ちよう躍やくしたジンゴは橋の上に着地していた。

「…………」

　無言で〈ミスリル・チップス〉の少女達と相対するジンゴ。

　その顔は恐ろしい程に無表情で──空くう虚きよだ。怒いかりも哀かなしみも喜びも何も無い。武術でいうところの無我の境地に彼は居るのか。それとも血を流しすぎて朦もう朧ろうとしているだけか。

「──はぁッ！」

　エノーラが魔ま力りよく刃じんを再び展開──突とつ撃げき。

　そのすぐ背後、エノーラの長身に隠かくれる様にしてジャネットが更さらに追つい随ずいしていた。エノーラが攻撃して強ごう引いんにこじ開けた隙すきを狙ねらってジャネットが最速にして致命の一いち撃げきを加える……という戦法だ。

「〈加速アクセル〉！　〈強エン化ハンス〉！　──」

　ルシアの魔ま法ほう支し援えんが再び掛かけられ、そこに重ねて──

「〈火礫ブレツト〉ッ！」

　魔力がルシアの周囲で渦うずを巻き、虚空に幾いくつもの小さな炎ほのおを生み出す。

　それらは次の瞬しゆん間かん、ルシアの指さす先に向かって──ジンゴとメイベルに向かって矢の様な速度で飛ひ翔しようしていた。

　ジンゴの周囲に命中し、爆ばく裂れつ、炎を噴ふき上げる〈火礫〉の魔法。

　だがジンゴはこれを最小限の動きで直ちよく撃げきだけをかわし、炎そのものは無視して踏み越こえ、突つき破りながら進んでくる。

「覚かく悟ごッ」

　エノーラの斬ざん撃げき。如何なる物質も斬らずにはおらぬ魔力の刃やいばがジンゴを襲う。

　だが──次の瞬間、ジンゴは脇わきに踏み出しながら、半回転。高々と振り上げた彼の長靴ブーツの踵かかとが、峰みねの方から……魔力刃の発生軸じくの方から、エノーラの剣けんを叩たたいた。

「くっ!?」

　魔力刃は、触ふれれば触れたものを両断せずにはおらぬ、絶対の刃だが──その発生軸は単なる物質である。しかも伸しん縮しゆくして携けい帯たいしやすい構造になっている為ため、通常の剣よりも構造上、脆もろい。

　強化されたジンゴの踵落としが、エノーラの剣をへし折っていた。

「馬ば鹿かなっ!?」

　と呻うめくエノーラの腹部に、軸じく足あしを切り替かえたジンゴの、左の蹴けりが炸さく裂れつ。

　彼女は橋の上を水平にすっ飛んで、後から来ていたジャネットと激げき突とつした。

「どうやっ……て!?」

　橋の上をジャネットともつれ合って転がりながら呟くエノーラ。

　同じ丙種ゲ〈勇ブ者〉ラ──〈軽騎士〉型であるが故ゆえに、エノーラはジンゴには多重同時祈禱が出来ない事を知っている。ジンゴが同時に使えるのは自身の魔法と、後は魔ガン長剣ソード〈サクラ〉の術式を用いた二つまでだ。

　だがジンゴの今の強さは〈加速〉〈強化〉を自身に併へい用ようしていないとあり得ない。そもそも縦穴を上ってきた時点で彼は明らかに〈加速〉状態にあったが、その上で〈遮蔽〉の魔法を連続使用していた事になる。

「まさか……！」

　とルシアがジンゴの接近を食い止める為、〈衝撃〉や〈火礫〉といった魔法攻撃を繰くり返しながらも愕がく然ぜんと呟く。

「高速で切り替えているの!?」

　魔法術式をめまぐるしい速度で切り替えているならば。

　術式を起動させて発動させるまでには若じやつ干かんの間が在る。だから術式を次々と起動させ続けていけば、切れ目無く、まるで多重同時祈禱をしているかの様な使い方も、理論上は可能なのだが──

「そんな効率の悪い──」

　とそこまでルシアは呟いて──恐おそらく気付いたのだろう。

「魔王の……!?」

　膨大な魔ま力りよくによる力押し。

〈ミスリル・チップス〉も同じく大量に溜ため込んだ魔力を垂れ流す様に使う事で、ジンゴを圧あつ倒とうしていた訳だが、同じ事をジンゴにやり返されたという事になる。

　即すなわちジンゴをここまで強くしたのは──

「メイベル・バセット……！」

「…………」

　ジンゴの首に腕うでを回してしがみつきながら、ふと、メイベルが笑う。

　不敵に。唇くちびるの両りよう端はしをつり上げて。それはまるで別人の様で。

「よう頑がん張ばった、メイベル。よう信じた。よう愛した。褒ほう美びに腕は妾わらわがとっておきの復元魔法で治しておいてやるでのう」

　いや、あの物言いからして、別人なのか。

　メイベルは遂ついに魔王となったのか。

「あああああああああああああああああああッ！」

　エノーラを撥はね除のける様にして起き上がると、ジャネットは橋の床ゆかを蹴って突撃する。

　わずかに遅おくれてエノーラも折れた剣を投げ捨てて、ジャネットの後を追う。

「駄だ目め、無理──」

　とルシアは仲間二人にそう叫さけびつつも、支し援えんの魔法を撃うち続けるしかない。

　そして──

「…………邪じや魔まだ」

　ジンゴもまたメイベルを抱だいたまま床を蹴る。

　橋の上ですれ違ちがいざまに魔長剣〈サクラ〉が閃ひらめく。

　魔力消費を気にせず限界まで〈加速〉と〈強化〉を繰り返したジンゴの一撃は、ジャネットとエノーラをひとまとめに通過。

　すれ違った後、数歩、走ってから、ジャネットとエノーラは脇わき腹ばらから血を噴いてその場に倒たおれ伏ふしていた。

「ぐっ……がっ……」

「ジンゴ……ミネベ……！」

　自らが作る血だまりの中で呻き、吼ほえるジャネットとエノーラ。

　だが深々と刃で斬きられたせいか、ルシアが攻撃を中断して掛ける〈治癒キユア〉が遅ち々ちとして効果を発揮しない。このままジンゴが止とどめの一撃を放てば二人は間ま違ちがいなく死ぬ。

「ジャネット！　エノーラ！」

　より近くで強く〈治癒〉を掛けようと、駆かけ出すルシア。

　だが彼女が二人の傍そばに行くには、橋の上のジンゴの脇を通らねばならない。

　それは──近接戦せん闘とう型でないルシアにとって死を意味する。ジャネットとエノーラを一撃で斬り伏ふせた今のジンゴは、ルシアから見れば死に神に等しい。

「…………」

　唇を嚙かみながら、ルシアは手にした魔ガン法杖ワンドを──白兵戦形式モードで展開。

　魔ま法ほうの増ぞう幅ふく機能からすれば、おまけの様な機能だが、杖つえの先せん端たん部に翼つばさの様な、扇おうぎの様な、魔力刃が展開する。まるでそれは長柄ハル戦斧バードの様だった。

　ルシアは強く強く杖を握にぎりしめながら、ジンゴの脇を──

「……え？」

　何も無い。

　何事も無くルシアは通り過ぎ、ジャネット達の所に辿たどり着く。不思議に思いつつもルシアは直接、至近距きよ離りから魔法術式を起動して〈治癒〉に加え〈賦リヴ活アイブ〉の魔法を掛けていく。

　応急処置に忙ぼう殺さつされていて、ルシアは他ほかの作業をする余よ裕ゆうが無い。勿もち論ろん、後ろからジンゴに攻こう撃げきをされても、防ぐ余裕は無い。

　だが──攻撃は来ない。来なかった。




　　　●




「──ジンゴ」

　背後から名を呼ばれた。

　振ふり返らずとも分かる。この声は──マーゴット、いや、メリンダだ。

「結局あなたは、いつまでもそうなのね」

「…………」

　既すでに橋の終わりにまで歩を進めていたジンゴは、無言で足を止め、肩かた越ごしにメリンダを振り返る。彼女の足あし下もとでは、倒れた仲間二人に、必死で〈治癒〉の魔法を掛けるルシアの姿が在った。

「何故なぜ、止めを刺ささないの？　何度も殺されかけたでしょう？」

「…………」

　ジンゴは──無言。

「私をこのままにしておくの？　殺しておかないと、またその娘こを狙うわよ？」

「…………」

「セオドアは？　トバイアスは？　ジョスリンは？　彼等を殺した私を放ほうっておくの？」

　悽せい愴そうな笑えみを浮うかべてメリンダは続ける。

「今なら私を殺せるわよ？」

「…………」

　それでもジンゴは何も言わない。

　ただひどく冷めた眼めでかつての戦友であり裏切り者を見ているだけだ。

　メリンダはしばし、そんなジンゴを焦じれた様な表情で見つめていたが……

「自分の手を汚よごしきれない。そんな覚悟も無い。復ふく讐しゆうをやりきる事すら出来ない。嫌いやなものからは眼を逸そらして、見ない振りをして、また、頭を抱かかえてうずくまるんだわ。大した勇者、大した英えい雄ゆうもいたものね」

「……マーゴット」

　ジンゴは──ようやく口を開いて静かな口調で言った。

「俺は元々英雄でもなんでもないんだよ。自己満足の為に、魔ま王おうを殺す戦いに参加したただの死に損ぞこないだ。あんなもの……復讐ですらない」

　復讐を無む駄だとは言うまい。

　復讐する事で晴れる気持ちも、救われる心も、在るだろう。

　だが魔王を殺したとしてもジンゴの妹は帰ってこない。祖父も両親も帰ってこない。その事実は全く変わらない。動かしようがない。

　だからそれは徹てつ頭とう徹てつ尾び、残された者の心を救う為の行こう為いでしかない。

　だが家族の死という事実を変えられないなら、その時無力だった自分を呪のろう気持ちもまた完全に消える事は無い。無かった。その意味でジンゴの魔王討とう伐ばつは自己満足としてすら不ふ充じゆう分ぶんだった。

「だから俺は徹頭徹尾、自己満足で動く事にした、それだけだ」

　言って、ジンゴは丁度、足下に転がっていた『半分』のヴィオラを拾う。

　擬ぎ人じん型魔族の女は、ひどく疲ひ弊へいしていたが──驚おどろいた事に、まだ息が在った。

「俺は単純に、メイベルと、そしてルドミラとの約束が──いや、契けい約やくがあったから、それを果たしに来ただけだ。契約を果たして報ほう酬しゆうを貰もらう。それだけだ。そこにお前等を殺すなんて内容は含ふくまれてない。そんなただ働き、してたまるか」

「…………」

「いつまでも〈勇者ブレイブ〉だの何だのに縛しばられてんじゃねえよ。街の為ため？　世界の為？　弱き人々の為？　何様だ。自分すら満足に救えてない奴やつが、他人ひと様さまを救うだの何だの、どうこう言えた義理か」

「…………」

　メリンダは──黙だまり込んだままだった。

「じゃあな」

　そう言うとジンゴはメイベルと、ヴィオラを抱えたまま走り出す。

　彼の姿が見えなくなっても、メリンダは動こうとはしなかった。

「ラドフォード議員……？」

　ジャネット達の処置が一段落ついたルシアが、彼女の顔を見上げながら声を掛かける。

　元〈勇者〉の議員は──長々と溜ため息いきをつくと、首を振った。

「本当、愚おろかね……」

「…………」

　それは、ジンゴの事か。

　それとも──

「ルシア、簡易通信魔法で衛え士じや、近きん隣りんの治安署に連れん絡らく。ジンゴ・ミネベとその一味をメリンダ・ラドフォード議員名義で緊きん急きゆう指名手配申しん請せい」

「あ、は、はい」

　慌あわてて頷うなずくと、ルシアは魔法杖を掲かかげて簡易の通信魔法を起動する。

　その様子を見ながら──

「まあ、無駄でしょうけれどね」

　呟つぶやく様に──何処どこかひどく憔しよう悴すいした顔で、メリンダはそう言った。
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　城じよう塞さい都市ファーニヴァル──最外がい縁えん部。

　廃はい棄き街区の片かた隅すみに、外部と繫つながる街門が在る。

　都市間の連絡便や、各種輸送を行う為の機車や馬車といった交通手段が出入りするのは、規模の大きな正門を通らねばならない。衛士達の詰つめ所も脇わきに置かれ、ファーニヴァルの玄げん関かん口となっている。

　基本的にファーニヴァルの正規の街門は一つだが、城塞都市としての構造上、非常時に脱だつ出しゆつする為の『裏門』とも言うべき小さな街門が他にも数箇所設けられている。

　聖せい伐ばつ大戦の終しゆう了りよう後ごは、その殆ほとんどは閉とざされたままで、衛士達が定期巡じゆん回かいする程度の管理だが……中には猟りよう魔ま組合が魔ヴイ物シヤス狩がりの為の部隊を送り出す門として使用しているものが二つばかり在る。近くには一応、衛士の詰め所も置かれているが──事実上の管理は猟魔組合が行っていた。

　その片方で──まさに今、一台の大型機車が都市外へと出立しようとしていた。

「立派な代しろ物ものだねえ、こりゃ」

　アルノルトが感心した様子で、眼の前の機車をそう評する。

　車、というより動く家屋、といった雰ふん囲い気きの代物である。前後に長く、内部には幾いくつかの部屋が備わっていて、長ちよう距きよ離りの移動中にもこの中で暮らせるだけの設備が備わり、物資や『獲え物もの』を積み込む為の貨物室が最さい後こう尾びに在る。

　猟魔組合の関係者が、魔物狩りの遠えん征せいに出る際に使う車しや輌りようだ。

　アルノルトが猟魔組合の者と──ジャックと名乗った中年男と交こう渉しようし、譲ゆずり受けたのである。民間所有の機材として登録されているが、事実上、その頑がん強きようさは軍用に供するものと大差無い。当然──

「相当魔ま力りよく喰くうと思うんだが」

「その辺は、わ、私が……何とか」

　と機車の中から顔を出して言うのは、メイベルである。

　衣装はジンゴと出会った時のものと同じだが、今は帽ぼう子しを目ま深ぶかに──額の、髪かみの生え際ぎわを隠かくす様に被かぶっている。

「安定してないんじゃないの？」

　とアルノルトの隣となりで問うのは──魔人娼しよう婦ふのレイチェルだった。

　更さらに彼女の隣には車くるま椅い子すに座った、というより置かれたヴィオラの姿もある。勿論、レイチェル同様に首輪を付けられた状態である。その下半身は未まだ再生されていない。

　ヴィオラは一度、魔力が至近距きよ離りで徹てつ底てい的に吸い上げられた弊へい害がいか、〈治癒キユア〉の魔ま法ほうの効きが悪いらしい。毎日、猛もう烈れつな勢いで、人間の五倍近い食事を摂とっている様だが、胴どう体たい部分の修復が終わった程度で、足が未だ無い。

　同じ魔人のよしみという事で、再建中の〈ゲルゲルダダのーズ・宿イン〉でレイチェルが面めん倒どうを見ているらしい。猟魔組合のジャックは、『元からファーニヴァル内部に入る手引きをするってだけの約束だからな』と、この魔人の引き取りを拒こばんできた。

「まあ、そこは、なんとか……」

　曖あい昧まいに笑ってメイベルは頰ほおを搔かく。

　メイベルの魔王としての能力は未だレイチェルが言う様に不安定だ。これが角ホーンの成長と共に安定するのか、それともメイベルが魔王としては不完全な存在なのかは、分からない。この数日、ルドミラも姿を現さないので、問おうにも問えない状態だった。

「いっそヴィオラを魔ジエ力ネレ源ータとして繫ぐという手もあるけれど」

　レイチェルが横目でヴィオラを一いち瞥べつする。

「よせ、やめろ、嫌だ！」

　と車椅子の上で暴れるヴィオラ。

　どうやら魔力を限界まで一方的に吸い上げられる、という体験がかなり彼女の中では衝しよう撃げき的だったらしく、魔力源としての利用をほのめかされると、こうして暴れる。

「でももの凄すごい量を食べるし、うちでも持て余してるのよね」

「お前、酷ひどい奴だな！」

　とヴィオラが言う。どうやら『角欠ホーンけレス』のレイチェルは、『真っ当な』ヴィオラに対して思う所があるようで、面倒を見つつも、ちょこちょこと角を折るだの魔力源として使うだのと言って、虐いじめている様である。

　だが元々の素す性じようが素性なので、ヴィオラを庇かばう者は──同じ擬ぎ人じん型魔物の娼婦達の中にも居ない。ヴィオラはヴィオラで性格的なものなのか、あまり深刻そうに見えないという事もあるようだが。

「待ってろ、メイベル・バセット──じゃなくて、魔王陛下！　身体からだを修復したら、追いかけるからな！」

　とヴィオラは言う。

「あー……うん……」

　曖昧に笑うメイベル。

　そう。メイベルは今日──ファーニヴァルを発たつ。

　既すでにジンゴとメイベルは、魔力供給所の一件の直後から、メリンダの名義で緊急指名手配され、賞金が掛けられた状態になっている。ナサニエル通りの無法者達は勿もち論ろんだが、ナサニエル通りに、ジンゴ達を狩ろうと入り込む連中が後を絶たず、元から良くは無かったナサニエル通りの治安は、現在、最悪の状態である。

　このままではまずいし、何より危険──ジンゴはそう判断した。

　それ故ゆえに……

「──出すぞ」

　機車の運転席からジンゴがそう言ってくる。

「そろそろ衛士が『居い眠ねむり』から起きる頃ころだ」

　近くの詰め所の衛士には、金を渡わたして一定時間『居眠り』するように言ってあるが、さすがに『延長』を期待するのは無理だろう。

　ジンゴ自身はもうアルノルトにもレイチェルにも、そして入院中のゲルダにも挨あい拶さつは済ませたという事らしい。もう運転席から顔を出そうともしない。相変わらず素っ気ない男である。

　だが──

「色々ありがとう！」

　そう言って機車の窓から身を乗り出して手を振ふるメイベル。

　鈍にぶい駆く動どう音と共に大型機車がじりじりと動き始め、加速し始めた。

「また──またいつか！」

　メイベルは街門を出るまで、名残なごりを惜おしんでアルノルト達に手を振っていたが──やがて、短く溜息をついて身を引っ込めた。

　すぐ隣の運転席では無言でジンゴが操そう縦じゆう桿かんを握にぎっている。

　彼はいつも通りの、何処か気け怠だるげな無表情で、その内心を推おし量るのは難しい。

　しかし──

「…………あの、ジン？」

「なんだ？」

　若じやつ干かんの躊ちゆう躇ちよ含ぶくみのメイベルの声に、ジンゴはやはり無ぶ愛あい想そうながらもそう応じる。

「…………ごめん、なんでもない」

「そうか」

　とジンゴは怒おこりもせずに頷いた。

（…………いいのかな）

　この期ごに及およんで、そんな事をメイベルは思ったりする。

　ファーニヴァルを出ると言い出したのはジンゴだが……自分の逃とう避ひ行こうに彼を付き合わせて良いのかという不安がやはりメイベルの心の片隅には在る。

　住み慣れた街を離はなれる不安はメイベルも感じていた。

　だからこそジンゴはどうなのだろうか、と思ってしまうのだ。嫌いやなのだが仕方なく、メイベルに付き合って、ファーニヴァルを出る事になったのではないのか──と。

「……指名手配の事がなくとも」

　まるでメイベルの内心を見み透すかしたかの様にジンゴは言った。

「どのみち、俺もお前も、あの街には居られなかったろう」

「……え？」

「今回は猟魔組合だけの話だったが。もし『魔ま王おう炉ろ』の情報が漏もれれば、他ほかの城塞都市も真似まねをしようとするだろう。無限に近い魔力源を手に入れる事が出来れば、都市間の外交においても圧あつ倒とう的有利に立てる。聖伐大戦の前は何度か城塞都市同士で戦争もしていたって話だしな。聖伐大戦の傷が癒いえれば、今度は人間同士で戦争だ」

「それは……」

　確かにその通りだろう。

「間ま違ちがいなくお前は利用される。利用したい輩やからが山程ほど出てくる。お前が『魔王炉』に繫がれてしまえば、俺はルドミラとの契けい約やくを違たがえた事になる。呪のろいが解けない」

　とジンゴは言った。

　そう。ジンゴの呪いは未だ解かれていない。

　ルドミラは魔力供給所から逃にげる際、ジンゴに呪いの解除方法を伝えようとした。あれで中々魔王も義ぎ理り堅がたいらしい。だがジンゴは──『先まず俺以外の呪いを解除してくれ』と言ったのだ。

　トバイアス。ジョスリン。そしてセオドア。七年間死に損そこない続けている彼等を、解放して欲しい──と。

　ルドミラはこれを聞き入れ、メイベルの中に未だ残っていた魔力を用い、亡ぼう霊れいとなって彷徨さまよっていた彼等を、今度こそ本当に『終わらせた』のである。

　所しよ詮せん、何もかも自己満足だからな、と──何故なぜか、言い訳をする様にジンゴが言っていたのが、妙みようにメイベルは印象に残っている。

　別に仲間達の呪いと一いつ緒しよに自分の呪いも解除して貰もらえば良かったのではないか。

　ルドミラが請うけ負ったかどうかは分からないが、尋たずねるだけ尋ねてみれば良かったのだ。

　それをジンゴがしなかったのは──何故か。

（呪いが絆きずなになってる……とか、考えるのって、ちょっと、自うぬ惚ぼれ過ぎかな）

　ともメイベルは思う。

　ジンゴは、メイベルを守り続ける大義名分の為ために、自分に掛かかった呪いを解除しなかったのではないか……と思ったりもするのだ。

「それにお前がどう魔王化するのか、未だ分からないからな。お前がお前でなくなった時、俺がお前を殺す。その約束は未だ生きてる」

「……そうだね」

　とメイベルは苦く笑しようする。

　猶ゆう予よはどれ位あるのか。

　明日なのか。それとも十年先なのか。

　ジンゴによると、ルドミラは以前、メイベルの魔王化まで『一年余り』と踏ふんでいたそうだが……どうもその読みは既に外れている様だ。彼女はメイベルがあの土ど壇たん場ばで魔力を吸い上げてジンゴに供給出来るまでになるとは、思ってもみなかったらしい。

　色々とメイベルは魔王としても──歴代の魔王と比ひ較かくして少し『外れ』ているらしい。

「……ありがとう」

　ややあって……そう言ったのは、しかし、メイベルではなかった。

「え……？」

　と眼めを瞬まばたかせて周囲を見回すメイベル。

　だが他には誰だれも居ない。ルドミラの姿も見えない。

「今、ジン、ありがとうって言った？」

「……言ったな」

　若干、ジンゴは憮ぶ然ぜんとしている様にも見える。

「お前を真似てみた」

　なんだか、なんというか、子供が拗すねている様な口くち振ぶりに聞こえるのは、メイベルの気のせいか。メイベルの中で、夢に何度も見た少年と、眼の前の青年が、また重なった様にも思えた。

「お前のお陰かげで、色々、吹ふっ切れたり、解決した事もある。お前はただ自分で生きようとして足あ搔がいていただけかもしれないし、打算が在ってもおかしくはないが。それでもだ。俺はお前のお陰で──助かった」

　ジンゴは前をむいたまま、メイベルには一瞥もくれずに、ただそう言ってくる。

　ひょっとして──照れているのだろうか。

「だから言っておくべきかと思った。それだけだ」

「あ。うん、そっか」

　メイベルは笑え顔がおで頷うなずくと、少し、席の上を動いてジンゴの傍そばに近づく。

　彼の体温と息遣づかいが感じられる程ほどに、近く。

　これからは二人っきりだ。

　恐おそらくは、どちらかが、死ぬまで。

　死が、互たがいを別わかつまで──呪いが二人を結び付けている限り。

「いつまでになるか分からないけど、よろしくね」

「……ああ。任せろ」

　ジンゴの口調はやはり素っ気ないものであったが。

　それが噓うそ偽いつわりの無い真実、彼の心底からの言葉であるのだという事を、メイベルは知っていた。
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　あとがき




　どうも、小説屋の[image: ]さかきです。

『永き聖戦の後に２　スケイプ・ゴート』をお届けいたしまする。




　なんだかんだで二巻で一段落つくこのお話ですが、いざやってみると魔ま王おうと勇者ってやっぱりこう、色々惹ひかれるというか、ネタを思いつく分野だなあと再さい認にん識しきしてみたり。

　特に魔族（『族』ではなく『種』であるという事で本作中では基本的に魔物、と呼んでいますが）、魔王というものを、突つき詰つめて考えていくと色々面白いなあと。

　世界観だけでも色々作れそう。




　ラノベの分野で魔王ものが流行はやったのはちょい前なので、今いま更さら感かんが凄すごかったりしますが。




　考えてみれば本作はヒロイン視点で見れば『転生もの（？）』っぽくもある訳で、『魔王』とか『転生』とかって使い尽つくされて手て垢あか付きすぎた印象もある一方、相変わらず（いつの時代も）ドラマ溢あふれる魅みり力よく的てきなネタなのだなあと思ったり。

　そりゃ異世界転生も流行るわな。




　ミスリル・チップス三人娘のその後、テレンスのその後、そしてジンゴとメイベルのその後、については本巻と前巻が売れれば続きをやらせて貰もらえると思いますが（つか、ジャネットがジンゴにデレる話とか）、まあそれはそれとして。




　また別な角度からの『魔王』や『転生』は扱あつかってみると面おも白しろいのかなあと思います。




　ではでは。

　また次の本でお会いしましょう。
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